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　　Prologue







　土砂降りだった。

　猛烈な熱気が照り付けた昼間から一転し、今夜は生あい憎にくの雨模様である。

　太陽が沈んでから冷えた空気と、激しく降り注ぐ雨滴が、夏の茹うだるような夜を緩やかな適温に変えている。気温が下がったため、先程から車のエアコンは切られていた。

　車内に響くのは、ラジオ番組の流す他愛ない雑談と、車体を叩たたく激しい雨音だけである。

「はぁ～。それにしても、今夜はすごい雨ッスね～、先輩」

　助手席に座っていた、新米警官である布ふ瀬せが、パトカーの窓の外を見やってぼやいた。

　先輩警官である室むろ伏ふしは、布瀬を見ず、運転しながら微笑ほほえんで応えた。

「おかげでエアコン要らずだろ。暑くなくてラッキーじゃないかよ」

　室伏は微笑みを皮肉っぽくしながら、付け足す。

「まあ、夜の山道でこの大雨って状況は、視界が悪くて最悪って見方もあるけどな」

　２人の乗っているパトカーは、街灯がほとんどない、暗い山道を走っている。

　そこはうねるような山肌に敷設された道路であり、周囲は生おい茂しげった木々によって分厚く囲まれている。普段でも視界が悪くて暗い夜道は、より闇やみの色を濃くしている。道を照らすのはヘッドランプの光だけだ。おまけに、車１台すれ違うだけでも困難な細い道なのだから堪たまらない。大雨で視界が悪く、滑りやすいとなれば、運転手にとっては最悪の路面状況と言える。

　室伏の気の張り様など知らず、布瀬はただ退屈そうに、背もたれに寄りかかってぼやいた。

「いつも思うんスけど。こんな人のいない田舎の山道を巡回するのって意味あるんスかねえ。別に強盗が出たり、酔っ払いがぶっ倒れたりとかしてるわけでもないじゃないッスか。俺達、何やってんだかなーって思うッスよ」

「はは。気持ちはわからんでもないが、管かん轄かつだからなあ。結局、警察官もサラリーマン。仕事のルールには従うしかないだろ。逆にこれくらい何も起きない田舎の方が、都会の巡回よりも楽だって。パトカーに乗ってドライブしてるだけで給料が貰もらえる。そう思えば得だろ」

「それはまあ、言えてるッスけどねえ」

　布瀬は欠伸あくびをしながら、涙目になった目を擦こする。激しく左右に行き来するワイパーの動きを、眠そうにボンヤリ見ているようだ。そんな後輩に呆あきれ、室伏は苦笑を浮かべてしまう。

『──34号。聞こえますか、どうぞ』

　突とつ如じよとして、パトカーに備え付けの無線機から呼びかけがあった。

　唐とう突とつに声をかけられ、驚いた布瀬は飛び起きた。

　布ふ瀬せは無線機の受話口を取って、慌あわて気味で無線に応じた。

「こちら34号。通信状態良好、どうぞ」

『最寄りの一般回線電話から１１０番通報です。通報者は成人男性。氏名は名乗りませんでした。不審者がいるため、見回りを頼みたいとのことです。急行願います』

「34号了解。通報者位置情報受信完了。これより現場に向かう」

　カーナビに目標地点が自動設定されるのを確認すると、室むろ伏ふしはラジオを消した。

　……妙みようだった。

　目標地点は山中の奥深い場所である。しかも一般回線での通報ということは、携帯電話などではなく、建物に備え付けの電話を使ってきたということである。こんな辺境の山奥に民家などあっただろうか。人の住む集落があったという記憶はない。

「まあとにかく。良かったな、布瀬。早速、仕事が入ったようだぞ」

「やっぱ暇の方が良かったスねえ」

　室伏はパトカーのアクセルを吹かし気味にして、現場への道を急ぎ始めた。

　現場に向かう道中、２人の雑談は途絶えてしまう。しかし……黙だまっている２人ではあったが、同じ疑問について思索を巡らせていた。

「何か、変な通報ッスよね」

　妙だと感じているのは室伏だけではなく、布瀬も同じようだった。

　パトカーはカーナビの指示に従い、どんどんと山深い場所に突き進んで行く。普段から仕事で管かん轄かつ区域内を巡回しているとは言え、区域内の全ての場所に詳しいわけではないのだ。室伏も布瀬も、カーナビを頼りに、通ったことのない雨道の先に目を凝らし続ける。

　やがて辿たどり着いた先の光景を前に、布瀬は青ざめて呟つぶやく。

「……え……ここって……？」

　布瀬同様、目の前の意外な光景に、室伏も言葉を欠く。

　カーナビが示す目的地。

　そこは細い山道の脇わきに置き捨てられた、ボロボロの日本家か屋おくである。

　建物の壁面や石垣は、草と生おい茂しげる木々に浸食されており、色合いも泥で汚れている。屋根瓦がわらもまばらで、その屋根には無数の穴が開いているようだった。

　どう見たところで廃はい屋おくであり、一般人が立ち寄る機会などない場所だった。

　布瀬は恐る恐る、隣の室伏に尋たずねた。

「本気スか……？　確かに通報があったのって、ここなんスよね……？」

　少し震えた声色で、布瀬はさらに尋ねてくる。

「……通報は一般回線って、こんな廃はい墟きよに電話回線なんてあるんスか……？」

　血の気が失うせた布瀬の表情は、直接口にしなくても心情を訴えている。人などいるはずがない。いたずらに違いない。だから今すぐ、気味の悪いこの場を立ち去るべきなのだと。

　だが室むろ伏ふしは……おもむろに懐中電灯を手にし、車の扉を開ける。

　室伏の行動に驚いた布ふ瀬せは、慌あわてて呼び止めた。

「ちょ、どこ行くつもりッスか、先輩！」

「……通報があったんだ。いたずらかもしれんし、本当の可能性もあるだろう。一応、中を確認しなくちゃならん」

「マ、マジで中を確認するつもりなんスか……！」

　布瀬は涙目だった。だが室伏の言い分が正論であることも理解はしていた。

　しばらく考え込んだ布瀬だったが、やがて覚悟を決めたのか、無線機を乱暴に取り上げる。そして「34号、現場に到着」とだけ報告した。

　雨空の下に出た室伏と布瀬は、懐中電灯を点け、羽織っていたレインコートのフードをかぶる。降りかかる大粒の雨で頰ほほを濡ぬらしながら、気味の悪い家か屋おく内に立ち入ることにした。

　……廃はい屋おくの玄関には戸がなかった。

　まるで洞どう窟くつの入り口であるかのように、暗黒を湛たたえた空間が、玄関の向こうの空間に覗のぞいていた。そんな家屋内に１歩を踏ふみ入れ、懐中電灯の明かりを向ける。長らくの間、置き去りにされていたと思わしき家財の姿が闇やみに浮かび上がる。分厚く埃ほこりをかぶった、古びた家具だけしか周囲には見当たらない。人の姿などどこにもない。

　室伏は思い切って、建物の中で声を上げる。

「こんばんは、警察の者です！　どなたかいらっしゃいますか！」

　……案の定、誰からの返事もない。耳に届くのは、雨音が廃屋の屋根や壁に降り付ける音だけだ。やはり通報はいたずらだったのだろうか。普通に考えれば、それ以外に考えられない。

　室伏がそう思った矢先だった。布瀬が室伏の肩を唐とう突とつに叩たたいてくる。

　何事かと室伏が振り返ると、布瀬は青ざめた表情をしており、足あし下もとを指差している。

「先輩、下、見てくださいよ……！」

　室伏達が歩いていた廊下に、紐ひものようなものが落ちている。

　壁から生はえ出ている、細長いコードだった。

　そのコードは蛇へびのような蛇だ行こうした軌跡を描えがき、廊下の向こうまで続いているではないか。

「まさか、この家の電話線なのか……？」

　ということは、コードの先を辿たどれば、電話があるはずだ。

　電話の傍そばには、通報者がいるのではないだろうか。

　室伏と布瀬は意を決し、そのコードの先を追って、廃屋の廊下を歩き始めることにした。廊下の床板が、歩を進めるごとにイヤな音を立てて軋きしむ。腐った床材を誤って踏ふみ抜き、穴でも開かないか心配だった。慎重に歩を進め続けると、やがて室伏と布瀬は、突き当たりの部屋の前まで辿り着く。電話線のコードは、どうやらその部屋の奥まで続いていた。

「……！」

　思わず室むろ伏ふしは、表情を歪ゆがめる。嗅かぎ覚えのある、イヤな臭においがしたのだ。

　温ぬるい鉄錆さびの臭いだ。以前、１度だけ立ち会ったことのある殺人事件現場で、同じものを嗅かいだことがある。あれは確か……〝血の臭い〝だった。

　濃厚なそれが、再び強烈に、室伏の鼻び孔こうを突いている。

　突き当たりの部屋の奥に懐中電灯の光を向けると、途端に布ふ瀬せが悲鳴を上げた。

「ひっ……ひいいいいい！　先輩あれぇえ！」

「……！」

　室伏は絶句する。痛みを感じる程に、盛大な鳥肌が沸き立つのを感じた。

　自分達がライトで照らした部屋の中央に、ベッドが置かれていたのだ。

　そのベッドには〝人間〟が１人、横たわっている。どうやら手足をベルトの拘束具で縛しばり付けられており、身動きは取れないようだ。遠目に見た限りでは、男のような体格である。

　誰かに監禁されているのだろうか。

　室伏は慌あわてて、ベッドの人物に駆かけ寄ろうとした。

　だが傍そばに近付いてすぐに、足が恐怖で竦すくむ。

「……何なんだ、これは！」

　ベッドの上の男は──〝解剖〟されていたのである。

　喉のど元もとから股こ間かん部まで、縦一文字にメスを入れられており、心臓や内臓が剝むき出しになって露ろ出しゆつしていた。よく見れば、ベッド脇わきには人工呼吸装置のようなものが置かれており、そこから伸びたチューブが、男の喉の奥や臓器の裏側などあちこちに配線されている。信じられないことに、解剖された男の心臓や肺は、まだ正常に動いているようだった。周期的な鼓こ動どうを刻む心臓。チューブから送られてきている空気で、膨ぼう張ちようと収縮を繰り返す肺。

　ベッドの男は物言えず、ただ涙を流して生き続けている。

　これではまるで──何者かによって強制的に生かされているようではないか。

　現実味のない目の前の光景を啞あ然ぜんと見つめながら、室伏は肩を落とした。

　遅れて歩み寄ってきた布瀬が気分を悪くし、盛大に胃の中身を吐はき出し始めている。

　見れば、ここまで辿たどってきたコードは、ベッドの傍かたわらに置かれたダイヤル式の電話機に繫つながっているではないか。……この男が通報者だとでも言うのだろうか。冗談にもなっていない。

　室伏も、布瀬も、目の前の光景に戦せん慄りつして立ち尽つくすことしかできなかった。

　予期せず生じた雷光により、一いつ瞬しゆんだけ、暗黒の室内に光が満ちる。

　その刹せつ那なの白光の中に見えたのは、部屋の壁に書かれた〝血文字〟である。

「…………生……虚神……？」

　書き殴なぐられたかのように、暴力的なタッチで記述された呪のろいだ。

　その言葉の狂気など理解できず、室伏にはただ呟つぶやく以外にできることもない。

　強さを増していく、鉛なまりのように重たい雨音の中で、２人は深い闇やみの淵ふちに立ち続けていた。
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　７月。徐々に照度を増す太陽が、日本各地を加熱している。

　誰もが蒸し暑さに呻うめき始めるシーズンだ。雲１つない快晴の青空を背負った東とう京きようのビルディングは、ガラス壁に空の青さを映し、湛たたえている。熱されたアスファルトの上では陽炎かげろうが揺ゆらめき、数え切れない車が列を成して、その道路を走り続けていた。

　車列の中に、１台の黒塗りの高級車がある。専属の運転手が運転しており、レザーシートの後部座席には、ＶＩＰである２人の男女が腰掛けている。

「……ええい、暑いぞ」

　ＶＩＰの１人。黒髪をポニーテールにまとめた女が、苛いら立だった顔で呻いた。

　理知的な眼まな差ざしをメガネの奥に潜めてはいるが、女性用スーツに白衣を羽織った、奇き妙みような格かつ好こうである。女性の隣に座していた、もう１人のＶＩＰ。白髪の老いた男が、女性とは対照的なにこやかさで答える。

「そりゃあ、夏なんですから当然じゃないですか、ドクター」

　老人は、白衣の女性をドクターと呼んだ。スーツ姿の、紳士然とした雰ふん囲い気きの人物である。温和そうな顔をしてはいるが、片目を覆っている眼帯が、無骨な印象だった。

　白髪の老人──狩か月げつケイゾウは続けて言った。

「確かに外は灼しやく熱ねつ地獄ですが、この車内はエアコンが効いていて涼しいでしょう？」

「車内の空気がいくら冷えていたところで、窓から射さす日差しの刺とげ々とげしさは変わらんだろ」

「そうは言いますが、一応この車、紫外線フィルター付きのフルスモーク車なんですよ？」

「なら私の気分の問題だな。暑いと感じるもんは暑いんだ。ムカつく程にな」

「わがままですねえ。ワーズワースは言いましたよ。〝自然は、それを愛する者の心を裏切ることは決してない〟とね。苛つくのはやめて、この自然の猛威を愛すべきものと考えましょうよ。もっと大らかな気分で夏を楽しめば、イライラすることなんてありませんって」

「相変わらず、局長はもっともらしく他人の言葉の尻しり馬うまに乗っかるのが上手だな」

　ドクターは皮肉っぽく狩月を見やりながら、言い返した。

「だが、ジョン＝モーリーはこうも言ってるぞ。〝どんなに眩まばゆく壮大な自然も、人間の悲劇の舞台に過ぎない〟とな。この夏の暑さも、人間の悲劇の１つに違いないさ」

「おや。これは１本取られました。ドクターも、言うようになりましたねえ」

「天下の内閣情報捜査局ＣＩＲＯの局長と、いつもこうして一いつ緒しよに行動しているんだぞ。副局長をやってる私が張り合うくらいできなくてどうするんだよ」

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯ。

　各都道府県の警察や公安などから選えりすぐりの人材を集めて発足された、日本国で初の情報捜査機関である。国内外の情報を収集して分析するのが一般的な情報機関だが、それに加えて捜査能力を有しているのが特色と言える。警察の手に余ると判断された高度な犯罪や、国家安全保障に関かかわる事件の捜査について介入し、時には担当することができる政府機関だ。

　狩か月げつとドクターは、その組織のツートップなのである。

　やがて車は、新しん宿じゆく区の一角に辿たどり着いた。

　そこは敷地内に数棟のビルを有した広大な施設だった。入り口の正門には、何人もの制服姿の自衛官が、直立不動で立っている。門の横には、その施設の名称が刻印された、大札が掛けられていた。その名を見れば、警備が物々しい理由も説明が付つくというものである。

　──防衛省ＭＯＤ。

　日本の中央省庁の１つであり、国の平和と独立、安全を保つことを目的として活動する国内最大の治安維持機構である。各官庁から独立して活動できる内閣情報捜査局ＣＩＲＯでさえも、有事の際には総理大臣の命令で、防衛省の下部組織として扱われるのだ。国家安全保障に関かかわる最高機関と呼んで過言ではない。

「いつ来ても妙みように男臭くて、むさ苦しい雰ふん囲い気きの場所だな、ここは。暑さが加速するようだ」

「そんなに男臭いですか？　これでも最近は、女性の職員もだいぶ増えているんですよ？」

「無む駄だに肩かた肘ひじ張る厳げん粛しゆくさみたいなものがあるだろう。夏のこういう暑い日には、特に近付きたくないような特有の雰囲気があるんだよ、この場所には。どうせどこに行っても暑いなら、私も〝学生組〟のように山に赴おもむいて、木陰の下で優雅に読書でもしていたかったさ」

　ドクターの発言を聞き、狩月はヒゲを擦さすりながら穏やかに微笑ほほえんだ。

「彼女達は高校の林間学校で、山に行っているところですからねえ。自然体験は良いでものです。バーベキューや天体観測ですか。まさに青春の只ただ中なかと言った感じじゃないですか。しかしドクターが若い少年少女達と青春するには、10年以上遅いように思いますね」

「セクハラ発言だぞ、局長。まあ、若くないジジイやババアは、せいぜいこうして、防衛省で大臣の顔色を覗うかがっているのがお似合いだってことだろう」

　正門の警備を通過し、車は敷地内を走る。

　他愛のない会話に花を咲かせていれば、目的のビルまで着くのはすぐだった。

　ビルの前で車を降りると、狩月とドクターは、黙だまって並び立った。

　夏の眩まばゆい日差しに目を細めながら、ドクターは忌いま々いましそうに言った。

「それで、防衛大臣が私達を呼びつけた理由は何だと思う？」

「だいたいの察しはついているでしょう？　直接会って話すしかないようなことです」

「……私は、どうにも政治というやつは好かないんだよ」

　軽かろやかに質問をはぐらかす狩月に、ドクターは辟へき易えきした返事をする。

　狩月は杖つえを持ち、ビルのフロントへ向かって歩き始めた。ドクターも、その背に続く。

　開いた自動ドアの向こうから吹き付けるエアコンの冷風が、心地良く２人の肌を撫なでた。

　フロントで、受付の自衛官にアポを告げると、やがて案内役の職員が現れた。その後ろに連れられて歩き、エレベータを上がった先は、廊下に赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められたフロアだった。高価そうな美術品が並ぶ廊下を進んだ先に、防衛大臣の待つ執務室はあった。その部屋の入り口は、木製の見るからに重厚そうな造りの扉である。

　案内役の自衛官が扉をノックし、「お連れしました」と告げる。すぐに「通してくれ」という太い声が室内から聞こえた。自衛官が去った後、狩か月げつとドクターは黙だまって入室する。

　執務室に入ると、専用の執務机に鎮ちん座ざした、スーツ姿の男が出迎えた。年老いてもなお厳いかつい顔付きであり、鍛きたえられた太い筋骨が、スーツに隠れていても見て取れる。

　それが防衛大臣の千せん崎ざきである。

「よく来たな、狩月局長。それに副局長のドクターだったか」

　千崎は席を立つと、すぐ傍そばに設置されていた応接用のソファに移動する。

　席を勧められ、狩月とドクターは、千崎と向かい合ってソファに座る。

　狩月は愛想良く微笑ほほえむと、早速、千崎に尋たずねた。

「それで、ご用件は何でしょうか」

「何だと思う」

　試すような千崎の返事に気を悪くすることもなく、狩月は即答した。

「思い当たるのは、我々が現在捜査中の〝岐ぎ阜ふ山中監禁事件〟のことですかね」

　涼しい顔で平然と言ってのける狩月に、千崎は苦笑する。

「フッ。相変わらず単刀直入だな。だが俺は、話は早い方が好きだ」

「では、このままサクサクと続けさせていただきますよ？」

　話を促うながしている千崎の意図を察し、狩月は語り始める。

「２日前。岐阜県山中の廃はい屋おくに監禁されていた１人の成人男性が、発見されました。岐阜県警が調べたところ、男性はベッドの上で四し肢しを拘束され、３日程の間、その場に放置されていたとのことでした。簡単に言ってしまえば、それが事件の大筋であると言えますね」

　狩月の話を聞きながら、千崎は応接テーブルに置かれていた急須を取った。そして席を立って、壁際のポットに向かった。

　ポットの湯を注ぎ、自みずから狩月達に振る舞う茶を用意し始めたのである。

　そんな千崎を見やりながら、まるで些さ細さいな世間話でもしているように狩月は続ける。

「この事件の奇き妙みようなところは、放置されていた男性の状態です。男性は咽いん頭とう部付近から下腹部までを、メスのような鋭えい利りな刃物で縦一文字に切開されており、臓器が剝むき出しになったまま拘束されていました。生命維持装置に繫つながれ、死なないように処置されていたのです。男性の臓器には虫がわいていて、大変に醜悪な状態であったと報告されていますよ」

　応接ソファに戻ってくると、千崎は湯ゆ吞のみを狩月とドクターの前に差し出し、急須で茶を淹いれる。狩月は、湯気立つ湯吞みを手に取りながら口を開いた。

「生命時装置の繫ぎ方、それに男性を切開した傷口の滑なめらかさを見るに、男性を監禁した犯人は〝高度な医療知識を持った人物〟であることが推察されています。男性から話を聞ければ良かったのですが、生憎あいにく、男性は舌を切除されていて喋しやべれないそうです」

「文字通りの口封じか。念入りなことだ」

「ええ。それでも筆談は可能でした。その結果、男性の身元が判明しましたよ。男性は東とう京きよう都在住の政治家秘書。舟とう汰たケンゴ、42歳です。１週間前から行方ゆくえ不明になっており、家族から失しつ踪そう届が出ていました。逆算するに、監禁されたのは失踪して間もなくのようですね」

「政治家秘書への犯行か。……ずいぶんと思想犯らしく感じるな」

「犯行動機については、まだ調査中のため何とも言えないところばかりですがね」

　そこまで話し終えると、狩か月げつの眼まな差ざしに猟犬のような鋭するどさが混じる。

「最も注目すべきは、現場に残されていた血文字──〝生虚神ウロガミ〟の名でしょう」

　狩月の発言は、室内に僅わずかな緊張をもたらした。

　生虚神ウロガミ。一見して意味不明な単語である。

　だがそれが意味するところを、狩月もドクターも、そして千せん崎ざきもよく理解していたのだ。

「その名が出てきたからこそ、俺はお前を呼び出したんだぞ」

　敢あえて、何も答えない狩月。

　千崎はソファの背もたれに寄りかかると、足を組んでラフな態度を取る。

　そうして狩月に変わって話し始めた。

「一目瞭りよう然ぜんだろう。沈ちん黙もくを決め込んで、この事件の報道を徹底的に自じ粛しゆくしているマスコミ連中。それに、躍やつ起きになって早期に事件の幕を下ろそうとしている警察関係者や、特定の政治家達だ。ようするに、この事件の存在を、一刻も早く闇やみに葬ほうむることで利害が一致する者達が暗あん躍やくしているということだ。言うならば〝闇の勢力〟とでも呼ぶべきか」

「適切な表現だと思いますよ」

「その勢力の正体に、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは目星をつけているだろう？」

「──〝黒こく陽よう宗しゆう〟でしょうね」

「……」

「警察関係者やマスコミに、これだけの圧力をかけられる国内勢力と言えば限られてますよ」

　恐れを知らない狩月の発言に、ただ千崎は不敵な笑えみで応える。

　狩月の推測を肯こう定ていも否定もしない千崎。だが狩月は構わず語った。

「黒陽宗──第二次大戦中から国内に存在する新興宗教です。公安の調べによれば、その信者数は、現在、国内だけで６００万人にもなると報告されています。政界、財界、報道や芸能界などにも多くの信者を有していて、特定政治家などへの多額の献金もしています。国政に対するその影響力や発言力は、無視できないと言えますね。……同時に、国内のテロ脅威分析の対象になる常連の団体でもあります」

　不穏な言葉が、説明の中に織り込まれる。

「巨大な組織は、その影も巨大になるものです。黒陽宗の信者は、中ちゆう枢すうの地位に近い人物である程に狂信的であり、国の法律に縛しばられず、自みずからの宗教観を優先する傾向にあると解析されています。組織の利益、あるいは信仰する教義の実現は正義の行いであり、その目的のためならいかなる手段をも選びません。世間に知られていないだけで、組織に害する人物の暗殺や、社会的な抹まつ殺さつなんて何度もやってきています。マスコミに影響力を持つおかげで、彼かれ等らの〝組織犯罪〟は表沙ざ汰たになりません。みんな黒こく陽よう宗しゆうを恐れていて逆らえない。この国の病びよう巣そうですよ」

　強大な組織の力によって、何をしても罪に問われない。

　そんな究極の組織犯罪を実現できるのが黒陽宗なのだと、狩か月げつは告げている。

　その誰も抗あらがいようのない圧倒的な暴力の被害を受けぬよう、国内の各企業のみならず、警察関係者やマスコミ、政治家達も黒陽宗に味方しているのだ。

　誰が黒陽宗に与くみしているともわからぬ中、官公街で、うかつに黒陽宗と敵対する発言をするのは危険なのである。だからこそ、黒陽宗についての話は慎重を期さなければならない。

「黒陽宗の信仰する神。その名こそが──〝生虚神ウロガミ〟です」

　狩月は決定的な事実を口にした。

「生虚神ウロガミは黒陽宗の神の名。しかしその名は同時に、黒陽宗の実権を握る〝沙さ耶や白しろ〟の家の者を指す呼び名でもあります。かなりオカルトじみた話ですがね……黒陽宗の教義によれば、生虚神ウロガミとは架空の神ではなく、この世に肉体を持って存在する現あら人ひと神がみ。そして沙耶白家に生まれついた者こそが、その現うつし身なのだそうです。つまり黒陽宗の代表者は代々、沙耶白家の者。その姿を見た者はほとんどおりません。まさに、正体不明としか言い様のない人物です」

　生虚神ウロガミという神の名を名乗り、黒陽宗の実権を握っている家系、沙耶白家。

　実在するのかどうかさえ、どの国の情報機関にも確かめられていない。

「これまで国内で起きた、いくつかの凶悪犯罪の事件現場にも、今回同様の生虚神ウロガミの文字が残されていました。その文字は、黒陽宗にとっていわゆる免罪符でもあります。現場に残すことで、事件に黒陽宗が関与していることを示し、それを察すれば、マスコミも、警察も、すぐに事件を深く掘り下げようとはしなくなります。神の名１つで、あらゆる罪が許される。黒陽宗は、この国で〝究極の免罪システム〟を有していると言えます」

「それを考えれば、ある意味、生虚神ウロガミとは実在する神の如ごとくだ」

　黙だまっていた千せん崎ざきが、鋭するどい眼まな差ざしを向けながら言った。

「そこまでわかっていてもなお、この監禁事件の捜査を継続させるつもりか、ケイゾウ？」

　千崎は、敢あえて狩月を下の名前で呼ぶ。そして忠告の意味を込め、続ける。

「わかっているだろう、相手にしようとしている者達の厄やつ介かいさが。警察や政権、そしてこの防衛省の中にも、黒陽宗に懐柔された者は多い。本来なら味方であるはずの者達が、味方として信用できなくなるわけだ。捜査においてまず間違いなく、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは孤立するだろう。監禁事件は確かに凶悪で見過ごしがたい事件ではあるが、犯人の背後が黒陽宗では手出しができない。そもそも黒陽宗を滅ぼすことなど、我々にはできないんだからな」

　言われるまでもなく、狩月ならそのことを理解しているだろう。

　だから敢あえて千せん崎ざきは、それ以上のことを説明しない。

「旧ふるい友人のよしみがあるからこそ、わざわざこうして呼び付けてまで忠告しているんだぞ。悪いことは言わない。この事件を理由もなしに掘り下げるのはやめておくことだ」

　すると今度は、それまで無言だったドクターが口を開く。

「……事件を掘り下げる理由ならあるさ」

　聞き捨てならず、千崎はドクターに尋たずねた。

「理由があるとは、どういうことだ」

「年初に起きた静せい峯ほう学園人質立て籠こもり事件。そして３ヶ月程前に起きたインターネット公開処刑事件。いずれの事件にも、国内の大きな企業の関与があったことは記憶に新しい」

　ドクターが切り出した話題は、唐とう突とつであった。

「その大きな企業というのは、天照アマテラス製薬、ノルド・コーポレーションの２社だ。両企業には、ある共通点がある。再生医療分野に対して共同投資をしており、〝万能性細胞デユナミス〟と呼ばれる人工多能性幹細胞の臨りん床しよう研究を後援していた点だ」

　少し冷めて、飲みやすくなった茶を啜すすりながら、ドクターは続きを語った。

「これまで黒こく陽よう宗しゆうは両企業に対して、何度も後援中止を求める反対運動を行ってきた。彼かれ等らの活動理念は〝人類の平和と繁栄〟だそうだが、医療発展による人類の過度な増加は、自然の摂理に反すると考えているらしいからな。人類には程良い淘とう汰たが必要であり、万能性細胞デユナミスは悪あしきものであると主張しているんだ。両企業は黒陽宗にとって、悪の勢力であったと言える。そしてその両企業の社長や役員達は、今年に起きた一連の事件で死亡している」

　ドクターはメガネの奥を陰らせ、冷ややかに告げる。

「それだけじゃない。５年前に神か奈な川がわで起きた生物兵器テロ──通称、殺さつ戮りくの三日。そのテロに与くみしていた故人、不ふ破わ厚労相がいただろう。不破は天照製薬と組んで、万能性細胞デユナミスの臨床研究を推進していた有力者だ。こうなってくると、何とも奇き妙みような偶然が続いている。黒陽宗という宗教団体の周りでは、最近、不自然な程に政敵が消えている」

　そこまで話をすると、ドクターは視線を鋭するどくした。

「今年に起きた一連の事件の黒幕は、黒陽宗だったのだと見ることができるだろう。だがいずれの事件も先端科学ＡＳＴ犯罪であり、人質事件に関して言えば万能性細胞デユナミスを用いた犯罪だった。それを万能性細胞デユナミス反対派の宗教団体が、単独で手引きしたとは、どうにも考えにくいんだよ」

「……なるほど。〝エリス〟が協力していると考えているわけだな」

　エリス。ギリシャ神話の、不和と争いを司つかさどる女神の名でもある。５年前に神奈川で起きた大規模テロ事件、殺戮の三日の主犯であるとされている最重要国際指名手配のテロリストだ。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯが発足されたのは、エリスに対抗するためだったと言っても過言じゃない。敵がエリスであるなら、それこそ内閣情報捜査局ＣＩＲＯにとっては本懐。だからこそ私達は、監禁事件の捜査を続けることにしたんだよ。黒陽宗を敵に回すリスクを承知でな。それに、少しばかり気になる情報を入手したことも、背景事情としてあるんだ」

　ドクターは持ってきていた手て提さげカバンの中から、タブレットを取り出した。

　ディスプレイに、ある情報を表示させると、千せん崎ざきに見えるよう、テーブルの中央に置く。

「これは未確認カテゴリーに分類される情報。ようするに、証拠のない情報のことだな」

　そこに表示されていたのは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが現在調査中の未確認情報だ。通常、こうした情報は証拠が乏とぼしいため事実とは断定されず、防衛大臣の千崎などをはじめとする主要閣僚メンバーには、いちいち報告されないものである。

　そのタブレットには、英語で書かれた報告書が表示されている。

　報告書の発行元の名前に、千崎は驚いた。

　米国国家安全保障局ＮＳＡ。アメリカ最大の治安維持機構である。

　どうやらそこから発行された、外務省に対する極秘の警告文書のようだった。

　報告書の内容を大まかに読解すると、千崎は絶句する。ドクターに代わり、狩か月げつが言った。

「日本国内の過激派団体において──〝テロ〟を準備する動きがある。アメリカの諜ちよう報ほう活動の最中、偶然、日本に関係していると見られる、そんな不穏な動きが察知されたとのことでした。ＮＳＡから、この文章が送付されてきたのが４ヶ月前です。情報の精度は10パーセントとのことでした」

　狩月は眼まな差ざしに、猟犬のような鋭するどさを織り交ぜる。

「その知らせを受け、公安調査庁や警察、それに我々はすぐに国内のテロ脅威分析を強化しました。しかし主要な国内過激派団体の活動は静かなものでしたよ。大がかりな作戦を決行するのであれば資金の動きなどがあって然しかりですが、それもなく、国外から大物のテロリストが来日しているという証拠も出てきませんでした。ですからこの件については誤報であったのだろうということになったのです。内閣情報捜査局ＣＩＲＯ以外の政府機関では、ですがね」

　不敵な笑えみを頰ほほに作り、狩月は言った。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、この情報を誤報とは考えていません。先にもドクターからご説明した通り、我々が今年に入ってから捜査した事件には、黒こく陽よう宗しゆうという過激派団体の関与がちらついているわけです。活動の証拠は何もありませんが、これを〝活動が活発ではない〟と判断するのには、いささか抵抗があります。この際、私の個人的な考えをハッキリと言いましょうか。今回の監禁事件は、テロ計画に関連した、何かしらの初動ではないかと見ています」

　千崎は、青ざめた顔で狩月の話を聞いていた。

　肝きもを冷やしている様子の千崎に、狩月は言う。

「黒陽宗がもしもテロ計画を遂行中であるなら、その真偽を確かめ、速やかに対処しなければなりません。ですから我々はそのために、４ヶ月前から〝ある作戦〟を遂行中です」
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　爽そう快かいな青空に、大きな入道雲がゆったりと漂ただよっている。

　生おい茂しげる山の木々。その緑の葉の向こうに広がる空の青さは、よく映はえて美しい。

　蟬せみ達の合唱と、涼やかな川のせせらぎ。河原のほとりには、釣りや自然観察に興じている多くの行楽客達の姿があった。

　葉よう台だい高校の学生達も、そんな行楽客達の中に混じっていた。

　林間学校。夏休みに入る前の３日間を使って行われる、大規模な野外授業だ。

　山間部の宿泊施設に泊まり、自然の中で過ごすという学教行事の１つである。名目上は授業となっているが、川遊びやウォークラリー、天体観測など、ほとんど遊びに近いカリキュラムばかりだ。そのため生徒達の気分は、普段よりも開放的な様子である。

　午前中の授業は、川辺での水遊びであった。

　そのため男子も女子も、水着姿である。午後も引き続き水辺の授業であるため、その格かつ好こうのまま、今は班ごとにバーベキューコンロを囲んでいるところだ。

　それは野外炊事実習を兼ねた、その日の昼食作りである。

「……」

　木こ漏もれ日の下、汗まみれでバーベキューコンロに向き合っている少年がいた。

　荒々しくカットされた不ふ揃ぞろいな黒髪。冷ややかな眼まな差ざし。表情に年相応の子供らしさはなく、研ぎたてのナイフのように、ただ鋭するどく危険なだけの気配を漂わせている……のだが。

　それは普段の話。

　今現在は、炭火で熱された金網の上で、大量の野菜を焼くことに集中している様子だった。

　網の上のトウモロコシなどが焦こげないよう、トングを使って懸けん命めいに野菜をひっくり返し続けている。その作業が楽しいのか、少年の頰ほほの隅には、僅わずかな微笑ほほえみさえ覗のぞいていた。

　彼の名は、黒くろ木きカナタ。

　３ヶ月程前、葉台高校の２年生として転校してきたばかりの男子生徒である。

　その隣でキラキラと瞳ひとみを輝かせている水着姿の少女がいる。コンロの前にしゃがみ込み、肉の入ったパックと箸はしを手にしていた。ヨダレを垂らしながら、少女は熱された金網を覗き込み続けている。

「ねー……もうお肉焼いても良い？」

　深ふか水みルーク。異様に色白い肌。眼差しが、どこか眠たそうな半眼の少女である。胸部のボリュームがかなり残念ではあるが、クラスの男子の視線を集める程には美少女だ。

　ルークのねだるような眼差しを向けられても、カナタは冷淡に否定するだけだ。

「だめだ。火の通りが悪い野菜から焼く」

「うがー！　もー、カナタのケチー！　バーベキュー奉ぶ行ぎよう！」

　肉の投入を許して貰もらえなかったルークは、頰ほほを膨ふくらませてふて腐れる。

　カナタとルークのすぐ傍そばには、屋根付きの野外炊事棟があった。飯はん盒ごう炊さん用の釜かまや、大人数用の食卓が並べられた吹き抜けの小屋だ。そこからルークを、呆あきれ顔で見ていた少年がいた。

　氷ひ坂さかシュウヤ。トレードマークでもあるターバンを頭に巻いた、長身の少年である。

「おい。暇ならこっち来て、野菜切るの手伝えって、ルーク」

　先程からシュウヤは、懸けん命めいに野菜を切っているところだった。水で満たされたバケツの中から野菜を取り出しては、テーブルの上のまな板で、包丁を振るっている。

　ルークは唇くちびるを尖とがらせ、イヤイヤと頭を左右に振って拒否した。

「やだー！　あたし肉係だもん！　野菜係じゃないもん！」

「い、いつ決まったんだ、その係！」

「今あたしが決めたんだもん！」

「だもんだもんって、可か愛わいい子ぶっても誤ご魔ま化かされないぞ！　だいたい同じ班の仲間として、さっきから１人で野菜切ってるシュウヤ君かわいそうとか、そういう心遣いはないのかよ！」

「かわいそうじゃないもん！　シュウヤみたいな小物は、野菜切るために生まれてきたようなもんでしょ！　がまんして欲しいもん！」

「な、何のために生まれて、何をして喜ぶんだよ、俺は！　小物とは何だ小物とは！」

「ちょ、ちょっとちょっと、２人共！　ケンカはよそうよ！」

　睨にらみ合うルークとシュウヤの間に、慌あわてて割り込んでくる少女がいた。

　緋ひ上かみリセ。

　長い黒髪で、やや小柄な体付きの少女である。整った顔立ちは、街を歩けば人目を惹ひく程に可か憐れんだ。フリル付きの可愛いビキニ姿で、いつもより胸元や腰回りが露ろ出しゆつしている。

　リセが現れるなり、ルークはキラキラと目を輝かせ、即座に機き嫌げんを直してみせる。

「ふわわぁ[image: ～][image: ～]！」

　理由は単純だった。なぜかリセが、両手いっぱいにパック詰めされた肉を持ってきたからである。その意外な登場に、シュウヤが尋たずねた。

「ど、どうしたんだ！　紙コップとか取り皿を、隣の班の連中から分けて貰もらいに行っただけのはずだろ！　それがどうして、おまけの肉まで付いてくるんだ！」

「あはは……それがね」

　リセは肉のパックをテーブルに置くと、困ったように苦笑して頰ほほを搔かく。

「いらないって断ったんだけど、余ってるからって……あっちの男子が無理矢理くれたの」

　シュウヤが隣の班の方を見ると、遠巻きにリセを見やりながら、鼻の下を伸ばしている男子達が覗うかがえた。反面、隣の班の女子達は、憎々しげに自班の男子達を睨にらんでいるようだ。

「すげえな。つまり美び貌ぼうの勝利ってやつかよ」

「そ、そんなんじゃ……」

　言われてリセは、赤面して俯うつむいてしまう。

「あたしが紙コップとか忘れてきたおかげで、肉が増えたね！　さっすがリセ！」

「そもそも担当分の持ち物を忘れてきたお前は反省しろよバカ！」

「ひっどーい！　今、あたしのことバカって言った！　バカって言う方がバカなんだもん！」

「小学生かよ！」

　またシュウヤと口論を始めようとするルークだったが、リセが「よしよし」と頭を撫なでてやると、それだけですぐに機き嫌げんが直ってしまったようだった。実に単純である。

　ルークは再び、カナタの隣に貼り付き始めた。そうしてまたもや肉の投入タイミングで意見が食い違っているようだ。そんな２人の様子を、リセは微笑ほほえましい気持ちで見つめてしまう。

「変な感じだよな」

　何となく、シュウヤがリセに話しかけた。

　リセが不思議そうな顔をしていると、シュウヤは苦笑して言った。

「あの２人だよ。これまで、とんでもない修しゆ羅ら場ばをくぐってきてる怪物みたいな連中のくせして、こうして一いつ緒しよに過ごしてる時は、まるで普通の高校生なんだからさ。社交的な性格のルークはまだしも、カナタなんて転校してきた時には、本当に高校生なんて務まるのかって疑ってたよ。今じゃすっかりクラスに馴な染じみつつあるだろ。寡か黙もくな地味男って、専もつぱら評判だけどな」

[image: ]

　そんなシュウヤの意見に、リセは僅わずかに微笑ほほえんでしまう。

「寡か黙もくな地味男か……何かそれ、カナタらしくて良いかも」

「らしい？」

　シュウヤは、リセの感想を意外に思った。

「アイツの本性を知らないクラスの連中はともかく、まさか妹であるリセまでそんな風に思うなんてな。カナタの素顔を知ってる俺としては、アイツが地味だなんて思えないけど」

「シュウヤ君の言ってるカナタの方が、私は、本当のカナタじゃないって思うよ」

　リセは、カナタをどこか、愛いとしげに見つめながら続ける。

「だって、寡黙で地味ってカナタの方が、私が知ってる昔のカナタなんだから」

　僅かに頰ほほを染めているリセ。その視線に促うながされ、シュウヤもカナタに目を向ける。

　見ればカナタは、焼き上がった肉と野菜を紙皿に盛り付けていた。

　その皿をルークと手分けして持ち、シュウヤとリセに運んでくるところのようだ。

　黙だまってリセに皿を差し出すカナタ。それを受け取ったリセは、微笑んだ。

「ありがとう」

　その言葉を再びカナタに言える日常が、リセはただ嬉うれしかったのだ。




　　　　▲　Day1　12:35　▼




　班全員、紙皿と箸はしを持ち、バーベキューコンロを囲みながらの昼食が始まった。

　他の班の生徒達も、リセ達と同じように自班のコンロを囲んで談笑をしている。

　そんなクラスメイト達の活気に紛まぎれ、リセ達の班だけは、真面目まじめな会話を始める。

「──洞うろ谷たに村むら」

　改まった態度でリセが口にしたのは、辺境の村の名前である。

「今、私達がいるこの河原から、西の吉き備び山さんを隔へだてたところにある村の名前だよ。人口５００人くらい。日本国内の、どこにでもあるような小規模な山村だけど、この村には、かなり特殊な性質がある」

　リセは断じた。

「村人の全てが、〝黒こく陽よう宗しゆう〟という新興宗教の信者だっていう点だよ」

　バーベキューソースを野菜にかけながら、シュウヤが頰ほほを引き攣つらせて反応した。

「黒陽宗って……色々とネットで言われてる、あの黒陽宗のことか？」

　シュウヤは、どことなく不安そうに続けた。

「噂うわさだと、信者から詐さ欺ぎまがいにお布ふ施せを取ったりとか、脱退希望者を集団で袋ふくろ叩だたきにしてるとかって聞いたことあるぞ。おいおい、そんないかがわしい連中が近くにいる場所で、こんな風に吞のん気きに、林間学校だなんて聞いてないっての」

「シュウヤはいつもビビりだよねー。山１つ隔へだててる場所だって言ってるじゃん。遠いよー」

「遠かろうが近かろうが、どっちにしろ何かイヤな感じには違いないだろ！」

　シュウヤとルークのやり取りに、リセは苦笑してしまう。……部外者のシュウヤに、どこまで本当のことを話して良いものか考えたが、リセは表層的な説明のみに留めることにした。

「インターネットとかだと、確かに悪評がそれなりにあるみたいだね。部分的には、噂うわさが事実だったりもするよ。でもさすがに、村に近寄ってきた一般人に対して危害を加えるような、露ろ骨こつな攻撃性はないと思うよ。そもそも黒こく陽よう宗しゆうがそんな団体だとしたら、この辺が観光地として発展してるはずもないし」

「ま、まあ、確かにそうだよな……」

「それに黒陽宗は自然保護や慈善事業を積極的に行っていて、多大な寄付で福祉や医療に貢献してる善良な団体だよ。日本国内だけでも、３００を超える病院や介護施設を建てるのに出資してる。インターネットの世界と違って、現実世界での黒陽宗は、そんなに悪い団体だとは思われてないみたい。信仰の自由の範はん疇ちゆうだけど、信者達がしつこく各地で布教活動をしてるのがよく思われてないだけかもしれないよ」

　民間顧問コンサルタント──リセ、ルーク、カナタ、彼ら３人は学生の身分でありながら、自身の持つ優れた才能や技術を内閣情報捜査局ＣＩＲＯに提供し、国防に関かかわる捜査に協力して報ほう酬しゆうを得ているスペシャリストなのである。協力要請がない非番の時は、普通の高校生として生活しているのだ。

　そこまでの話を聞いたシュウヤは、素朴な疑問を口にする。

「けど今回、そんな善良そうな団体に、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは何の用があるんだ？」

　シュウヤの質問に答えたのはルークだった。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯの見立てでは、今この時に、黒陽宗がテロの計画を企くわだてている可能性があるんだってさー。洞うろ谷たに村むらで、こっそりとねー」

「なっ、テロだって!?」

　ルークのとんでも発言に、シュウヤは驚きよう愕がくしてしまう。

「テ、テロって……善良な団体に、何だってそんな疑惑がかかるんだよ！　わけわがわからないっていうか、ピンとこないっていうか……具体的にどんな計画なんだ！」

「せっかちだなー。それを調べるのが、今回のお仕事だってばー」

　ルークの返事に、シュウヤは僅わずかに頰ほおを引き攣つらせる。

　２人のやり取りを見ていたリセは、少し困ったように微笑ほほえんで、シュウヤに答えた。

「今回の作戦には、内閣情報捜査局ＣＩＲＯにとって部外者であるシュウヤ君にも、ちょっと協力して貰もらうことになる。同じ班の人だから誤ご魔ま化かしにくいしね。私やカナタの事情を知ってる人でもあるから、蚊帳かやの外に置くより味方にしておいた方が良いっていう局長の判断だよ。だから部分的な機密情報の開示は許可されてるけど……あんまり詳しいことは言えないの、ごめんね。ただ１つ言えるのは、まだテロ計画が実在しているかはわからないってこと」

「あたしは、〝テロ計画が本当にあるのか〟を調べるために、ここに来てるんだよー」

「な、何だよ。つまり実際に計画があるってわかってるわけじゃなくて、計画があるかもしれないってだけなのか。ビビって損した気分だ……」

「へへー。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの通常業務。国内テロの脅威分析の一環だねー。実はこういう仕事、意外に多いんだー。空振りに終わることばっかりだけど、それならそれで良いんじゃないかなーって思うよ。ここでみんなと遊ぶの楽しいしー。お肉いっぱいあるしー」

「お前は、肉が食えりゃそれで良いように見えるぞ」

　ルークは肉を頰ほお張ばりながら、心底幸せそうに蕩とろけた表情をしている。

　これから政府機関に与えられた任務を実行するようには思えない、吞のん気きな様子である。

「でも、何でなんだ？」

　シュウヤは思い付いて、リセに尋たずねた。

「黒こく陽よう宗しゆうの本部は確か、東とう京きよう都内だったろ。テロとか、そういう怪しい動きが見られるなら、真っ先に捜査の対象になりそうなのは東京の本部なんじゃないのか」

　シュウヤの指摘はもっともだった。だがリセは答える。

「確かに、黒陽宗の表向きの本部は東京都内にある。けど、こちらの土地の方が、本部施設よりも重要視されてるみたい。彼かれ等らの教義では、洞うろ谷たに村むらは〝神の住まう場所〟だから」

「はあ、神だって……？」

「〝生虚神ウロガミ〟。黒陽宗の神の名前だけど、実質的には団体の代表者、いわゆる教祖のことみたいだよ。部外者は誰も姿を見たことがない、実在しているのかすらわからない人だけど」

　それまで沈ちん黙もくを続けていたカナタが、リセの話に納得の声を漏もらした。

「──なるほど。それでか」

　納得する意味がわからないリセとシュウヤだったが、ルークだけは怪しく笑えむ。

「あー。カナタ、気付いてたんだ」

　カナタが横目で見やる視線の先。ルークも同じ方角を見ながら、にやついているようだった。リセとシュウヤも、その視線の先を確認する。

　白シャツにジーンズ姿の、２人組の男がいた。何気なく河原を歩いているその姿は、周囲に数多くいる一般の行楽客にしか見えない。だがカナタは、その２人組の違和感を指摘する。

「腰の後ろに、ホルダーで無線機を提さげている。さっきから定期的に、似た格かつ好こうの連中が現れては、何度も同じルートを通過している。見るからに集団で〝巡回している〟な」

「うんうん。神様に近付く怪しい奴やつがいないか、監視してる見回り役ってとこだろうねー」

「う、噓うそだろ。じゃあアイツ等、信者かよ……！」

　リセとシュウヤは、不気味な２人組の男をつい凝視してしまう。その２人組と、思わず目が合いそうになり、慌あわてて視線を逸そらした。そんなリセとシュウヤに、ルークが言う。

「洞うろ谷たに村むらは閉鎖的な村だよー。村人の全てが黒こく陽よう宗しゆうの信者で、村の外から来訪する人を厳しく監視してるんだー。ようするに、部外者が村を調査するのは簡単じゃないってことだねー。こっちが捜査官だってバレたら、追い返されたり、色々隠されたりするだろうし」

「だから監視の連中に存在を気付かれず、こっそり村を調査する必要があるってわけか」

「そーいうこと。山１つ隔へだててもこの監視体制だし、村の周辺はもっと見張りが厳重なんでしょー。主要な道路や電車経路も、一般人に紛まぎれた見張りがいるし。今いるこの場所だって、普通なら信者達にマークされずに近付くのって、かなり難しいんだよねー。なるべく怪しまれず村に近付けるよう、あたしはこうして葉よう台だい高校に転校してきたわけだけど、大成功だー」

　ルークの発言に、シュウヤは違和感を感じた。

　シュウヤが尋たずねる前に、ルークは先んじて、その疑問に答えた。

「葉台高校は、村の傍そばのキャンプ場で、林間学校を計画してた。そこに紛れ込めれば、怪しまれずに村の傍に滞在できるでしょー。おまけにあたしは未成年だしー。学校行事で来てる学生が潜伏工作員スリーパーだなんて、まさか普通は考えないでしょー。局長考案の予想外作戦だよー」

「おいおい、最初からこの林間学校に参加するためだけに転校してきたって言うのか！」

「正確にはリセの護衛の任務も兼ねてるんだけど、発端の理由はそういうことだねー」

　軽く認めるルークに対し、驚いたシュウヤは言葉を失ってしまう。

　シュウヤだけでなく、初耳であったのだろうリセも、似たような啞あ然ぜんとした顔をしていた。

　つまりルークは、洞谷村を調べるために葉台高校に転校してきていたのだ。

　ルークとリセが葉台高校に転校してきたのは２ヶ月程前だ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、２ヶ月以上前から、洞谷村を調べるこの作戦を準備していたことになる。

　しばし絶句していたシュウヤだったが、やがて気を取り直す。

「……まあ、とりあえず事情はわかった」

　わざとらしく咳せき払ばらいをしながら、シュウヤは続けた。

「にわかには信じにくいけど、山の向こうの辺境の村で、テロが計画されているかもしれないんだろ。それを確かめるために、これからルークが林間学校の授業を抜け出して、あちこち調べてくるわけだ。で、その間、同じ班員の俺、それにカナタとリセは、ルークが抜け出してるのがバレないように、適当に先生や学校の連中を誤ご魔ま化かしておけば良いわけだな」

「そゆことー。協力よろしくー。今回は、偵察任務とかに慣れてる、あたし単独での作戦だから、リセ達は普通に林間学校に参加してくれていればオッケーだよー」

「ホント、お前は何者だよ。偵察任務に慣れてるとか、スパイかっての」

「フフー。女の子には秘密が多いのだー」

　皿の肉を平らげると、ルークはゲップをした。おおよそ淑しとやかさとはかけ離れた態度で、空き皿をテーブルの上に投げ出す。そうしてルークは、足あし下もとに置いてあった偵察装備一式を入れた小型ザックを拾い上げる。それを肩にかけて、リセ達に背を向けた。

「ま、お腹なかも膨ふくれたし。そういうことだから早速、仕事に行ってくるよー」

　バイバイと片手を小さく振りながら、ルークは木々の奥に突き進んで行く。

　その背中に向かって、リセは心配する母親のように声をかけた。

「気を付けてね、ルーク」

「ういういー。早ければ今夜の天体観測までには戻るよー」

　そうしてルークの姿は、生おい茂しげる草木の向こうに見えなくなっていった。
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　生徒の点呼確認は、班ごとに班長が行い、教師に報告することになっている。

　班長であるリセが誤ご魔ま化かして報告すれば、教師達にルークの不在は気付かれなかった。

　教師達はともかく、ルークの姿が見えないことを、不思議に思うクラスメイトが何人かいたことの方が危なかった。クラスでも目立つ美少女であるルークが不在となれば、特に男子生徒達は騒さわごうとする。しかし日頃の素行が適当なルークであるため、「サボっている」とでも言えば、大概は納得して貰もらえるのが幸いだった。危あやうい場面は何度かあったものの、１日目のカリキュラムは着々と進行し、順調である。

　午後の授業は、川での鮎あゆの摑つかみ取りだった。

　光る川瀬に両手を差し入れ、葉よう台だい高校の生徒達は、放流された鮎を手摑みで捕まえた。

　その後は、宿泊先である林間学校の体育館で、現地の地域振興会の会長である老人の講演会があった。周辺地域の歴史や、観光名所についてを長々と聞かされ、眠くなる時間が続いた。

　講演会が終われば、夕飯である。

　捕まえた鮎が塩炙あぶりにされ、夕飯の美味おいしい一品として添えられていた。

　それらに舌した鼓つづみを打った後は、宿泊棟での休きゆう憩けい時間である。

　宿泊棟は男女ごとに分かれており、カナタとシュウヤはリセと別れ、男子棟に向かった。

　さすがに色々と運動したせいか、元気いっぱいの生徒達にも疲れが見え始めていた。

　生徒達は、広い畳の部屋の隅に荷物を固めて置くと、その辺に適当に寝そべったり、座り込んだりして時間を潰つぶし始める。電波状況が悪い山奥のため、スマートフォンの電波も満足に届かず、インターネットもＳＮＳもできない環境である。本日最後のカリキュラムである天体観測が始まるまでは、何もすることがなくて暇だった。

「くぅ～。やっぱり、リセちゃんは超可か愛わいいよなあ！」

　その話題を切り出したのは、やはりムードメーカーである男子、真さな田だマコトである。

　マコトの提供した話題に、クラス男子の一団が、即座に目の色を変える。昼間の女子達の水着姿を品評していた男子生徒達にとっては、リセのことは、話したい話題の筆頭であった。

「わかる！　今日水着姿見て改めてわかったけど、すっげースタイル良いしエロいよなあ！」

「僕なんか視線釘くぎ付づけだったよ。あの胸の谷間が見られただけで、ここに来た価値あったね」

「天使だよな！　天使！　そんじょそこらのアイドルの方が不細工に感じるくらいにさ！」

「でもリセちゃんのみならず、俺はルークも好きなんだよなあ。なんか小動物っぽい可か愛わいさっていうかさー。守ってあげたくなる感じだよな」

　ルークを守ってあげたくなるという台詞せりふを耳にし、シュウヤは飲みかけていた水筒の茶を噴き出してしまう。そんなシュウヤの態度に気付いてか、リセ達の話をしていた男子の一団が、一斉にシュウヤの方を振り向く。マコトがクラスの総意を代表してシュウヤに言った。

「まったく黒くろ木きと氷ひ坂さかが本当に羨うらやましいぜ！　学校で美女ランキングでもやったらワンツートップ確実な２人と一いつ緒しよの班だなんてさ。まさに奇跡的幸運だろ！」

　噴き出した茶に濡ぬれた唇くちびるを拭ぬぐうシュウヤ。その顔はどこか青ざめていた。

　なぜか額ひたいには脂あぶら汗を浮かべ、頰ほおには乾いた笑えみが貼り付いている。

　シュウヤは苦しそうに言った。

「ど、どうでも良いけどさ、お前まえ等ら、ここではその話題を控えた方が良いかもしれんぞ」

「ん？　どうして？」

「どうしてって、そりゃあ何というかだな……」

　シュウヤは口ごもり、恐る恐る部屋の隅を横目に見た。

　黒木カナタ。

　本当の素す性じようを隠すため内閣情報捜査局ＣＩＲＯが偽造した架空の身分と名前を持つ少年。本名は緋ひ上かみカナタ。過去に神か奈な川がわ県で起きた生物化学兵器テロ、通称〝殺さつ戮りくの三日〟において、１００万人を殺したテロリストグループの１人として死刑判決を受けていた危険人物である。今は故ゆえあって、内閣情報捜査局ＣＩＲＯに協力する民間顧問コンサルタントとなっているのだ。

　緋上リセと、緋上カナタは、血の繫つながらない兄妹である。

　無論、素性を隠している以上、クラスメイト達が、カナタとリセの本当の関係を知るはずもない。だが事情を知るシュウヤからすれば、クラスメイト達が展開するリセの話を聞いて、カナタがどんな反応を示すのかは、想像するだけで背筋が寒くなるのだ。

　幸いなことに、どうやらカナタは、男子達の話を聞いていなかったらしい。

　教科書とノートを広げて、驚くことに、黙もく々もくと自習をしているようだ。完全に勉強に集中しており、周囲の会話など意識の外にある様子だった。

「何だよ。黒木は相変わらず勉強かあ？」

「いつも暇さえあれば自習って感じだよな。真面目まじめだねえ」

「はは。その割には、期末テストの成績は学年最下位付近だったみたいだけどな」

　侮ぶ辱じよくしているという程ではないが、他の男子達はカナタを嘲あざ笑わらう。

　だがシュウヤから見れば、懸けん命めいに勉強しているカナタの様子は微笑ほほえましかった。

　カナタは５年もの歳月を刑務所で過ごしてきたのだ。普通の学生のように、学校で中等教育を受けてきていないのだから、テストで高得点を取るのが難しいのは当たり前である。

　今はカナタなりに……失った時間を取り戻したいと必死なのかもしれない。ああしていつも自習しているのもその思いの表れなのだろうと、シュウヤは思っていた。

「まあ、確かにアイツの成績が悪いっていうのは意外だったんだよなあ」

　シュウヤがそう呟つぶやいてすぐだった。ふと、カナタの傍そばに歩み寄る１人の少年がいた。

　マッシュパーマの黒髪。涼しげな眼まな差ざし。優しそうな雰ふん囲い気きの美少年である。

　萩はぎ原わらソウジ。成績学年トップのリセと、いつも１位、２位を争う優等生のクラスメイトだ。

「良ければ、今日も少し手伝おうか、黒くろ木き君」

　ソウジはカナタに、優しく声をかける。

　しばらく黙だまっていたカナタだったが、やがて言葉短く、ソウジを見上げて答えた。

「……頼む」

　ソウジは微笑ほほえみ、静かにカナタの向かいに座り込んだ。

　普段からソウジは、勉強についていけていないカナタに色々教えているのである。無愛想なカナタを相手にするのも慣れたものだ。傍はたから見れば、２人は仲が良いように見えた。

　ソウジは、カナタが躓つまずいている数学の問題の解き方を丁寧に教え始めた。黙って興味深そうに聞くカナタの態度は、信じられない程に素直である。寡か黙もくな地味男。それがカナタらしさであるとリセが言っていたのは、間違いではないのかもしれない。シュウヤはそう感じた。

「──あの噂うわさ、本当なのかね」

「だとしたら残念だよなあ」

　シュウヤの傍そばで、マコト達が小声で話しているのが聞こえてきた。

「残念って、何が残念なんだ？」

「知らないの、氷ひ坂さか？　萩原、リセちゃんのこと好きらしくてさ。この林間学校中に、付き合おうとしてるって噂だぜ。たぶん天体観測の後とか、告白狙ねらってるんじゃないの？」

「なっ、あの萩原がか！」

「おいおい。驚くところそこかよ。萩原がリセちゃん狙ってるなんてバレバレだろう」

　マコトは頭の後ろで腕を組み、心底残念がって続ける。

「しっかし萩原かー。勉強ができて、スポーツができて、ルックスも良いとか、とんだチートキャラだよな。しかもテニス部のエースだし、おまけに性格も良いんだぜ？　あんなのに告白されて、断る女子なんていないだろ、普通」

「あーあ。俺おれ等らのリセちゃん、取られちゃうんかな」

　それを聞いたシュウヤは、引き攣つった笑えみでカナタとソウジを見る。

　予期せず複雑な関係になりそうな２人を、シュウヤは不安そうに見つめるだけだった。
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　食後の休きゆう憩けい時間が終わると、生徒達はジャージから私服姿に着替え、宿泊棟を後にした。

　外に出ると、辺りはすっかりと夜の様相である。

　昼間の熱気が噓うそのように、大気は、少し肌寒いくらいにまで冷えている。湿気を含んだ山の夜気は肌に心地良く、鈴虫達の涼やかな合唱は、耳を潤うるおすようだった。

　林間学校の校庭には、すでに５台の観光バスが停車していた。

　これから行う天体観測の授業は、宿泊施設から少し山奥に行った先にある、星ほし見み丘おかという観光名所に向かうのである。そこまでは、クラスごとにバスに乗って移動するのだ。

　バスの前でクラスごとに集まり、いつも通り、班長が班ごとの点呼確認を始めている。

　シュウヤとカナタは、班長であるリセの元に合流していた。当然、その３人はすぐに集まったが、現れるはずの４人目の班員の姿は見受けられない。先生には「全員揃そろっています」と報告したものの、リセは心配そうな様子で、キョロキョロと周囲に４人目の姿を探してしまう。

「……ルーク、いないね」

　リセは、不安そうに続けた。

「大丈夫なのかな。もしかして、村を偵察してるのが見つかっちゃったとか？」

「いやいや、見つかったとしてもだぞ」

　シュウヤが咳せき払ばらいをして、リセに答える。

「いくら黒こく陽よう宗しゆうが怪しい連中だからって、村にいただけの部外者を問答無用で捕まえるとかしないだろ。村人なんて宗教やってるだけの一般人なわけで、逮捕権を持ってる警察でもあるまいし。そんなことしたら騒さわぎになる。下手へたしたら拉ら致ちとか、そういう犯罪行為なんだから」

　もっともな意見である。

「せいぜい村に迷い込んだ女の子が見つかって、学校に連絡入れられる程度で済む話だろ。そういう逃げ道を用意する意味でも、ルークはうちの学校に転校してきたんだろうし。現に今、先生達がルークの引き取りに呼ばれていないのを見るに、ルークが見つかったってことは、まだ考えられないんじゃないか？」

「……そうかも」

「だろ？　そもそも、デタラメにすばしっこくて、悪質なくらい強いルークのことだ。新興宗教の信者の中に、アイツを捕まえてどうにかできる腕っ節のある奴やつがいるとは思えないって」

　クラスメイト達は知るよしもないが、以前、リセ達はテロリスト達に捕らえられるという異常な経験をしている。その時、一いつ緒しよにいたルークが、たった１人で獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをしたことは忘れられない。ルークの経歴は謎なぞに包まれているが、荒事に対しては非常に優秀な対応力を発はつ揮きする人物であるのは間違いないのだ。

「はははは。ないない。ルークがやばくなってることなんてないって。アイツの奔ほん放ぽうな性格を考えれば、その辺の木の上で、猿みたいにバナナ食いながら昼寝してたっておかしくないよ」

「あはは……。さすがにそれは言いすぎかも。ルークだって、無敵なわけじゃないし」

「ま、まあそりゃそうだが……」

　実情がわからない以上、あくまで予想の話しかできない。

「それにしてもルーク、かわいそう。今夜の天体観測を楽しみにしてたのに」

「──おや、深ふか水みさんいないの？」

　リセとシュウヤの会話に、割り込んでくる少年の声があった。

　予期せぬ声をかけられたこともあり、リセは驚いて振り向く。

「は、萩はぎ原わら君……!?」

　近くに立っていたのは、萩原ソウジである。

　ソウジは困ったように頰ほほを搔かきながら、まず謝った。

「ごめんね。盗み聞きするつもりはなかったんだけど、緋ひ上かみさん達の話、ちょっと聞こえちゃって。察するに、深水さんがどこかに抜け出して、帰って来ないって状況かな」

　ちょっと聞こえていたというソウジの発言に、リセもシュウヤも冷や汗をかく。

　どこまで聞かれていたのかわからないが、ソウジの口振りから察して、ルーク不在の状況が気付かれた程度だろうと思われた。とりあえず、そう信じて話をするしかない。

「そ、そそ、そうなの！　ルークったらどこかに行っちゃってて！　困った子よね！」

「ははは！　アイツ、天体観測は面倒だからサボるって言ってたんだ！　適当に点呼を誤ご魔ま化かしておいてくれって頼まれて、仕方なく目を瞑つぶってるんだよ！　あはあははは！」

「え？　でもさっき緋上さんが、深水さんは天体観測を楽しみにしていたって」

「そ、そんなこと言ったかしら！」

「いやあ、記憶にないなあ！　記憶喪そう失しつかなあ！　あはははは！」

　わざとらしい棒読み台詞ぜりふの２人を交互に見て、萩原は不思議そうに首を傾かしげている。

　そうこうしている内に、クラスごとにバスへの乗車が始まった。クラス担任が声を上げる。

「はい、もうすぐバスが出ます！　一列に並んでバスに乗ってくださいね！」

　生徒達は列を成して、次々とバスに乗り込んで行く。

　その流れに乗って、リセ達の班もバスに向かおうとした。

　だがその時。ふとソウジの手が、リセの手を握った。

「行こう」

　ソウジは優しく微笑ほほえんでいる。

　リセの手を取ることには勇気が必要だったのだろう。照れて頰ほほを赤くしていた。

「え？　え？」

　男子と手を繫つないでしまっている。

　ソウジの予想外で大胆な攻勢に驚き、リセも思わず顔を熱くしてしまった。ドキドキと高鳴る心臓の鼓こ動どうが恥はずかしくて、リセは俯うつむいて、はにかんだ態度を取ってしまう。

　手を引かれながら、なぜかリセは、カナタの方に申し訳なさそうな視線を送っていた。

　積極的なソウジの態度を、啞あ然ぜんとして見送ってしまったシュウヤだったが……恐る恐る、隣に立っているカナタに尋たずねてみた。

「……なあ、おい。良いのかよ」

　カナタは変わらぬ無表情であり、無言だった。シュウヤからすれば、その態度こそ意外である。大事にしている妹のリセが、他の男に迫られていることを何とも思ってないのだろうか。

「萩はぎ原わらのあの態度だよ。リセ、無理矢理連れてかれちまっただろ」

「リセは嫌いやがっていなかった。問題はない」

「そりゃあ、まあ、そうだけどさ」

「オレはルークと同じように、リセの護衛として、この高校に潜んでいるだけだ。役割は傍そばでアイツのことを守り続けること。……それだけを許された存在だ」

　少し寂しげに、カナタはそう言った。そんなカナタに何か言おうとしたシュウヤは、しかしそれは余計なお世話だと思い、喉のど元もとまで出かかっていた言葉を吞のみ下す。

　釈しやく然ぜんとしなかった。だがカナタの後に続き、渋しぶ々しぶとシュウヤもバスに乗り込むことにする。

　案の定、リセとソウジは、バスの隣り合う席で、一いつ緒しよに座っていた。

　お互いにソワソワした様子で、何とも初うい々ういしいカップルと言わんばかりの様子だった。

　それを遠目に見ながら、カナタとシュウヤはバスの前部席に腰掛けた。座席は自由だった。

　クラスの全員が乗り込むと、エンジンがかかる。扉が閉まり、バスはゆっくりと走り出した。ここから30分程、星ほし見み丘おかまでの乗車移動が行われるのだ。

　バスが走る道路は、とても暗い夜道だった。

　道の両りよう脇わきに生おい茂しげる木々が、道の上に葉の陰を生み、月や星の明かりさえ遮さえぎっている。街灯がほとんどない道を照らす明かりは乏しく、山の夜は、都市のそれよりも遙はるかに深い暗黒だった。何もかもを塗り潰つぶすような黒を切り裂くのは、バスのヘッドランプから発せられる、白い光だけである。カナタ達の乗った車両を先頭に、５台のバスは山の道を並んで走った。

　バスの中で、生徒達は他愛のない談笑をしていた。

　テレビ番組の話であったり、明日に計画されているウォークラリーの話であったり、内容は多種多様である。中には、ポータブルオーディオで好きな音楽を聴いている生徒もいた。

　思い思いに時間を過ごしている。穏やかな時間が流れていた。

　だが──いきなり甲かん高だかいスキール音が鳴り響く。

　金属が激しく擦こすれる音だ。

　ドンッ！

　間髪入れず、バスの前方から、重量物を弾はじき飛ばしたような、鈍にぶい音がする。同時に、座席に腰掛けていた誰もが、前方に投げ出されるような強い衝撃を感じた。

「きゃあああ！」

　運転手が、予告なしに急ブレーキを踏ふんだのだ。

　生徒達は手近なものに摑つかまって、座席から投げ出されそうになるのを何とか踏ん張る。

　バスの床底からは、タイヤが何かを踏み付けるイヤな衝撃が伝わってきた。わけがわからない慌あわただしい状況の中、ただブレーキの音が鼓こ膜まくを震わせ続けるだけだ。

　スキール音がやみ、バスは停まった。

　車内の生徒達は、茫ぼう然ぜん自失として、その場で固まったまま閉口してしまっている。

　連つらなって走行していた５台のバスの内、先頭を走っていたこの車両が急停車したため、後続のバスも次々にブレーキを踏んで停車し始めている様子だった。ここは細い山道。追い抜いたりすることも困難な以上、そうするしかないという判断だったのだろう。幸い、山道の走行ということで速度が出ていなかったため、追突は起きずに済んだ。

　それはともかく……何が起きたというのか。

　生徒達は半ば放心状態ではありながらも、何とか状況を摑もうと、懸けん命めいに周囲を観察し始める。車内の様子を観察していて、最初にそれに気付いたのはシュウヤだった。

　運転手の隣の補助席に座っていた、担任教師の様子が妙みようなのである。愕がく然ぜんとした様子で肩を落とし、青ざめた表情で、バスのフロントガラスの向こうを凝視し続けていた。

「せ、先生……？　どうしたんですか？」

「あ……ああ……あああ……！」

　担任教師は涙目で、フロントガラスを指差し続けるだけである。

　それを見て、シュウヤは愕がく然ぜんとした。──血けつ痕こんが付着していたのだ。

　担任教師の隣、つまり運転席では、運転手がハンドルに額ひたいを押しつけながらブツブツと何事かを呟つぶやいていた。憤いきどおっている様子で、しきりに同じ言葉を何度も繰り返しているようだった。

「……っちまった……やっちまった……ああ、どうしたら……！」

　シュウヤの傍そばにいた女子生徒が、震える声で、恐る恐る尋たずねた。

「これ……もしかして動物か何かを轢ひいちゃったんですか……？」

　その問いかけに、運転手は女子生徒を振り返り、怒鳴りつけるように喚わめいた。

「人だよ！　人を轢いちまったんだ！」

「……え」

「人を殺しちまったんだ！　この車は！　いきなり草くさ藪やぶから飛び出してきて、ブレーキが間に合わなかったんだよ！　仕方なかった……仕方なかったんだよ！」

　生徒達は絶句した。バス運転手は、人を轢いたのだと告白しているのだ。

　先程、バスが何かを踏み付ける感触が、足あし下もとから伝わってきたではないか。

　運転手の言う通りだとすれば、アレはつまり。

「いやあああああああああ！」

　悲鳴が上がった。想像して気分が悪くなったらしい女子生徒にいたっては、堪たまらずその場で吐はき出してしまう。仲の良い女子達が、その生徒の背中を擦さすって介抱を始める。他の生徒達も蒼そう白はくな顔で、ただお互いに顔を見合わせてざわめき始めるだけである。みんな混乱していた。

　運転手は懐中電灯を手に取り、飛び出すようにバスの扉を開けて外に出た。

　状況を確認するべく、懐中電灯で車両の足あし下もとを点検し始めていた。

　……轢ひかれた人が生きていれば、まだ助けられるかもしれない。

　そこまで考えて、最初に行動するに至ったのはリセだった。

「そ、そうだよ！　救急車と警察を呼ばなきゃ！」

　リセは自分のスマートフォンを取り出し、電話をかけようとする。だが圏外である。

「誰か、電話のアンテナ立ってる人はいる!?」

　リセの機転の速さについていけている生徒は少なかったが、クラスメイト達はおずおずと、自分のスマートフォンを取り出し、そのアンテナ接続状況を確認し始める。

「……駄だ目めだ。僕は圏外だよ」

「くっそ。宿泊棟も電波が悪かったけど、この辺は特に駄目みたいだね」

　どうやら誰の電話も繫つながらないようだった。

　その状況を冷ややかに観察していたカナタだったが、突とつ如じよとして動き出した。

「あ、おい、カナタ！　どこ行くんだよ！」

　バスの外に出て行くカナタに続き、つられて何となくシュウヤも外に出てしまう。

　他の男子生徒達もそれに続こうとしたが、途端、最初に降車した運転手が喚わめいた。

「出るな！　出て来ちゃいけない！」

　言いながら、運転手はその場に膝ひざから崩れ落ち、ボロボロと涙をこぼし始めた。

「こんな酷ひどいモノを見ちゃいけない……ああ酷い……本当に酷い……！　俺はお終しまいだ！」

　絶望する運転手の鬼気迫る迫力に気け圧おされ、生徒達はバスから降りるのを断念してしまう。

　すでに外に出てしまったカナタとシュウヤだけが、そのままそこに留まることになった。

　泣き崩れて我を失っている運転手の隣に立ち、カナタは平然とバスの下を覗のぞき込んだ。

　懐中電灯で照らし出された小さな光の先には……確かに運転手が言うような、目を覆いたくなる惨さん状じようが覗けている。

　アスファルトと車体の狭い空間に、白い服を着た男の轢れき死体が落ちていた。タイヤに踏ふみ砕くだかれた胸部はメチャクチャに潰つぶれ、挽ひき肉にくのようになっている。手足はあちこちおかしな方向に曲がって骨折しており、その身体からだからはおびただしい鮮血が、滲にじみ出すように流れ出ている。

　幸いなのか、頭は潰されなかったらしく、表情は死の間際のままで凍り付いている。

「な、なあ。コイツってさ……」

　カナタに遅れ、車体下の死体を覗き込んだシュウヤが言う。

「何だか笑ってるように見えないか……？　気味が悪いぞ……」

　シュウヤが言う通り、轢れき死体の男の表情は、微笑ほほえんでいるように見えた。……死の際に浮かべる表情としては、ずいぶん相応ふさわしくない、ニタニタとした気持ちの悪い顔である。

　車体下の微笑む轢死体をしばし見つめていたカナタだったが、やがて忌いま々いましげに断定した。

「……やられたようだ」

　何やら憤いきどおっている様子のカナタに、シュウヤは不思議そうに問いかける。

「やられたって、どういうことだよ」

「通信機器が使えない場所に誘い込まれ、先頭車両を止められた。わかるだろう」

　カナタは何を言っているのか。これはどう見たところで交通事故なのである。誘い込まれたとか、車両を止められたという言い方は、何者かによる作為のようではないか。

　だその時──鐘かねの音が聞こえてきたのだ。

　……カン……カン

　鐘の音は、停車したバスのヘッドランプが照らす道路先。いまだ明かりが届かない、深しん淵えんの闇やみの方角から聞こえてくる。鐘の音は１つではなく、徐々に数を増し、無数に増えていく。

　闇の中から姿を現したのは──〝白装束の男達〟である。

「な、何だ何だ、こいつ等らは！」

　バスのヘッドランプが照らす明かりの中に、数え切れない白装束の男達が押し寄せてくる。

　いずれも手には錫しやく杖じようを持っており、もう片方の手には、小さな鐘をぶら下げていた。

　見知らぬ夜の山で交通事故に遭遇し、直後、死者を迎えに参上したかのような、修しゆ験げん者じやに似た集団が大挙して現れたのだ。冷静でいられるはずなどない。

　白装束達は、どうやら近くの草くさ藪やぶの中にも潜んでいたようである。茂しげみを搔かき分け、闇の中から這はい出るように現れる不気味な者達もいた。いずれの白装束も得体の知れない念仏を唱えており、この世の者であるとは思えない怪異の気配を漂わせている。

　彼達は見る見る間に、葉よう台だい高校のバスの一団を取り囲んでいく。

　カナタとシュウヤ、それにバス運転手も、押し寄せる男達に囲まれて圧倒される。

　あまりにも気味の悪い状況についていけず、バスの中の生徒達はパニックに陥おちいっていた。

　生徒達が泣き喚わめく恐怖の声と、白装束達が唱える念仏が混じり合い、周囲は狂気渦うず巻まく闇の世界と化していく。だがふと──男達が念仏を唱えるのをやめた。

　まるでスイッチが切られた機械人形のように、即座に黙だまり込む男達。

　その静けさの中、１つの小さな鈴の音だけが聞こえてくるではないか。

　見れば、白装束の男達の横をすり抜け歩いてくる、小さな人影が見えた。

「……あれは？」

　シュウヤが呟つぶやく。

　その人影は、背格かつ好こうからすれば、カナタ達と同じ歳としくらいの少女に見えた。艶つややかな長い黒髪。血の通わない、蒼そう白はくの狐きつねの面めんで顔を隠していた。そのため素顔は見えない。

　奇き妙みようなことに、その出いで立ちは時代錯さく誤ごな振り袖姿である。着衣の隙すきから覗のぞく素肌は、身に着けた仮面と同じくらいに色白だった。まるで等身大の人形が歩いているかのように、実在する人間とは思えない夢む幻げんのような存在感である。妖怪や神仏の類たぐいいのようだ。聞こえていた鈴の音は、どうやら少女の袖に付いている、小さな鈴から発せられるもののようだ。

　仮面の少女はカナタとシュウヤには目もくれず、その横をすり抜ける。

　そうして、バスの下で潰つぶれている轢れき死体を覗き込んだ。少女は、死体に話しかけた。

「──よくバスを止めました、山やま崎ざき。あなたの死し勲くんは、御おん国くににて与えましょう」

　少女の発した第一声はそれだった。その言葉に、シュウヤは耳を疑う。

　今、少女は何と言ったのか。まるでバスに轢ひかれた男が、バスを止めるために、わざと轢かれたような口振りではなかっただろうか。死勲やら御国とは、いったい何のことなのか。

　少女は、ようやくカナタに向き直る。

　仮面に隠された顔は、どんな表情をしているのかすら覗うかがい知れない。

「ようこそ。葉よう台だい高校１５４名の皆様。私わたくしはここで皆様方をずっとお待ちしておりました」

「……オレ達を待っていただと。どういうことだ」

　カナタの疑問には答えず、少女は上品に笑って応じるだけだ。

　なぜ待っていたというのか。なぜカナタ達なのか。この状況といい、気味が悪いばかりだ。

　その時、唐とう突とつに、シュウヤの隣に立っていた運転手が、苦く悶もんの呻うめき声を漏もらす。

　何事かとシュウヤが向き直れば、白装束の１人が、運転手の背中をナイフで突き刺しているではないか。すぐ間近で、呆あつ気けなく起きている殺人に、シュウヤは絶句してしまう。

「きゃあああああああああああ！」

　バスの中にいた生徒達は殺人行為を目まの当たりにし、再び車内で叫さけび出す。

　悲鳴が上がったのは、カナタのクラスのバスだけではなかった。他のクラスのバスには、白装束達が乗り込み、それぞれのバスの運転手を殺し始めているのだ。予期せぬ殺さつ戮りくである。

　途端に、状況は地獄絵図と化す。

「運転手の方々には用がなかったものでして、早々に殺す手て筈はずでございました」

　それが何でもないことであるような態度で、少女の口調は殊こと更さらに上品なだけだった。

　少女の上品さは、人々の悲鳴の中では際立つように異常に見える。

　組織だったこの殺人行為について、まるで僅わずかな心痛さえ感じていない平静さである。

　渦うず巻まくような叫びと狂気の状況の中で、カナタと少女は対たい峙じした。

「フフ。まったく、生きたがりの皆様は騒さわがしいことでございますね。殺そうとするたびに、これまで何人もの人間が、ああして死を恐れて叫び狂いました。生まれた以上、死ぬことは誰もに定められた運命なのです。その摂理に抗あらがうようにして、誰しも生き続けようとするのは、私からすれば滑こつ稽けい。人間の生きたいという欲望は、呆あきれる程に強いものでございますね」

　少女は振り袖の懐ふところに手を差し入れると、そこから無骨な金属の塊を取り出した。

　──回転式拳銃リボルバーである。

　パン！

　刺された傷に苦しんでいたバス運転手の頭部に、躊躇ためらいない１発をぶち込んだ。

　ビシャリと血飛沫しぶきが爆はぜる音を伴ともない、運転手は頭部を撃うたれて絶命する。

「この世には、覚悟も信念もなく生きる者ばかり。だからですよ。我々のような者からすれば、こうして容易たやすく踏ふみ潰つぶせる。そうは思いませんか、緋上カナタさん」

「……！」

　少女は、カナタを本名で名指しした。カナタの経歴を知っているということである。

　銃の照準をカナタの眉み間けんに定めると、少女は余裕の態度で告げる。

「自己紹介が遅れてしまいましたね。初めまして。私はこの世において、人間の生せい殺さつ与よ奪だつを定める者。生まれながらに、常とこ世よに君臨する者でございます」

　黒い夜風が、カナタと少女に吹き付けた。

　銃口からたなびく細い煙を肩にまとい、少女はその忌いまわしき名を口にする。

「我が名は〝生虚神ウロガミ〟。ヒトの未来を担になう神でございます」

　神を名乗る仮面の少女は、人の姿をした悪夢として、この世界を蹂じゆう躙りんするべく降臨した。
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　早朝。日本の中央官界である霞かすみヶが関せきは、爽さわやかな朝あさ陽ひに照らされていた。

　公的施設が建ち並ぶ風景の中に、比較的新しいデザインのビルが存在している。

　青いガラス張りのシルエットの、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルである。

　地上に聳そびえている建物は、実のところ、事務系の職員が働いているフロアに過ぎない。

　国防に関かかわる捜査活動などを取りまとめるべく、情報分析官達が詰めて仕事をしているフロアは、地上からは見えない地下深い階に存在していた。

　空爆や核攻撃にも耐えうるように設計された、〝地下作戦本部バンカーフロア〟。

　そこは非常時に要人の避難場所として使えるようにもなっているため、広大であり、ある程度の生活も可能な、居住区画まで備えている場所である。

　いくつものＰＣデスクが整然と並ぶ清潔な中央ホールでは、情報分析官達が、衛生映像の監視や、各支部から送られてくる国内情報の分析業務に追われていた。

　そんなフロアの隅には、防音ガラス壁で仕切られた無数の会議室が存在している。

　会議室の一室。そこに置かれた円卓のテーブルには、４人の男女が腰掛けていた。

「──〝薬事法改正〟の審議が、明日に控えている」

　口火を切ったのは、白衣を羽織ったレディススーツの女性である。

　その女性、ドクターは淡たん々たんと語り始めた。

「知っての通り、薬事法の改正は、昨年から注目を受けている世間の関心事の１つだ。この法律改正審議で目玉になるのは、何といっても〝万能性細胞デユナミス〟の一般使用が認可される点だろう。万能性細胞デユナミスは医療用としてｉＰＳ細胞を調整した特殊な細胞であって、それを培ばい養ようすることで、人体のどんな部位でも製造できてしまうという優れものだ」

　言いながらドクターは、会議室に置かれていた巨大モニターに、万能性細胞デユナミスの情報を表示させる。解説図を指し示しながら、その原理についてを簡単に説明した。

「たとえば重病で臓器を煩わずらっている人間がいたとしよう。助かるためには臓器移植しかないが、これまでは適合する臓器を提供してくれる臓器提供者ドナーが現れるのを待つしかなかった。だが万能性細胞デユナミスを使えば、どんな個人にも適合する〝オーダーメイドの人体パーツ〟を製造することができる。今までよりも容易に、臓器交換、肉体交換が可能になる世の中がくるわけだ。ネット通販くらい簡単に、自分の臓器を注文購入できるということさ」

　ドクターの話を黙だまって聞いていた、中年の男が感想を口にした。

「やれやれ、21世紀はまるでＳＦの世界じゃねえかよ。この調子じゃ、人間はいったい何歳まで生きられるようになっちまうんだか」

　刈り込まれた芝しば生ふのような髪に、瘦こけた頰ほほ。眼まな差ざしには年季の入った凄すご味みが宿っている。

　ブラックスーツ姿の現場捜査官、ハンターだった。

「まあ、昭和生まれの俺には信じがたいような技術だが……認可前の万能性細胞デユナミスが、実際に、年初の静せい峯ほう学園人質立て籠こもり事件で悪用された事例をこの目にしてるわけだしな。技術自体をフィクションだなんて疑ってはないぜ」

　その感想を耳にしたドクターは、皮肉っぽく微笑ほほえんで応えた。

「確かに最近の世の中が、ＳＦの世界のようだとは私も感じるよ。だがこうした再生医療の基礎技術は、20世紀から考案されていた。各国での遺伝子研究、複製生物クローン実験によってさ」

　ドクターは、胸の前で腕を組んで続けた。

「いつの時代も、生命の製造というテーマには、倫りん理り的問題、道義的問題が付きまとう。〝製造された者の尊厳はどうなるのか〟という具合にだ。万能性細胞デユナミスは生命の製造というよりも、生体部品の製造という触れ込みがされている。実際、製造されるのは意思を持った生命体ではなく、物言わぬ臓器や手足だけだからな。イメージ戦略の賜たまものと言ったところか、これら諸問題を超えて、万能性細胞デユナミスはようやく実用化までこぎ着けようとしている段階だ」

　今度は、ハンターの隣に腰掛けていた少女が発言をした。

「法案が通れば、これまで治療不可能と言われていた病気の人達だって、治せるようになるわ。〝人体の部品交換〟という荒技でね。個人的には、良い法案だと思うわね」

　ショートボブの髪。吊つり目の少女だった。レディーススーツを着た、少し刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きの人物である。モバイルＰＣで、室内ディスプレイの表示切り替えをしている。

　少女、イーグルアイは、ディスプレイに朝刊の記事を表示させて所感を述べる。

「ちなみにニュースを見る限りだと、法律改正に反対派の議員も、賛成派の議員も、勢力的には拮きつ抗こうしている印象よ。ただ実際の事前審議結果では、賛成派の人数の方が僅わずかに勝ってる。おそらくこのままなら、審議は可決される見込みってとこかしら」

「まだ浮動票次第では否決になるかもしれない。両陣営共に気の抜けない正念場だろうさ」

「……それで？　時事ニュースの話題も興味深いところだが、こんな話をする理由は何だ？」

　ハンターは疑問を口にする。

　ドクターは不敵に笑えむと、その疑問に一言で答えた。

「反対派議員達の後援団体に〝黒こく陽よう宗しゆう〟がいる」

「……ははん。なるほど。読めたぜ」

　その一言で、ハンターは納得してしまう。

　ドクターに代わって、今度はハンターが揚よう々ようと語り始めた。

「先日、岐ぎ阜ふの廃はい屋おくで監禁されている男が見つかった。身元は東京都在住の政治家秘書。舟とう汰たケンゴ、42歳だ。地元警察と一いつ緒しよに、俺とステラで監禁場所を調査したが、事前に聞いていた通り、事件に黒陽宗が関与していると見られる証拠がいくつか発見された。この男が仕えていた政治家は、南なん場ばエイスケ。薬事法改正の賛成派に属する有力議員の１人だったわけだ」

「だからだろうな。政治家秘書が狙ねらわれた理由はそれに違いない」

「ああ。確か黒陽宗は〝法改正に反対〟の思想イデオロギーを掲げていたはずだった」

　確信めいて、ハンターは続けた。

「黒こく陽よう宗しゆうが賛成派の政治家秘書を誘ゆう拐かいして惨むごいことをした。見せしめのようにだ。岐ぎ阜ふの監禁事件の真意は、おおよそ議員個人に対する〝脅きよう迫はく〟だった、ってところなんじゃないのか」

「解釈を広げれば、賛成派の議員全員に対する脅迫だったとも取れる。お前もこうなるぞというメッセージだな。古典的な、よくある脅おどしさ」

「ちなみにその脅し、効果覿てき面めんだったみたいよ」

　イーグルアイが補足してきた。

「南なん場ば議員は反対派に転じることを考え始めてるそうよ。黒陽宗のやり方にビビったのね。南場議員が抜けたら、それに倣ならって抜ける議員も出る。賛成派は、審議を可決させるのに必要な人数を揃そろえられなくなるかもしれない。僅きん差さで優位な賛成派の現状も、わからなくなるわね」

「教義と目的のためなら、殺人や監禁も行う。まさに黒陽宗は〝カルト〟と言えるだろう」

　女性２人の話を聞き終えると、ハンターは面倒そうに頭を搔かいた。

　そうして、室内でいまだ黙だまったままの、白髪の老人を見やりながら語る。

「今の話を踏ふまえて、おさらいだ。──４ヶ月前。米国国家安全保障局ＮＳＡから警告がきた。内容は、監視していたアメリカ国内のテロ組織が、日本の過激派団体と通じている可能性を示し唆さする情報だった。情報源は米国の諜ちよう報ほう活動の都合で説明できないようだが、ようするに日本国内に、海外のテロ組織と連絡を取り合って何かしてる連中がいそうだってことだな。そいつ等らの目的が、テロじゃないかってのが、ＮＳＡの見立てだった」

　ハンターは、沈ちん黙もくを続けている老人に尋たずねた。

「ここまでの話を聞く限り、今回の監禁事件が、テロ作戦の初動だっていう局長の勘は外れたんじゃないのか。監禁事件は政治思想の対立による小こ競ぜり合いだろう。黒陽宗のやり方に違法性があるのは認めるが、国内外問わずによくある事件じゃねえか。まさか法案１つのためにテロってのも解げせない。そんなことをすれば、目もく論ろ見み通りに法案が否決されたとしても、黒陽宗は世間から批判されて組織解体になるだろ。組織の命運を賭かけてまで暴挙に出るもんかね」

　それがハンターの抱いだく疑問だった。

　尋ねられた白髪眼帯の老人、局長の狩か月げつケイゾウは、顎あご髭ひげを擦さすりながら穏やかに答える。

「──それでも奇き妙みようなんですよ」

　温和な態度のまま、狩月は語った。

「まず年初に起きた、静せい峰ほう学園の人質立て籠こもり事件を思い出してください。あの事件の際、天照アマテラス製薬の社長と、不ふ破わ厚労相がお亡くなりになりました」

　裕福な家庭の子弟が通う名門校、静峯学園で起きた籠ろう城じよう事件のことである。

　確かにあの事件で、大手製薬会社社長と大臣という、大物２人が不ふ慮りよの死を遂げている。

「彼かれ等らは生前、薬事法改正の賛成派に属する有力者達でした。彼等が亡くなったことで、当初圧倒的に人数優位だった賛成派勢力から、多くの離反者が出てしまいました。結果、賛成派と反対派の人数は拮きつ抗こう。こうして今日まで審議は延長となっています」

　ハンターとイーグルアイは驚いた。死亡した２人の経歴についてはもちろん知っていたが、狩か月げつのように、２人の死を薬事法に関連させて考えたことはなかったのである。言われて見れば、妙みような関係性があることには気付く。

　狩月の話は続いた。

「そして３ヶ月前に起きたインターネット公開処刑事件です。あの事件では陣じん代だい総合病院の医院長、湯ゆ沢ざわハルオ氏が殺害されました。湯沢氏は万能性細胞デユナミスの臨りん床しよう実験に協力しており、その安全性に関する論文も発表していました。しかし医療ミスのスキャンダルによって、その信頼は失墜。本人は罪人として処刑され、口封じされたのです」

　その口振りは、何者かの意図によって凶悪事件が操あやつられていたかのようである。

　一見して関連性のない個別の事件であったはずなのに、狩月に言われてみると、全てが薬事法改正に関係した事件であったかのように聞こえてくる。

「私は監禁事件を個別の事件ではなく、今年に入って起きた２つの凶悪事件から引き続いている事件と考えています。全ての事件は何らかの形で、薬事法改正に関係しています。そして全ての事件が、偶然にも薬事法審議の否決に向けての追い風になっています」

　狩月は不敵な笑えみで告げた。

「その理由は、黒こく陽よう宗しゆうが薬事法改正を阻止しようと、計画を準備し、長らく裏で動き続けてきたからでしょう。理由は不明ですが、どうやら法案は、黒陽宗にとって相当に重要な意味を持つもののようです。確かなのは、その法改正審議が〝明日〟だということですよ」

「……可決か、否決か、決まる日だな。明日何かが起こるってのか」

「そこまではわかりません。ですが審議状況は、まだ賛成派が若じやつ干かんの有利です。この状況を黒陽宗が放置しておくとは思えません。今日、明日にかけてさらなる動きを見せてくる可能性は高いと考えるべきです。ハンターの言う通り、組織の命運を賭かけてまでテロを実行してくる可能性は低いですが、それでも状況からして、警戒は必要でしょう？」

　ハンターは、狩月に尋たずねた。

「なら、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの動きはどうする」

「為なすべきことは２つです。まず１つ目は、〝洞うろ谷たに村むらの調査〟ですね」

　狩月はイーグルアイに目配せをする。

　するとその意図を察したイーグルアイは、開いていたモバイル端末を操作した。

　会議室のモニターに、衛生からの空撮映像を表示させる。

　映し出されたのは、緑の山々を俯ふ瞰かんした映像であり、その中には小規模な村が見えた。

　イーグルアイは説明を始めた。

「洞谷村。黒陽宗の総本山ね。山やま梨なし県の辺境にある山村で、国勢調査によれば人口は５３５人。住民の全員が黒陽宗の信者で、隣接する市町村とは、ほとんど交流がない隔離された村よ。洞谷村には黒陽宗の教祖であり、信仰の対象となっている〝生虚神ウロガミ〟が住んでいるとされてるわ。そのせいか……普通の山村にはない、かなり厳重な警備システムが見受けられる」

　村の全体像を収めた空撮映像が切り替わり、今度は各地点を拡大した映像が表示される。

　次々に表示される映像には、木々の中に設置された、奇き妙みような装置が映っている。

「まず目に付くのは、村周辺に張り巡らされた有刺鉄線の柵ね。それに各所に設置された周波数探知機。村の周囲２キロ以内の無線通信は、これによって完全に傍ぼう受じゆされていると考えられるわ。さらに最新しん鋭えいの航空管制レーダーまで置いてる」

「航空管制レーダー!?　何だってそんなもんが、辺境の山村に必要なんだ」

「さあね。いつか誰かに空から攻撃されるのを恐れてるとかじゃないの。私達以外にも、敵が多い連中だし。とにかくこのレーダーのせいで、村の上空にヘリが近付くこともできない。マスコミ避よけとしても、すごく役立ってるみたいよ。それだけじゃない。村中に監視カメラが設置されていて、外部から侵入しようものなら即座に発見されるわ。侵入者は見つけられ次第、多少手荒な手段を使ってでも村の外に強制退去させられるそうよ。徹底して部外者お断りの体制と言えるわね。……村に行った人が〝行方ゆくえ不明〟って記録も多くあるくらいに」

「衛星写真を見る限り、どう見てもただの集落じゃねえぞこりゃ。村の中央部付近は普通の村に見えなくもないが、村周辺の守備は、ちょっとした軍事要よう塞さいレベルだろ」

　ハンターが呆あきれ気味に感想を口にした。

　村の映像をよく見ると、ところどころに侵入者を防ぐバリケードのようなものまで点在していた。建物や電柱には、古めかしいイラストと不気味な標語が書かれた張り紙が貼り付けられており、日本国内に実在しているとは思えないような、異様な雰ふん囲い気きが漂っている。

　イーグルアイは続けた。

「過去に黒こく陽よう宗しゆうは、人知れず凶悪な事件をいくつも犯してきたわ。それを追求しようにも、部外者は村に近付くことすら許されず、門前払いされるシステムになってる。妙な話だけど、洞うろ谷たに村むらは国内における治外法権の地という扱いになってしまっているのよ。ホント、このカルト連中を調査する時って、いつも気持ち悪くて仕方ないのよね。何考えてるのかわからなくて」

「触さわらぬ神に祟たたりなしってか」

「プッ」

　イーグルアイは、ハンターの冗談に笑ってしまう。

　しかし無言の狩か月げつとドクターの視線に気付き、照れくさそうに咳せき払いをする。

「……ま、まあとにかく！　村に正面から出入りできる人間は、黒陽宗の幹部や大口の寄付者。あとは団体と関係が密な著名人とかだけね。通行はかなり制限されてるわけよ」

　イーグルアイの説明の後を、狩月が続けた。

「知っての通り、国内脅威分析を行っても、テロの可能性は見当たりませんでした。ですがその分析は、調査しようがない土地。たとえば洞谷村という山村を除外しての結果となっています。これから調べて何かが出てくるとしたら、おそらくこの村でしょう。そして黒陽宗が本当にテロを準備しているなら、法案審議ギリギリのこのタイミングでこそ、調査によって何かが出てくる可能性は高い。今は、ルーク達からの報告待ちですよ」

　ハンターは、ルークの名前を聞いて苦にが々にがしい表情をした。

「……ＮＳＡからの警告のすぐ後。ルークとガイスト、それにボマーの３人で洞うろ谷たに村むらを調査する計画を進めてたんだったな。俺は関かかわっていないから、詳細を知らないが」

「ええ。皆さんを外していて申し訳ありませんがね。作戦に参加する人数を限定したのは、作戦の存在を他の政府機関に知られないようにするためでもあります。洞谷村に手を出すことを聞き付ければ、情報統合連絡会インテリジエンス・コミニテイや外部団体からの圧力がかかりそうでしたからね」

「現政権にも強い影響力を持ってる黒こく陽よう宗しゆうだ。今回は内閣情報捜査局ＣＩＲＯ単独で、目立たずやるしかないのはわかる。それは良いんだが、今のところの首尾は大丈夫なのか？」

「彼女達なら問題ありませんよ。この潜入調査には、そういう人材を選びましたから」

　洞谷村の周辺は監視の目が厳しく、簡単に村へ近付くことはできない。

　だからこそ、ルークやガイストは身分を隠し、村の監視網にかかってしまうリスクを極限まで減らしつつ、潜入を試みているのである。万が一にでも発見されれば、命が危ない可能性もある。相手は残忍な手段を厭いとわない、生きつ粋すいのカルトなのだ。

　その総本山に、応援もなく乗り込んでいるルーク達の身を、ハンターは案じた。

　狩か月げつは自分の腕時計を見下ろして言った。

「通信を監視されている以上、彼女達との交信は自由に行えません。連絡をとる時は、村の通信傍ぼう受じゆ圏外であるキャンプ場から朝８時に定時連絡をするよう指示してあります。あと１時間程で、ルークから偵察結果が聞けることでしょう」

「果報は寝て待て、か」

「ええ。それはそれとして、我々もここで自分達の務めを果たさねばなりません」

　狩月は眼まな差ざしに、猟犬の鋭するどさを覗のぞかせて言った。

「為なすべきことの２つ目。〝備える〟ですよ」

「そりゃまた、ずいぶんと大おお雑ざつ把ぱな目標だな」

「目に見えるテロ計画が存在していない中、我々は漠ばく然ぜんと警戒中なのです。せいぜい、標的にされる可能性が高いターゲットを見み繕つくろい、監視し、即応できる体制を敷くしかありません」

「……このまま、何事もなければ良いんだがな」

「ええ、本当に」

　心底から、狩月はハンターの意見に同意した。

　実在するのかすら定かではないテロ計画への備え。

　それは内閣情報捜査局ＣＩＲＯにとっての日常であり、特別に珍しいことではなかった。

　だが今日この時には、誰もの胸に、得体の知れぬ不安の暗雲が立ち込めている。

　何事も起きない。その当たり前の日々が破壊される。そんな不吉な予感が拭ぬぐえずにいた。
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　深い闇やみの中にいた。

　夜に目を閉じれば、気付かぬ間に、誰もがそこにいる。

　そこがどこであるのかなど、誰にもわからない。何も考えられず、何も見当たらない。自みずからが闇そのものになったかのような、ただ心地良いだけの黒に塗り潰つぶされているのだ。

　あるいは、その眠りこそが〝死〟に近い世界を体験させているのかもしれない。

　……微かすかに聞こえてきたざわめき声で、緩やかに意識が覚かく醒せいし始める。

　ゆっくりと開いた瞼まぶたの隙すき間まから、弱々しい光が、眼球に差し込んだ。

　気が付けばリセは、広い空間の真ん中で横たわっていた。

「……ここは？」

　自らの身体からだを床から引き離すよう、両手を突いて、上体だけをその場で起こす。

　そこは、見たことのない場所だった。

　ひんやりとした灰色の、コンクリート製の床。バスケットコート２つ分くらいの広さはあるだろうか。電球がいくつか天井からぶら下がっていたが、どれも明かりは灯ともっていない。それでも周囲が明るいと感じるのは、高い位置にある格こう子し付きの窓から、太陽の光が差し込んできているためだった。……外は昼間なのだろうか。

　自分はどれくらい眠っていたのだろう。時間はハッキリしなかった。

　屋内を照らす光が少ないため、広い屋内の大部分は薄暗い。

　それでもリセは、状況を摑つかもうと、周囲に懸けん命めいに目を凝らす。

　周囲をよく観察したリセは、自分がいるのは〝土蔵〟のような場所なのではないかと見当をつける。ようするに、大きな物置きのような建物だ。土で厚く塗り固められた壁や、木造の梁はりなどの見た目からしてそう感じたのである。だが土蔵だとしたら、荷物などが置かれていることもなく、がらんとしすぎている。

「リセちゃん、気付いたんか……！」

　声をかけられ、リセは気付く。

　すぐ近くには、クラス委員長の女子が立っていたのだ。

　メガネと関西弁がトレードマークの、大おお庭ばヒナである。いつもは明朗快活な語り口のヒナであるというのに、今は涙を浮かべた弱々しい態度で、リセの隣に歩み寄ってくる。

　僅わずかな頭痛に表情をしかめながら、リセはヒナにぼんやりと尋たずねた。

「ここ……どこ？」

「わからへん。気が付いたらウチ等らみんな、ここで眠ってたみたいなんや」

「……みんな？」

　言われてリセは、ぼんやりとした頭のまま、周囲を見渡す。

　そこには、リセと同じように、上体だけを起こしてボンヤリしているクラスメイト達の姿があった。いまだ眠ったままで、床の上に横たわっている生徒もいれば、ヒナのようにすでにハッキリと目覚めて歩き回っている生徒もいるようだ。その中には、出入り口と思われる金具付きの扉を見つけ、開けようと力任せに押したり引いたりをしている生徒も見られた。

　起きている生徒達は、胸中の不安を口にし合っているようで、囁ささやくように意見交換をしている。リセを目覚めさせたのは、どうやらその生徒達の話し声だった。

「どこなんだよ、ここ？　先生達はどこだ？」

「私達、確か白装束の人殺し達に襲われて、それから……！」

　湧き上がる疑念が尽つきず、クラスメイト達は口々に取り留めのない話をしている。

　目覚めたリセも立ち上がり、状況を整理し始めた。

　確か──天体観測に向かう途中のバスが襲われたのだ。

　修しゆ験げん者じやのような白装束の人々が闇やみの中から大挙して現れ、運転手達を殺した。その後、催さい涙るい弾だんのようなものをバスの中に投げ込まれ、濃い煙を吸い込んだところで、リセは意識を失ったのである。次に目が覚めた時には、この場所で眠っていた。

「……私達、拉ら致ちされたのね」

　リセは親指の爪つめを甘く嚙かみ、悔くやしげに断定した。

　そうして、傍かたわらのヒナに尋たずねた。

「カナタを知らない？」

「黒くろ木き君？　それなら、あっちの方に……」

　ヒナが指差す先を見やれば、確かにそこにカナタがいた。

　リセと同じく目覚めたばかりなのだろう。上体を起こしているだけで、ボンヤリと周囲に視線を彷徨さまよわせている様子だった。その近くでは、同じようにボンヤリとしているシュウヤの姿も見受けられた。

　バスの外にいた２人なら、もしかしたらリセ達のように拉致されなかったかもしれない。

　そう期待したが、そんなことはなかった。

　リセがカナタに歩み寄ろうと、１歩を踏ふみ出そうとした時だった。

　──微かすかに鈴の音が聞こえた。

「……！」

　拉致される直前に聞いた、あの音である。

　リセだけでなく、音に気が付いたクラスメイト達は即座に沈ちん黙もくし、固唾かたずを吞のむ。

　音が聞こえたのは、生徒達がこじ開けようとしていた金具付き扉の方角である。

　生徒達は恐る恐る、扉から離れる。

　間もなくして金具が外部から解除され、扉が開けられた。そこから真っ白な外光が、光の帯となって屋おく内ないに差し込んでくる。溢あふれるばかりの白の中からは、やがて複数の人影が現れた。

　それはリセ達を誘ゆう拐かいしたのであろう、白装束の集団だった。

　集団が手に携たずさえているのは、あの夜のような錫しやく杖じようではなく──〝拳銃〟ではないか。

「……ヒッ！」

　拳銃を手に姿を見せた異常者集団。どう考えても悪い予感が押し寄せる。

　生徒達は血の気の失うせた表情で怯おびえ、その場で立ち竦すくんでしまった。

　白装束達は、30人くらいはいるだろうか。

　ぞろぞろと建物内に歩み入り、見る見る間にリセ達を取り囲んでしまう。

　生徒達が逃げ場を失った頃、白装束達の最後尾から、ようやく鈴の音の主が姿を現した。

　その出いで立ちは、拉ら致ちされる前に見た時と変わらず美しい。

　艶つややかな長い黒髪。蒼そう白はくの色をした狐きつねの面めんで血の通わない顔を隠している。時代錯さく誤ごな振り袖姿であり、着衣の隙すきから覗のぞく素肌は、身に着けた仮面と同じくらいに色白だった。

　清純。高貴。それら言葉を体現しているような容よう姿しである。

　見えなくとも、仮面の裏の素顔が美しいことなど、誰もが容易に想像できた。

「──だいたいの方が、すでにお目覚めになられているようでございますね」

　清涼感のある声だった。少女は友好的な態度で話しかけてきた。

　だが、人を殺し、自分達を拉致した相手にどのような態度を取れば良いのか。
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　生徒達は不安を押し殺しながら、黙だまって少女と対たい峙じするしかない。

　少女は構わず、両手を広げて歓迎の言葉を口にする。

「ようこそ。葉よう台だい高校２年生の皆様。ここは〝洞うろ谷たに村むら〟でございます。皆様がいたキャンプ場から、少し離れた場所にある小さな集落ですよ」

　生徒達の間にどよめきが起きる。だがそのどよめきの理由は、洞谷村の名に驚いたからではない。聞いたことのない村名について、「それがどこなのか」という疑問を口にしているだけだった。今しがた少女からもたらされたその事実を、リセはある程度、予想していた。

　宗教色の強い殺人集団。リセ達のキャンプ場からあまり離れていない場所に、そんな異様な存在がいる場所など限られていた。つまり。

「やっぱり私達を拉ら致ちしたのは、〝黒こく陽よう宗しゆう〟なんだね……！」

　状況から察して、おそらくこの狐きつね面めんの少女こそが教祖。

　これまで捜査機関において、長らく正体不明とされてきた幻の人物。黒陽宗が崇あがめる神。

「申し遅れました。私のことは〝生虚神ウロガミ〟とお呼びください」

　狐面の少女、生虚神ウロガミは、気味が悪い程の丁寧口調で名乗る。

　その名乗りにより、リセの予測は確定してしまう。だからこそ絶句するしかない。

　国内の信者数６００万人以上。黒陽宗という超巨大な宗教団体を束ねているのが、まさかリセ達と同じ歳としくらいの少女であるなどとは誰が想像するだろう。もちろん少女が噓うそをついている可能性はあるが、リセ達に噓をついたところで、メリットになることなどあるのだろうか。

　生徒達は事情がわからず、明らかに本名ではない少女の名乗りに呆あきれた様子だった。

　衝撃を受けているのは、状況が理解できている、リセとシュウヤくらいなものだった。

　カナタだけは、いつもと変わらぬ無表情で、冷ややかに少女を見つめている。

　よく注意して観察すれば、生虚神ウロガミもカナタを見つめ返しているようだった。

　仮面に隠された眼まな差ざしは、実際には見えない。だがリセには、そんな風に見えたのである。

「俺達をどうするつもりなんだよ！」

　生徒の１人が、喚わめくように生虚神ウロガミに尋たずねた。

　リセのクラスの生徒である。普段なら陽気なムードメーカーである真さな田だマコトだった。

　今は鬼気迫る表情で、誰もが口にしたかった疑問を投げかけている。

「先生達はどうしたんだ！　まさか……運転手さん達みたいに殺したのか！」

「殺す？」

　マコトの疑問を、生虚神ウロガミは不思議そうに口にした。

「とんでもございません。私は、皆様のお命を奪うばうようなことなど考えておりませんよ。皆様の先生方も、別の場所で存命でございます。今はただ、隔離させていただいているだけです」

　生徒達は、それを聞いて安あん堵どする。

　だが生虚神ウロガミが真実を口にしているとは限らない。リセは油断しなかった。

　生虚神ウロガミは、心外と言わんばかりに告げた。

「確かに、お初にお目にかかった際には、うちの村人達が人殺しを行いました」

　村人。白装束達の正体は、洞うろ谷たに村むらの人々であったのだと生虚神ウロガミは発言する。

「ですが誤解しないでいただけますでしょうか。我々は誰かれ構わずに傷付けるような、無差別で野や蛮ばんな集団などではございません。人や自然を愛し、戦争のないこの国の平穏を尊とうとぶ村人ばかり。〝人類の平和と繁栄〟のために尽つくすことを生き甲斐がいとしている、善人達が集つどった場所こそが、この洞谷村なのでございます。人を傷付けることがあるとすれば、それは〝そうすることが正しかった〟時だけでございますよ」

「……あの人殺しが、正しかったですって……！」

　込み上げてくる怒いかりが、思わずリセの口を突いて出てしまった。

　その発言が身を滅ぼすかもしれない危険な状況で、リセはそれでも言わずにはいられない。

　他の生徒達が青ざめる中、リセは生虚神ウロガミを睨にらみながら責め立てる。

「あなた達が殺した運転手さん。運転席に、家族の写真を貼ってた。奥さんや息子さんと一いつ緒しよに写ってる写真だったんだよ。あなた達、殺した運転手さんの家族の前でも同じことが言えるの！　殺したのは、正しいことだったんだって！」

　そう喚わめき立てるリセの視界の隅で、何かが閃ひらめいたように見えた。

　次の瞬しゆん間かん。リセの眼前に──白刃の切っ先があった。

「……！」

　刃やいばの鋭えい利りな先端に脅おどされ、リセは押し黙だまらされる。

　見れば、生虚神ウロガミのすぐ隣に立っていた白装束の１人が、いつの間にか腰に差していた太刀たちを抜いている。殺傷力を秘めた鋭するどい刃が、リセに向けられていた。

　その物腰はあまりにも早く、太刀を抜いた瞬間さえ目に止まらなかった。

「無礼を弁わきまえよ」

　刀でリセを脅す白装束は、男だった。

　年齢は20代そこらであろう。黒のショートカット。無ぶ精しよう髭ひげを生やした瘦そう軀くであり、血走った眼めでリセを凝視している。表情には、見てわかる激情が見られた。奇き妙みようなことに、その男だけは他の白装束のように拳銃は持っておらず、得物は太刀だけの様子だった。

「其方そなたが今話しているのは、我われ等らが神であり、この世界を救ってくださる生虚神ウロガミ様。神への無礼は見逃せぬ。それ以上を口にするのなら、近衛このえであるこのイゾウが斬り伏せるぞ」

　男は、生虚神ウロガミの身辺を警護する近衛兵。イゾウと名乗った。

　名前といい、口調といい、まるで侍のように時代がかった男である。

　イゾウがリセに殺意を向けているのは明らかだった。見ればリセを忌いま々いましそうに見つめているのは、イゾウだけではない。生徒達を取り囲んでいる他の村人達も、リセの物言いに苛いら立だち、口々に囁ささやき始めている。「生虚神ウロガミ様は正しいに決まっておられる」、「あの小娘、生虚神ウロガミ様になんと失礼な」と、そんな言い分のようだった。

　人を殺したというのに、村人達は誰１人それを悪いことだとは思っていない様子だった。

　自分達の行いが、本当に正しいことであったのだと信じているのか。

　あまりにも話が通じない村人達に、リセは絶句するしかない。

「およしなさい、イゾウ」

　生虚神ウロガミに窘たしなめられると、イゾウは即座に太刀たちを鞘さやに戻す。

　再び静けさを取り戻す白装束の村人達を見渡してから、生虚神ウロガミはリセに微笑ほほえんで言った。

「ご理解いただけましたでしょうか。私は──〝神〟なのでございます」

　仰ぎよう々ぎようしくもなく、それが当然であるかのように少女は神を名乗った。

「現世ではこの通り、女児の姿を形取って降臨しております。ですが、この肉体はただの容いれ物。人間達に知覚できる姿で顕けん在ざいして見せているだけなのでございます。私の本当の姿は、太陽よりも眩まばゆく輝く光。人々が直視することは不可能な存在なのですよ」

「あなた、何を言っているの……！」

　リセは呆あきれてしまう。生虚神ウロガミの話すことが、あまりにも夢物語のようだったからだ。

　その自覚はないのか、生虚神ウロガミは淡たん々たんと説明を続ける。

「私がこの世で為なすことは、全てが人類の平和と繁栄のための行い。信仰のない、あなたのような人間には、それが理解できないのでしょう。ですが、信仰厚い村人達は、その理解の乏とぼしい他人が許せないのです。人々の無知という罪を、私が許しているからこそ、人類は存続が許されている。あなた方がこうしてこの国で生きていられるのは、私の慈じ悲ひあってこそですよ」

　自みずからが神であることを確信しているその口振りは、自信に満ちていた。

「ですから、口には気を付けてくださいまし。私は無礼を気にしませんが、村人達が常にそれを許すかどうかはわかりませんよ？」

　生虚神ウロガミは、リセに向かって警告を発する。

　その警告の意味は、リセ以外の生徒達にも十分に伝わるものだった。

　すなわち──この場で生虚神ウロガミに逆らえば〝命の保証はない〟。

　リセのようには洞うろ谷たに村むらの背景事情を知らない生徒達からすれば、村人達が少女の言い分を盲もう信しんしている理由はわからない。だが白装束の村人達が、狂信的に狐きつね面めんの少女を神だと信じており、リセが口にするような常識的な意見など、まるで耳に入らないことなら見てわかった。

　何か〝宗教的な事情〟が、この村には存在する。

　それを察することは難しいことではない。

　とにかく生虚神ウロガミの言動こそが正義であり、それに逆らう者は悪なのである。

　その原則こそが、この洞谷村という場所でのルールなのだということは明白だった。

　だからこそ下手へたに状況を荒立てぬよう、生徒達は口を閉ざして黙だまり込んでしまう。

　しかし、そんなことはお構いなしに発言する生徒もいた。

「──オレ達を拉ら致ちした目的は何だ」

　発言が出たことに驚いた生徒達の注目が、カナタに集まった。

　生虚神ウロガミを正面から見み据すえ、カナタは動じた様子もなく明朗に言う。

「お前の行いが正しいのか。お前が本当に神なのか。そんなことはどうでも良い。些さ細さいなことだ。オレ達にとって重要なのは、この状況の説明だ。わざわざ村人が束になってまで、都会からやって来た学生達を、こうして誘ゆう拐かいした。いったい何を狙ねらっている。説明しろ」

　神を相手に命令する。そんなカナタの不ふ遜そんな態度に、周囲の村人達がざわめいた。

　怒いかりの眼まな差ざしをカナタに向ける村人達を制し、生虚神ウロガミはクスクスと笑って答えた。

「皆様は、林間学校にやって来られたはずでございましょう？　この緑豊かな美しい地域での野外学習。素晴らしい自然体験を期待してのことではありませんか？　ささやかながら、我々、洞うろ谷たに村むらの住人も、皆様の学習の手助けができればと思っているのでございます」

　生虚神ウロガミが語り終えると、それが合図であったかのように、村人達が手にしていた拳銃を生徒達に向ける。銃口の奥に潜む死の脅威に圧倒され、生徒達は後あと退ずさって身構えてしまった。

　怯おびえ、警戒し続ける生徒達に、生虚神ウロガミは穏やかな口調で告げた。

「それでは〝本日の授業〟を始めることにいたしましょう。皆様、ついて来てくださいませ」

　生虚神ウロガミは教師気取りで悠ゆう然ぜんとしている。

　生虚神ウロガミはその場で踵きびすを返すと、元来た扉の方に向かって歩き出した。

　村人達はその背について行くようにと、銃口で、生徒達を促うながし始める。

　そうされては、無力な生徒達には、黙だまって従う以外にできることなどなかった。

　……いったい何がどうなっているのか。何のために、リセ達は誘拐されたのか。

　いまだ、あらゆることに説明が付かない状況だった。

　思考する猶ゆう予よすら与えられぬまま、リセ達は、ただただ状況に翻ほん弄ろうされ続けるしかない。

　生虚神ウロガミを先頭に歩きながら、シクシクと泣き出している生徒もいた。殺すつもりはないと言われはしたが、それが本当なのかなど、生虚神ウロガミ以外にはわからない。異常者に囲まれている現実だけが確かであり、その不安に押し潰つぶされる者が出るのは、不思議ではなかった。

　思い思いの不安を抱かかえて歩く生徒達の中で、ただ１人、カナタは周囲を観察し続けていた。
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　手荷物は没収されているらしく、持っていたはずのスマートフォンはなくなっていた。

　日付や時刻を確かめることはできなかったが、外に出たことで、何となく今現在が朝であることならわかった。まだ空気に若じやつ干かんの清涼感が残っており、日差しの熱気も全盛ではなかったからだ。太陽の位置が直上に来ていないことからも、それだけは確信が持てることだった。

　屋おく外がいに出てわかったことは、他にもある。

　リセ達が目覚めた建物は、山肌の中腹に位置しており、瓦かわら屋根の外観であるということだ。

　しかも寺院の裏手にある土蔵だったらしく、リセの予想は外れていなかったことになる。

　土蔵のすぐ近くに立っていた寺は立派な風格であり、見た印象では、洞うろ谷たに村むらにおける重要な寺院なのではないかと察することができる。おそらく村の集会や、祭事に使われる寺院ではないだろうか。何となくそう感じられた。

　寺院の周りを迂う回かいして出た先は、広くて立派な境けい内だいだった。

　巨大な山門の向こうには、村に続くのであろう長い石階段がある。生虚神ウロガミに続き、村人達に周囲を囲まれながら、生徒達はその階段を連行されるように下り始めた。

　蟬せみの鳴き声を聞きながら、木こ漏もれ日の石階段を下って行く。

　平時であれば、その風ふ情ぜいを楽しむこともできただろう。しかし今の葉よう台だい高校の生徒達に、そんな余裕はない。銃で脅おどされ、階段を下りた先のどこかに、これから連れて行かれるのだ。その先に何が待ち受けているのかなど想像すらできず、ただ漠ばく然ぜんとした不安の心理が続くだけである。懸けん命めいに平静でいようと務めるだけで、もはや精一杯なのだ。

　陰いん鬱うつな様子の生徒達の中で、リセとシュウヤ、それにカナタは、さりげなく合流を果たす。

　３人は状況を打開するべく、村人達に聞こえぬよう、小声で意見交換を始めた。

「な、なあ。洞谷村って……コイツ等らが例の、テロを画策してるかもっていう黒こく陽よう宗しゆうか？」

「間違いないと思う」

　シュウヤの疑問に、リセが答えた。

　しかしリセの簡潔な答えでは満足できず、シュウヤは続けて尋たずねてしまう。

「こ、黒陽宗って確か、慈善事業とかしてる良い連中だったりするんだろ？　そいつ等に拉ら致ちされるなんて、俺にはわけがわからないよ。カナタがさっき言ってた通り、何だってコイツ等に、俺達を誘ゆう拐かいする理由があるんだよ。もしかしてテロって、俺達を誘拐する計画のことだったりするのか？　俺達みたいなただの高校生を捕まえて、それが何になるんだよ」

「私にも、まだよくわからないよ」

　リセは、苦にが々にがしく俯うつむいて言った。

「ここまで巻き込まれたなら、もう機密も何もないよね。シュウヤ君にも知っておいて欲しい。……黒陽宗はネットでも噂うわさされるように、実態はカルトに近い狂信集団だよ」

「な、何だって……！」

「慈善事業をやってるのは、一般人に対するイメージを良くするため。裏では政界や財界、警察にも影響力を発揮して、これまで自分達の目的のために色んな悪事を働いてきた犯罪集団なの。マスコミに報道自じ粛しゆくを促うながせる程の力も持ってるから、世間では、黒陽宗がどれだけ危険な集団なのかは、あまり認知されてない。総本山であるこの洞谷村の近くであっても、私達がいたキャンプ場や観光地ができるくらいに、世間は黒陽宗の危険性を知らないの。私だって最近まで知らなかったよ。ルークの作戦を支援するために、内閣情報捜査局ＣＩＲＯで資料を見るまでは」

　リセの発言に驚きよう愕がくし、しばらくシュウヤは言葉を失ってしまう。

　そんなシュウヤだったが、すぐに、頭を振って気を取り直す。そうして言った。

「……実はヤバい連中だったってのは、もう十分わかったんだ。今さら驚いてる場合じゃないよな。それよか、そのルークは今どうしてるんだって話が重要だろ」

　シュウヤは期待を込めて、持論を口にした。

「ルークは、この村を偵察するために出かけてただろ。ならこの近くに潜んでて、俺達のこの窮きゆう状じように気付いてるんじゃないのか。もしそうじゃなくても、空っぽになった宿舎に戻れば、おかしいのはすぐに気付くだろ」

　リセも、それに期待していた。だからこそ、シュウヤの言わんとする結論を口にする。

「うん。捕まってる生徒の中に、ルークはいない。だからルークが、内閣情報捜査局ＣＩＲＯにこの状況を伝えてくれれば、私達を救助するためにも、特殊部隊が村の制圧に来てくれると思う」

　目を輝かせ、その考えに希望を持つリセとシュウヤ。

　２人は恐る恐る、無言のカナタに視線を送って意見を求めてみる。

「……望みはあるかもしれない」

　いつもの無愛想な態度ではあったが、否定はしなかった。

　カナタの意見に安心感を得たシュウヤは、少し元気を取り戻して言った。

「なら俺達に今できるのは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの救援が来るまで、この窮状をやり過ごすことだよな。幸いにも危害を加えるつもりはないって話だし、時間さえ稼げれば何とかなりそうだ」

「そうだね。今は、ルークを信じよう」

　そう言うリセの瞳ひとみにも、希望の火が灯ともっていた。

　３人の密談が終わった頃だった。

　少し離れた位置から、話しかける期を見計らっていた男子が１人、リセに近付いて来た。

　天体観測の後を狙ねらって、リセに告白するのではと噂うわさされていた、萩はぎ原わらソウジである。

　ソウジはさりげなくリセの隣に並んで歩くと、小声で話しかけた。

「緋ひ上かみさん、すごかったね」

　話しかけられたリセは、不思議そうな顔で尋たずねた。

「すごいって……何が？」

「自覚ないのかい。あんなにハッキリと、生虚神ウロガミや村の人達に対して意見が言えたことだよ」

　生虚神ウロガミや村人達は、バスの運転手を殺害した。それに対して、ハッキリとした怒いかりの態度を示したリセに、ソウジは感心していたのである。

「普通の人には、なかなかできることじゃないよ。僕なんて、怖くて黙だまってた。生虚神ウロガミみたいな奴やつを相手にあんな風に責め立てることなんてできない。それなのに場慣れしてるって言うのかな。緋上さん、すごく勇気あるよ」

「そ、そうかな」

「ああ。ますます惹ひかれた」

　変わらぬ涼しげな微笑ほほえみと共に、思わせぶりな発言を口にするソウジ。妙みようにアプローチをかけられているせいだけでなく、他人から褒ほめられることが苦手なリセは、赤くなって、恥はずかしそうに俯うつむいてしまう。ソウジの顔を見つめていられなかったのである。

　リセとソウジの話が聞こえたのか、近くを歩いていた真さな田だマコトも、小声で会話に混じる。

「それを言うなら、黒くろ木きもすごい度胸だったよ。緋ひ上かみが刀を突き付けられたのを見せられて、そのうえ村の連中が怒っている中だったんだぜ。まさか生虚神ウロガミに向かって発言するなんて」

　同意を求めているのか、マコトは周囲の男子にも目配せをした。

　視線で意見を求められた男子達は、苦笑を交えてそれを肯こう定ていした。

「普段はパっとしないのに、実はかなり肝きものある奴やつだったんだな」

「空気読めないだけかもしれないぜ。普通、あそこで生虚神ウロガミに対して偉えらそうにするか？」

「でも、俺はちょっと黒木が心強かったよ」

　言われている当のカナタ本人は、何の反応も示さない。

　クラスで、寡か黙もくな地味男と言われるのも仕方がない態度だった。

　すると予期せずカナタは、ソウジの右腕を指差して口を開いた。

「腕時計を持っているのか」

　言われて、リセや他の男子達もそれに気が付いた。

　ソウジの右手首に、腕時計が巻かれていたのである。

　通信機器や時計などの身の周りの物が奪うばわれた生徒達は、時刻すら知ることが叶かなわなかったのだ。ソウジはカナタに指摘され、そういえばと思い出して言った。

「他のみんなは、寝ている間に色々没収されたみたいだけど、どうやら僕は運良く、難を逃れたみたいだね。スマホはないけど、腕時計は残ってたよ」

「萩はぎ原わら君。その時計見せて」

　リセ達は、ソウジに腕時計を見せて貰もらう。

　ソウジの時計にはカレンダー表示が付いており、日付の確認ができたのだ。その日付を見る限り、どうやら拉ら致ちされたのは昨晩のことであり、リセ達が寝ていたのは数時間だけだということがわかった。ルークが内閣情報捜査局ＣＩＲＯの救助をよこしていない状況から考えても、拉致されてから長時間、眠らされていたわけではないだろうと考えてはいた。

　ルークが定時報告を入れる予定の、８時は過ぎているようだ。

　すでに内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、ルークから情報を聞いて動き出しているはずだろう。
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　洞うろ谷たに村むらは、のどかだった。

　瓦かわら屋根の古びた家か屋おくが、広い田園風景の中に点在している。

　一見すれば、どこにでもある山村にしか見えない光景だ。

　薫くん風ぷうが吹き、それによって草木が優しくそよいでいる。青空には、白い雲が流れてのんびりと漂っていた。そんな風景の中にいれば、誰の気持ちも大らかになるというものだろう。

　民家の軒先では、洗濯物を干している老婆がいる。田んぼには、野の良ら仕事の村人達の姿もあった。彼かれ等らは、生虚神ウロガミに連行されて歩く葉よう台だい高校の生徒達に、気さくに手を振って挨あい拶さつをしてくるではないか。予想外に友好的な態度をとられ、生徒達は誰しも戸惑ってしまう。

　……本当に自分達は、洞うろ谷たに村むらの住人達によって拉ら致ちされているのだろうか？

　思わずそう疑問に思ってしまう程、この村に事件性や異常性というものは感じられない。

　しかし現実に、生徒達が歩く行列の周囲には、拳銃を手にした白装束の村人達が並歩しているのだ。脅おどされているのに、危機感を忘れてしまいそうになる。不思議な状況だった。

　リセ達が連れて来られたのは、無数にある田んぼの内の１つだった。

　そこはバスケットコート３つ分くらいの広さであり、そこだけ、作物が植えられている様子がなかった。正方形状の窪くぼ地ちに、泥土が敷き詰められているだけ。そんな場所である。

　生虚神ウロガミは、田んぼの側道の中央まで来ると、歩を止める。

　そうして白装束の村人達に、何やら指示を出した。村人達は意を汲くみ、黙だまってそれに従う。

　すると村人達は、生徒達に田んぼの中へ入るよう、銃口で無言の誘導を始めたのだ。

　気色が悪いぬかるみに踏ふみ入ることには、躊躇ためらいのあった生徒達だったが……拒否することもできず、ただ田んぼの中へ誘導されるしかない。

　生徒達が田んぼの中に入って行くのを、生虚神ウロガミは、側道の高見から見下ろしていた。

　全員がそうするのを眺ながめてから宣言する。

「本日最初の授業は──〝社会〟でございます」

　葉台高校の教師でもないというのに、生虚神ウロガミの語り口は教師そのものだった。

　側道に立って弁舌する生虚神ウロガミの言葉を、生徒達は見上げながら拝聴するだけである。

「ご存じの通り、私達の住まう常とこ世よの世界には〝人間〟という種族が存在しております。この広大な地球という星の上で、無数の国という単位の群れに分かれて、それぞれが相あい容いれない個別の価値観を持って生活しているのです」

　生虚神ウロガミは、誰でも知っているようなことを説明し始めた。

　どうにも宗教がかった物言いが気になりはしたが、生徒達は黙だまって話を聞く。

「かつての旧ふるき時代では、人は土地や物資を巡って、国単位での争いを繰り返していました。こうした殺し合いは何百年にもわたって続きましたが、それでも人が絶滅することはありませんでした。弱者が死に、強者だけが生き残る。そうして人の社会はバランスを保ち、成り立つことができたのございます。それこそが自然の摂理。人類のあるべき姿でしょう」

　そうは言いながらも、生虚神ウロガミは残念そうに俯うつむいた。

　小さく首を左右に振って肩を落とす仕草は、あたかも落胆しているように見える。

「過去の時代に比べれば、今の時代、人は国同士で殺し合うことを、ほとんどしなくなりました。各国間で物資の輸入や輸出が活発になり、グローバル経済化の影響もあって、国同士の依存関係や利害関係が複雑化したことも背景にあるのでしょう。ようするに、〝戦争で潰つぶしてしまっても良い国〟というものが、簡単に見つからなくなってしまいました。戦争をしようにも、相手が見つからない。だからこそ、かつての第二次大戦のような大戦争は起こらなくなりました。それによって、人の世に何が起きたと思いますか？」

　生虚神ウロガミは尋たずねた。生徒達に意見を求めながらも、その答えを聞く前に結論を断じる。

「──〝弱者が死なない社会〟ですよ」

　狐きつね面めんで素顔を隠した生虚神ウロガミが、どんな表情をしているのかわからない。

　だが、上品に微笑ほほえみかけてきているように感じられた。

「人は殺し合いをしないどころか、豊かになりました。それだけではございません。科学の発展や医療技術の進歩によって、〝長生きをする〟ようにまでなってしまいました。今や世界の人口は70億人を超え、限られている地球の資源では賄まかないきれない人数にまで、人の数は急増してしまったのでございます。間違った発展の仕方をしてしまったせいでしょう」

　両手を広げ、生虚神ウロガミは熱弁する。

「さらには、先進国は長ちよう寿じゆ化の一途を辿たどり、少子高齢化の影響もあって、今では老人ばかりが社会に増えてしまいました。かつての時代であれば、強者であったはずの若者達が、今は追いやられているのです。代わりに弱者であるはずの老人達が社会を牛ぎゆう耳じり、動かしている。これは我々の理念である〝人類の平和と繁栄〟に反すること。だからこそ我々は、その流れを食い止めるべく活動を続けているのでございます」

　生虚神ウロガミは手を下ろし、生徒達を見渡した。

　そうして、手近に立っていた男子生徒に顔を向ける。

「そうですね。たとえば、そこの貴方あなた様」

　指差されたのは、真さな田だマコトである。

　得体の知れない狐面の少女に声をかけられ、マコトは狼ろう狽ばいした。

「貴方様は、ご自身が何歳まで生きられれば満足だと思っていらっしゃいますでしょう？」

　予期せぬ生虚神ウロガミの問いかけに動どう揺ようし、マコトは全身に脂あぶら汗を滲にじませる。

　歯切れの悪い震え声を絞しぼり出し、マコトは何とか答えようとする。

「えっと……ええっと、90歳……とか？」

　マコトの答えを聞いた生虚神ウロガミは、さらなる質問を投げかける。

「90歳まで生きれば満足なのですか？　80歳、70歳では満足できませんか？」

「それは……わからないです」

「わかりませんか。とても一般的な、よくある模範回答でございますね。なぜわからないのか。その理由がご自身で理解できていますでしょうか？」

「え、理由？　……わかりません」

「それすら理解できませんか。なら、教えて差し上げましょう」

　生虚神ウロガミはマコトの額ひたいを指差し、それまでとは打って変わった鋭するどい口調で断じる。

「──お前のような人間は、意味もなく〝ただ生きている〟からだ」

　丁寧だった語調が乱暴になった。即座に場の空気が凍り付く。

　マコトのみならず、生徒達は背筋を冷やした。

　仮面のせいで表情が見えない生虚神ウロガミ。その感情を読み取るのは難しいが、生虚神ウロガミの口調は、マコトの答えに怒いかりを感じているように聞こえたのである。相手は人殺しを厭いとわない、危険人物なのだ。少しでも機き嫌げんを損そこねたのであれば大変である。

「どうぞ皆さん、そう怖がらないでくださいまし」

　マコトや生徒達の緊張を余所よそに、すでに生虚神ウロガミの口調は元に戻っている。

　何事もなかったかのような態度であるが……とにかく事なきを得て、マコトは安あん堵どする。

　生虚神ウロガミは告げた。

「覚悟や信念のある者にとって、生きることとは目的ではなく手段です。逆に覚悟も信念も持たずに生きる者にとっては、生きる行為それ事態が目的なのでございます」

　生虚神ウロガミは続ける。

「理由もなく。意味もなく。限られたこの星の資源を浪費するだけの人間は寄生虫ですよ。自分がいつまで生きられれば満足できるのかすらわかっていない。そもそも目的もなく生きているから、どれだけ生きながらえようとも満足できないのです。そうして無む駄だに生きている無価値な人間ばかりで、今の社会は埋め尽つくされてしまいました。その状況を何とかすることこそが、人類の平和と繁栄への道のりなのでございますよ」

　……生虚神ウロガミを怒らせないよう、話を肯こう定てい的に聞く態度をとろうとしているせいなのか。

　生徒達には、次第に生虚神ウロガミの言っていることがもっともらしく聞こえてきた。

「まず皆さんに学習していただきたいのは、この社会において〝弱者は死ぬべき者である〟ということでございます。弱ければ死に、強ければ生きる。当たり前のことが、当たり前であってこそ、人の世の秩ちつ序じよは保たれるのです。さあ、学習を始めるとしましょうか」

　そう言うと、生虚神ウロガミは生徒達から顔を背そむける。

　すぐ傍そばの田んぼで、野の良ら作業をしていた村人数名に向かい、無言で視線を送り付ける。

　生虚神ウロガミの意を汲くんだ近衛このえのイゾウが、自分の手下達に「連れて来い」と命じた。

　白装束を着たイゾウの手下数名が、駆かけ足で、野良作業中の村人の方に向かって行った。

「いったい、何を始めようっていうんだ……！」

　険しい顔で、シュウヤが呟つぶやく。

　白装束が連れて来た村人は４人。

　いずれも70歳を超えているであろう年老いた男女であり、生徒達からすれば、祖父や祖母に値する年齢に見えた。野良仕事の途中だったため、作業用の鎌かまを手に提さげており、ニコニコと優しそうに微笑ほほえんでいる。小柄な老ろう婆ばは、小さく手を振ってくれてまでいた。

　いかにも人の良い、親切そうな老人４人といった外見だった。

　それらを見下ろしながら、生虚神ウロガミは言った。

「今から皆さんに──この４人を〝殺して〟いただきます」

　驚きよう愕がくに耳を疑う。生虚神ウロガミは今、何と言ったのか。

　言われたことがまるで理解できず、聞き間違いではなかったのかと、生徒達は啞あ然ぜんと生虚神ウロガミの姿を見上げた。だが生虚神ウロガミは、平然と説明する。

「これは〝殺人〟の体験学習でございます。内容は単純。皆様が、この４人を殺す。どのように殺していただいても構いません。殴なぐり殺す。蹴けり殺す。方法はお任せします」

　冗談など言っていない。生虚神ウロガミは本気で、〝人を殺す〟ようにと指示してきているのだ。

　見る間に生徒達の顔は蒼そう白はくになり、戦せん慄りつに見開かれた両りよう眼めが血走っていく。

「この４人は、武器として農作業用の鎌を使用します。４人は皆様を殺そうとしますので、早く殺さないと、お友達がたくさんお亡くなりになると思いますよ。この田んぼの中から逃げようとしたら、申し訳ありませんがその方は、私共の方で射殺させていただきますね」

　心拍が速まり、呼吸は否いや応おうにも荒くなる。酷ひどい耳鳴りが鼓こ膜まくを揺ゆらす。

　真っ先に叫さけんだのは、マコトだった。

「そ、そんなことできるわけないだろ！」

　生虚神ウロガミに意見することは危険である。だがそんなことに構っている場合などではない。

　黙だまっていれば、取り返しのつかない事態になる。

　その確信があったからこそ、マコト以外の生徒達も口々に異論を唱えた。

「ひ、人なんて殺せるかよ！」

「何言ってんのよ！　正気じゃないわ！」

　まさに正気ではないのだ。

　いったい何の必然があって、ただの高校生と老人達が殺し合わなければならないのか。

　目の前に佇たたずんでいるのは、気の優しそうなお爺じいさん、お婆ばあさん。どう見ても悪人ではないのだ。異常者に脅おどされ、命令されたからといって、易やす々やすと手に掛けることなどできるはずがない。そもそも殺人は犯罪なのだ。

　女子生徒の１人が、泣き顔で老人達に同意を求めた。

「あなた達だって、私達と殺し合うなんてこと、できるはずないでしょう？」

　自分達だけでなく、老人達だって納得などしていないはずだ。

　そう確信していた女子生徒の首筋に──深々と鎌の刃が刺し込まれる。

「……へ？」

　間抜けな声が漏もれた。

　老ろう婆ばの１人が、女子生徒の首に向かい、横殴なぐりに鎌かまの刃を叩たたき込んだのだ。湾曲した刃は女子生徒の動脈ごと気道を貫き、致命傷を負わせたのである。老婆が女子生徒の首筋から刃を引き抜くと、そこから鮮血が噴き出してくる。その傷口を両手で押さえながら、女子生徒は呼吸ができず、苦しみ藻も搔がいてから泥土に突っ伏した。

「ひ……ひいい!?」

「きゃああああああああああああ！」

　あまりにも呆あつ気けなく、唐とう突とつに、見知ったクラスメイトが絶命してしまった。

　その衝撃的な死を目まの当たりにした生徒達は絶望し、次々と絶ぜつ叫きようを奏かなでる。

　後あと退ずさる生徒達に躙にじり寄りながら、女子生徒を殺した老婆が呟つぶやいた。

「生虚神ウロガミ様のご命令は天の意思です。我々、愚かなる人間風ふ情ぜいが逆らうなど誤りですよ」

　その老婆の隣を歩く老人も、胸元で手を合わせながら幸せそうに呟いた。

「ああ、今日は何て素晴らしいのでしょう。生虚神ウロガミ様に従って死ねるなんて、夢のよう。さあさあ、お嬢さんや坊や達。早いところワシ達を殺しておくれね」

「生虚神ウロガミ様への忠義を務めれば、ワシ等らは神の国で死し勲くんを受けて永久の存在になれるんじゃ」

「ありがたや、ありがたや」

　本懐と言わんばかりの笑えみで、老人達は鎌を手に提さげ、生徒達に迫る。相手はか弱く、動きの遅い老人達であるというのに、生徒達は田んぼの中を無様に逃げ惑う。

「何なんだ……何なんだよ、この爺じいさん、婆ばあさん達は！」

「どうかしてる！　完全にどうかしてるよ！」

　生虚神ウロガミに死を命じられ、それを受け入れる。

　あまつさえそれをありがたがり、命令を下した生虚神ウロガミに感謝すらしているではないか。

　狂信。その一言以外に、老人達の狂った価値観を説明することなどできない。

「う……うあああああああ！」

　男子生徒の１人が、女子生徒を殺した老婆に飛びかかった。男子生徒は老婆を泥土の上に押し倒し、その上に跨またががって無理矢理押さえ付ける。他の男子達を見渡し、叫さけんだ。

「何してんだ、男子！　見てないでコイツ等らを取り押さえろよ！」

　言われて勢い付いたのか、他の男子生徒の何人かも、老婆めがけ、こぞって飛びかかる。

　男子達は、暴れる老婆の上に跨がり、泥土の上で揉もみ合いとなった。

　他の老人達にも、決起した別の生徒達が飛びかかる。

　泥にまみれ、全身を汚しながら、生徒達はただ力尽づくで、老人達を泥の上に押さえ込んだ。

　生虚神ウロガミや白装束達は、修しゆ羅ら場ばと化したその光景を、優ゆう雅がに見下ろしているだけである。

　老人達と摑つかみ合いを繰り広げている男子達以外は、その鬼気迫る情景を泣き顔で見守っているだけである。老人達を手荒く扱う男子達を、咎とがめる者などいない。抵抗しなければ、先程の女子生徒のように、１人ずつ老人達に殺される運命なのだ。自分の身が可か愛わいければ、老人達を無力化しようとする動きを止める理由などない。

　リセとシュウヤも、血の気の引いた顔で、目の前の惨さん状じようを凝視する以外になかった。為なす術すべもなく、老人達の首を締め上げているクラスメイトの姿を目に焼き付けるだけだ。

「見るな、リセ」

　隣に立っていたカナタが、リセの眼前を手で覆い隠した。

　リセは何も言わず、ただ涙を流していた。

　楽しいはずの林間学校が、どうしてこんな酷ひどい状況になってしまっているのか。

　不条理さへの嘆なげきや、悲しみで、涙が止まらない。

　そんなリセの涙を手の平に感じ……カナタは表情を険しくしていくしかない。

　生徒達は泣きながら、老人達を泥土の上に押し倒し、身動きを封じているだけである。その行為だけでは老人達を殺すことなどできないことはわかっている。だが生徒達には、この後どうすれば良いのかわからなかったのである。当たり前だが、誰も人を殺した経験などないのだ。殺せと言われたところで、殺し方すらわからないのである。

「今、終わらせてやる」

「……え？」

　カナタはリセに告げると、ゆっくりと歩き出した。

　そうして生徒達に取り押さえられていた老人の１人に近付いて行った。

　カナタは黙だまって──老人の顔を思い切り踏ふみ付ける。

「！」

「黒くろ木き……！」

　リセのみならず、生徒達がカナタの凶行に驚いた。

　誰もが戦せん慄りつの表情で凍り付く中、カナタは老人の横顔を踏み付け、その口と鼻を泥水の中に沈めたのだ。老人は呼吸ができず、即座に藻も搔がき苦しみ始める。泥の水面にボコボコと気泡を浮かべ、苦しくて、苦しくて、暴れ回る。生徒達はどうして良いかわからず、暴れようとする老人を、ただ懸けん命めいに押さえ付け続けた。そうしてカナタは表情１つ変えずに、冷ややかに窒ちつ息そくしていく哀あわれな老人を見下ろしているだけである。

　やがて気泡が消えると、老人は……呆あつ気けなく動かなくなる。

「……うそ……やっちまったのか……黒木……？」

「そんな……俺達、ただ押さえ付けてただけだ……殺したのは黒木で、俺じゃないぞ……！」

　動かなくなった老人達から離れると、生徒達は色白い顔で自己弁護を始めようとする。

　だがカナタは気にしない。

「次だ」

　言いながらカナタは、別の生徒達が押さえ付けている老人に歩み寄って行く。

　そうして１人１人、顔を踏ふみ付け、確実に窒ちつ息そく死させていく。

　あまりにも冷淡に老人達を殺害していくカナタに、生徒達は震え上がる。ただただ怖くて、カナタが凶行に及んでいる間、生徒達は老人達が暴れないように押さえ付けているだけだ。

「カナタ……！」

　リセは手の平で唇くちびるを覆い、涙し続けていた。

　クラスメイト達の前で淡たん々たんと人を殺していく兄。カナタはなぜ、こんな酷ひどいことを率先してやっているのか。その理由なら、リセにはわかっていた。

　──カナタなりに、みんなのことを庇かばっているのだ。

　誰にも手を汚させず、自分１人が最も過か酷こくな闇やみを背負う。いつもカナタはそうだ。そうしてカナタはいつもたった１人で、暗闇の中に佇たたずもうとするのだ。そんな兄の強さに、リセは何度救われてきているのだろう。それを思うと、切なくて仕方がなかった。

　泥に顔を沈めて動かなくなっていく老人達。呼吸や脈を確認する勇気もなく、生徒達は後あと退ずさるしかない。カナタが殺したのだとは言え、善良な生徒達は激しく苦悩し始めてしまう。

　本当に殺してしまったのか。殺したのはカナタであり、自分達はこの殺人に関係ないのではないか。だが自分達は、カナタが老人達を殺しやすいように手助けしていた。ずっと身体からだを押さえ付けていたのだ。共犯ではないのか。自分達は人殺しなのだろうか。

　誰もが頭を抱かかえ、自みずからの行った蛮ばん行こうに、後悔と軽けい蔑べつを感じざるを得ない。

「違う……違う……殺すつもりなんてなかった、これは事故だったんだよ……！」

　老人達に飛びかかった生徒達は、一様に、自己暗示をかけているかのように呟つぶやき始めている。それを黙だまって見ていただけの生徒達も同様に、何かを口にして、必死に自分に言い聞かせようとしている様子だった。

　そんな醜しゆう態たいを見学していた生虚神ウロガミが、クスリと笑う。

　そうして、心理的に激しく乱れている生徒達に向かい、高らかに言った。

「──よくお分かりになりましたでしょう、自分達の本性というものが」

　生徒達は、半ば怯おびえたような顔で、語り始める生虚神ウロガミを見上げるしかない。

　その絶対なる支配者の言葉は、生徒達の耳にはよく届いた。

「皆様の行動は、何１つとして悪くありませんよ。むしろ皆様のとった行動こそが正しいのです。殺さなければ、殺される。自分が生き残るためには、他人を傷付けることはやむを得ないでしょう。これは当たり前のことなのです。だから皆様は、人を殺した」

　人を殺したのだと指摘され、生徒達は激しく狼ろう狽ばいしそうになる。

　だが、そう言う生虚神ウロガミに、カナタが鋭するどい視線を向けて言う。

「殺したのはオレだ。……コイツ等らは何もしていないだろう」

　カナタは、クラスメイト達を庇っていた。殺人の罪を一身に受けようとしているのだ。その意図を察してか、生徒達の中には涙を浮かべる者もいた。しかし生虚神ウロガミは、それを嘲あざ笑わらう。

「いいえ。殺したのはあなただけではありません。──全員での共同作業だったでしょう？」

「……」

「私は皆様の味方です。くだらない人権や尊じゆん法ぽう精神を掲げて、こうした行いを批判してくる輩やからは、自分達が追い詰められたことがないから、綺き麗れい事が言えるのです。安全地帯から声を上げているだけの者に、いったい皆様の何がわかるのです」

　生虚神ウロガミは宣言した。

「最初に言いましたでしょう。弱者は死ぬべき者であるのだと。殺された者は、すなわち弱かった者。だから死ぬのは当たり前。これこそが、この世界のあるべき真理なのでございます」

　どよめきが生じる。

　生虚神ウロガミの言っていることは残ざん酷こくであり、非常識だった。

　だが追い詰められた生徒達の胸中に、自分達を弁護してくれる言葉は心地良く響いたのだ。

　生徒達は顔を見合わせ、生虚神ウロガミの意見についてどう思うかを、小声で囁ささやき合う。

　生虚神ウロガミとは、異常で、畏い怖ふするべき相手だ。逆らうことはできず、この場を支配している絶対たる存在である。ちっぽけな自分達は、生虚神ウロガミに従うしかない。

　この殺人は犯罪であっても無理矢理やらされたのだから仕方がないのだ。生虚神ウロガミが正しい行いだと言い張るのだから、彼女に逆らえない自分達は、それに従ったとしても仕方がないのだ。今、この状況で、生虚神ウロガミに指示されたのなら何をしても仕方がないのだ。

　仕方がない。仕方がない。仕方がない。

　あちこちで、生徒達がその単語を口にしているのが聞こえてきた。

　リセも、シュウヤも、その不気味な状況に怯おびえてしまう。カナタは、生虚神ウロガミに植え付けられた考えに染まり始める生徒達を、険しい表情で見渡していた。

　その時、ある予感が、リセの中に芽め生ばえる。

「絶望と希望を交互に与え、その繰り返し。これってもしかして……！」

　その恐るべき結論を口にするのは、気が引けてしまう。

　僅わずか１時間にも満たない短い期間なのである。

　その僅かな時間で、生徒達は──〝洗脳〟されつつあるのではないだろうか。
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　時刻は正午に近付いていた。

　ホテルのパーティーフロアには、美しいピアノの生演奏が流れている。

　ワイングラスや食器の音。高いスーツやドレスで着飾った人々の談笑。

　美術品が飾られた大理石の広間は、そうした上流社会によくある音で溢あふれていた。

　会場の隅に佇たたずんでいた、ブラックスーツの中年男は察した。

「くだらん仕事だな」

　やる気の乏とぼしい男、ハンターは嘆たん息そくする。

　耳に付けたインカムマイクに、発言が拾われてしまうのも気にせず、思うままにぼやいた。

「何が楽しくて、俺は金持ち連中のランチパーティーなんか見守ってんだ」

「真面目まじめにやってください、ハンター」

　ハンターの隣で、毅き然ぜんと立っている女性が、苛いら立だって窘たしなめた。

　いかにも優等生然とした顔立ちの、ショートヘアの女性現場捜査官である。

　女性は会場の隅から隅にまで注意を向けながら、ハンターを見向きもせずに叱しかる。

「この場を警護する37人の現場捜査官達を指揮する身なんですよ。そうした発言が、部下のモチベーションを下げるかもしれません。言動には、もっと注意を払って欲しいものです」

　部下に苦言を言われてもなお、ハンターは怠だるそうに返事をした。

「お前はお前で、いつも真面目すぎじゃないのか、ステラ。疲れないのか？」

「私は真面目すぎではないです。あなたが適当なだけで、これが普通なんです」

「はは。ルークといる時は、逆のこと言われてるんだがな。何とも皮肉なこった」

　言いながらハンターは、会場中央付近にたむろっている男達を見やる。

　彼かれ等らは、いずれも年齢は60代かそこらだろう。

　当たり前のように高級スーツを着込んだ上流社会の紳士達ではあるが、外見にどことなく品がないように見えてしまうのが残念だった。ワイングラスを片手に、世界経済や政治の話題などを楽しんでいる様子である。

「億万長者達は、雑談に選ぶ話題も洒落しやれたもんだな」

　感想を口にした後、ハンターは秘ひ匿とく回線に呼びかける。

「おい、イーグルアイ。聞こえてるか」

『もちろん聞こえてるわ。さっさと定時報告どうぞ』

　耳に付けたインカムマイクから、聞き慣れたオペレーターの少女の声が返ってくる。

　刺とげ々とげしいイーグルアイの口調には慣れたもので、ハンターは淡たん々たんと状況を報告した。

「状況は平穏。入場者は全員身元確認済みだし、会場の中も外も異常はない。この10分間に起きたことの注目点ハイライトと言えば、カエル顔の爺じいさんが、若い美女を口く説どいて、ゲストルームにしけ込んだことくらいだ。真っ昼間から盛んなこったよ。一応、部屋の出入り口に部下を張り付かせている。部屋の中の様子はあまり聞きたくないが、それでも聞かなきゃならんのは、お仕事の辛つらいところだな。以上」

『何だか、ずいぶんと愚ぐ痴ちっぽい報告ね……。まあ、状況は了解したわ』

　ハンターの報告を聞いた後に、イーグルアイは念を押すように言った。

『ちなみに、そのカエル顔の爺さん。ただのカエルじゃないのを忘れないでよね。藤ふじ原わらカツナリ。経団連の会長で、国内における〝財界総理〟とも呼ばれる大物中の大物なんだから』

　日本経済団体連合。通称が〝経団連〟である。

　国内外の経済発展促進を目的として発足され、一部上場の国内主要企業経営者達によって人員構成されている団体だ。ようするに、大企業のトップの集まりである。国内企業の総まとめ役をしており、実質、経産省と共に国の経済活動を舵かじ取りしている大権力集団と言える。

　その会長ともなれば、財界総理と称されるのも納得できるだろう。

　カエル顔の藤ふじ原わらカツナリこそが、経団連の現会長なのである。

「残念ながら、今回の護衛対象の金持ちの１人なんだろ。わかってるって」

『いけ好かない言動のカエル爺じいさんだけど、何かあったら大事になるんだからね』

「カエル、カエルって、さっきから失礼じゃないのか」

『い、言い出したのはそっちでしょ！』

『──やれやれ。ずいぶんと緩んだ雰ふん囲い気きじゃないか』

　ハンターとイーグルアイの通信に、ドクターの声が割り込んでくる。

『警護任務中なんだ。もっと集中してくれ。護衛対象は藤原カツナリという爺さん１人じゃない。その会場にいる爺さん〝達〟だということを忘れるなよ』

　ドクターに釘くぎを刺され、さしものハンターも黙だまる。

　作戦の重要性を説とく意味でも、ドクターは改めて説明した。

『これまでの黒こく陽よう宗しゆうの行動は全て、薬事法改正の否決を狙ねらって行われてきた。その行動原理は一貫している。だからこそ先読みも可能なのさ。現状、法案が成立する可能性を高めている最大の要因──それこそが黒陽宗にとって最も排除すべきものだと考えるなら、だ。賛成派議員達を後援している強力なサポーター、日本経済団体連合のメンバーが狙ねらわれる可能性が高いと考えられるわけだよ』

　ハンター達が会場内で注視しているのは、経団連メンバーである45名の要人達だ。

　会長の藤原を含め、副会長、理事などの大物が一同に介している状況なのである。

　──メンバー全員が一カ所に集まることは、非常に稀まれだった。

　だが薬事法改正審議を明日に控えてる今は、その決起集会を兼ねて、こうして全員が顔見せしているのだろう。ドクターは続けた。

『薬事法改正によって万能性細胞デユナミスを使った医療行為が合法化されれば、製薬会社はこれを使った薬品を販売できるようになる。人の臓器や手足を製造することが合法になるわけだ。癌がんなどのように、これまで不治の臓器疾しつ患かんを患わずらっていた世界中の人々が、大枚をはたいてでも新品の臓器を欲しいと考えるはずだ。無論、海外は海外で別途、自国の医療法案の改正が必要だろう。だが日本が率先して法改正すれば、各国の追従は時間の問題だ。経団連は他国に先んじて、この産業の利権を握っておきたいとも考えているはずだ』

「経団連のお偉いさん達は、薬事法改正で大おお儲もうけできるチャンスに全力投資してるわけだろ」

『そういうことだ』

　ドクターは肯こう定ていする。

『この法改正は、日本経済に莫ばく大だいな利益を生み出すことが期待されている。国内医療産業を潤うるおすためにも、経団連は何としてでも法改正を可決したい。世論の評判も良く、現政権の支持率アップも、副産物として期待できるだろう。だからこそ経団連は、賛成派の議員を政治資金面などから強力にサポートしているという構図だよ』

「……反対派のサポーター筆頭は黒こく陽よう宗しゆう。で、賛成派のサポーター筆頭は経団連」

『法改正審議は、黒陽宗側と、経団連側とに分かれて争っているようなものさ』

「つまるところ黒陽宗の狙ねらいは、賛成派議員に対する〝経団連のサポート体制を崩すこと〟。テロがあるとすれば、経団連メンバーを狙った攻撃だろうってのは、ここに来るまでにも聞かされたからわかってるって。まあそこまでなら、理屈としてはわかるんだが……」

　ハンターは、腑ふに落ちていなかった。

「黒陽宗に狙われる可能性が高い標的ってことだから、一応はこうして警護に張り付いてはいる……が、ここまでの大物連中を、果たして直接的にどうにかしようとするもんか？」

　納得がいかないのはそこだった。

　消化しきれていない疑問があるからこそ、警護任務に身が入らないのかもしれない。

「黒陽宗も相当にでかい組織だが、経団連だって巨大権力団体だ。テロ攻撃でも仕掛けようものなら、さしもの黒陽宗だって無傷でいられるとは思えない。それに、いくら黒陽宗のやり方が凶悪だからって、経団連の大物メンバーを殺したりでもすれば目立ってしかたないだろ。これまでのように、やらかしてから隠いん蔽ぺい工作なんて簡単にできない相手のはずだぞ。ようするに、経団連を狙ったテロが起きるという予想に、俺はどうにも納得がいってないわけだ」

　ハンターの意見を聞いていたイーグルアイも、思うところがあった。

『テロリストなんて、だいたいがそういう奴やつ等らでしょ。ムカつく相手に１発かまして、気分がすっきりできれば、後は野となれ山となれって、投げやりな連中ばっかりじゃない』

「そう言われてみればそうかもしれんが。たとえば仮に、黒陽宗が経団連を、力尽づくで排除できたとするぞ。暴力によって成し得た法改正否決を、世論が支持するか？　経団連連中をどうにかすることが、〝法案否決〟という黒陽宗の目的達成に繫つながってるとは思えないんだ」

『うーん。そうね。世論が支持するとかしないとか、いちいち政治ってめんどくさいわねえ』

　ハンターとイーグルアイが話し込んでいる時だった。

　ステラが、ハンターに報告する。

「──ホテル入り口の警護から、〝要注意人物〟が現れたという報告がありました。来訪客として、このパーティーフロアに向かっているそうです。今、３人付けてます」

「何だと。誰なんだ」

　会場入り口の扉が、押し開かれた。

　そこに現れたのは、シルバーのスマートスーツに身を包んだ、細身の男である。

　オールバックにした黒髪に、サングラスを乗せている。ビジネスマンというよりは、ヤクザに見える。どことなく攻撃的な雰ふん囲い気きの人物である。ジュラルミン製のアタッシュケースを片手に提さげ、会場内の中央を颯さつ爽そうと闊かつ歩ぽし始めていた。

　男の存在を視線で示し、ステラはハンターに告げる。

「織お田だマサタカ──黒こく陽よう宗しゆうの〝選任弁護士〟ですよ」

　弁護士の織田。ハンターは、人物ファイルにあったその名を思い出していた。

　織田本人は黒陽宗の信者ではない。だが黒陽宗に関連した裁判があれば、そこには必ず姿を見せる人物である。黒陽宗に大金で雇われ、団体を法律の観点から守り続けている守護者と言える。悪あく辣らつで評判の良くない仕事ぶりではあるが、その手腕は一流だった。

　織田は経団連のメンバーに声をかけ、社交辞令の挨あい拶さつと共に談笑を始めたようだった。

　薬事法について経団連と対立する、黒陽宗側の立場にありながらも、この場ではパーティー参加者として徹し、腹の探さぐり合いを始めたようだった。こうした政治色の強いパーティーでは、誰しも敵味方問わずに顔を合わせ、情報を収集する。それは珍しいことではなかった。

　織田の登場を見て、ステラは言った。

「黒陽宗の重要人物が、会場に現れましたか。さすがに同士討うちはないでしょう。このパーティー参加者が、黒陽宗の標的になっているという可能性は、低下したと考えられそうです」

「いいや、そうでもないかもしれん。俺の勘かんが、この状況に引っかかりやがる」

　警護任務に否定的だったハンターから、意外な返事が戻ってくる。

　ハンターは愛想笑いも浮かべず、ただ鋭するどい視線を織田に送り続けた。
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　洞うろ谷たに村むらの、ちょうど中央に位置する場所だった。

　塀へいによって仕切られた、広大な敷地がある。敷地内には、大小いくつかの家か屋おくが見受けられる。庭園と呼べる規模の庭には、蓮はすの浮かんだ池があり、美しい木々が植えられ、手入れのされた盆栽も並べられていた。

　いずれも贅ぜいを凝らしたものであることは、一目見ただけですぐにわかる。

　ここが、生虚神ウロガミの住まう屋敷だった。

「……」

　葉よう台だい高校の生徒達は、その屋敷内の家屋の１つに軟禁されていた。そこは四方を障子戸に囲まれた、生徒全員が四し肢しを伸ばせるくらいに広い部屋だった。

　屋敷の周囲を、白装束達に見張られていることを除けば、屋敷内での行動は自由を許されていると言える状況だ。私服が泥に汚れたため、今は学校の制服に着替えさせられている。そうして生徒達は思い思いの場所に腰を下ろし、ただ疲ひ弊へいした顔をしていた。

　無理のないことである。

　午前中に生虚神ウロガミが用意していた授業において、罪なき一般人を殺害するという異常な体験を、学年全員で共有しているのだ。見知った顔の女子生徒も、１人殺害されてしまったのである。その衝撃をすぐに受け止めるというのは難しいことであり、いまだすすり泣いている生徒の姿も散見できた。

　弱っているクラスメイト達を心配しながら、リセは、カナタとシュウヤに言った。

「……元々その人が持っていた主義や思想を破壊して、薬物や精神的圧迫によって、違う価値観を与える一連の操作を、〝洗脳〟と呼ぶの」

　リセは、その話を切り出した。５本の指を立てて、リセは解説を始める。

「洗脳のプロセスは、大きく分けて５段階」

　指を１つずつ折りながら、リセは順番に話していった。

「まず最初にやることは、相手を外界から〝隔離〟すること。次が、自分の誤りを自発的に認めさせる〝自己批判〟を促うながすこと。そうして弱った相手に対して、新しい価値観を〝刷り込む〟んだよ。最後に救いの手を差し伸べ、相手の心理を〝安定〟させる。そしてその安定が続くように、同じことを刷り込み続けて〝教化〟し続ける。これが一般的な洗脳のプロセス」

　それを聞かされたシュウヤは、腕を組んで感慨深そうに唸うなる。

「俺達で言えば、最初に隔離されて、人殺しをさせられて、自責の念に囚とらわれてる。心理的にまいってるところに、生虚神ウロガミが甘い言葉でたらし込んできた。そして今はこうして、広い屋敷内に連れてこられて、適度な自由と開放感が与えられてる。これってリセの言う、心理を安定させるってやつか？　じゃあ、どうにも教科書通りなやり口ってわけかよ」

「だけど、かなり効果を出してると思う。この異常な状況について、じっくりと考える間も与えず、生虚神ウロガミが私達の気持ちをどんどん誘導しているからだろうね」

　リセは、不安な眼まな差ざしを周囲に向けた。

「みんな、ここに拉ら致ちされてきた時とは、少し様子が変わってきてるように見えるでしょ」

　生徒達の大半は無言で、伏し目がちになっていた。

　思索に耽ふけっている様子なのは、見て明らかだった。

「お互いにあまり話をしなくなってるし、自分の殻に閉じこもって、胸中で朝の事件を整理しようとしてる。直接手を下したのはカナタだけど、間接的にでも、人殺しに関与してしまったことに苦しんでると思う。だから〝生虚神ウロガミに言われて人を殺したのは仕方がない〟って思い始めてるんじゃないかな。……私も、少なからずそうだから」

　言いながらリセも、元気なく俯うつむいてしまう。

「自分が人殺しに関かかわったっていう事実が怖くて、どうしても自分を正当化しようとすると、そうなるんだと思う。正直なところ、俺も今、そういう気持ちある」

「きっと普通に考えたらおかしいことのはずなのに、何か麻ま痺ひしてきちゃってるよね……」

　──仕方がないこと。

　湧き上がってくる罪悪感を払ふつ拭しよくしようとすると、どうしても生虚神ウロガミが口にした、あの甘言が頭をよぎるのである。その刷り込みは、振り払いようにも、振り払いがたい程に強烈だったのだ。わかっていても、今の生徒達は生虚神ウロガミの理論に縋すがりたい心境なのかもしれない。

　リセもシュウヤも、他の生徒同様の気持ちであったからこそ言葉を失ってしまう。

　何を口にしても、見苦しい自己正当化の発言しかできそうになかったからだ。

　そんな２人の苦悩とは裏腹に、別の思索に耽ふけっていたカナタが口を開く。

「──この状況は奇き妙みようなことだらけだ。まず生虚神ウロガミはなぜ、オレ達のバスを襲撃した時、林間学校に来ている葉よう台だい高校の生徒が１５４名だと〝言い当てる〟ことができた」

　カナタの口にした疑問に、リセとシュウヤも遅れて気が付いた。

　確かに言われてみれば、なぜ生虚神ウロガミに生徒達の人数がわかったのだろうか。

「それに生虚神ウロガミの襲撃は、オレ達のバスがいつどこを通過するのか、知っていたとしか思えない手際だった。携帯電話が通じない、地の利を生かした絶好の待ち伏せ場所で信者を待たせ、わざと信者をバスに飛び込ませて急ブレーキを踏ふませた。結果、停車したバスは襲撃されて、オレ達はこの村に捕らえられている」

　カナタは、バスに轢ひかれた信者の死体を見ながら「襲撃された」と予想していた。

　最初は耳を疑うような予測だったが、今にして思えば、その通りである。

　カナタは、珍しく苦にが々にがしい口調で言った。

「しかも奴やつは……オレの偽名ではなく〝本名〟を知っている」

　それを聞いて、リセが驚いた。

「ちょ、ちょっと待ってよ。生虚神ウロガミが、カナタの本名を知ってるって。どういうことなの」

「そういえば、リセやクラスの連中は、バスの中にいたから聞こえなかったのか。アイツ、初めてカナタと俺に会った時、カナタのことを〝緋ひ上かみ〟って呼んだんだ」

　カナタが葉台高校で名乗っている、黒くろ木きという苗字は偽名なのだ。

　本名は緋上カナタ。

　５年前。神か奈な川がわ県で、生物化学兵器テロ事件を引き起こしたテロリストの１人として、世間に広く知れ渡った伝説の名前である。そして……死んだはずの人間の名前でもある。

　本名を誰かに知られれば、カナタは今の生活を続けることなどできなくなってしまうだろう。だからこそ素す性じようを隠し、カナタは偽の身分を使いながら生きているのだ。

　リセは顔色を変えて、その意味を推察する。

「じゃ、じゃあ生虚神ウロガミは、カナタの正体や過去を知っているってことなの！　だとしたら、私のことや、内閣情報捜査局ＣＩＲＯのことも……!?」

　それには答えず、カナタは話を続けた。

「全ての手際が良すぎるんだ。この拉ら致ちは、狂った宗教家達が突発的な衝動で引き起こしている事件じゃない。生虚神ウロガミは、オレの素す性じようを含め、この葉よう台だい高校の生徒や、林間学校のスケジュールについて知りすぎている。入念な下調べがなければ、まず説明がつかないことばかりだ。そしてオレの名を口にしたということは、そのことを隠すつもりもない」

「だとするとつまり……どういうことなんだよ」

「奴やつ等らには何らかの〝計画〟がある。そしてオレ達には止められないと確信している」

　結論を求めるシュウヤに、カナタはそれを与えた。

「計画の中身は、まだわからない。それこそ、ルーク達が調べているテロに関係しているかもしれないだろう。少なくともこの状況が、綿密に準備されてきていることは確かだ。オレ達を拉ら致ちしたのも、人殺しをさせたのも、異常者達の気まぐれじゃない。何か目的がある」

　それを聞いたシュウヤは焦あせり始める。

「おいおい、それじゃあこのままでいると、俺達はかなりヤバいってことだろ！」

　今さらながらの焦しよう燥そう感ではあったが、額ひたいに汗が浮かんでくる。

　生虚神ウロガミは、直接的には生徒達を傷付けてこない。だからこそ、頭のどこかでは、自分達はいずれ解放されるのではないかと楽観視していたのかもしれない。だが事態を放置しておけば、黒こく陽よう宗しゆうが準備してきた、不穏な何かに巻き込まれるというのだから堪たまらない。

「なら早いとこ、ルークが応援を呼んできてくれるのを祈るしかないのか……！」

　実のところ、リセやシュウヤ以外の生徒達の間でも、すでにルークの不在は気付かれ始めているのだ。ルークが１人だけ難を逃れていることもあり、ルークが助けを呼んできてくれるのではないかという淡あわい期待を、クラスの誰もが持ち始めているところだ。

　だがカナタは、その可能性を冷徹に否定する。

「そのことだが。これ以上、ルークには期待しない方が良い」

　カナタの意見に、シュウヤとリセは怪け訝げんな顔をする。

「どうしてルークに、期待しちゃいけないの？」

「生虚神ウロガミが知っていた１５４人という生徒の人数には、ルークも含まれているということだ」

「……あ」

　気が付いたリセが、蒼そう白はくになっていく。

「ど、どういうことなんだよ。それがどうしたって言うんだ」

「黒陽宗の村人達が、生徒全員を拉致できたかどうか、確認しないと思うか？　おそらく奴等は、オレ達が眠っている間に人数を確認したはずだ。ちゃんと１５４人揃そろっているかどうかな。だとすれば、生徒の数が１人足りない。この場にルークが存在していないことを、生虚神ウロガミはすでに〝知っている〟ことになる。なら──生虚神ウロガミがそれを容認している理由は何だ？」

　リセも、シュウヤも、絶句した。

　気付くのが遅いと言われればそれまでだが、言われてみて思い至ったからだ。

「生虚神ウロガミにとって、すでにルークは驚異にならないからだ」

「────ウフフフ」

　カナタの発言の直後、上品な嘲あざ笑わらいと、鈴の音が聞こえた。

　その音が聞こえた時に何が起きるのか。誰が現れるのか。

　もはや理解している生徒達は戦せん慄りつし、緊張で息を吞のんだ。

　カナタ達の傍そばの障しよう子じ戸が開けられ、白装束が２人入ってくる。その２人は、生徒達から縁側の庭が見えるように、それまで壁のように展開されていた障子戸を隅に押しやっていく。

　開放された障子戸の向こうから、外の光と太陽の熱気が、座敷に入り込んできた。

　その眩まばゆさに、誰もが目を細めてしまう。

　やはり狐きつね面めんの少女が、庭に立っていた。

　その周囲を守護するように、付き従っている白装束達が、拳銃を持って直立している。

　狐面の少女、生虚神ウロガミはカナタに向かって言った。

「さすがですね、カナタさん。あなたは〝取り扱い注意〟だと報告を受けていました」

　これまで生徒達全員に語りかけていた生虚神ウロガミだったが、今はカナタを名指しである。

　まるでカナタ達の話を聞いており、それに割り込んできたかのようなタイミングである。

　カナタは黙だまって、座敷の天井を見上げた。

　……梁はりに、黒い小さな点が見えた。木目の模様に見えていたが、よくよく注視してみれば、小型のマイクロ送信機であるのがわかる。その装置が、部屋のあちこちに仕掛けられていた。

「なるほど。この部屋の様子は監視モニターされていたわけか」

「その通りでございます。見た目ではわかりませんが、小型のカメラも仕掛けられているのですよ。すごいでございましょう。皆様の行動や会話は、全て把握させていただいております」

　生徒達がざわめく。それは監視されていたことがわかったからではない。

　生虚神ウロガミのすぐ傍かたわらに、縛しばられ、跪ひざまずかされている、見知った顔があったからだ。

　リセが悲鳴のように、その名を叫さけぶ。

「ルーク！」

　色白い肌。眼まな差ざしが、どこか眠たそうな半眼の少女である。パーカーフードを羽織っているその少女は、いつもの緩い微笑ほほえみなど浮かべておらず、神しん妙みようで無表情だった。

　少女は、生徒達の期待を一身に背負っていた存在だったのである。唯ゆい一いつ、黒こく陽よう宗しゆうの魔の手を逃れ、助けを呼んできてくれるはずだった。

　少女、ルークは捕まっていたのだ。

「深ふか水み、捕まってたのか……！」

　生徒達が、口々に落胆の声を漏もらしている。

　生虚神ウロガミは、跪いている無言のルークの周りを、ゆっくりと歩き始めた。まるで手入れをした盆栽を愛めでるかのようにして、ルークを見下ろす。

　そうして優ゆう雅がな口振りで、生徒達に向かって語り始めた。

「彼女はいけないことをしようとしていました」

　生虚神ウロガミは続ける。

「皆様が彼女に期待していた通り、彼女はこの状況を外部に知らせようとしていたのでございます。せっかく我々が用意していた授業カリキュラムを台無しにし、善良な村人達にあらぬ罪を着せる、とても浅ましい行為でございます。ですが私は、彼女を許しました。誤解を解こうと、彼女を懸けん命めいに説得させていただいたのでございますよ」

「説得だと？」

「彼女は外部の警察機関──〝内閣情報捜査局ＣＩＲＯ〟に連絡を入れたいご様子でした」

「！」

　生虚神ウロガミは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯという名を口にした。

「私はその意思を尊重して、彼女に連絡をとらせて差し上げたのです。私の説得の甲斐かいあって誤解は晴れていたらしく、彼女はちゃんと〝何事も起きていない〟のだということを、報告してくださったのでございます」

　その口振りは、まるでルークが内閣情報捜査局ＣＩＲＯに定時連絡を入れることになっていた段取りを、知っていたかのようだった。カナタの素す性じようを知っていたことから考えても、生虚神ウロガミは今回の内閣情報捜査局ＣＩＲＯの動向を、事前に把握していた可能性が高いだろう。

　リセは怒いかりを込めた眼まな差ざしで、生虚神ウロガミを睨にらんで言った。

「あなた、ルークに無理矢理、噓うその報告をさせたのね……！」

　生虚神ウロガミは答えない。だが、それが無言の肯こう定ていであることは明らかだった。

　ルークの羽織っている白いパーカーは、誰かの返り血で汚れている。おそらく、村人達に激しく抵抗したのだろう。ルークは個人の戦闘能力が非常に高い工作員であり、手練てだれ中の手練れである。武装した村人達が相手であっても、１人であれば逃げ出せたはずだろう。それがこうして捕まっているというのには、理由があるはず。リセには、心当たりがあった。

「……ごめん、リセ」

　ルークは申し訳なさそうに、リセを見上げて言った。

「帰るのが遅れてさー。途中で、さらわれるみんなを見つけたの。助けようとしたんだけど、どうしてか待ち伏せされて、リセを殺すって言われたから……」

　いついかなる時でも、ルークは全ての任務に優先している１つの事項がある。

　その事項を遂行するためであれば、敵に投降したとしても不思議ではないのだ。

　すなわち〝リセの命を守る〟こと。

　ルークはたった１人で、リセやみんなを懸けん命めいに助けようとしてくれていたはずだ。

「謝らないで、ルーク」

　リセは泣き出しそうになりながら、ルークに答えた。

　生虚神ウロガミは、傍そばにいた白装束の１人を呼び付ける。

　白装束は神の意志を察しており、使命を為なすべく、ルークに歩み寄って来る。

　そうして──手にした拳銃の銃口を、ルークの背中に向けたではないか。

「何をするつもりなの！」

　必死の形相で、リセは生虚神ウロガミに叫さけんだ。

　だが男のその行動で、これから何が起きようとしているのかは察しが付いている。

　それでもリセは、そんなことを絶対に認めたくなどなかった。

「やめて！　お願いよ、ルークを殺さないで！」

「それはできない相談でございますね」

　生虚神ウロガミは持論を展開した。

「私は彼女を許しました。ですが、彼女が犯した罪は常とこ世よに残っております。それを浄化するためには、彼女の命で支払って貰もらうしかありません。罪と罰は等価でなければなりません。ですから彼女は、ここで〝死ぬ〟必要があるのでございます」

　生虚神ウロガミの話す理屈など、リセには到底、理解不能だった。

　ルークはいつものように微笑ほほえんでみせると、リセに向かって言った。

「バイバイ、リセ。大好きだよ」

　それが、ルークの最期の言葉である。生虚神ウロガミが──手振りで指示を下した。

　２発の銃声が轟とどろいた。
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　白装束の男の銃口から、煙りと炎が吹き出て、次の瞬しゆん間かん、ルークが俯うつぶせで地面に倒れ伏す。

「いやあああああああああああ！」

　撃うたれたルークに駆かけ寄るべく、庭先に飛び出そうとしたリセを、クラスの女子達が引き留めた。泣きじゃくり、暴れるリセの身体からだを懸けん命めいに押さえ、女子達も泣きながら言った。

「やめて、リセちゃん！　お願いよ！」

「リセちゃんも、何されるかわからないんだよ！」

「離して！　離してよ！　ルーク！　ルーク!!」

　俯せになったルークの背中。パーカーの生地に、赤い染みが広がっていく。

　その痛々しい赤を凝視しながら、リセはルークの名を喚わめき続けていた。

　何も打開できない無力さを嚙かみ締める男子達。無法な暴力に怯おびえ竦すくむ女子達。

　そして親友の死を目まの当たりにして、深く傷付いているリセ。

　悲しみと絶望に沈んでいく空気の中で、ただ１人、変わらぬ無表情の少年がいた。

　彼、黒くろ木きカナタは生虚神ウロガミを呼び付ける。

「──おい」

「ウフフ。まだ私に何か言いたいことでもおありなので──」

　皆まで言葉が言えず、反射的に、生虚神ウロガミの全身に鳥肌が立つ。

　戦せん慄りつ。その言葉が、心境を表すのに最も近い表現だった。

　生虚神ウロガミを見つめるカナタの眼まな差ざし。その眼光はあまりにも冷たく、暗かったのである。

　見つめられているだけだというのに、まるで心臓を氷の手で鷲わし摑づかみされているような、尋じん常じようではない圧迫感を受けた。黒く、黒く変わっていくカナタの雰ふん囲い気きに気け圧おされているとでも言うのか。神ともあろう生虚神ウロガミが、気が付けば手に汗を握っている。

「授業なんて、くだらないお遊ゆう戯ぎはもう良い。勿もつ体たいぶっていないで、そろそろ用件を言え」

　この場での神への無礼は、死の可能性を孕はらんでいる。

　白装束達は、カナタの物言いに怒いかりを覚えたはずだろう。

　だが今は、カナタから発せられる異様な気配に、彼かれ等らまでもが畏い怖ふして竦すくんでいる。

　生虚神ウロガミは、圧倒的に有利な立場にいるというのに、まるでカナタに立ち向かっていくような緊張感である。そんなカナタを喜ばしく思い、生虚神ウロガミはクツクツと、無理矢理にでも笑った。

「良いでしょう。それでは、ついて来てくださいまし」

　生虚神ウロガミは踵きびすを返し、その場を去って行こうとする。

　すると白装束の取り巻き達が、カナタや生徒達に銃口を向けてきた。

　それは生虚神ウロガミの後について行くようにという、無言の命令だった。拒否することなどできるはずもなく、ただすすり泣きながら生徒達は従い、靴を履はいて座敷を後にする。そうして、倒れ伏して動かないルークの姿を見せ付けられながら、庭園を横切る。

　連れて行かれた先は、正面の大門だった。

　大門の外には、５台の観光バスが停車していた。

　１台目のフロントガラスに血けつ痕こんが付いているのを見るに、おそらく昨晩乗っていた車両であろうことがわかる。白装束の男達が、その血の痕あとを洗い流そうと、ホースで水をかけて水みず拭ぶきしているところだった。

　生虚神ウロガミは門の前で立ち止まり、生徒達を振り返った。そうしてから語りかけてくる。

「これから皆様には、男子と女子に別れていただきます。男子82名はバスの方に集まってくださいまし。女子70名は、その場に留まっていただきます」

　理由はわからなかった。だが生徒達は、黙って従うしかない。

　門を隔へだてて、女子達は屋敷側に。男子達はバス側に分かれる形となった。

　そうして男女で分かれると、白装束の１人が、大きな布袋を背負って現れた。

　その袋の中から、プレゼントの如ごとく包装された小さな箱をいくつも取り出し、男子達に配り始める。まるでサンタクロースのようである。

「男子の皆様には、私からささやかな贈り物を用意しております」

　箱は見た目の通り、生虚神ウロガミからのプレゼントなのだと言う。

　男子達は怪け訝げんな顔をしながらも、包装紙を破いて中身を確認し始めた。

　箱の蓋ふたを開けて出てきたものを確認し、生徒達はやはり、怪訝な顔をするしかない。

「……腕時計？」

　シュウヤが呟つぶやいた。

　見覚えのあるその腕時計の形状を見て、カナタの胸中には、ある予感が生まれる。

　すると白装束達が、開梱された腕時計を、半ば強引に男子達の左手首に取り付け始めた。

　男子全員が腕時計をするのを確認してから、生虚神ウロガミは悠ゆう然ぜんと告げた。

「皆様、腕時計は付けていただきましたね。それでは、女子の皆様には屋敷で留守番をしていただき、男子の皆様には、これからバスでの観光を楽しんでいただきます。座席はこちらで指定させていただきますのであしからず」

　生虚神ウロガミは不敵に微笑ほほえんで、カナタに告げる。

「人は人生で過ちを積み重ね、やがて巡り会う運命という名の怪物を創り上げます」

「……運命だと」

「ええ。私達が創り上げた──〝運命〟が待っていますよ、カナタさん」

　神と悪魔ブレイカーの戦い。その攻防は、人知れず静かに始まろうとしている。

　行き着く先に待ち受けるものは何なのか。いまだ未来は、深い暗黒に包まれていた。
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　庭でしゃがみ込み、露つゆに濡ぬれたアジサイの花を眺ながめていた。

　頭上を見上げれば、まだ厚い灰色の雲が、空を覆っている。

　だが雲の隙すき間まからは、眩まばゆいばかりの太陽が顔を見せ始めていた。

　その眩さに目を細めながら、私はなぜか微笑ほほえんでしまう。

「……」

　雨上がりの空を見上げるのが、好きだった。花弁を濡らす花々を眺めるのが、好きだった。

　まだ湿気っている風の匂いが、好きだった。草場の陰に隠れていた虫達を見つけるのが好きだった。けれど……この村のことは嫌いだった。

「アジサイ、好きなんですか？」

　間近で話しかけられた。だから驚いて振り向いた。

　この屋敷にいる時に、私に声をかけてくる人間など皆無だったのだから。

「驚かしちゃいましたか。ごめんなさい」

　声をかけてきたのは、侍女の格かつ好こうをした年上の女性である。

　私よりも、５歳くらいは上に見えた。

　明るいお姉さんといった雰ふん囲い気きで、私を見ても、怯おびえたり畏かしこまったりしないのが不思議だった。この屋敷において、そんな他人など見たことがなかった。

「私もね。好きなんですよ、雨上がりって」

「……え」

　私は、花を眺めていただけだ。それなのにどうして。

「どうして私が、雨上がりが好きだってわかるの」

「だって今、とっても楽しそうに、お庭をお散歩していたでしょう？」

「……私が、楽しそう？」

「はい。何か、それが可か愛わいいなって思ってしまって。こうしてを声かけてしまいました」

　可愛いと言われて、妙みように恥はずかしくなってしまった。

　赤くなっているのを知られたくなくて、俯うつむいて黙だまり込んだ。

「良ければ、お名前を教えてくれますか？」

「私の名前？」

　それでわかった。この女の人は、まだ私のことを知らないのだ。

　だからこの屋敷にいても、私に話しかけようなどとしてきたのだ。

「……」

　なぜか、名乗りたくなかった。

　名乗ってしまったら、またこうして話しかけてくれるのだろうか。

　名乗ってしまったら、私のことを嫌いになったりしないだろうか。

　名乗ってしまったら……他の村人達のように、私のことを見るようになるのだろうか。

　何だか、すごく怖くなった。

「ホムラ、ここにいたのか」

　縁側に、私に向かって話しかけてくる和装姿の男が立っていた。

　それは私の父である。

　父を見て、女の人は露ろ骨こつに驚いた顔をする。

「う、生虚神ウロガミ様!?」

　女の人は驚いて、改めて私の顔を見下ろしてくる。

「じゃ、じゃあ、あなたが沙さ耶や白しろホムラ様？」

「…………うん」

　知られてしまった。

　私の父は、たくさんの人に尊敬され、同時に恐れられている。

　だって神様なのだ。

　その娘である私は、父が死んだ時に、父と同じ神になるのだと言われている。

　だからこそ、誰もが私を普通の人間扱いしない。

　誰もが私のことも怖がっている。きっとこの人だって──

「ホムラ様！　ああ、聞いていた通り、とても綺き麗れいな方だったんですね！」

「……？」

「あ、申し遅れました！　あたし、今日からホムラ様の侍女を務めさせていただきます、宮みや下したフユキと言います！　よろしくお願いします！」

　女の人は、フユキという名前らしい。

　フユキは私の手を握ってくれた。あったかい手だった。

　私はどうしてか、すごく恥はずかしくなってしまって、フユキの手を振り払ってしまう。

「あ」

「……」

「ホムラ様！」

　フユキから逃げ出すように、私は父の下もとに向かって駆かけた。

　私の後ろから、フユキが声を上げる。

「すいません！　私、やっぱり失礼だったでしょうか！」

　父に抱き付き、フユキを振り返った。

　フユキは私のことを嫌いになるどころか、とても優しそうに見つめてくれていた。

　そのことが、嬉うれしくて。嬉しくて仕方がなかった。

　父が私の頭を撫なで、そして忠告してくる。

「ホムラ。わかっているだろう。〝家畜〟に心を許してはならないのだ」

「……わかっております」

　私は神の子。この村の者達は家畜。

　最初から対等などではなく、生まれながらに異なる存在なのだ。

　それがわかっていてもなお、私はいつまでもフユキから目を離せずにいた。
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　少女を撃うち殺した白装束の男が、その死体を背負って屋敷内を歩く。

　生虚神ウロガミの近この衛え隊長を務めるイゾウの命令で、少女の死体を片付けなければならないからだ。

　死体の処理場は、生虚神ウロガミの屋敷の敷地内にある、焼却場だ。

　洞うろ谷たに村むらでは、村人が死んだ時には、生虚神ウロガミの屋敷内にある儀礼堂で葬儀をした後、焼却場に運ばれて火葬されるのが習わしである。ただし、葬儀を行うのは、あくまで死んだのが村人であった時のみである。こうして外部の者が殺された時には、葬儀などなく、ただ淡たん々たんと焼却炉に死体を放り込み、焼き尽つくすのである。

　やがて、歩いた先に焼却場が見えてきた。見た目は、煙突の生はえた小規模なビルである。無人なのであろう、入り口の扉は錠じよう前まえによって閉ざされている。

　白装束の男は、イゾウから預かった鍵かぎで錠前を開けた。

　そうして建物の中に足を踏ふみ入れ、焼却炉がある火葬室を目指した。

　廊下を歩いた先に、その部屋はあった。

　扉を開けると、中は昼間だというのに薄暗かった。それは窓がないせいだろう。扉の近くの壁にあったスイッチを入れると、天井の電灯が灯ともった。

「よいしょっと」

　白装束の男は、少女の死体を寝台の上に乗せた。

　そうしてから、自分が撃ち殺した少女の顔を、改めてマジマジと見下ろした。

　……眠っているように、瞼まぶたを閉ざしている。

　元々、肌が色白いせいか、さっき死んだばかりだというのに、死後数時間も経っているように血色が悪く見えた。

　白装束の男は、少女の頰ほほを思い切りつねった。

　途端、死んでいたはずの少女は驚いて目を覚ました。

「痛い痛い！　何すんのさー！」

　少女、ルークの頰をつねりながら、白装束の男は微笑ほほえんだ。

「いつまで死んだふりしてんの、ルークちゃん」

　男の手を振り解ほどき、ルークは自分の頰を擦さすりながら、不満そうに男を見やった。

「もー。もっと優しく起こしてよねー。女の子に痛い思いさせるなんて、ガイストさいてー」

「悪い悪い。何だか悪戯いたずらしたくなる寝顔だったからさ。つい出来心ってやつ？」

　ヘラヘラと微笑ほほえみながら、男、ガイストは肩を竦すくめて言った。

「いやいやー、作戦大成功だったろ？　俺が空砲を撃うって、ルークちゃんは死んだフリをする。血ち糊のりがケチャップってのだけが、若じやつ干かんの不安材料だったけど。とにかくこうしてうまく偽装工作ができたわけだし、結果オーライっしょ」

「応急処置的な作戦だったわりには、確かにうまいこといったよねー」

「だろ？　臨機応変な行動ってのは、得意なんだよん」

　軽い口調のガイストは得意気だった。

　ルークは寝台から飛び降りる。そうして、愛想笑えんでいるガイストを、品定めするようにマジマジと見つめ始めた。感心して、感想を口にした。

「……相変わらず、ガイストの変装術ってすごいよねー。その顔も偽物マスクなんでしょ？」

　ルークは、ガイストの顔を指差して尋たずねた。ガイストは胸を張って答えた。

「どんな場所でも、変幻自在の変装で忍び込む。スーパーメイクアップアーティスト兼、潜入工作員の亡霊ガイストとは、この俺のことだー、ってね。その通り。もちろんこの不細工なオッサンの顔はマスクだよ。この村の連中はみーんな顔見知りらしく、部外者じゃ立ち入れなかったからねえ。村外で活動してた黒こく陽よう宗しゆうの信者を拉ら致ちって、こうして入れ替わっているわけよ。本物の超美形な俺の素顔でいられないのは、この仕事で唯ゆい一いつのストレスってやつかな」

「よく言うよねー。ガイストって素顔でいたことないでしょ。いっつもマスクしてて違う顔してるじゃん。素顔が美形だなんて、本当かどうか怪しいなー」

「おおっと。そうやって俺をムキにさせて、素顔をお披ひ露ろ目めさせようとしてるなら考えが甘々というもんだよー、ルークちゃん。イケメンには秘密が多いものなのだ」

「ちぇー」

　ルークは唇くちびるを尖とがらせて残念がった。

　だが、すぐに真面目まじめな顔でガイストに尋ねた。

「それで、状況は？」

「残念ながら、内閣情報捜査局ＣＩＲＯにはこの事態はまだ連絡できてないねえ」

　ガイストは腕を組んだ。そうして続ける。

「わざわざ衛星から見えるように、ルークちゃんの処刑を庭でやらせるように仕向けたのは良かったんだけど、制圧部隊が踏ふみ込んでこないところから察するに、おそらく気付かれなかったんだねえ。まあ、脅おどされていたからとは言え、ルークちゃんが異常なしの連絡を朝に入れちゃってるから。洞うろ谷たに村むらは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの衛星監視対象から外されたのかもしれない」

「うーん。やっぱりあたしの報告が、悪い方向に働いちゃってるせいかなー」

「おそらくね。俺もそうだったけど、まさかルークちゃんが敵の手に落ちるなんて予想してなかったからさ。こうして俺が村に潜入してなかったら、本当に危なかったよね」

「うー。申し訳ないー」

「まあ良いじゃない。結果として、こうして村の中ちゆう枢すう近くにルークちゃんが潜り込めたわけでしょ。潜入してる俺は村人達と集団行動だから、あんまり自由に動けないし。その代わりにルークちゃんがじっくりと村周辺を調査できるよう、色々と村内部から手引きするバックアップ役だったわけだしさ。内側からの援護という意味で、当初の役割から外れてないわけだよ」

　ガイストの意見に救われながらも、ルークは申し訳なさそうな顔をしていた。

　そうしながら、ルークは不思議そうに首を捻ひねって言った。

「でもおっかしいんだよねー。あたしが偵察で村にやって来るの、何か最初からバレてたみたいでさー。村人に待ち伏せされてて、取り囲まれたんだよねー。最初は、村に潜入してるガイストが身バレして、拷ごう問もんか何かで作戦をゲロったのかと思ってたんだけど」

「おいおい。信用ないなあ。そんなヘマ、素人しろうとじゃないんだからしないって」

「まあ、そうなんだけどさー。だとすると、どうしてバレてたんだろう……」

「たとえば内閣情報捜査局ＣＩＲＯに、黒こく陽よう宗しゆうに通じてる内通者がいて、情報を漏もらされてたとか？」

　ガイストはさらりと、大胆な予想を口にする。

　だがその説明では、ルークはいまいち納得できなかった。

「その可能性を回避するために、局長は信頼できる限られたスタッフだけで行動させてたわけでしょー。どうも内閣情報捜査局ＣＩＲＯの内通者じゃないような気がするんだよねー」

　悶もん々もんとしながらも、ルークは気を取り直して言った。

「とにかく、今は内閣情報捜査局ＣＩＲＯと連絡をとらないとだー」

「ああ。ただし、葉よう台だい高校の生徒達が捕まっている今は、状況が簡単じゃなくなった」

　ガイストは言った。

「携帯電話はおろか、民家にある有線電話でさえも、村の内部から発せられた全ての通信は、傍ぼう受じゆされてしまうだろう。そうなれば、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが制圧部隊を送り込んでくることは、即座に村人達に察知されてしまうわけさ。洞うろ谷たに村むら総出で、応戦準備をするだろう。潜入してわかったけど、この村が蓄たくわえてる火力は異常だよ。かなりの量のハンドガンと投とう擲てき弾が、火薬庫に保管されてた。敵が多いカルトだからなのか、本当にテロの準備をしていたからなのか。とにかく守りの姿勢に入られたら、攻略は容易じゃなくなるだろうね」

「みんなを人質に取っての籠ろう城じよう戦。そういうことされるリスクがあるってことでしょー」

「その通り。最優先護衛対象の緋ひ上かみリセだけじゃなく、葉台高校の生徒全員に危険が及ぶことになる。その事態は、何とかして避けたいところなわけだよ」

「結局、どうして黒こく陽よう宗しゆうの村人達は、うちの学校の生徒を拉ら致ちしたのー」

「それなんだけど……残念ながら俺も知らないんだよね」

　ガイストは腕を組み、残念そうに頭を振った。

「この村の連中って、生虚神ウロガミのことを信奉しすぎてて、生虚神ウロガミのやることの意味を考えることって皆無みたいなんだよ。意味なんてわからなくても、生虚神ウロガミの言うことには黙だまって従うって奴やつばかりなんだ。理由を聞いたら聞いたで、不信心者として処刑されかねない。だから葉よう台だい高校の生徒を拉ら致ちした理由を知ってるのは、やっぱり生虚神ウロガミ以外にいないんじゃないかと思う。とりあえずさっき、男子だけバスで外に連れ出されたみたいだけど、何をさせるのやらだよ」

「ホント、狂ってるんだねー、この村」

　ガイストは咳せき払ばらいをして続けた。

「とにかくだ。この状況を打開するためには２段階必要だろう。生徒達の安全を確保すること。それから内閣情報捜査局ＣＩＲＯに部隊を突入させること。この順序が逆だと良くないわけだ」

　ルークは決意を秘めた眼まな差ざしで言った。

「リセのこと……たくさん泣かせちゃったからね。後でごめんなさいしなきゃ」

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯの仲間達にも、だろ。誤情報を流してごめんなさいだ」

　ルークはガイストに尋たずねた。

「それでー、これからどうすんのー」

「うーん。それなんだけどさあ」

　ガイストは、気が進まなさそうに提案した。

「生徒達の安全を確保するためにも、ここは爆弾魔ボマーの出番なんじゃないかと思うんだ」

　その名を聞いて、ルークは露ろ骨こつにイヤそうな顔をした。

「げげぇー……ボマー？」

　この場に姿のない、もう１人の作戦協力者のコードネームである。

　洞うろ谷たに村むらでテロ準備の証拠が見つかった場合、速すみやかに対処する。そのために今なお後衛に控えている人物だ。ボマーは、作戦を遂行するための、最終最後の切り札となる存在である。

「気が進まないなー。だってあの子……かなりヤバいよ？」

「俺も彼女をそっとしておきたいけど、どうせ俺の連絡がなければ、ここに来る手て筈はずだろ？」

　ルークもガイストも、互いに頭を抱かかえて呻うめいた。




　　　　▲　Day2　15:20　▼




　洞谷村を離れた観光バスの一団は、うねりの続く林道を抜け、やがて市街地に出る。

　繁華街から中央自動車道路に合流し、そこからは長い一本道を東とう京きよう方面に向かって進む。

　車窓の風景は、閉鎖的な山の集落から一変し、ビルや看板の建ち並ぶ賑にぎやかなものになっていく。人の多い場所に出てこられたこともあってか、生徒達の緊張は少しだけ和やわらいでいた。

　だが、雑談する声などなかった。

　バスの運転席と、その隣のガイド席には、愛想笑いさえ浮かべない、見知らぬ大人がいる。

　同乗してきた洞谷村の男２人である。

　村の外に出てきたこともあって、白装束から私服に着替えただけであり、その中身は狂信的な異常者であることなら全員がわかっている。ガイド席の方の男は、生徒達が妙みような真似まねをしないか、ずっと見張っているのだ。その手にはもちろん、拳銃が握られている。

　……これではまるで、バスジャックされているような状況だった。

　武装した異常者２人に、何の抵抗もできない生徒達。

　このバスがどこに向かっているのかすらはっきり教えてもらえない。

　ただ東とう京きよう方面であるということ以外には、知り得うる情報はほとんどないのだ。

　なぜ拉ら致ちされたのか。なぜ人殺しをさせられたのか。なぜバスに乗せられているのか。

　疑問は何一つ解決しないまま、すでに村を出発して１時間以上が経つ。

　車内には継続して、異様な沈ちん黙もくが続いていた。

「ねえ、黒くろ木き君」

　小声でカナタに話しかけてきたのは、隣の席の萩はぎ原わらソウジである。

「君、あの生虚神ウロガミ様っていう女の子と知り合いだったりするのかい」

　ソウジは真面目まじめな顔で尋たずねてきていた。

「向こうは君のことを知っているみたいな口振りだし。それに君のことを取り扱い注意だって言ってた。いったいどういう関係なの？」

　小声ではあったが、他に話し声のない車内では、周囲にその話は漏もれ聞こえてしまう。

　近くの席のマコトや、他の男子達も会話に気が付いたらしく、カナタの答えを聞こうと、耳を傾けている様子だった。カナタは、それに正直に答えた。

「さあな。向こうはオレのことを知っているようだが、オレは向こうのことを知らない。向こうが一方的に、オレのことをとやかく言ってきているだけだ」

「そうなんだ……。てっきり僕は、君達が旧知の仲なのかと思ってしまったよ」

　カナタとソウジが話をしている時だった。

　バスは首都高の料金所に到達する。ついに東京23区内に入ったのだ。

　生徒達にとって、ここはもう、自宅からそう遠くない場所なのである。家族達が今頃どうしているかを考えると、何とも言えず、胸が引き裂かれるような辛つらい気持ちになった。そのせいか、ぶり返したように涙を流し、悲しがる生徒の姿もあった。

　料金所を抜け、首都高をしばらく進んだ頃だった。

　ガイド席にいた村人が、腰に差していた大型の携帯電話を取り出した。

　通常のスマートフォンなどとは異なり、黒塗りの太いアンテナが付いている端末である。暗号通信用のカートリッジが付いた、盗聴や追跡が不可能な衛星電話機だ。

　どこかにコールすると、男は受話口に話しかけた。

「着きました」

　電話をかけた先の相手と２言、３言を交わす。

　そうしてから男は、衛星電話機と、バスのスピーカーから出ているケーブルを接続した。

　すると電話の声が、車内のスピーカーから発せられるようになった。

　スピーカーから聞こえてきたのは、無論、あの少女の声だった。

『バスの旅はいかがでしょうか。葉よう台だい高校の男子生徒の皆様』

　本音では気にしてもいないくせに、生虚神ウロガミは生徒達の機き嫌げんを覗うかがってくる。

　社交辞令の挨あい拶さつを聞くことすら不ふ愉ゆ快かいに感じ、生徒達は苦にが々にがしい顔をする。

　それを察してか、挨拶も早々に済ませると、生虚神ウロガミは用件に入る。

『そろそろバスは〝最初の目標〟に到着します。ですので今後についてのお話をさせていただこうと存じます。まずご説明させていただかなければならないことは、そうですね。ウフフ』

　生虚神ウロガミは含み笑う。

　どこから説明するべきか、事前に考えてはいた。

　いざそれを口にしようとすると、何とも滑こつ稽けいであり、愉快に思えてしまう。

　生虚神ウロガミは、心底からの哀あわれみと侮ぶ蔑べつを込めて、生徒達に宣告した。

『──〝皆様はテロリストである〟ということです』

　言われたところで、生徒達は呆ぼう然ぜんとするだけだった。

　それがどういう意味なのか、全くもって理解が及ばなかったためである。

『皆様にはこれから、都内にある５つの目標に対して、こちらが指示した方法で攻撃を仕掛けていただきます。皆様が乗車なさっている５つのバスには、それぞれ個別の攻撃目標が設定されているのです。最初の攻撃目標は、バスごとに異なっているのでございます』

　惚ほうけている生徒達の顔を、生虚神ウロガミはどこかから見ているのだろうか。

　自分達が何を宣告されているのか、懸けん命めいに情報を咀そ嚼しやくするだけで手一杯の生徒達に構わず、説明は無む慈じ悲ひに続いていく。

『そして攻撃が成功した後、皆様全員にある場所に集合していただきます。そこから６つ目の攻撃目標に向かっていただく手て筈はずになっているのです。６つ目の攻撃目標は、男子の皆様、揃そろってのお仕事になりますよ。楽しみにしていてくださいましね』

　生徒の１人が、ようやく生虚神ウロガミの話を堰せき止めた。それはシュウヤである。

「ちょ、ちょっと待って！　話についていけないって！　俺達がテロリストって何!?」

　説明の中断を求めたシュウヤに続き、マコトや、他の生徒達も、顔を見合わせて口々に発言を始める。そうする誰もの顔に、濃い疑問の色が浮かんでいた。

「なあ、アイツ、何て言ってんだよ……？」

「俺達が都内のどこかに攻撃を仕掛ける？　そんなこと、す、するわけないじゃんなあ」

「人を殺せって、そう言ってんのか……？」

　激しくざわめく生徒達。そのうちの１人が喚わめき立てた。

「都内の施設を僕達が攻撃するなんて、そんなことできっこないだろ！」

『できますとも。そのために、午前中にちゃんと〝練習〟をしましたでしょう？』

　生虚神ウロガミが答えると、その言葉に誰もが口を噤つぐんでしまう。

　衛星電話の受話口の向こうで、生虚神ウロガミが妖あやしく笑えんでいるように思えた。

『まだお認めになられていないのでございますか？　すでに皆様の手は、真っ赤な血で汚れているじゃありませんか。あの授業をよく思い出してくださいまし。皆様、ちゃんと〝できた〟はずでございましょう？』

　指摘されたそれは、生徒達にとって言い返せない重大な過あやまちである。

　人殺しなんてできるはずがない。そう切り返したくても、生徒達には、襲いかかってくる老人達を殺してしまったという強い罪悪感がある。その自責の念が、今この時に、生虚神ウロガミの言葉を真っ向否定することを妨さまたげているのである。

　正論を正論として口にできない。モラルをモラルとして行使できない。

　生徒達は知らぬ間に、そうした異様な心理状態に追い込まれていた。

「……なるほど。あの洗脳工作は、この効果を狙ねらってのものか」

　カナタは納得し、１人呟つぶやいた。そうしてから、声を上げて生虚神ウロガミに尋たずねた。

「指示に従うことを断れば、どうするつもりだ」

『腕時計に仕掛けられた〝爆薬〟を起爆させていただきます』

「「ば、爆薬!?」」

　あまりにも平然と生虚神ウロガミが口にした単語に、仰ぎよう天てんしたシュウヤとマコトの声がダブった。

　再びざわめく生徒達。

　その動どう揺ようの声が落ち着いた頃に、生虚神ウロガミは丁寧に説明を始めた。

『この時計にはＧＰＳが内蔵されております。それだけでなく、信管付きのＣ４爆薬も少量、組み込まれているのです。解除コードがなければ取り外し不可能で、無理に外そうとすれば爆発する仕組みです。または外部からの起爆信号を受信した時にも同様です。爆薬の量は腕時計を吹き飛ばすどころか、全身をバラバラに吹き飛ばす威力ですので、ご注意くださいませ』

「……この腕時計は、やはりオレ達を制御するための手た綱づなだったということか」

　その外観から、カナタは何となく腕時計の意味合いを理解していた。

　なぜなら、その腕時計は、年初に起きた人質立て籠こもり事件の時に見たものと似ていたのである。同シリーズの別モデルだろうか。あの事件との、何かしらの関連性を感じずにはいられなかったが……今この時には、それは重要ではない。

　生虚神ウロガミは、不気味なくらいに穏やかな口調で告げた。

『ルールは簡単でございます。皆様は、私が指示した目標に対して攻撃を行う。全ての攻撃が完了すれば、皆様を解放して差し上げます。その時、家に帰れることをお約束しましょう』

「家に……帰れる……！」

　その甘美な誘惑に、生徒達の心が揺ゆらぐのが感じられた。

　だが、それをカナタは即座に否定する。

「お前の口約束など信用できるか」

「お、おい、黒くろ木き……！」

　生虚神ウロガミが示した希望を、呆あつ気けなく否定するカナタ。その発言に対し、生徒達は一斉に、不安の眼まな差ざしを向ける。せっかく解放の意思を示してくれた生虚神ウロガミを刺激して、その提案を破棄されでもしないかと心配している態度であった。だがカナタは、構わずに続けた。

「仮にお前の言う通り、都内のどこかにテロ攻撃を仕掛けたりしようものなら、その時点でオレ達は犯罪者だ。何をさせるつもりかは知らないが、オレ達に弁明の余地があるような攻撃なのか。そうでないのなら、解放されたところで、オレ達が行き着くのは自宅ではなく警察だ」

「そ、そうだ！　解放されたところで犯罪者だろ！」

　カナタの意見を後押しするように、近くの席のシュウヤも声を上げた。生虚神ウロガミに従おうとする生徒達の心境を変えるべく、カナタとシュウヤは異論を唱えているのである。

　だが、萩はぎ原わらソウジがカナタに向かって言った。

「……それは〝仕方ない〟んじゃないかい、黒木君」

　生虚神ウロガミではなく、クラスメイトから投げかけられたその意見に、生徒達は驚いた。

　カナタは、隣の席のソウジを黙だまって見やった。

「だって今の僕達に、彼女に従う以外のことが何かできるのかい？」

　カナタは何も言わなかった。それに相反して、ソウジは意見を口にし続けた。

「テロ攻撃なんて恐ろしいこと、誰だって荷担したくないさ。僕だってそうだよ。でも……でも現実的に、僕達は従わなければ殺されるんだ。命令されたら逆らうことなんてできない」

　ソウジの意見もまた、正論だった。

　現実問題として、ソウジ達に、生虚神ウロガミの命令を拒否する手段はない。

　イヤなら殺されるしかないのだから。

　ソウジの持論は続く。

「僕はね。すごく狡ずるくて、みっともない人間なのかもしれない。でも……生きていたいんだ。まだやりたいことがたくさんある。好きな人にも、想いを告げられていない。後悔が多いんだ。本当の気持ちに噓うそをついて、格かつ好こうつけて誤ご魔ま化かしたりなんてしたくないんだよ」

　そのためであれば、人を傷付けても仕方ない。

　ソウジは、そうとでも言いたいようだった。

「これから何をさせられるのかにもよるけど……僕は従って、その後、警察に事情を説明するつもりだよ。強制されたんだって、正直に話してみるんだ。信じて貰もらえるまで」

「萩原、お前、生虚神ウロガミの命令通り、テロに荷担しようって言うのかよ……！」

　侮ぶ蔑べつの意味を込めて言うシュウヤだったが、ソウジの意見を否定はできなかった。

　モラルや尊じゆん法ぽう精神にしがみ付いて、命が救われる状況ではないのだ。

　生徒達は激しく動どう揺ようし、カナタとソウジから出た、両極の意見について話し合う。

　カナタはそれに一石を投じるべく、さらなる発言をしようとした。だがその時だった。

『そうそう、カナタさん』

　生虚神ウロガミに話しかけられ、カナタは喉のど元もとまで出かけた言葉を制する。

　やはりバスのどこかから、カナタの様子を監視しているのだろうか。見計らったようなタイミングである。生虚神ウロガミはクスクスとカナタを嘲あざ笑わらい、冷ややかに警告した。

『忘れないでくださいましね。女子生徒の皆様は、まだ私の手中におりましてよ』

「……」

　生虚神ウロガミは今、カナタを脅きよう迫はくしたのだ。

　邪じや魔まをするのなら女子生徒達を──〝妹を殺す〟のだと。

　カナタが押し黙だまると、生徒達の議論は、ソウジの意見を支持し始める。

　やがて相談の話し声が静まった頃に、生虚神ウロガミは生徒達を問い糾ただした。

『お話はまとまりましたか、皆様』

　誰も、何も答えなかった。

　だがやがて、クラスの意見を代表するように、マコトが答えた。

「テロ攻撃って言うけど、具体的に何をさせる気なんだよ……！　人をたくさん殺さなきゃいけないようなのは、マジでイヤだぞ！」

『ウフフフ。どうやら、従ってくださることを選んだご様子ですね』

　それがどれだけ異常な決断であるのか、果たして生徒達は理解しているのだろうか。

　だがそれこそが、生虚神ウロガミの望んだこと。生虚神ウロガミが仕組んだ筋書きの通りだった。

　ふと、最後尾の席に座っていた生徒が、バスの後方を指差して声を上げた。

「ね、ねえ、後ろのバスがどっか行っちゃうよ！」

　これまで５台並んで走ってきたバスだったが、後続のバスが次々と別の道に曲がり、姿を消して行くではないか。それぞれのバスが、別々の場所に向かったようだった。

　ソウジが言った。

「バスごとに、攻撃目標は別らしい。僕達のバスとは、別の標的に向かったんじゃないかな」

『その通りでございます』

　肯こう定ていしたのは生虚神ウロガミだった。

『皆様のバスの攻撃目標は、間もなく見えてくる場所でございますよ』

　言われて生徒達は、車窓の向こうに目を凝らした。

　そこは車の通りがあまりない、閑静な大通りである。バスは複数車線の広い道路を走っており、その両りよう脇わきには、美しく舗装された並木道が続いている。並び立つ建物は、どれも大きなビルばかりで、一見してオフィス街という雰ふん囲い気きだった。

　カナタとシュウヤは、その風景に見覚えがあった。

　その事実に気が付いたシュウヤが息を吞のみ、震えながら呻うめいた。

「……おい、冗談だろ！」

　そこは日本の中央官界である霞かすみヶが関せき。

　いくつもの公的施設が建ち並ぶ、公務員達の街である。

『黒くろ木きカナタさん。萩はぎ原わらソウジさん。真さな田だマコトさん。最初の攻撃は、以上の３名にお願いすることにいたします。１フロアを吹き飛ばす量のＣ４爆薬入りトランクケースをお渡ししますので、それを使って、あるビルを破壊してきてくださいませ』

　風景の中に、比較的新しいデザインの、モダンなビルが見えてきている。

　青いガラス張りのフォルムが美しい、ある治安維持機構が職務を遂行している職場だ。

　ガイドの男が、「着きました」と、衛星電話で生虚神ウロガミに報告している。

　そうして生虚神ウロガミは、ついに標的の名を口にした。

『あなた方の最初の攻撃目標。それは──〝内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルの地下〟でございます』

　夏の強い日差しと、騒さわがしい蟬せみ達の鳴き声の中。

　そのビルは、これから起きる悲劇を、まだ知らずに聳そびえていた。
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　地下作戦本部バンカーフロア。そのメインフロアのタイルの上を、ヒールが闊かつ歩ぽする。

　白衣を羽織ったスーツの女性、ドクターは、歩きながらイヤホンマイクに話しかけていた。

「それで、話とは何だ、ハンター」

『どうにも引っかかってることがある』

　無線通信で話している相手は、車で移動中の現場捜査官、ハンターである。

　車が走るロードノイズが通信に乗っており、音声品質はあまり良くなかった。

「引っかかるとは、何がだ？」

　ドクターも、次の会議のためにフロア内を移動中だった。

　タブレットに送られてきた部下からの報告書に電子署名しながら、ハンターの話を促うながす。

『経団連のランチパーティーで、来らい賓ひんの連中が話していただろ。どこの製薬会社も、自社工場の新型設備設営や、生産量拡大の〝準備を終えてる〟って話だよ』

『それがどうかしたんですか』

　問い返したのはドクターではなく、ハンターの車に同乗しているステラの声である。

　ステラは臆面もない口調で、ハンターに意見を呈ていした。

『薬事法改正が明日の審議で成立すれば、需要を見込んで増産するのは当然です。審議成立を見込んでの先行投資くらいにしか思えませんが』

『普通に考えればそうだ。だがどうにも〝スケジュール〟が合わないだろ』

　ハンターは、疑念の理由を解説した。

『いいか。生産量の増加や、新規設備の導入ってのは、やろうって決めてから準備完了までに、それなりの時間がかかるもんなんだよ。数ヶ月とか、半年。大型設備によっては数年って単位があってもおかしくない。今日思い付いて、明日までに何とかしろなんていう、そういう段取りでどうにかなるもんじゃない』

「なるほどな。ハンターが言いたいこともわかるよ」

　ドクターは同意した。まだ理解できていないステラが、それに尋たずねた。

『どういうことですか、ドクター』

「法改正審議が可決してもいない今の段階で、なぜ製薬会社が〝増産準備を終えている〟のか。そういうことだろう？」

『そういうことだ』

『……言われてみると、何だか私もおかしく感じてきました』

　遅れて、ステラも納得する。ハンターは続けた。

『１社とか、２社とかいう個別の会社レベルの話じゃねえ。パーティーに参加していた連中の話を漏もれ聞いた限りじゃ、どこもかしこも増産の足並みが揃そろってやがった。まだどうなるのかもわからない法改正審議が、まるで〝可決する前提〟で準備してるみたいじゃねえか』

『しかしそれは、あくまで聴取で得られた情報ではなく、会場内の噂うわさを聞きかじって解釈しただけの話ですよね。それを事実と断定して疑念を持つのは、適当でないと思いますが』

　真面目まじめなステラの態度に苦笑し、ドクターは２人に言った。

「気になるなら調べれば良いんだ。ステラ、悪いが何人か集めて、主要な製薬会社のフロントを当たってみてくれ。こちらでは、各社の設備導入に関する資金の流れを調べてみよう」

『了解しました』

　早速、ステラが通信の向こうで、自分の部下に電話で指示をする声が聞こえてきた。

　その横で、ハンターがドクターに尋ねてきた。

『それで引き続き俺達、現場捜査官組は、経団連のパーティー周りを警護するわけか？』

「ああ。改正審議の終わる、今日と明日いっぱいはな。次の会場では、高名な研究者達の新薬に関するプレゼンが聞けるそうだぞ。退屈はしないじゃないか」

『人の講釈聞いて退屈しないのは、お前だけだよ、ドクター。やれやれ。一日中、いけ好かない金持ちジジイ達のおもりばかりかと思えば、今度は勉強会も兼ねるってか？　勘弁しろよ』

「何なら、私が変わってやっても良いぞ」

『いい加減、銃を撃うてるようになったらな』

　ハンターの皮肉に、珍しくドクターが、苦にが々にがしい顔で押し黙だまった。

　通信を終えたドクターに、今度はフロア内の女性職員が声をかけてくる。

「ドクター、ちょっと良いかしら」

　ショートボブの吊つり目の少女。上級情報分析官のイーグルアイである。

「どうした」

「経団連のパーティーに現れた、黒こく陽よう宗しゆうの弁護士、織お田だマサタカについて調べていたの。そうしたら、妙みようなことがわかったわ」

「妙なこと？」

　イーグルアイは手にしていたモバイルＰＣを、手近なデスクの上で広げて見せた。

「ハンターが、経団連メンバーと織田の会話を会場で盗聴したの。もちろんこれって違法捜査だけどもね。その会話の録音データを送って貰もらったから、内容について解析させていたの。それで、気になった会話の一部がこれよ」

　イーグルアイは、メディアプレイヤーを起動して、織田と経団連メンバーの会話音声ファイルを再生し始める。会話は、織田の一言の後に、経団連メンバーが応える内容だった。

『──〝エリクシル〟の件は、ありがとうございました』

『何、お気になさらず。これも人類の平和と繁栄のため。偉大なる躍やく進しんのためですよ』

　出てきた単語を奇き妙みように思い、ドクターは怪け訝げんな顔で言う。

「エリクシル？」

　その疑問を待ってましたとばかり、イーグルアイは得意顔をする。

　イーグルアイは、モニターに何かのリストを表示させた。

「これは薬事法改正が可決した場合に、認可される予定の薬品ラインナップ」

「ほう。エリクシルの名があるな」

「万能性細胞デユナミスを利用したテロメア修復薬。専門じゃないから、理解するだけでも苦労したわ」

　イーグルアイは説明した。

「テロメア。ギリシャ語で〝末端〟を意味する言葉よ。ＤＮＡなどの遺伝情報を含む、染色体と呼ばれる生体物質があるけど、テロメアは文字通り、その末端部分を指す名称みたい」

「聞いたことはある。確か２００９年のノーベル生理学・医学賞を受賞した、ブラックバーンの研究テーマだったはずだ。いわゆる〝不老不死〟の基礎研究とも言われた代物だな」

　ドクターの反応に、イーグルアイは素直に驚いた顔をする。

「テロメア修復という単語からして、だいたいの予想はつくというものさ」

　そのままイーグルアイに変わり、ドクターが語り始めた。

「生物が生きるためには、細胞分裂をし続ける必要がある。細胞分裂が行われている限り、生物は生存することができるんだ。だがどういう理由か、染色体には細胞分裂を繰り返せる〝回数制限〟があるらしいことがわかっている。この回数を決定しているのが、テロメアの長さだという話だ。テロメアは、寿じゆ命みようを決めるロウソクのようなものさ。生まれたばかりの子供のテロメアは長く、年老いた老人のテロメアは短い。尽つきれば、寿命を迎えるわけだ。回数制限を迎えたテロメアはヘイフリック限界を迎え、２度と細胞分裂を行わなくなるんだよ」

　イーグルアイは、ドクターの博識さに舌を巻く。そのままドクターは語った。

「ブラックバーンの研究は、テロメラーゼという酵こう素そを使って、短くなったテロメアを修復するという内容だったはずだ。これによって細胞分裂の可能数を増やし、人間の寿じゆ命みようを延ばすことができると期待された。この研究の成果はそれだけじゃない。細胞分裂可能数が無制限になって、いわゆる細胞が不老不死化する病気──〝癌がん〟の治療においても、テロメアの研究は成果を上げると考えられている。テロメアの長さを制御する技術が確立すれば、人類は不老不死の実現や、癌の克服が可能になるかもしれないんだ。まさにノーベル賞に値する研究だった」

「さすがドクターね。解説不要だったみたい」

「生化学が専門だった。たまたま予備知識が豊富だっただけさ」

　謙けん遜そんしながら、ドクターは推論を口にした。

「エリクシルはさしずめ、テロメアの長さの制御に、テロメラーゼではなく万能性細胞デユナミスを利用した代物といったところじゃないのか。どういう売り方をするのかまでは予想でしかないが、もしかしたら〝癌の治療薬〟と銘めい打うって販売されるのかもしれん」

「大当たり。エリクシルは癌の治療薬として販売が計画されてるみたいよ」

「薬事法改正で、そんな代物まで実用化するのか。ずいぶんと大胆な法改正だな」

「問題なのは、それが決まったのが〝つい最近〟だっていう話ね」

「……つい最近？」

　ドクターは怪け訝げんな顔をした。イーグルアイは続ける。

「薬事法改正案が出た当初、エリクシルは認可予定の薬品のラインナップになかった。けれど、今から４ヶ月くらい前に、ラインナップに追加されることが急きゆう遽きよ、決定した」

「……ＮＳＡがテロの可能性を警告した時期と同じか。妙みような一致だな」

「それだけじゃない。エリクシルの研究・開発を進めていた研究者は、この研究によってノーベル賞候補にも挙がっている京都大学教員の犬いぬ飼かいコウジ。そのスポンサーになっているのが、面白いことに黒こく陽よう宗しゆう配下の投機会社よ。これって、偶然なわけ？」

　そこまで聞いてドクターは、神しん妙みような顔で思し索さくに耽ふける。

「薬事法改正の賛成派はなぜか、敵陣営のスポンサーがついた研究者が開発したエリクシルを、最近になって認可薬品のラインナップに加えたということか。まるで利敵行為だ」

「つまり薬事法が改正されれば、黒陽宗もエリクシルで一ひと儲もうけできそうってことよね。何で賛成派は、対立している黒陽宗に利する行為をするのかしら」

「利害関係と行動が矛盾しているな。おまけに、全国で黒陽宗の信者達が掲げている〝人類の過度な増加は罪〟という反対デモの題目と嚙かみ合わない。妙なことというのはそのことか」

　ドクターは考え込み、イーグルアイを褒ほめた。

「良くやった。このことは局長に報告しておこう」

　ドクターはイーグルアイに次の指示を出し、フロア中央にある局長室に向かう。

「……どうにも、何かが根本的に間違っている気がする。ハンターで言うところの、勘かな」

　ドクターは呟つぶやき、苦笑した。
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　バスは内閣情報捜査局ＣＩＲＯビルから死角となる場所に停車した。

　最初に下車したのはガイド役の男である。

　男はバスの荷台を開けて、中からいくつかの荷物を取り出し始めている様子だった。

「おいおい、どうすんだよ、カナタ」

　ガイド役の男が下車した隙すきに、カナタの席に近付いて来たシュウヤが話しかけてくる。

「コイツ等ら、本当にテロを準備してきたみたいだぞ。しかも実行犯を俺達にして、自分達の手を汚さない計画ときてる。内閣情報捜査局ＣＩＲＯビルを爆破して来いだなんて……！」

　話しかけられたカナタは、思し索さくに耽ふけっている様子だった。

「どうにもおかしい」

「おかしいって、何がだよ」

「計画が全体的に〝雑〟なんだ」

　怪け訝げんな顔をするシュウヤに、カナタは続けた。

「都内にある５つの施設を同時攻撃するテロ。その実行犯が〝オレ達である〟ということからして妙みようだ。テロ攻撃を成功させたいのなら、素人しろうとである高校生なんかを実行犯に選ぶか？　生虚神ウロガミに対する忠誠心に乏とぼしく、今日の攻撃の事前準備も満足ではない。そんな人員を大事な作戦に参加させることが不自然すぎる。そもそもこの〝攻撃の目的〟は何なんだ？」

「お前の言いたいことはわかるけど、狂った宗教家達の思惑なんて、わからないだろう。とにかく確かなのは、俺達は望まずテロ実行犯に仕立て上げられそうだってことだろ」

　カナタが黙だまり込んだ時、ガイド役の男がバス車内に戻って来る。

「黒くろ木きカナタ、真さな田だマコト、萩はぎ原わらソウジだけ外に出ろ」

　言われて、マコトとソウジが席を立った。最後に、カナタも席を立つ。

　するとカナタは、背筋が凍るような不敵な笑えみを浮かべ、呟つぶやいた。

「まあ良い。生虚神ウロガミはオレを行かせることで、村を滅ぼすことになる」

「……!?」

　それだけをシュウヤに告げて、カナタはバスを下車する。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯビルに向かう前に、３人はガイド役の男から、黒い金属製の首輪を手渡された。それを身に着けるように指示される。また爆弾なのではないかと思ったマコトとソウジは嫌いやがったが、命令されれば仕方がない。黙って指示に従うしかなかった。

　実のところ、カナタにはその首輪に見覚えがあった。

『その首輪は、通称〝接続輪オンラインリング〟と呼ばれております』

　首輪を着けた途端、案の定、３人に生虚神ウロガミの声が聞こえてきた。

『声帯感知マイク、骨伝導スピーカー、小型カメラが内蔵されていて、首に巻いているだけで遠方との会話や現地映像をリアルタイムで共有することができるのです。私はこれによって、皆様の言動を逐ちく一いち確認することができるのでございます』

　そして警告する。

『妙みような真似まねはしないでくださいまし。内閣情報捜査局ＣＩＲＯ職員に事情を話そうとしたり、投降でもしようものなら、その時点で手首の爆弾を起爆させていただきますのであしからず』

　マコトとソウジは、青ざめて顔を見合わせる。

　ただ１人、カナタは変わらぬ無反応な態度だった。

　ガイド役の男が、カナタにスーツケースを手渡してくる。生虚神ウロガミの説明通りなら、それこそが地下作戦本部バンカーフロアを吹き飛ばす量のＣ４爆薬を詰めたものなのだろう。

『爆薬は時限式です。スーツケースを開いてから５分で爆発しますので、逃げ出すつもりなら、その間にお願いしますね』

　その注意を聞かされたマコトが驚いた。

「逃げるに決まってるだろ！　俺達ごと爆破するつもりなのかよ、冗談じゃないぞ！」

『５分とは皆様が逃げるために設けた時間でございます。その時間内に逃げ切れるかどうかは皆様次第です』

「そんな……滅茶苦茶だ……！」

　絶句してしまうマコト。それに構わず、生虚神ウロガミは必要最低限の説明を続ける。

『他の攻撃目標は、公安調査庁であったり、警視庁であったりでございます。社会科見学と偽り入管許可を取っておりますので、他の方々が目標に出入りするのは比較的容易なのです。ですが、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルは少し他とは勝手が異なります。攻撃目標の地下作戦本部バンカーフロアに入るための根回しや、脱出の準備ができていないのでございますよ』

「じゃ、じゃあ僕達は、どうやってあのビルに出入りすれば良いんですか……！」

『それなら心配に及びません。それを何とかするために、このバスにはカナタさんがいらっしゃるのですから。方法はお任せするつもりです』

「黒くろ木き君が……？」

「どういうことなんだ、黒木？」

　カナタは２人の質問には答えず、ガイド役の男から黙だまってスーツケースを受け取った。

　そして「行け」とだけ命令された。

　バスの中に残った生徒達に見送られながら、３人は内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルに向かって歩き出す。

　──黒こく陽よう宗しゆうがテロを準備している。

　結局のところ、内閣情報捜査局ＣＩＲＯのその読みは外れていなかったのである。

　今この時、生虚神ウロガミは直接手を汚さず、何らかの目的を達するため、葉よう台だい高校の生徒達にテロを実行させているではないか。午前中の殺人授業の目的は、そのための準備。ようするに、人を殺してでも生きたいと願う、感情の形成が目的だったのではないかと考えられた。

　エアコンの効いていたバスの中とは打って変わり、外気は肌を焦こがすような暑さだ。蟬せみの鳴き声は、ただでさえ息苦しく感じている胸中の不安を、かき立てるようで不快だった。

　信号を渡り、並木道を少し進めば、すぐに内閣情報捜査局ＣＩＲＯビルの前に辿たどり着いてしまった。

　フロントの自動ドアを目の前に、脂あぶら汗を浮かべた顔色の悪いマコトが囁ささやく。

「ビルに行くのは良いけど、この後どうすんだよ、俺達。入る方法なんてあるのか、黒くろ木き」

　カナタは考えた。

　フロントロビーに入ると、エアコンによって冷やされた空気が、３人の前方から吹き付けてくる。適温に冷やされた広いフロアの中央にある受付カウンターに向かうと、３人の姿を見つけた受付嬢が、優しく微笑ほほえみかけてくるではないか。

　同時に、天井隅に設けられた監視カメラが、カナタ達の姿を捉とらえようと角度を変えている。

　四方にいる守衛と思わしき制服の男達も、一様にカナタ達の姿を注視し始める。

　カナタは、受付嬢に話しかけた。

「……イーグルアイを呼んでくれ」

「失礼ですが、どちら様でしょうか。見たところ学生さんのようですけど」

　制服姿のカナタ達を見て、受付嬢は当然の疑問を投げかけてくる。

　ここは内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビル。国家の安全に関する情報を収集し、国防に携たずさわる仕事を行う政府ビルなのだ。高校生が立ち寄るカフェなどではない。

　カナタは続けて言った。

「黒木カナタが来たと言えば伝わる。急ぎの用件があるから、ここに来るよう言ってくれ」

　受付嬢は、３人を怪け訝げんな顔で見つめてくる。

　マコトもソウジも、その視線を向けられては生きた心地がしなかった。

　３人は、このビルの地下階を爆破するために来訪しているのだ。カナタの手荷物であるスーツケースには大量の爆薬が入っており、それが見つかれば即座に逮捕だろう。

　それどころか、この作戦が失敗でもしようものなら、３人は生虚神ウロガミによって爆殺されるのである。どう足搔あがいてもロクなことにはならない、緊迫した状況である。

　受付嬢は不審に思いながらも、内線電話をかけ始めた。

　どうやらイーグルアイを呼び出している様子である。

　受付嬢の視線が逸それた隙すきに、カナタは受付にあったボールペンを盗み、袖下に隠した。

「間もなく、こちらのフロアにいらっしゃるようです」

　受付嬢に礼を言うと、カナタ達は近くにあったソファに腰を下ろす。

　マコトが小声で尋たずねてきた。

「……イーグルアイって誰だよ。黒くろ木きの知り合いが、このビルで働いてるのか」

「そんなところだ」

「なるほど。だからカナタ君なら何とかできるって言われてたのか」

「じゃ、じゃあ黒木、お前これから、自分の知り合いがいるビルを吹っ飛ばすのかよ……！」

「……」

「……わりぃ。黒木だって、やりたいわけないよな」

　言いながらも、抗あらがいようのない状況であることはマコトも理解していた。

　そうして改めて、生虚神ウロガミという神の卑ひ劣れつさを思い知るのである。

　やがて、エレベータフロアに１人の少女が現れた。

　ショートボブの吊つり目の少女。上級情報分析官のイーグルアイである。カナタの姿を見るなり歩み寄って来たので、２人にも少女が待望の人物であることはすぐにわかった。

「噓うそだろ。僕達と同じくらいの歳としの子が、ここで働いてるの？」

「か、可か愛わいいすぎる……！」

「お前達は、ここで待っていろ」

　言うなりカナタは、スーツケースをその場に置いて立ち上がる。

　イーグルアイに向かって行くカナタの耳元に、生虚神ウロガミの声が聞こえてきた。

『わかっていらっしゃいますね、カナタさん。助けでも求めようものなら即座に』

「リセを殺すんだろう」

『ええ。あなたにもそこで、爆死していただきます』

　イーグルアイは腕を組み、カナタの遠く背後にいるマコトとソウジを見ながら尋たずねた。

「いったい何事よ、ブレイカー。あんた、確かクイーンやルーク達と林間学校に行ってたはずでしょ。それがいったい、どうしてここにいて、私を呼び出してるわけ」

　カナタは何も答えない。

「あの後ろの２人は誰よ。何が何だか、事情が読めないわね」

「……」

「呼び出しておいてダンマリなわけ？　それに何なのよ、その首に着けてるのって──」

　イーグルアイは、唐とう突とつにカナタによって抱き締められた。

「…………はわっ？」

　背中に手を回され、イーグルアイの華きや奢しやな身体からだは、カナタに固く抱き締められている。

　腰も胸部も、カナタの身体と密着しており、カナタの固い身体からは、その体温と鼓こ動どうが伝わってくるではないか。恥はずかしさのあまり、イーグルアイは赤面して動どう揺ようする。

「ちょ、やだ……！　いきなり何するのよ……！」

　抵抗することも忘れ、イーグルアイは頭から湯気を立てて俯うつむいてしまう。

　いきなり抱き合った男女を見ていた受付嬢や守衛は、にやけながら、わざとらしく視線を逸そらしている。全員の視線が逸それたところで、カナタはイーグルアイの耳元に囁ささやいた。

「──これからオレの言うことに黙だまって従え。さもなければ殺す」

　袖下から取り出したボールペンの先端を、イーグルアイの首筋に突き当てる。

　あまりにも予想外の急展開に、イーグルアイはただ啞あ然ぜんとしてしまっていた。
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　地下作戦本部バンカーフロアに入る前に、ロビーの手荷物検査で、スーツケースが調べられそうになる。

　カナタは、持ち込んだスーツケースの中身が〝重要機密であるため見せられない〟のだと、イーグルアイから説明させることにした。それでも守衛達は、規則に従って手荷物検査を行おうとしたが、上級情報分析官であるイーグルアイに強行されては押し黙だまるしかない。

　多少強引ではあったが、カナタ達はスーツケースの中身を調べられずに済んだ。

　カナタはそのまま、イーグルアイの背中にボールペンの先端を押し当て、いつでも刺し殺せるのだという脅きよう迫はくを行い続けた。カナタの脅迫は真に迫ったものがあり、いつも強気なイーグルアイと言えど、さすがに怯おびえた様子で指示に従う。

　そうしてカナタ達は、エレベータで地下に下り、地下作戦本部バンカーフロアに辿たどり着くことができた。

　エレベータを降りた先は長い廊下になっており、そこを進んだ先が、メインフロアとなっている。廊下を抜けた先に広がる、アリーナのような広大な空間に圧倒され、マコトとソウジは息を吞のんで驚いた。

「すっげえ。地下に秘密基地みたいなのがあったのかよ……！」

「こんなに簡単に入れちゃうなんてね……すごいな、黒くろ木き君」

　驚きよう嘆たんしているマコトとソウジの前を、情報分析官達が慌あわただしく行き交っている。

　周囲は大人ばかりであり、制服を着ているカナタ達はかなり目立ってしまっていた。すれ違う職員達に注視され、怪け訝げんな顔をされてしまう。

　……あまり長居はしない方が良いだろう。マコトとソウジはそう思った。

　数え切れないＰＣデスクが並ぶ広間を見渡していると、生虚神ウロガミの声がカナタに囁きかける。

『爆弾を仕掛けるのは、サーバー室にしていただけますか？』

　カナタはペンを突き付けながら、イーグルアイに命令した。

「サーバー室に案内しろ」

「何するつもりよ」

「良いから指示に従え」

「……わかったわよ」

　イーグルアイは悔くやしげに歯は嚙がみし、カナタ達を先導してフロアを進んだ。

　会議室が並ぶ通路の傍そばに、重厚な金属製の扉が見えてくる。イーグルアイは視線でそこを示した。どうやら、サーバー室前に警備員は置いていない様子である。

　入り口には静脈センサーパネルが取り付けられており、入室できる人間が限られているのが一目瞭りよう然ぜんであった。上級情報分析官であるイーグルアイなら、その資格があるだろうことを察し、カナタはイーグルアイの手をセンサーパネルに押し当てた。

　呆あつ気けなくロックが解除されたのを確認すると、カナタ達は人目を避けて部屋に入室する。

　室内はコンピュータを冷やすために、かなり強力な冷房がかけられていた。

　冷蔵庫のような形状の、金属製のタワーが無数に乱立しており、上空から吹き付ける冷気は真夏であっても震えてしまいそうな程に寒かった。室内は幸いなことに無人である。

　そもそもサーバー室に用がある人間はそんなに多くないことも理由にあったのだろうが、とにかくそれを良いことに、カナタは手近にあった椅い子すを引っ張り出す。そこにイーグルアイを座らせると、事務用品として置いてあったガムテープを使って、イーグルアイの手足を椅子に縛しばり付けた。そうしてカナタは、戸惑っているマコトとソウジに、指示を出す。

「サーバー室のドア付近には、テレビ機能付きのインターホンが付いているはずだ。お前達はそれを使って、ここに人が入って来ないかを確認していろ」

「お、おう！」

　カナタとイーグルアイは向かい合う。

「……最低ね」

　イーグルアイは忌いま々いましそうに、カナタを睨にらみ上げて言った。

「あんたのこと、本当は良い奴やつだと思ってた」

　気が強そうな吊つり目の双そう眸ぼうには、悔くやし涙が滲にじんでいる。

「色々と誤解されることばかりしてるけど、今まであんたがやってきたことは、実際にたくさんの人を救ってきた。バカみたい。そんなのに騙だまされて……カッコいいとか思ってた私がね」

　イーグルアイは、まるで汚物を見るように、カナタを軽けい蔑べつしている態度だった。

　その睨にらんだ眼まな差ざしを向けられても、この場で真実を語ることなどできようはずもなかった。

　カナタは、無言でイーグルアイの怒いかりを受け止めるしかない。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯはどうやら、黒こく陽よう宗しゆうがテロを画策しているものだと勘違いさせられてたみたいね。テロを計画していたのはあんたで、ＮＳＡが言っていた〝大物のテロリスト〟ってのは、あんただったってことじゃない。やられたわ。あんた、完全にノーマークだったもの」

　もはや完全に誤解されてしまっていた。

　だが仕方ないことである。イーグルアイ達は、カナタ達を取り巻いている状況を理解できていないのだ。黒陽宗が関与を隠し、生徒達がテロを実行している現状では、その行為はいかにも〝緋ひ上かみカナタという凶悪なテロリストを首しゆ謀ぼう者しやとした犯行〟にしか見えない。

　生虚神ウロガミの狙ねらいは、まさにそれだったのだ。

「いつから計画してたわけ？　何が目的？　人質事件は、あんたが出所するための策略だったのかしら。だとしたら、さすが天才よね。私達みんな、まんまと騙だまされていたんだもの」

「おい黒くろ木き、その女の子、何言ってんだ」

「さあな」

　カナタは惚とぼける。イーグルアイはさらに腹を立て、カナタをなじってくる。

「あんたが何を企たくらんでいて、何をしたいのかなんて知らないけど。どうせ上手うまくいかないわ。知ってるでしょう。ここにいるスタッフは、あんたに匹敵するくらい優秀揃ぞろいなの。すぐにあんた達の侵入なんて気付かれて、取り押さえられるわよ。最悪、警備に射殺されるかもね」

　カナタは、トランクケースを手近なデスクの上に置いた。

　それを見ていたマコトとソウジが、カナタに尋たずねた。

「……開くのかい、黒木君」

「開いちまったら……ここの人達、全員死んじゃうのか……？」

　その不安が、マコトを躊躇ためらわせている様子だった。

　カナタ達がここで為なすべきことは、あとはスーツケースを開いて、５分以内に建物を出ることだけだ。そうしなければカナタ達は生虚神ウロガミに爆殺される宿命にあるのだ。

　スーツケースが爆発すれば、無論、職員にも被害は出るだろう。

　だがここで死ぬのが職員達なのか、自分達なのか。その二者択一なのである。

　迷いはあっても……生きたいのならやるしかない。

　マコトとソウジは固唾かたずを吞のみ、スーツケースに手をかけているカナタを凝視していた。

『──お待ちなさいませ』

　その時、生虚神ウロガミの声が聞こえた。

『カナタさんが従わせているその女は、確か内閣情報捜査局ＣＩＲＯの上級情報分析官でございましたね。せっかくの機会です。そこで〝尋じん問もん〟していただけますか？』

「……何を聞くんだ？」

　カナタは生虚神ウロガミに尋ねた。

　イーグルアイには、カナタが虚空に向かって、独り言を言っているように見えた。だがすぐに、首の接続輪オンラインリングで仲間と連絡を取り合っているのだろうと察知する。

『黒こく陽よう宗しゆうに関する捜査状況がどうなっているか、現状を確認させていただくのですよ。今後の私の計画を有利に運ぶ意味でも必要なのです。あなたになら簡単でございましょう？』

　カナタは無言だった。

　イーグルアイに向き直り、尋ねた。

「黒陽宗についての捜査状況を教えろ」

　死んでも教えるものかと、イーグルアイはカナタを睨にらんだまま何も喋しやべろうとしない。

『聞き出してくださいまし、何としても』

　生虚神ウロガミは命令してきている。

　しばらくイーグルアイと見つめ合った後、カナタは行動する。

　事務机の上に置いてあった大振りなハサミを手に取ると、イーグルアイを冷ややかに見つめた。そうして歩み寄る。

「な、何をするつもりなのよ！」

　カナタはそのハサミで、イーグルアイのシャツの前側を切り裂いた。

　胸元がはだけると、ブラジャーが露ろ出しゆつする。それすら無む慈じ悲ひに切断した。

　ハサミの刃を最大まで開き、カナタはそれを、イーグルアイの乳房の片方に押し当てた。

「ヒッ！」

　カナタがハサミの柄えを握り込めば、イーグルアイの胸部の肉は、容よう赦しやなく切り落とされるだろう。要求に従わなければ、乳房を切り落とす。カナタの無言の脅きよう迫はくはそれだった。

「次はない。捜査状況を教えろ。オレは本当にやるぞ」

　イーグルアイはカナタの冷れい酷こくな眼光に怯おびえた。

　目の前の少年が、どこまで残ざん酷こくなことをやれる人間なのか。これまで共に解決してきた事件を考えれば、イーグルアイにはよく理解できていた。言っていることは脅おどしなどではなく、実際に実行可能な、警告であるのは間違いない。

　情報を、敵に開示することなど許されるはずはない。

　だが怖くて、イーグルアイはボロボロと涙を流しながら、カナタの要求に折れてしまう。
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　イーグルアイは、ここまでの捜査でわかったことを、カナタと生虚神ウロガミに話し始める。

　黒こく陽よう宗しゆうの狙ねらいが経団連である可能性が高く、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが警護していること。

　経団連のパーティーで、エリクシルの名前が露ろ呈ていしたこと。

　エリクシルの研究のスポンサーは黒陽宗であること。

　カナタの質問に答える形で、イーグルアイは知っていることを話してしまった。

　全てを吐はき出し、イーグルアイは力尽つきたように、グッタリと項垂うなだれてしまっていた。

　カナタはイーグルアイの頭に掌てのひらをのせ、静かに撫なでた。

「すまなかった」

　カナタは一言だけ、謝罪の言葉を口にする。そんなことを言われるとは思ってもいなかったイーグルアイは、泣き顔のまま不思議そうにカナタを見上げる。

　──突然、館内にサイレンが鳴り響いた。

　サーバー室の天井照明が赤くなり、近くのＰＣモニターには「ＣＯＤＥー６」の文字が表示された。コード６。それは館内に危険が存在する時に発令される警告である。

「黒くろ木き君、これって！」

「侵入に気付かれようだ」

　カナタ達は館内で目立っていた。

　気付かれるのは時間の問題だったろう。悠ゆう長ちようにしすぎてしまったようだ。

　イーグルアイの下もとを離れ、カナタは、マコトとソウジの傍そばに歩み寄った。

「ど、どうすんだよ！　爆弾を起動させて外に逃げるのか!?」

　慌あわてふためくマコトの提案。だがソウジがすかさず警告する。

「僕達の侵入が気付かれたなら、館内のあちこちは閉鎖され始めてるはずだろ！　そんな状況で爆弾を起動させて、５分以内に脱出だなんて……無理だ！　もう簡単に逃げられはしない！　どうしよう、捕まっちゃうよ！」

『──ご理解できていますか。そこで何もせずに捕まるという選択肢はございませんよ？』

　緊迫しているカナタ達の状況を、生虚神ウロガミはせせら笑う。

『選べるのは２つだけです。指示通りにスーツケースを開け、５分以内に脱出するか。私に腕時計を起爆させられて死ぬか、です。生き帰りたいのなら、スーツケース爆弾を起動させる以外に道はないのです。その後、逃げ切れるかはあなた達次第だと申し上げたでしょう？』

　生虚神ウロガミに脅おどされ、マコトとソウジは顔を見合わせる。そして青ざめた。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯから逃げることができれば生き延び、捕まれば、その場で生虚神ウロガミに腕時計を起爆され、殺される。状況を考えれば、捕まる可能性の方が非常に高いだろう。３人は、ただの高校生。閉鎖された政府機関のビル内で、訓練された捜査官達に包囲されようとしているのだ。逃げられるとすれば奇跡である。

　だが１人だけ──カナタだけはクツクツと低く笑った。

「──考えるまでもないことだ。スーツケース爆弾は起動させない」

「!?」

　マコトもソウジも、カナタの発言に驚きよう愕がくした。

「もっとわかりやすく言ってやろう。今すぐオレ達を殺せと言っているんだよ」

　とんでもないことだ。生虚神ウロガミは、３人が逃げ出せる可能性を示しているのだ。せっかく与えられているそのチャンスを拒絶する、カナタの発言は常じよう軌きを逸いつしているではないか。

　カナタは構わず捲まくし立てる。

「どうした？　さっさとやれ。どう見たところで、オレ達が捕まらずに済む見込みはない」

『……』

「なぜすぐに殺そうとしない？　オレがお前の指示に従わない時点で、作戦は失敗のはずだ。せめて今すぐオレ達の腕時計を起爆させれば、このサーバー室くらいなら爆破できるかもしれないだろう。お前が真っ先にここに向かうよう指示したのは、サーバー装置を破壊しておきたかったからじゃないのか？　なら今すぐオレ達を殺した方が、お前にとって得があるはずだ。それなのになぜ──お前はそうしない？」

　カナタの言うことは正論なのかもしれない。だがそれはマコトやソウジからすれば、あまりにも残ざん酷こくな正論だ。「自分達を殺した方が、お前の得だろう」などと口にするカナタは非常識である。生虚神ウロガミはその問いかけに、僅わずかに苦にが々にがしい口調で答えた。

『私は神でございます。すでに未来は見えております。私が知るあなたは、それくらいの状況を窮きゆう地ちだなどとは考えないはずです。あなたなら必ず逃げられるのではありませんか？』

　カナタは不敵な笑えみを浮かべ、小馬ば鹿かにした口調で生虚神ウロガミを皮肉る。

「なるほど。神というのは、意外に他力本願なもののようだな。窮地の人間を救う力もなく、まさか〝オレの力を当てにする〟しかないとは笑わせる」

『……』

　生虚神ウロガミは何も答えなかった。

　これ以上、悠ゆう長ちように話をしている暇はない。生虚神ウロガミがまだチャンスを与えている以上、何とかしてこの窮地を脱しなければならない。閉鎖された館内から、自分達を探している捜査官達の眼めをかいくぐって、外のバスまで戻る。そんな方法があるというのか。

　カナタはまず、イーグルアイの口にガムテープを貼り付け、喋しやべれないようにして放置する。

　そうしてからサーバー室の隅に向かい、壁の排気ダクトの蓋ふたを外し始めた。

「何をするつもりなんだい、黒くろ木き君！」

　時間がない中、カナタの奇行が理解できないソウジは慌あわてて問う。

　カナタは蓋を取り外す作業を続けながら、淡たん々たんと答えた。

「ここに置かれているサーバーは、稼働している限り高熱を発する。高速の情報処理作業は、ハードウェアを熱くさせるからだ。サーバーを冷やし続けなければ、オーバーヒートして、コンピュータは暴走するだろう。この部屋の冷房が強力なのは、サーバーを猛烈に冷やし続けるためだ。サーバー室に対流する熱は、排気ダクトによって外に放出されているんだ」

　そこまで言われれば、ソウジにもピンとくる。

「そうか！　排気ダクトなら外に通じてる！　そこを通れば、脱出できるってことだね！」

「ああ。オレが記憶している見取り図通りならだ。ただし、少し問題もある」

「問題？」

「それはその時に話す」

　そこまで話すと、突とつ如じよとしてサーバー室の入り口の扉が、外側から激しく叩たたかれ始める。

　おそらく警備員が、カナタ達の居所を突き止めてきたのだろう。

　入室権を持った職員が駆かけ付けようものなら、扉はすぐに開かれてしまう。

　だがその前に、カナタは排気ダクトの蓋ふたを取り外し終える。

　蓋を外した向こうは、人が背を低くすれば歩いて進める高さの、狭い空洞が続いていた。

「行くぞ」

　先導するカナタに続き、マコトとソウジも、思い切って排気ダクトに足を踏ふみ入れた。

　ダクトの中には、侵入者を検知するための、赤外線センサーや柵が、いくつも仕掛けられていた。潜入が気付かれている今になっては、それに接触することなど構わなかった。柵も蹴け破やぶって進むだけであるため、大した障害にはならない。

　ただ、センサーの渦中を無理に突き進んでいるのだ。

　おそらくこれで、ダクトから逃げようとしているのは気付かれたことだろう。

　ダクトの出口に先回りされる前に、外に出なければならなくなった。

　駆かけ足気味でダクトの奥へと50メートルくらい進んだ先で、広い地下トンネルのような場所に合流した。そのトンネルの中央には、太い冷却パイプが通っている。常に冷えているそのパイプが、サーバー室から送られてくる熱を冷やしているのだろう。

　その冷却パイプが通っているトンネルを見ながら、カナタは言った。

「あのトンネルの先に、地上に繫つながるはしごがある」

「あの先って……近付けないじゃないかよ！」

　マコトの言う通りだった。

　カナタ達のいるダクト通路の先には、高速で回転している等身大のファンと、頑丈な鉄てつ格子ごうしが立ち塞ふさがっているのだ。ファンは、サーバー室の、空気の流れを制御しているものだろう。人間が接触すれば、ミキサーにかけられるようにズタズタに引き裂かれるのは想像がつく。

　はしごに続く通路は、そのファンと鉄格子を越えた先にあるのだ。

「あのファンを止めないと、これ以上進めないだろ！　止める方法なんてあるのかよ！」

　カナタは──いきなりマコトの顎あごを横から思い切り殴なぐり付けた。

　その１発は綺き麗れいにマコトの脳を揺ゆらし、即座にノックアウトさせる。

　マコトは気絶し、カナタにもたれかかるように倒れてきた。

　そのカナタの行動に驚いたのは、見ていたソウジである。

「黒くろ木き君、いったい真さな田だ君に何してるんだよ！」

「お前は人を傷付けてでも生きたかったんだったな。なら見ていろ。それはこういうことだ」

　カナタはゾッとするような冷れい酷こくな眼まな差ざしで、ソウジを見やる。

　ソウジの背筋に悪寒が走った。

「生虚神ウロガミ。聞こえているか」

　確認せずとも、状況を高見から見物していることくらいわかっていた。

　だからこそカナタは、その返事も待たずして要求を告げる。

「オレが合図をしたら──〝真田マコトを爆破〟しろ」

　カナタが何をしようとしているのか。理解したソウジは蒼そう白はくになる。

　いったい何ということを考え付くのか。カナタはクラスメイトを爆破することで、活路を得ようとしているのだ。悪魔のように冷徹な策により、窮きゆう地ちは覆くつがえされようとしていた。
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　夕焼け空に、滲にじむような赤い太陽が浮かんでいた。

　木々や家々、電柱の影が、地面に長く伸びている。

　ひぐらしやカエルの鳴き声が、合唱のようにいくつも重なって聞こえてきていた。

　田んぼの側道を家に向かって歩く村人達の中を、１人の侍女が小走りで駆かけて行く。

　侍女は道を外れ、雑木林の草木を搔かき分けて進み始めた。

　そうして声を張り上げた。

「ホムラ様～！」

　侍女は生おい茂しげる緑の向こうに向かって、その名を呼び続けた。

　やがて藪やぶを抜けた先の少し開けた草原のような場所に出る。そこは小高い丘となっており、その天辺に、膝ひざを抱かかえて座っている振り袖の少女を見つけた。

　侍女は少女に駆け寄りながら、声をかけた。

「探しましたよ、ホムラ様。やはりここにいらしたんですね」

「……フユキ」

　ホムラは、侍女に気が付いた。

　優しく微笑ほほえみながら、フユキはホムラの隣に腰掛けた。

「フフ。お気に入りの場所でございますものね。夕焼けの村を一望できる穴場。ホムラ様に教えていただいてから、私も時々、ここに来るのですよ」

「そうだったんだ……」

　少女の見つめる先には、村の全景があった。

　山と山の谷間に沈んでいく太陽が眩まぶしく、その光の下を歩く村人達や、放牧されている家畜達の姿がのどかだった。暖かみを感じる日差しが、並んで丘の上に腰掛ける２人の影を、長く背後に伸ばしてくれている。夜の気配を潜ひそめた涼やかな風が、周囲の草原に、波紋のような波立ちを起こしては消えていった。

　ホムラは、ポツリと言った。

「──人類の平和と繁栄のため」

　ホムラはフユキを見ようとせず、夕ゆう陽ひの下を歩く遠くの村人の姿を見下ろしていた。

　口にした言葉を滑こつ稽けいに思ったのか、苦笑して続ける。

「お父様から、何度も聞かされてきたわ。バカみたいなお題目よね。黒こく陽よう宗しゆうの理念って」

　ホムラの父親は、黒陽宗という国内でも大規模な宗教団体を束ねる代表者である。

　神の名で呼ばれ、崇あがめられ、この村の屋敷で奉たてまつられている至高の存在。

　その父が口にする理念こそは、黒陽宗設立当時の初代代表から受け継がれた哲学である。

　ホムラは、どことなく悲しそうに語った。

「誰かの役に立ちたいって。そんなことを理想に掲げて、村の人達はみんな、平気で笑っている。まるで自分の人生なんて、最初から他人のためだけにあるみたいな口振りじゃない。みんな、自分以外の誰かのために生きてるの？　何のために、自分は生まれたんだろうって、そう疑問に思うことさえないように〝調整〟されてる。酷ひどい話よ」

　ホムラの言葉を、フユキは黙だまって聞いていた。

　フユキはいつも、ホムラの話を最後まで聞いてくれる。

　この村では稀き少しような話し相手の１人だった。

「みんなこの村で生まれ、理念のために死んでいく。本当に家畜同然。私達が尽つくそうとしている人達が、本当に尽くす価値のある相手なのか。確かめることも、拒こばむこともできないのに。戦争のあった大昔の時代から、私達はただそのためだけに生かされてる。最初から、誰か知らない他人に尽くすために生きてる。……こんなの間違ってるよ」

「ホムラ様……」

　心配したように、フユキはホムラを見やった。

　村を見渡しているホムラの眼まな差ざしには、少なからずの決意が宿っていた。

　ホムラはついに、その気持ちをフユキに打ち明けることを選ぶ。

「私はいつか、この村を出たい。遠くの見知らぬ土地で暮らしたい」

　それはこの村において最大の禁きん忌きである。

　この村で生まれた者は、生涯をこの村で過ごさなければならない。

　それはこの村の神である、ホムラの父が遵じゆん守しゆさせている村の掟おきてだった。

　将来、父の跡を継いで、その掟を村人達に守らせる立場にあるホムラが、村を出ることなど許されるはずがないのだ。それはフユキが言わずとも、叶かなわぬ願いにしか聞こえなかった。

　だがそれでもホムラは、悔くやしげに言った。

「人類の平和とか、繁栄とか、そんなのどうだって良いの。私は、他人よりも自分のことを大事にしたい。神様なんて継ぎたくない。黒こく陽よう宗しゆうも、洞うろ谷たに村むらも、全部消えてなくなれば良いのに。毎日そう思ってるのに、どうしてそうはならないんだろう。何でこの村には、嫌いやなことばかりなんだろう……何で私達は、自由に生きちゃいけないんだろう……！」

　そのつもりはなかったのに、ホムラは泣き出してしまう。

　悔くやしさが悲しみに変わり、それが止めどない涙となって流れ出てしまったのだ。

　ホムラはボロボロと涙をこぼし、膝ひざを抱かかえたまま俯うつむいてすすり泣いた。

　震える小さなホムラの肩を、フユキは抱き締めた。

「ホムラ様は、本当に泣き虫でございますね。神様の子とは思えない程に」

　フユキはホムラの耳元に囁ささやいてきた。

　ホムラが泣き出すと、いつもフユキが、そうしてホムラを抱き締めてくれる。

　その温ぬくもりと、フユキの良い匂いが、ホムラは好きだった。

　フユキはホムラの頭を撫なでながら、言い聞かせてきた。

「ホムラ様のお父様は、この村の管理人。お父様がご逝せい去きよなされたのなら、ホムラ様が、お父様の跡をお継ぎにならなければなりません。それがこの村のしきたりでございましょう」

「そんなしきたり、守りたくなんてない」

「ホムラ様がそう望んでおられるなら、フユキはそれを応援したいと思っています」

「……え」

　意外な意見がフユキからもたらされ、ホムラはその顔を見上げてしまう。

　フユキはどこまでも優しく、ホムラの悲しみを包み込むように微笑ほほえんでくれていた。

「私は家畜の身。本来なら、ホムラ様に意見差し上げる立場にはありません。差し出がましいのは承知ですが、フユキは……ホムラ様のことを本当の妹のように愛いとしく感じております」

　妹。フユキがそう思ってくれている。嬉うれしかった。

　ホムラもフユキのことを、本当の姉のように感じていたのだから。

　悲しい時。寂しい時。１人でいたくない時。小さなホムラの傍そばにいてくれたのは父ではなく、いつもフユキだった。フユキがいたから、この村で生きてこられた。フユキが話を聞いてくれるから、孤独ではなかった。

　フユキのことが、大好きだった。他の村人のように、家畜だなんて思ったことなどない。

　フユキを抱き締め、顔を歪ゆがめて縋すがり泣いた。

　そんなホムラの頭を、フユキは撫なで続けてくれた。

「ホムラ様の願いこそが私の願いであって。ホムラ様の幸せこそが、私の幸せ。ホムラ様が笑っていてくださること、フユキの望みはそれだけでございます」

「フユキ……！」

「妹の幸せを願うのは、姉として当然でしょう？　村をお出になりたいと願うのでしたら、それが叶かなうように、フユキはいつでもお力添えいたします。フユキはいつだって、ホムラ様の味方です。いつだって、傍でお守りいたします。たとえこの命に替えてでも」

　ホムラはフユキに尋たずねた。

「もしも村を出ることができたら……フユキも一いつ緒しよに来てくれる？」

　その申し出をされ、フユキは驚いた顔をする。

　村を出ることなど、家畜であるフユキは考えたことがなかったのだろう。

　少し困った顔ではあったが、それでもフユキは微笑んだ。

「ホムラ様が、それを望むのでしたら」
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　官公街の建物のいくつかから、不穏な黒煙が立ち上っていた。

　都警察が手際良く駅や道路を閉鎖できたおかげか、「何事が起きたのか」と集まる野次馬達を現場に近付けることなく、それらを遠巻きに見守らせるだけに留めることができている。

　だがマスコミのヘリだけは違った。

　爆発音のような大きな音と、振動。それらを不審に感じた近隣住民達の通報情報を嗅かぎ付けると、すぐさま報道ヘリを飛ばして、官公街上空を飛行取材しているのだ。飛行禁止命令は間に合わず、事態は、全国ネットの緊急報道番組で取り上げられ始めていた。

　消防車や救急車、警察関係者が慌あわただしく街の中を駆かけ回る異様な状況だった。

　そんな景色を見ながら、ハンターは車を走らせる。

　攻撃されたのは、公安調査庁の社しや屋おくの一角。それに警視庁本庁舎ビルの一角だ。

　他にも国会議事堂前や、霞かすみヶが関せき駅、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルもテロ攻撃の標的として狙ねらわれたようだったが、幸いにもその攻撃は失敗に終わったと聞いている。

　実行犯達は逃げたか、あるいは身に着けていた爆弾によって自爆したと報告を受けている。

　ようするに、官公街はテロリスト達の不意打ちを受けたと言える惨さん状じようだった。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビル前に車で乗り付け、降り立ったハンターは開口一番に悔くやむ。

「クソっ！　何て事態だよ、まったく！」

　ハンターは怒いかりにまかせ、運転席の屋根を殴なぐり付けた。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯビル前には、地下作戦本部バンカーフロアから退避した職員達がまだたむろしており、人混みとなっていた。それらを搔かき分け、ステラを連れて内閣情報捜査局ＣＩＲＯのフロントロビーに向かう。入り口の警備に身分証を提示した後、ハンターとステラはエレベータで地下に向かった。そうして、地下作戦本部バンカーフロアに辿たどり着く。

　メインフロアやサーバー室周辺では、捜査官達が現場検証を行っているようだった。

　見慣れた職場が現場検証の対象となっているのを見るのは、ハンターには何ともやるせなかった。「立入禁止」の黄色テープをくぐり抜け、２人は会議室の１つに向かう。

　防音ガラスの壁で仕切られたそこには、すでに３人の男女がいた。

　狩か月げつ局長とドクター。それに……人質に取られたというイーグルアイである。

　入室するなりハンターは、毛布にくるまった姿で椅い子すに腰掛けているイーグルアイに歩み寄る。酷ひどく泣いた跡のある顔で、力なく俯うつむいているイーグルアイを見て、ハンターは心配した。

「事情はここに来るまでに聞いた。大丈夫だったか。怪け我がはしてないのか？」

「……私は大丈夫」

「そうか」

「それより私、脅おどされて機密情報を──」

「そんなことどうでも良い。今は気にするな。それよりも、もう家に帰って休め」

　ハンターの優しさが辛つらかったのか、イーグルアイは再び、ボロボロと涙をこぼし始める。

　見ていられず、ハンターはドクターに言った。

「状況はどうなってる」

「ブレイカーが葉よう台だい高校の生徒を引き連れ、イーグルアイを脅して館内に潜入。Ｃ４爆薬入りのスーツケースで、ここを吹き飛ばすつもりだったんだろうな。幸いにも侵入発覚が早かったおかげで、その攻撃は未遂に終わった。爆薬は回収して、今は鑑識に回してる。実行犯のブレイカー達は、官公街の封鎖前にどこかに逃亡したと見られている」

「聞いたのは起きたことの説明じゃねえよ。緋ひ上かみカナタの捜査状況はどうなってんだっていう、今後のことだ。それに一いつ緒しよにいたクイーンやルークはどうなった。まさか殺されたのか」

「さあな。わからん」

「わからんだと！」

　ハンターは怒鳴った。だが、その怒いかりをドクターに向けても仕方ないことならわかっていた。ハンターは苦にが々にがしい顔で、「すまん」と謝罪した。

　ハンターが落ち着くのを待ってから、ドクターは続けた。

「見ての通り、職員達は待避中で、仕事は停滞している。公安調査庁、警視庁や他機関に応援を願いたいところだが、連中はブレイカーの別働隊に、うちより手て酷ひどくやられたらしい。ようするに今現在、この国の治安維持機構は、中ちゆう枢すうがこぞって麻ま痺ひしている状態だ。ブレイカーの追跡をしたいのは山々だが、しばらくは仕事にならんだろう」

「それがテロの狙ねらいだって可能性は」

「十分にある。我々が麻痺しているこの期間を狙っての大攻撃は懸け念ねんされるだろう。放置しておくのはあまりに危険だ」

「何てことだよ。ＮＳＡが警告してきたテロ攻撃ってのは、黒こく陽よう宗しゆうじゃなくて、俺達の身内で計画されてたわけだ。テロが起きることを予見していたってのに、見当違いの捜査をしてたなんて、俺達はとんだ間抜けじゃねえかよ、くそったれ」

　ハンターは苛いら立だちながら、ドクターに尋たずねた。

「警視庁や公安調査庁は物理的に破壊されたとは言え、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは無傷だろ。職員達を今すぐ戻して、すぐに仕事に取りかかれないのか」

「それだが……」

　ドクターは言いづらそうに、それまで黙だまっていた狩か月げつを見やる。

　狩月は困ったように頭を搔かいて、ハンターに説明した。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯは現在、上層の意思決定機関である情報統合連絡会インテリジエンス・コミニテイから、業務凍結の命令を受けているところです。捜査活動を再開したくても、上から駄だ目めだと言われてるわけです」

「何だよそりゃ！　この非常時に、どうしてそんな命令が出る！」

「責任問題ですよ。今回のテロ実行犯であると見られる緋上カナタ。刑務所に囚とらわれていた彼を再び世に放ち、自由を与えたのは私ですからね」

「……！」

　絶句するハンターに向かい、狩月は続けた。

「緋上カナタは、経歴上すでに死亡している人間です。この世に存在しないはずの凶悪なテロリストが、なぜか再び現れてテロを実行した。世間がそれを知れば、なぜ緋ひ上かみカナタが生きているのかを疑問に思うでしょう。その理由が〝政府機関による違法釈放〟だったのだと知られれば、これは日本の国家システムの根幹を揺ゆるがしかねない大失態になりかねません。この事態は、政治上においても非常に繊細な事案と化しているのです」

　狩か月げつの後を、ドクターが補足した。

「無論、局長単独の権限で緋上カナタを解放することなどできなかった。天使の奈落アンヘルダスト計画は、司法、行政、それぞれの主要メンバーの秘密合意の上に成り立っているものだ。世間の批判を浴びるべきは全員だが、政治とはそういうものではない。もしも緋上カナタが生きていることが世間に知られた際、局長は責任を負わされる役として選ばれたというところだろう」

「私は、スケープゴートにされるわけですねえ」

「だから上は、これ以上、この事件の捜査指揮を局長に任せる気がないのさ。局長はおそらく懲ちよう戒かい解雇。少なくとも次の適任者が局長としてやって来るまで、我々の捜査は凍結といった具合さ。してやられたよ」

「ふざけやがって！　上はこの状況で責任の押し付け合いかよ！　どれだけ危険な状況なのか、まるで危機認識ができてねえ！」

「しかも残念なニュースはそれだけじゃない。秘密にしていたのに、私達が洞うろ谷たに村むらを調査していたことまで上層部にバレたらしい。おそらくブレイカーが意図的に情報を流布したんだろうな。案の定、黒こく陽よう宗しゆうの息がかかった政権内の連中が早速、黒陽宗の権利侵害を陳ちん情じようしてきていて、捜査の合法性を追求され始めているよ。違法捜査に、テロリストの釈放か。下手へたをすれば内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、このまま解体される可能性も出てきている。泣きっ面つらに蜂はちだよ」

「あの小僧、内閣情報捜査局ＣＩＲＯを完全にぶっ潰つぶすのが目的だったのか……！」

　拳こぶしを握って歯は嚙がみしているハンターを、ドクターが宥なだめる。

　ハンターは、ふと気が付いた。

　会議室のデスクの上に、モバイルＰＣが開かれて置かれている。

　どうやら狩月達は、ハンター達が来る前に、そのモニターを見ていたようだった。

　狩月はハンターのその視線に気付き、不敵に笑えんで言った。

「──もしかしたら我々は、大きな見当違いをしている可能性があります」

　そう言う狩月の意図を図りかね、ハンターとドクターは怪け訝げんな顔をした。

　狩月達が見ていたＰＣモニターには、監視カメラの映像が映っている。

　そこには、イーグルアイを抱き締め、首筋にボールペンの先端を押し当て脅おどしているカナタの姿が映し出されている。そしてカナタの目線は──カメラに向けられていた。

「今回の内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルへの攻撃計画といい、他施設への攻撃といい。どうにも彼が考案して指揮しているとしたなら、お粗末で大おお雑ざつ把ぱな計画である印象が否いなめないのですよ。まず、攻撃が失敗した施設が存在するという時点でね」

　コードネーム、悪魔ブレイカー。

　ＩＱ１９２を誇り、狩か月げつに〝人類史上最悪の天才〟と言わしめる才覚の人物である。

「彼が本気で計画を立てて我々を狙ねらっていたのなら、今頃こうしてここで、我々が生きて会話をすることなどできたとは思えません。彼がこのテロを指揮している人物であるというのは、どうにも腑ふに落ちないのですよ」

「天才でもミスをすることはあるだろ。それが今回の攻撃だったってだけじゃないのか」

「彼にミスなどありえません。そういう人材です。だからこそ、この監視カメラの映像からして、明らかにおかしいんです」

　狩月は、カメラに目線を送っているカナタの静止画を指し示した。

　ハンターはよくわからず、狩月に尋たずねた。

「この映像の、何がおかしいんだ？」

「彼が〝カメラ目線である〟という点ですよ」

　そう言う狩月の眼まな差ざしに、猟犬の狡こう猾かつさが覗のぞく。

「つまり彼は、カメラの存在に気が付いている。それなのに、わざわざイーグルアイを脅おどしている姿が映るアングルで、犯行に及んでいます」

「……！」

「イーグルアイはブレイカーに呼び出され、席を立つ前に、部下の情報分析官にフロントロビーに向かうことを言付けていました。この映像を見て事態に最初に気が付いたのは、帰って来ないイーグルアイの行方ゆくえを捜していた、その情報分析官です。そしてこの映像によって、ブレイカー達の侵入が発覚しました。おかしいとは思いませんか。カメラの存在に気が付いているのなら、ブレイカーはイーグルアイを脅してる姿が映らないように注意すれば良かった。そうすれば、侵入発覚はもっと遅らせられたかもしれないのにです」

「……これが〝メッセージ〟なら、話は別ってことか」

　ハンターは驚いた顔で言った。狩月は肯こう定ていの微笑ほほえみを浮かべる。

「はい。おそらくそうでしょう。この映像を見るに、ブレイカーは元から、犯行を我々に気付かせるつもりでいたように思えます。つまり内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルを爆破する意図など、彼には最初からなかったのではないか。そう考えられるのですよ」

「ならいったい、爆弾を持ち込んだブレイカーの目的は何だったんだ」

　ハンターと狩月の話を聞いていたイーグルアイが、思い出したように発言した。

「そう言えばあいつ、首に接続輪オンラインリングを付けてた」

「接続輪オンラインリングだと？」

　イーグルアイは、カナタが口にしていた言葉を思い出す。

　──何を聞くんだ？

「仲間と話してるのかと思ってたけど……今考えてみると、誰かに指示を仰あおいでるって感じに聞こえないこともなかったわ」

「……おい、局長」

「カラクリが見えてきたな」

　ハンターとドクターは不敵に笑えみ、狩か月げつを見やった。狩月は、その視線に応える。

「ブレイカー及び、葉よう台だい高校の生徒達は何者かに操られている。今この時、そんなことをしでかしそうな団体と言えば、１つしか思い浮かびませんねえ」

　狩月は胸元からカードを取り出し、ドクターに歩み寄った。

　装飾のない黒塗りのカード。それは──内閣情報捜査局ＣＩＲＯの局長にのみ与えられる、国家機密のほぼ全てにアクセスができるカードである。

　カードをドクターに手渡し、狩月は宣言する。

「現時点を持って私は、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ局長の全権限を、燈とう咲さきカエデに委譲します」

　そのカードを受け取り、ドクターは寂しそうに狩月を見つめた。

「後任はまだ決まりません。ですが私以外の適任者は、現時点においてはあなた以外に存在しません。あなたを暫ざん定てい局長として任命します」

「局長……」

「上はすでに、私の話など聞く耳を持たないでしょう。ですが私以外の人間が指揮を執るなら、最後のチャンスを与えてくれるかもしれません。我々は今、黒こく陽よう宗しゆうという強大な権力を前に、組織解体の窮きゆう地ちにまで追い込まれています。この事件の捜査を立て直すためには、何としてでも凍結された〝捜査権限〟を取り戻さなければなりません。それができるのは、あなた以外にいません。──内閣情報捜査局ＣＩＲＯを任せしましたよ、ドクター」

　それだけを告げると、狩月は手を振って去って行く。

　どこへ向かうのか。会議室の扉を押し開け、そうしてフロアから遠ざかって行った。

　ドクターが名残なごり惜しそうに狩月の背中を見送っていると、ハンターが咳せき払ばらいをする。

「それで。これからどうするんだ、〝燈咲新局長〟さんよ」

　ハンターに本名とその肩書きで呼ばれ、ドクターは苦笑する。

「人を集めろ。洞うろ谷たに村むらを洗い直す。今すぐにだ」

「俺達は今、業務凍結中の身だろう？　サーバーへのアクセス権も、部下への命令権も、何もかも剝はく奪だつされてる。この状況で人を集めて何ができるってんだ」

「下っ端ぱが細かいことを気にするな。これから私が上を説得し、すぐに捜査権限を取り戻す」

　自信に満ちているドクターの顔を見ながら、ハンターは肩を竦すくめてみせた。

「……なるほどな。仮にそれができたとしても、問題はそれだけじゃねえ。洞谷村は黒陽宗の総本山だろ。黒陽宗の息がかかったメンバーがいる上層部は、捜査を認めないはずだ。今さら、ブレイカーの背後にいる黒幕が黒陽宗だなんて言ったところで、誰も聞く耳持たない。もう無理矢理にでも、ブレイカーが犯人ってことで手打ちするしかないのかもしれんぞ」

「なら、私が上の命令を聞かなければ良いだろう」

「……おいおい。新局長の最初の仕事が、命令無視ってか？」

「私らしくて良いだろう。狩か月げつ局長とは、やり方が違っているのさ」

　ドクターが断じると、ハンターはにやけた。

　意外なことに、イーグルアイも立ち上がり、ドクターに言った。

「私も手伝わせて」

「大丈夫なのか？」

　ドクターに心配され、イーグルアイは苦笑して答える。

「大丈夫って、虚勢張るのは無理だけど。でもブレイカーは、どんなに追い込まれた状況だったとしても、私を傷付けなかったんだなって。きっと私に助けを求めていたはずなのに……それなのに私、事情も知らずに酷ひどいことをたくさん言った。何とか助けてあげなきゃ、上級情報分析官の肩書きが廃すたるってもんでしょ」

「フフ。相変わらず人が良いな、君は。普通、自分を脅きよう迫はくした男を心配するものかね」

「それが私だから、仕方ないわよね」

「機密情報を漏ろう洩えいさせた処分は後だ。さっさと仕事に戻って、事件解決に注力するように」

　ドクターはイーグルアイに、続けて命じた。

「館内放送の準備をしてくれ。暫ざん定てい局長就任の連絡をする。職員を全員、地上からここに呼び戻すぞ。非番の連中も、全員連れて来い。これから捜査を立て直す」

　言われてイーグルアイは、モバイルＰＣを持って会議室を飛び出して行った。

　会議室に残ったのは、ハンターとステラである。

「俺達はどうする」

「現場捜査官を２手に分ける。一方には引き続き、経団連の警護をする任務を与える。そちらの陣頭指揮はステラに任せよう」

「了解しました」

　生き真面目まじめに敬礼までして、ステラも会議室を去って行く。

　ドクターは、ハンターを見やった。

「おそらく黒こく陽よう宗しゆうは、自分達の立案したテロ計画をブレイカー達に実行させている。自分達のテロ関与を隠し、緋ひ上かみカナタという大物テロリストに罪を着せる筋書きなんだろう。おまけにその責任問題で、内閣情報捜査局ＣＩＲＯを解体することも狙ねらいだったのではないかと推察される。まずはこの説を立証するために、ブレイカーの〝置き土産みやげ〟を当たってみるさ。同時に、ハンターは準備を進めておいてくれると助かる。洞うろ谷たに村むらで何かが起きているのなら、そろそろ〝ボマーからの最終連絡〟が来るはずだろうからな。何とか、その動きに間に合わせなければ」

「準備するって、何の準備だ」

「捜査権限が戻り次第、部隊を派遣する。──洞谷村を〝制圧する〟のさ」

　ハンターは何も言わず、ただ不敵に笑えんだ。

　そんなハンターを引き連れ、ドクターも会議室を後にする。

　フロアを踏ふみしめるドクターのヒールの音は力強く、揺ゆるがない覚悟を感じさせた。

　ホールでエレベーターを待っている狩か月げつの耳にも、その心地良い音は届いていた。

　後身のドクター達に任せたことを後悔などせず、ただ狩月は呟つぶやいた。

「神と悪魔ブレイカー。果たして本当に操られているのは、どちらなんでしょうね」

　答えは、すぐにでもわかるだろう。狩月には、その予感があった。
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　空が茜あかね色を帯び始め、黄昏たそがれを迎えようとしている。昼間騒さわがしく鳴いていた蟬せみ達の声も緩み、遠くの空には、飛び去っていくカラスの群れが見えていた。

　山肌に設けられた林道。

　その途中に、アスファルトで舗装された道路と、未舗装路とに分かれるＹ字路があった。

　未舗装路は、一般道から洞うろ谷たに村むらに続いている分かれ道である。

　そこは洞谷村の入り口と呼べる場所である。

　有刺鉄線のバリケードが設けられており、関係者以外立ち入り禁止の札がかかっている物々しい場所だった。その物々しさをさらに増そうとでもいうように、今は３人の村人が、土ど囊のうを積み上げる作業をしているところだった。

　シャツに作業着といった軽装で、３人は汗だくだった。

　一見して、真面目まじめに働いている普通の作業者にしか見えなかったが、実のところその懐ふところには、見えないように拳銃を所持している。当然、３人は黒こく陽よう宗しゆうの熱心な信者である。今になって土囊を積み上げているのは、これから攻めてくるであろう外敵の攻撃に備えてのことだった。

　村人の１人が作業の手を止め、タバコを吸って一服を始める。

　それを見た監督と思わしき村人が、怒いかりの形相で注意した。

「おい、お前！」

「はい？」

「サボってねえで、もっと土囊を高く積み上げろ！　これは生虚神ウロガミ様のご命令なんだぞ！」

「わかってますってぇ。でもちょっとくらい休んだって良いっしょ。疲れたよ」

「バカ言え！　生虚神ウロガミ様の予言によれば、もうすぐ村に悪者達が攻めて来るってんだぞ！　タバコ吸ってる間にここに攻め込まれでもしたら、大変だろうが！」

　村人達が言い合っていると、その場に１台の軽トラックが近付いてきた。

　軽トラックは、ノンビリとした速度で走ってくる。

　ギアの嚙かみ合いが悪いような音がするところからして、整備不良車ではないかと思われる。そのトラックを運転していたのは、乗り物と同じくらい、調子の悪そうな老人だ。運転に緊張しているのか、血相の良くない顔は冷や汗にまみれているようだ。

「何だあ、あの爺じいさん」

　軽トラックは、村人３人の傍そばで停車した。

　その理由はわからない。老人が何をしたいのか、３人には理解できなかった。

　もしも老人が洞うろ谷たに村むらに向かおうとしているのであれば、３人はそれを止めなければならないだろう。３人は顔を見合わせ、とりあえず声をかけることにした。

　監督役の村人が、停車した軽トラックに歩み寄ろうとした時である。

　予期せぬことに、トラックの運転席ではなく、助手席側の扉が開け放たれた。

「んっしょ。んしょ、です」

　助手席から降りてきたのは、１人の少女だった。

　歳としは小学生高学年くらいだろう。

　背の低い子供だったため、老人の隣の席に、その少女が座っているのが見えなかった。

　背中まで伸ばした金髪をツインテールにしている。スカイブルーの眼まな差ざしをしたその少女は、動く西洋人形のように愛くるしかった。麦わら帽子にワンピースといった格かつ好こうで、どこか裕福な家庭の、異人の令嬢に見えた。

　いきなり現れた金髪の少女に、３人は啞あ然ぜんとする。

　少女は３人の姿を発見すると、一気に赤面して、恥はずかしそうに尋たずねてきた。

「あの、あの……」

　少女はモジモジとした様子で、３人を上目遣いで見つめた。

「私、柴しば崎さきアリスって言う、です」

　その名乗りは日本語だった。ただし、どこか辿たど々たどしい片言であることから、日本語はそれ程堪たん能のうではないのかもしれない。それでも、意思疎そ通つうができるレベルの会話は可能なようだ。

　気を取り直した３人の内、監督役の村人が、愛想良く微笑ほほえんでアリスに応える。

「はいはい。アリスちゃんね。御用は何だい？」

「洞谷村に行く道は、そこで合ってるですか……です？」

　アリスは恐る恐る、３人の背後に伸びている未舗装路を指差した。

　どう返事したものかと考えたものの、村人は、とりあえず正直に答えることにした。

「ああ、この先が洞谷村だよ」

「本当です？　あー。良かった、です！　道を間違えたかと思った、です！」

「何だいお嬢ちゃん。お爺ちゃんと一いつ緒しよに、洞谷村に向かうつもりなのかい？」

「お爺ちゃん？」

　アリスは、不思議そうに首を傾かしげて見せた。

　村人は軽トラックの運転席にいる、老人を指差した。

「そっちは、お嬢ちゃんのお爺じいちゃんか誰かだろ？」

「ち、違う、です。その人は、ここに来る途中で会った〝知らないお爺さん〟、です」

　少女のその発言で、場の空気が凍り付く。

　知らない老人と、いたいけな少女が同行している。どう考えても良からぬ予感を抱いだかざるをえない状況だ。村人達が誤解しているのを察し、アリスは慌あわてて否定した。

「あ、ゆ、誘ゆう拐かいじゃない、です。村に近付くために車が必要だっただけ、です」

　アリスは辿たど々たどしく、一いつ生しよう懸けん命めいに説明する。

「だから偶然通りかかった、あのお爺さんを〝脅きよう迫はく〟して、ここまで送って貰もらった、です」

　アリスは今、何だか奇き妙みようなことを口にした。

「……今何て言ったの。お嬢ちゃんが、あの人を脅迫したって？」

「はい、です！」

　アリスは満面の笑え顔がおで肯こう定ていする。

「えっと。えっと。お友達から連絡がない時は、緊急事態だと判断して良い、です。みんなが助けに来るまでの間、私は現地を地ならしするよう言われてる、です」

　そうしながらアリスは、軽トラックの荷台に置いてあった、大型のトランクケースを引きずり下ろそうとする。そのトランクケースはどういうことか、アリスの背丈よりも巨大で、持ち手は側面に付いている。よくよく見てみれば、トランクケースというよりも、シールドと言った方がしっくりくるような形状をしていた。
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　アリスがケースを地面に下ろすと、ドスンと鈍にぶい音がする。かなりの重量なのだろう。

　それを引き摺ずって歩くと、アリスは３人に向かって近付いて行く。

　自身の背後をまさぐると、アリスは腰のベルトに付いていた、金属製のボールを取り出す。

　そのボールに付いていた安全ピンを指で弾はじき抜くと、悪気のない純情無む垢くな笑え顔がおを見せた。

「私は洞うろ谷たに村むらを──ぶっ壊しに来た、ですよ！」

　柴しば崎さきアリス、爆弾魔ボマーは、村人達めがけて先制の手て榴りゆう弾だんを投とう擲てきした。
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　火の灯ともっていない囲い炉ろ裏りを前に、狐きつね面めんの少女が正座していた。

　夕ゆう陽ひに暮れ始めている美しい日本庭園。その景色を見渡せる座敷において１人、茶ちや筅せんで抹まつ茶ちや碗を搔かき回す。そうして静かに茶を点たてていた。

　畳の匂いと茶の香が混じり、それを嗅かいでいると、不思議と気持ちが落ち着く。

　少女、生虚神ウロガミは、孤独な精神統一を続けていた。

　障しよう子じ戸の向こうに待機していた、白装束の１人が入室してくる。

「失礼いたします、生虚神ウロガミ様」

　生虚神ウロガミは白装束を見向きもせず、正座したまま尋たずねた。

「総力戦の準備は整いましたか」

「それは現在、村全体で準備中です」

「完了した時にのみ報告をするよう、命じたはずでございましょう？」

「それが……」

　白装束は言いにくいという態度で、語尾を濁にごした。やがて意を決し、それを報告した。

「生虚神ウロガミ様に……女子生徒の１人が謁えつ見けんしたいと申し出ております」

「ほう。どなたでしょう」

「──私よ」

　男が皆まで言う前に、制服の女子生徒が１人、生虚神ウロガミの間に入室した。

　許可なく入室した少女の暴挙に驚き、それを懸けん命めいに制止しようと声を荒げる白装束。

　だがそんな言葉など少女の耳には届いていないのだろう。

　怯ひるまず、ズカズカと、生虚神ウロガミの傍そばに歩み寄って行く。

　生虚神ウロガミは、現れた少女を一いち瞥べつする。その顔は、よく知っているものだった。長い黒髪。やや小柄な体付きの少女である。整った顔立ちは、街を歩けば人目を惹ひく程に可か憐れんだろう。

「これはこれは、緋ひ上かみリセさん」

　少女を連れ戻そうとする白装束に、生虚神ウロガミは「構いません」と告げる。白装束が下がるのを確認すると、リセは無言で、囲い炉ろ裏りを挟はさんだ生虚神ウロガミの対面席に正座した。

　生虚神ウロガミはリセを見やり、尋たずねた。

「今、私達は忙しいのでございます。いったい何のご用でしょうか」

「いつまでそんな仮面を着けて神様気取りなのかしら、沙耶白ホムラ」

「……！」

　リセは、生虚神ウロガミにその名を投げ付ける。さすがにそれには驚き、生虚神ウロガミは口を噤つぐんだ。

　リセは冷ややかな眼まな差ざしで、淡たん々たんと言った。

「本名を知られて驚いたかしら」

「どうしてその名が、私の本名だとお思いなのでございますか？」

「簡単なことだよ。黒こく陽よう宗しゆうの代表は、代々洞うろ谷たに村むらの盟主である沙さ耶や白しろ家の者から選出されている。そして村人達が、あなたのことを話しているのを聞いたの。ホムラ様とね」

「……」

「あなたは神なんかじゃない。名前と肉体を持った、ただの人間よ。いい加減、それを認めて、私と話しをしてくれないかしら。得意の神様口調だと、調子が狂うもの」

　名前を知られたからといって、どうということはない。

　生虚神ウロガミは気を取り直し、点たてたばかりの茶を、リセに差し出した。

　リセは……黙だまってそれを受け取った。

「ウフフ。私が〝人間〟でございますか。面白いことをおっしゃいますね」

　生虚神ウロガミは──かぶっていた狐きつね面めんを静かに外す。

　仮面の下の素顔は、吊つり目がちで妖よう美びな眼差しをしていた。

　作り物のように、きめ細かく汚れ１つない白の玉肌。そして唇くちびるを鮮やかに彩いろどる深しん紅くの紅。

　絶世の美女であると言われても納得する程の、類たぐい希まれな美び貌ぼうである。

「良いでしょう。ではここでは仮に人間として、お話を伺うかがうことにしましょう。改めて、私に何のご用でございましょうか」

　生虚神ウロガミ、沙耶白ホムラは妖あやしく微笑ほほえみかけてくる。

　その魔性の素顔を真っ向から睨にらみながら、リセは言った。

「私達を見張っていた村人達が慌あわただしいわ。何かに備えて、準備を始めているみたいだった。クラスの子達も、何が起きるのかって、みんな怯おびえてる。いったいこれから、何が始まるのか。まずそれを確認させて欲しかったの」

「それを私があなたに教えて、何の得があるのでしょう」

「言葉にして教える必要なんてない。もうわかったから」

「……？」

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯが、この村を制圧に来るのね」

「！」

　言い当てられたホムラは、露ろ骨こつに驚いた顔をする。リセは淡たん々たんと言った。

「顔に書いてあったわ。私が質問をした時、あなたは僅わずかに頰ほほを固くした。秘密を知られたくないと感じる防御の反応と、質問を煙けむに巻こうという回答だった。僅かでも弱みを握られたくなくて、それを隠すための虚勢。その態度をとったから、そうだと推察したのよ。村人達は、制圧攻撃に備えて準備を始めているのね」

　リセの非常識なまでに鋭するどい洞察眼に、ホムラは絶句してしまう。

　構わずリセは、さらなる質問を投げかけた。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯはいつ攻めてくるの」

「知ったところでどうなさるのでしょうか」

「私達も村人同様、備えるわ。あなたが捕まる姿をこの目にするため。制圧作戦を邪じや魔まする不運な人質にならないためにね」

「……」

「部隊の到来は近いのね。仮面さえなければ、あなたの気持ちはわかりやすいわ」

　ホムラは苦笑して言った。

「私にも少しばかり、あなたの気持ちがわかります。ご友人を殺されたこと、お怒いかりなのでございますね。私を見る目が、ずいぶんとお厳しいですから」

「その通りよ」

　リセは冷たい眼まな差ざしで答える。

　それはこれまでのリセにはない、他人に対する剝むき出しの殺意だった。

　煮えたぎる怒りを凍結させ、相対する敵の心境を凍いてつかせる。そんな静かに燃える炎を胸中に宿らせ、リセはホムラと対たい峙じしているのである。リセは断言した。

「あなたは近いうちに、必ず法の裁きにかけられる。あなたはルークを殺した。絶対に許しはしない。その時がきたなら、私はあなたを必ず地獄に落とす。そのために、今あなたが隠し持っている全ての不利な情報を暴あばきに来たの。それが私なりの、ルークの仇かたき討うちだよ」

　それを聞かされたホムラは、リセに対する認識を改める。

「初めてお会いした時は、気の良さそうな甘い顔のお嬢さんでしたのに。こうして今お話しているあなたは、その時とは別人のようです。こうしてお話をしているだけで、表情や態度から全てを暴あばかれてしまいそうです。まことに恐ろしい才能を持った方でございますね」

　ホムラはクスリと微笑ほほえんだ。

「今はまるで、お兄様と同じような目をなさっているわ。何か開花したのでしょうか」

「その顔。あなたやっぱり、私やカナタのことを最初から知っていたのね」

「……」

「膝ひざの上の手の位置を変えた。唇くちびるを引き結んだ。どちらも応戦体制を意味する心理反応だね。秘密を暴かれまいと身構えてる。その態度を見るに、隠さなきゃいけない秘密があるのは明白だよ。それだけじゃない。その態度からして、ルークが洞うろ谷たに村むらに来ることも知っていたんじゃないかな」

「……」

「図星だね。左目の目め尻じりが、少しだけ痙けい攣れんした。質問に対する答えを用意しようと、反射的に右脳が記憶を呼び起こした時に起こってしまう生理反応だよ。誤ご魔ま化かそうにも、感情で生理反応はコントロールできない。訓練されてない限りは無理」

　これ以上、ホムラは表情から思考を読み取られまいと、再び狐きつね面めんをかぶろうとする。

　だが顔を隠す前に、リセはそれに気が付いてしまう。

「……変ね」

　リセはホムラの表情を冷ややかに見つめ、それを指摘した。

「あなた〝焦あせってない〟わ」

「……」

「これから内閣情報捜査局ＣＩＲＯがやって来ることがわかっていて、村総出で急いで応戦準備をしているっていうのに、どうしてあなたには焦りや緊張がないのかしら。まるでそれが、最初から想定されていることみたいな態度に見える」

　狐面に素顔が隠されたこともあり、リセの心理読み取り精度は低下する。

　ホムラ、生虚神ウロガミは……懐ふところから拳銃を取り出した。

　緊張が走り、リセは口を噤つぐむ。

「踏ふみ込みすぎですよ、リセさん。それ以上のことを探さぐるようでしたら、あなたのお兄さんには申し訳ありませんが、ここで消えていただくしかなくなります」

　生虚神ウロガミは銃口を向けてくる。

　そのまま２人は、無言でしばらく対たい峙じを続けた。

　やがて、ポツリと生虚神ウロガミが言った。

「……大切に思っていた方を奪うばわれた。あなたの気持ちはよくわかります。今さら無む駄だかもしれなくても、その人のために何かしたいと願うのは、ごく自然な気持ちだと思いますよ」

　生虚神ウロガミの話すその言葉は、不思議なことに本音だった。

　他人の心を行動から読み取れるリセにとっては、特にそれがわかった。

　生虚神ウロガミは、手にしていた拳銃の銃じゆう把はを──黙だまってリセに差し出してくる。

「…………え？」

　受け取れと。生虚神ウロガミはリセに拳銃を手渡そうとしてきていた。

　わけがわからず。だがリセは慌あわてて、それを引ったくるように奪い取る。

　手渡された銃をリセが構え、銃口が生虚神ウロガミに向けられる。

　だが動じた様子もなく、生虚神ウロガミは正座したまま、真っ向からリセに言ってきた。

「チャンスを差し上げましょう。私のことが憎にくくて、今すぐにでも殺したいのでしょう。私は、あなたの親友の仇かたきでございます。なら今ここで──私を〝お撃うちください〟まし」

　その提案は、あまりにも予想外だった。

　圧倒的優位な立場で、今なお生徒達やリセを支配し続けている生虚神ウロガミ。

　それがわざわざ自分から、冒さなくても良い危険を冒し、リセに千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を与えようとしている。今この時に、座敷にはリセと生虚神ウロガミの２人きりである。ここには生虚神ウロガミの身を守る護衛もいないのだ。リセが引き金を引けば、生虚神ウロガミを殺すことは簡単な状況である。

　リセは躊躇ためらった。生虚神ウロガミの真意を図りかねているからである。

　対する生虚神ウロガミは身じろぎ１つせず、無言でリセを見つめ続けてきているではないか。

　殺せる。その確信を持つまでに、リセは時間がかかった。

　無残に処刑されたルークのことを思えば、引き金は軽い気がした。

　リセは思い切って──その引き金を絞しぼった。

　……ガチン

　しかし弾たまは発射されない。

　リセは、手にした拳銃を見下ろした。そして愕がく然ぜんとする。……弾詰まりである。

　生虚神ウロガミは、嘲あざ笑わらう。そうしてリセの手から、弾詰まりを起こした拳銃を取り戻した。

「弾は入っていましたし、細工もしておりません。それでも天は、まだ私に生きろと仰おつしやっている。だからですよ。私は運命に守られている。不死身なのです。いついかなる時も、ね」

　生虚神ウロガミはその場で立ち上がる。

　そうしてリセの隣に歩み寄り、青ざめているその耳元に囁ささやいた。

「私の背負ってきた運命を舐なめるなよ、小娘。私はずっと──こうして生かされてきたんだ」

　そうして生虚神ウロガミはリセの隣を過ぎ、座敷を去ろうとする。

　瞬しゆん間かんだった。遠くで何かが爆発する音が聞こえた。

　木々で羽を休めていた鳥達が、その音に驚いて、一斉に夕空へ飛び立つのが見える。

　それを遠目に見上げながら、生虚神ウロガミは呟つぶやいた。

「お出ましですか。どうやらあなたのお兄さんの目もく論ろ見み通りですね」

「……何言ってるの？」

　生虚神ウロガミは、座したまま見上げてくるリセに教えてやった。

「この村からあなたを助けるため、お兄さんは策を講じました。まさかあんな方法で、内閣情報捜査局ＣＩＲＯに情報の置き土産みやげをするなんて予想外でしたよ。けれど──全ては無む駄だです」

　仮面の下の素顔に、不敵な笑えみを浮かべ、生虚神ウロガミは言った。

「あなたは、私の秘密を知りたいとおっしゃっていましたね。なら全てが終わった後、この屋敷の地下を調べなさい。きっとこの村の……いいえ、歴史の闇やみを知ることになるでしょう」

　そう言う生虚神ウロガミの意図は、全くの不明だった。

　数多あまたの謎なぞを振りまき、生虚神ウロガミは、座敷を去ってどこかへと姿を消す。後に残されたのは、座敷を吹き抜ける心地良い薫くん風ぷうと、誰にも吞のまれることのなかった、悲しい抹まつ茶ちや碗だけだった。
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　山際の向こうに、何度目かの爆発音が轟とどろく。

　その度に木々の鳥達が飛び立ち、空には野鳥の影が数え切れない程に現れては去って行く。

　リセが生虚神ウロガミの間を出ると、屋敷内の状況は、酷ひどく慌あわたただしい様相に変化していた。

　拳銃を手にした白装束の村人達が、「敵襲だ！」と喚わめき合っている。廊下や庭を駆かけ回り、屋敷内の拠点守護を固めるべく、自分の持ち場に向かっている様子だった。

　敵襲。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの制圧部隊が、ようやく駆け付けたのだろうか。

　それにしては手際が悪く感じた。

　見たところ、一般道に続く村の入り口方面一カ所からの侵攻であり、村を包囲するような多重攻撃などではない。上空にヘリの姿もなく、航空支援もない様子だが……ともかくチャンスであることには間違いないだろう。村人達はリセに構っている余裕などないらしく、呆ぼう然ぜんと状況を見て佇たたずんでいるリセを見かけても、何も言ってこない。

「今のうちに、みんなと合流しなきゃ……！」

　リセは素早く決断する。

　今の村人達は襲撃に慌てふためいているため、全員が持ち場について防御態勢が整うまでは、思考がよく巡らないだろう。今なら混乱に乗じて、屋敷内を自由に動き回れるはずだ。

「今のうちに、みんなで身を守る準備をしておかないと……！」

　村人達が体制を立て直した時、おそらくリセ達、葉よう台だい高校の女子生徒は人質にされるはずだ。そのために、リセ達は屋敷に取り残されているはずなのだから。

　そうなれば、自分達が内閣情報捜査局ＣＩＲＯ突入の足あし枷かせになってしまうではないか。

　どうやって身を守るか、考えるのを後回しにし、とにかくリセは廊下を駆かけ出す。

　一刻も早く、女子達と合流して、まずこの状況を教えなければならないからだ。

　爆発音が、徐々に近付いてきているのを感じた。

　爆発は、発生頻度も増え、屋敷の廊下にも僅わずかな衝撃と振動が伝わってきている。

　村にはサイレンが鳴り響き、その不穏な音は胸中の不安を搔かき立てるようだ。

　走っている最中、村人達が声をかけ合ってるのが聞こえた。

「ひいい！　何なんだ、あの外人のガキは！」

「お前等ら、正面バリケードの守り役だろ！　何で屋敷まで撤退して来てやがんだ！　今すぐ持ち場に戻りやがれ！　死守しろ、死守！」

「ガキだ！　撃うっても撃っても、撃ちまくってるのに全部あの盾たてみたいなケースでしのぎやがる！　そのくせ笑いながらバンバン爆薬をぶん投げてくんだよ！　爆撃機かよ、ありゃ！」

「ガキだと！　おい、何言ってやがる！」

「ガキがすげえ量の爆薬持ち込んできて、正面バリケードを突破してきそうなんだってば！　前衛守備隊の連中は、ほとんどが殺されちまった！　あんな化物、止められねえよ！」

「そんなことあるか！　くそぉ！　何がどうなってやがる！　守りの人数増やせ！」

　言いながら、白装束達は屋敷を駆かけ出て行く。

　何が起きているのかよくわからないが、村はかなりの混乱状況のようである。

　女子達が捕らわれている部屋は、生虚神ウロガミの間からそう遠く離れてはいなかった。庭に面した縁側廊下、その角を何度か回った先にある奥座敷だ。

　辿たどり着くなり、リセは襖ふすまを開ける。

「みんな、無事!?」

　小宴会場規模の座敷に、制服姿の女子達が全員揃そろっていた。

　１人で生虚神ウロガミに会いに行ったリセを心配していたのだろう。リセの無事な姿を見て、多くの生徒達が胸を撫なで下ろしている様子である。

　メガネのクラス委員長、大おお庭ばヒナが、焦あせった表情でリセに尋たずねてくる。

「いったい外で何が起きてんねん！　さっきからサイレンが鳴りっぱなしやし、爆発音までするやろ！　リセちゃん、何かわからんの!?」

「たぶん、特殊部隊が私達を助けに来てくれたんだと思う」

　リセの答えに、女子達の瞳ひとみに希望の火が灯ともるのが見えた。

　そのままリセは、この場に来るまでに知り得た情報を、なるべく簡潔に説明する。

「誰かがこの村に攻めてきてるらしくて、村人総出で、それを撃退しようと騒さわいでるわ」

「それって、この村に自衛隊の人達が助けに来てくれたってこと!?」

「正確には自衛隊じゃないと思うけど、内閣情報捜査局ＣＩＲＯっていう政府の組織だと思う」

「じゃあ、私達助かるのね！」

　心から安あん堵どして緊張が緩んだのか、泣き出して抱き合う女子達の姿まであった。

　すっかり助かったつもりのようである。

　だがリセは緊張を解かず、険しい表情のまま女子達に言った。

「喜ぶのはまだ早いよ」

「え」

「たぶんもうすぐ、村人達がここにやって来て、私達を人質にしようとするはず。そうなったら内閣情報捜査局ＣＩＲＯの部隊は、満足にここへ侵攻できなくなっちゃうと思う」

「そんな……どうしよう！」

「武器になるものを探そう」

　リセの発言に、女子達は驚いた顔をする。

「武器って……私達、村人と戦うの？」

「それしかないよ。勝てなくてもしばらくの間、人質に取られるのを防げる。内閣情報捜査局ＣＩＲＯが攻め入ってきて、私達を助けるまで持ち堪こたえることができれば、きっと何とかなるはず」

「でも……怖いよ！」

　みんな、不安そうな顔をする。

　見張りがなくなっているのを良いことに、リセは隣の座敷を覗のぞき込んだ。見た限り、武器として満足に使えそうなものはない。生け花を刺している剣山。それに美術品の壺つぼや掛け軸。座布団。目に付いたものは、それくらいだ。

　怯おびえている女子達だったが、他の座敷からも使えそうなものを各おの々おのに見つけ、手にする。白装束達は大人の男で、しかも銃を持っている。それに対抗するための武器としては、あまりにもお粗末で頼りないものばかりではあったが……何もないよりはマシだろうか。

　そうしている時だった。

　廊下をズカズカと歩いてくる複数の足音が聞こえた。

　開け放たれた襖ふすまの向こう、廊下の先に白装束達の姿が見えてきていた。

「来たよ、みんな！」

　リセは女子達に声をかけ、迎撃態勢を促うながした。女子達は身構える。

　やって来たのは、５人だった。

　いずれも拳銃を手に提さげており、いかにも戦闘部隊といった強こわ面おもてである。見た印象では、他の村人よりも強そうで、統率が取れているように感じる。その先頭を歩いて来たのは、生虚神ウロガミの近衛このえ隊長である、イゾウという若い男だった。イゾウだけは銃ではなく、リセを脅おどすのにも使った、太刀たちを腰に差している。

　女子達の部屋に来るなり、イゾウは怪け訝げんな顔をした。

　遠巻きにイゾウ達を睨にらみながら、身構えている女子達。その各々の手には、座布団や花か瓶びんと言った、武器とも呼べないようなものを持っているのだ。

　目の前の滑こつ稽けいな状況に、イゾウはクツクツと笑ってしまう。

「面白い嬢達だ。そのような得物で、まさか我われ等らに挑いどもうというのか」

　イゾウと同じように、取り巻きの白装束達もニヤニヤと笑っていた。

　しかし、すぐにイゾウは笑うのをやめ、告げる。

「滑稽ではあるが、賢い嬢達ではあるのは認めよう。自分達がこれからどのように利用されるのか、心得ていると見える。我等に立ち向かおうというその気骨も良い。褒ほめてつかわす」

　相変わらず、妙みように時代がかった口調で、イゾウはリセ達を賞賛した。そうやって褒めながらも、リセ達の抵抗が無意味であることを理解させるべく、白装束達は拳銃の銃口を女子達に向けてきた。その銃口の深い闇やみに恐怖し、女子達はお互いに身を寄せ合う。

「こうされては、そんな得物ではどうしようもなかろう。観念して、我等に従え」

「……いやよ！」

　答えたのはリセだった。

　精一杯の勇気を振り絞しぼり、怖くて震える身体からだを誤ご魔ま化かす。

　涙目で強がるリセの覚悟に賛同したのか、他の女子達もリセ同様、イゾウを睨にらみ続けた。

　どうせここでイゾウ達に投降したところで、良いように利用され、最後には殺される。

　そんな救いようのない予感が、すでに女子達の胸中には生まれ育っていたのだ。

　このままイゾウ達に従ったところで助からない。そんな諦あきらめに近い気持ちからか、女子達は最後と言わんばかりに抵抗したい思いだった。悪く言えば、それは自じ棄きなのかもしれない。

　一向に、自分達に従う様子のない女子達を見渡し、イゾウは嘆たん息そくした。

「仕方がない。何人か見せしめに殺せば、考えも変わるだろう」

「！」

「殺やれ」

　白装束達が、手近な女子数名に狙ねらいをつけ、拳銃の引き金を絞ろうとする。

　それを見ていられず、リセ達は固く目を瞑つぶってしまう。

　だが、男の声が聞こえた。

「えー。こんなかわい子ちゃん達を殺せっての？」

「……!?」

　あまりにも場違いな、軽薄な口調だった。

　何事かと目を見開いた女子達。その眼前に広がる光景の中には、すでに違和感があった。

　イゾウの取り巻きの１人が、どういうわけか、味方に向かって銃口を構えているではないか。その裏切り者の男は、ニッコリと微笑ほほえんで言った。

「俺やだ。いち抜ーけた」

　直後、１発の銃声が轟とどろいた。

　イゾウの隣に立っていた男が、眉み間けんを撃うち抜かれて即死する。

　血ち飛沫しぶきを後頭部から吹き出して倒れる部下を横目に、イゾウは歯は嚙がみして言った。

「くっ！　兵ひよう藤どう、気でも狂ったか！」

「ごめんなー。実は俺、その兵藤って奴やつのそっくりさんで本人じゃないんだわー」

　男、ガイストはそのまま、立て続けに拳銃を撃うつ。

　そしてあっという間に、４人を射殺してみせた。

　最後にイゾウも撃ち殺そうとしたガイストだったが、それを撃つ頃には、すでにイゾウが態勢を立て直していた。太刀たちの柄つかを摑つかんで、今にも抜刀の態勢である。

「……死ね！」

　イゾウの抜刀は、ガイストの予想を超える猛烈な早業だった。

　空気を唸うならせて肉薄する高速の刃やいばを凝視し、ガイストは冷や汗をかく。

「げっ！　これ避よけらんな──」

　イゾウの居合い術を避よけきれず、太刀たちの刃やいばはガイストの首筋の薄皮を切断する。

　そのまま首を刎はねる勢いの一いつ閃せんではあったが──イゾウはそれ以上斬きり込めなかった。

「何だと……！」

　イゾウは驚きよう嘆たんする。

　ガイストの首筋まで到達した刃を、２人の間に割り込んできた少女が、ナイフの刃で受け止めていた。イゾウの刃と、少女の刃の間には火花が散る。少女は間一髪のところで、ガイストの首を切断しようとしたイゾウの一撃を防いだのである。

　ガイストと少女は、イゾウから離れて距離を置く。

「サンキュー！　いやー、今のは今年入ってから１番やばい瞬しゆん間かんだったわ！」

「もー。ガイスト、油断しすぎー」

　女子達は、その刹せつ那なの攻防を啞あ然ぜんとして見守っていた。

　そしてリセは、現れたその少女の姿に驚きよう愕がくし、打ち震えていた。

　色白の肌。眼まな差ざしが、どこか眠たそうな半眼の少女である。リセ達と同じ制服の上に、パーカーを羽織っている。その少女は数時間前に、リセの目前で死んだはずだった。少女は敵と対たい峙じしている最中だというのに、リセは気が付けば、少女に向かって駆かけ出していた。

「わわっ！」

　リセは少女を、固く抱き締めた。

「ルーク……！　ルーク！　生きてたんだね！」

　ボロボロと涙を流しながら、リセは満面の笑え顔がおだった。少女、ルークの頰ほほに自分の頰をくっつけて、リセはその温ぬくもりを確かめた。ルークは僅わずかに赤面してしまう。

「り、リセ……あたし恥はずかしいよー」

「だって嬉うれしいよ……本当に嬉しくて……ああ、もうどうしよう……！」

　生きている。生きていてくれた。

「でも……どうやって……？」

　リセが尋たずねると、ガイストが咳せき払ばらいをした。

「ゴホン。感動の再会は後でやってくれるかな。こわーい顔のお兄さんが睨にらんできてるから」

　ガイストは、太刀を構えて睨んできているイゾウを見ながら言った。

　ルークはリセを引き離して告げる。

「事情は後だよ。リセ、みんなを連れて、ここを離れて。ガイスト、エスコートよろしくー」

「オーライ。レディ達の相手なら、いつでもこのハンサムなお兄さんに任せなさいって」

「だから、そのオッサン顔のマスクでハンサムって言われてもねー」

　ガイストは女子達に声をかけ、「安全な場所まで誘導する」と説明する。

　それに続いて、女子達は座敷を去り始めた。

　残されるのは、お互いに得物を持って睨み合うイゾウとルークだけである。

　リセは心配した顔でルークを見やり、初対面の同僚、ガイストに尋たずねた。

「ルークはどうするの！　まさか１人で置き去りにするの!?」

「あー違うよ、クイーン。俺達がいると邪じや魔まだから、ルークだけにしてあげるの」

「……？」

　ガイストは微笑ほほえみ、リセの背中を優しく押しながら言った。

「あの刀野郎。かなりの使い手だ。ルークちゃんクラスじゃなきゃ、相手務まらないよ」

　両手ナイフのルークと、太刀たちのイゾウ。得物を構え、微動だにせず睨にらみ合っている。

　ルークは相手の力量を静かに悟り、本気を出すべく、パーカーのフードをかぶった。

　それはルークにとって、自身のスイッチを入れるための、ちょっとした儀式である。

　ただならぬ殺気をぶつけ合う２人の手練てだれを遠目に、ガイストは苦笑していた。
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　座敷を後にし、２人は紅ぐ蓮れんの夕焼けが照らす庭に出た。

　土の上に落ちた長い影は２つ。

　１つは、中段に太刀を構えた白装束の男。

　１つは、両手に逆手のナイフを握った少女。

「まさか。神聖なる生虚神ウロガミ様のお屋敷に、其方そなたのような賊ぞくが忍んでいようとは。気付かなかったこのイゾウ、近衛このえとして一生の不覚だとも」

　鋭するどい殺意の眼光を湛たたえ、イゾウは笑いもせず、ルークとの間合いを１歩詰めた。

　今にも仕掛けられそうな、ひりつく緊迫の空気を受け止め、ルークは冷ややかに答えた。

「不覚？　そう言う割には、何だか楽しそうに見えるけど？」

「……フッ。わかるか」

　イゾウは素直に、それを認めた。

「我は求道者。武の道を歩み、それを極めんと願う者の１人だ。強者と相対するは、自身を鍛きたえることと同義。我が居合いを受け止めるような奴やつには、久しく出会っていなかった。相手にとって不足はないだろう。其方を討ち、我はさらなる高見に至るのみ」

「古風な考え方だねー。私と戦えれば、この状況はどうでも良いんだ」

　サイレンの中に轟とどろく、定期的な爆音。それはルークの仲間であるボマーの仕業だろう。常に大量の爆薬を持ち運び、それを使って滅茶苦茶な破壊工作を行う、嵐のような少女だ。

　ボマーが訪れた場所はいつも、草木１本残らない焦しよう土どと化す。

　たった１人での殲せん滅めつ作戦に長たけている、戦略兵器のような少女なのである。

　ルークはイゾウから目を離さず、告げた。

「気付いてるよねー。あれは私達の仲間がバラ撒まいてる爆弾の音」

　ルークは嘲ちよう笑しようを浮かべ、イゾウに言った。

「村人に化けていたさっきの奴やつか、もしくはあたしからの〝偵察作戦終了報告〟の連絡がいかなかった場合、18時にこの村に攻め入る手て筈はずになってたんだー。作戦が正常終了しなかった異常を検知し、あたし達の身に何かあったと判断して、内閣情報捜査局ＣＩＲＯに通報する。応援が到着するまで、あたし達を援護する役割が、あの子、ボマーの仕事だよー」

「なるほどな。其方そなたが我われ等らに殺されても、この村で起きている異常事態を、捜査機関が検知できる仕組みがあったわけか。二重、三重に通報手段が設けられていたとは恐れ入った」

「そういうことだねー」

「噂うわさをすれば、ではないか」

　夕焼け空の遠く向こうに、編隊飛行で近付いてくる攻撃ヘリの姿が見えてきていた。

　微かすかなローター音と共に現れる黒い機影には、ＣＩＲＯの文字が描えがかれている。

　爆音に混じって、アサルトライフルと思わしき連射の銃声も聞こえ始めていた。

　明らかに制圧部隊が到着しており、村が劣勢に晒さらされているのは疑いようがない。

「この村が陥かん落らくしようっていう時に、私と殺し合いなんて吞のん気きだね」

「どうせ滅びる土地だ。足搔あがいたところでどうしようもない」

「……？」

　平然と村の未来を見捨てているイゾウの言葉に、ルークは意外そうな顔をする。

　イゾウは断じた。

「我われ等ら、家畜が守るべきは、この村や屋敷ではなく生虚神ウロガミ様だ」

「……家畜？」

「生虚神ウロガミ様は神におあせられる。あの方にわからぬ未来などない。この屋敷が陥落することなど、すでに生虚神ウロガミ様にはわかっておられたのだ。今頃はもう新たな地に向かっておられる頃だろう。新たな洞うろ谷たに村むらとなるべき、神聖なる場所に向かってな。我等はできる限り、生虚神ウロガミ様のために時間を稼ぐのが使命である」

　ルークは、イゾウ達の狙ねらいを理解した。

「そっか。あの神様、もう逃げたんだ」

「無む駄だ話が過ぎたな」

　イゾウの構えている太刀たちの刀身から、禍まが々まがしい気配が滲にじみ立つ。

「さあ、殺し合おう」

　ルークの目の前で──光が閃ひらめく。

　それは夕ゆう陽ひを反射して輝く、イゾウの放った横凪なぎである。瞬まばたきをする程度の刹せつ那なの間で、イゾウは深々とルークの間合いに足を踏ふみ入れ、その一撃を展開し終えていた。

　常じよう軌きを逸いつした速さの横凪ぎ。それをルークは当然の如ごとく、両手のナイフで受け止める。

　激しく刃やいばがぶつかる音と火花。その心地良い死の対話に昂たかぶり、イゾウは狂喜する。

「これも止めるか」

　続け様に、イゾウは上段から振り下ろす。だが、ルークはそれを紙一重で避よける。

　空振りした刃やいばを、今度は下段から振り上げ、イゾウは砂すな埃ぼこりを巻き上げながら、ルークの顎あご下を切り上げようとした。その一撃も当然のように避けるルークだったが──巻き上げられた砂埃が、僅わずかにルークの視界を汚し、目を細めさせる。

　その隙すきを、イゾウは狙ねらっていた。

　少しだけ下りた瞼まぶた。ルークの視界の中に、死角ができた。

　その死角となった上段から、イゾウは刃を振り下ろした。

　死角からの攻撃が来ることを見越していたルークは、イゾウの刃が風を切る音から、その攻撃位置と角度を察知する。後退して間合いを開けることで、攻撃を避けようとするルークだったが、イゾウの踏ふみ込みは深く、その刃は浅くルークの右腕を斬きり付けた。

　血を滲にじませた腕を庇かばいながら、ルークは大きく後退する。

　そうしてイゾウから距離を開けた。

「あちゃー、油断しすぎたかー」

　腕の切り傷を見下ろし、ルークはぼやいた。

　イゾウは恍こう惚こつの笑えみを浮かべている。

「素晴らしい。素晴らしいな、其方そなたの手並みは。その歳としと性で、我が長年に渡って鍛きたえ錬ねってきた速度と力に追従してくるとは。まったく末恐ろしい子供と言える」

　刃に付いたルークの血を振り払い、イゾウは構え直す。

「──〝人斬きりイゾウ〟。かつてはその名で呼ばれていた」

　ルークを強敵と認め、イゾウはそれを誇るように名乗り上げる。

「その域にまで達しているのであれば、其方そなたにも相応の知られた名があって然しかりであろう。教えては貰もらえぬだろうか。其方の名を」

「めんどくさい人だなー。そういう称号みたいなのにこだわるタイプなの？」

　ルークは、やれやれと嘆たん息そくを漏もらした。

「人斬りイゾウねー。確かに聞き覚えはある名前だから、〝業界〟じゃ有名だったのかもしれないけど。今は黒こく陽よう宗しゆうの用心棒みたいなもんなんでしょ。もう意味ない名前じゃん」

　そう言うと、ルークは両手に持っていたナイフを、足下に向かって投げ付けた。

　ナイフは地面の上に突き立つ。

　敵を前にして得物を捨てるルークの行動が理解できず、イゾウは怪け訝げんに眉まゆをひそめた。

「……何のつもりだ？」

「そっちの実力はだいたいわかったからさー。ハンデをあげようと思ってねー」

　イゾウの眉み間けんに、見てわかる青筋が浮かび上がる。

　鬼の如ごとき形相に変へん貌ぼうして怒いかり狂うイゾウを前に、ルークは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「あたしさー。自分より弱い奴の名前をいちいち覚える程、暇じゃないんだー」

　パーカーに隠れたルークの眼まな差ざしに、青白い獣の眼光が覗のぞいた気がした。

　ルークは構えることさえやめ、両手を下ろす。

　そうして、かかってこいと、指先を曲げるジェスチャーでイゾウを挑発した。

「……今すぐ死ね！」

　怒いかりに煮えたぎった殺意の眼差しでルークを凝視し、イゾウはこれまでよりもさらに速く上段に太刀たちを振りかざして踏み込んだ。

　イゾウが振り下ろそうとした腕の手首に──さらに速いルークの蹴けりが見舞われる。

「!?」

　太刀の柄つかを握ったイゾウの腕は、振り下ろす勢いが乗り切る前に、ルークの蹴りによって迎撃されたのである。

　改めてイゾウは胴凪なぎの切り払いや、切り上げを繰り出そうとするが、うまくいかない。

　全ての攻撃が、攻撃としての勢いが宿る前に、ルークの蹴りによって力を削そがれてしまう。

　イゾウの攻撃は、まるで発進した直後に撃墜されていく、哀あわれで無力な戦闘機のようである。攻撃を受け止められているというよりも、攻撃をさせて貰もらえないという方が正しい。

　その時、イゾウの脳のう裏りにある噂うわさがよぎった。

　かつて所属していた業界において、『遭遇すなわち死』とまで恐れられた、ある〝殺し屋〟の噂うわさである。あまりにも荒こう唐とう無む稽けいで現実味のない逸いつ話わばかりが付きまとっているため、業界人の間においても、実在しない伝説上の存在だとされていたはずである。

　その殺し屋は確か、〝截ジー拳クン道ドー〟を取り込んだ我流の暗殺術を使うと噂されていた。

「まさか……そんな……！」

　ルークとイゾウの間に、見えない壁が存在しているかのようだった。

　あらゆる攻撃の発現を許して貰えず、イゾウは見えない壁に向かって、ただ１人で太刀を振るっているような錯覚を覚えてしまう。ルークの蹴りは、一撃としての威力は弱い。だが攻撃を堰せき止められる際に、何度も手首や膝ひざの同じ場所を蹴られているせいか、徐々にイゾウの四し肢しに痛みが疼うずき始めている。

　気が付けば鈍痛により、イゾウは手足を動かすことさえままならなくなってきていた。

「お前があの……！」

　イゾウが何かを言おうとした瞬しゆん間かんだった。

　ルークはつま先で、地面に刺さっていた自分のナイフを蹴り上げた。

　まるでサッカーボールであるかのようにナイフをリフティングした後、シュートのモーションで、ルークはナイフの柄つかの部分を蹴り付ける。

　ルークに蹴り付けられたナイフは、目にも止まらぬ速度でイゾウに飛来した。

　次の瞬間には、そのナイフはイゾウの喉のどに突き立っている。

　太刀たちを取り落とすと、ナイフが生はえた自分の首に両手を添えた。

「自分の過去って、あんまり好きじゃないんだー。だから……あたしの名前は呼ばせない」

　ルークは手た向むけのように、イゾウに告げた。

　ドロドロとマグマのように溢あふれ出てくる熱い鮮血。それを両手の平で掬すくい止めながら、イゾウは血走った形相で、掠かすれた言葉を発しようとする。

「……………………！」

　気道を裂かれているため、すでに言葉は、うまく声にならなかった。

　白目を剝むき、イゾウはその場で膝ひざを折る。そうして倒れ伏し、呆あつ気けなく絶命した。

　ルークの足あし下もとにイゾウが伏した後、上空から、ルークに向かって強風が吹き付けてきた。

　見上げれば、そこには内閣情報捜査局ＣＩＲＯの制圧部隊が乗った攻撃ヘリが浮いている。

　ルークの傍そばめがけて、ヘリからロープが垂れてくる。それを伝って完全武装の特殊部隊が降下してきた。ヘリから最後に降下してきたのは、ルークにとって見知った中年男である。

　ルークはかぶっていたフードをどけると、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　中年男、ハンターは揚よう々ようとルークに声をかけてきた。

「よう、ルーク。まだしぶとく生きていやがったか。ガイストといい、お前まえ等らはホント、どうやったら殺せるんだろうな。そっちの死んでる奴やつが、今回のお前の犠牲者か？」

「いっつも美味おいしいとこだけ持ってくよねー、ハンター達は。仕事楽で良いなー」
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「バカ言え。お前が洞うろ谷たに村むらに異常なしなんて噓うそ報告するから、こうして踏ふみ込むのが遅れたんだ。忙しかったのは自業自得だろ。助けに来てやったんだから、礼くらい言えっての」

「うあー。またそうやってー。すぐに頭ワシャワシャするのやめてよー」

「うるさい。これは罰だ。後でたっぷり説教だから覚悟しておけ」

　ハンターに頭を乱暴に撫なでられても、今のルークは何だか幸せそうである。

「話は後だ。村人連中は、どいつもこいつもどうにも投降するつもりがないと見える」

　遠かった銃撃戦の音が、今ではルークの周囲からするようになっていた。

　頻ひん繁ぱんに聞こえていたボマーの爆音が落ち着いていることから察して、すでに村周辺部は鎮ちん圧あつされたのだろう。だが代わりに、今はルーク達がいる屋敷内が主戦場と化しているらしい。

　あちこちから激しい銃撃戦の音、それに悲鳴と怒号が聞こえてくる。

　特殊部隊と村人達との異様な攻防の様子を目にし、ハンターは苦にが々にがしく毒突いた。

「……狂信者共め」

　手て榴りゆう弾だんを抱かかえて特殊部隊に特攻し、自爆する者。負けたと見るや、手にした拳銃で自分の頭を撃うって自害する者。行動のみならず、戦い方がマニュアルからかけ離れている村人達を相手にしては、訓練された特殊部隊でも早期の制圧は難しいようだった。

　ハンターは飛びかかってきた白装束の１人を撃ち殺しながら、ぼやいた。

「こちとら捜査令状も取れてねえのに、上の命令無視してまで来てるんだ。早いとこ、片付けさせて貰もらわねえと困るんだよ」

　それでも洞谷村が内閣情報捜査局ＣＩＲＯによって完全掌しよう握あくされるのは、もはや時間の問題だろう。

　長らく難攻不落だった禁断の地は、確実に終しゆう焉えんを迎えようとしていた。
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　すっかり陽ひは沈み、洞谷村に夜が訪れる。

　いつもであれば、のどかな山村の静けさに包まれるはずの村は、今夜は様子が違う。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯに制圧された村には、特殊部隊の隊員達が慌あわただしく行き交っているのだ。

　数ある田んぼの側道には、特殊走行車両が犇ひしめくように停車されており、持ち込まれた照明機材によって、村のあちこちが照らし出されている。

　特殊部隊の侵攻時に射殺された村人の死体や、追い詰められて自害した者の死体も、まだ片付けきれず、放置されたままの血みどろの現場だった。村の９割以上が射殺か自害によって死亡してしまい、手て錠じようをかけられ連行されるのは数名という、犠牲者の多い結末だった。

　あまりにも凄せい惨さんな事件ではあったが、それは仕方がなかったのかもしれない。

　隣山の観光地に、林間学校で訪れていた葉よう台だい高校の教員達と、２年生の１５４名。

　黒こく陽よう宗しゆう信者が彼かれ等らを拉ら致ち、あるいは殺害して、自分達のテロ計画に利用したのだ。

　これまで外界からの侵入者を寄せ付けず、捜査に来た警察を門前払いしてきた洞うろ谷たに村むらであっても、特殊部隊を送り込まれてはひとたまりもない。人質にしていた女子生徒達と、離れの納屋に幽ゆう閉へいされていた教員達が見つかった今となっては、少なくとも拉ら致ちの容疑を否定することはできないだろう。村人の全員の人生が破滅したのである。

　黒こく陽よう宗しゆうの暴挙は、早ければ明日のニュースで取り上げられることになるだろう。

　世間に大きな衝撃を与えることになるのだ。

　国内において、カルト教団が行った凶悪なテロ事件。

　海外にもそれは知れ渡り、今後何年にも渡って、この事件は人々に考察されていくことになる。マスコミは１年分以上の報道ネタを提供され、さぞや満足なことだろう。

　こうして洞谷村は制圧され、葉よう台だい高校の女子生徒達や教員は解放された。

　しかし……まだ男子生徒達はテロ計画に組み込まれたまま救助されていない。

　それに何より、黒陽宗の教祖である生虚神ウロガミが捕まっていないのだ。

　生虚神ウロガミは、これまで誰にも実在を確認されていない、正体不明の存在であった。だが救助されたリセやルーク達の報告によって、ついにその正体が確認されたのである。

　つまりまだ──事件は終わってなどいないのだ。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯは捜査を継続中であり、洞谷村で手がかりを探しているところである。

「ハンター捜査官、こちらです」

「これが、報告にあった妙みような扉ってのか？」

　生虚神ウロガミの屋敷内を捜索中の部下から、それを見つけたという報告を聞いて来たのである。

　そこは広い屋敷の中央に位置する、一際大きい瓦かわら屋根の建物だった。

　村最大の祭儀場である。

　板張りの広間に置かれた無数の燭しよく台だいには、ロウソクの火が灯ともっている。淡あわく儚はかない光が幻想的に照らすそこは、神秘的な雰ふん囲い気きが漂っていた。この村において、信仰の対象となるのが生虚神ウロガミであることもあり、祭儀場とは言え仏像などの偶像は存在していない。

　本来であれば仏像でも置かれていそうな広間の最奥には、巨大な白の扉があるだけだ。

　５メートル程の高さはあるだろうか。

　観音開きの扉だ。宗教施設には、あまりに似つかわしくない機械仕掛けとなっており、扉の脇わきにある認証装置を使わなければ開けることはできないようだった。

「いったい何なんだ、このバカでかい扉は」

　扉には、文字が刻印されている。

　──人類ノ平和ト繁栄ヲ願ッテ。

　それは黒陽宗の教義であり、理念を示す言葉だ。古めかしいフォントで書かれており、まるで戦時中の表記であるように、右から左に向かって文字が並べられていた。

「開けられそうか」

「もう少しです」

　先程から、特殊部隊の隊員の１人が、パスコード解析ツールを扉脇わきの制御装置に繫つなぎ、無理矢理に扉を開けようとしているところだった。

　程なくして、制御装置の操作パネルに、通行許可を意味する緑のＬＥＤが点灯する。

　すると機械が作動し、扉を閉ざしていたピストン式の錠じよう前まえが解錠された。

　自動で扉は開き、その奥の様子が、ハンター達の目に飛び込んできた。

　扉の向こうに現れたのは、地下に向かって続く階段だった。

　敵の残党が潜伏していることを警戒し、特殊部隊はセラミックシールドを構え、銃口を行き先に向けながら静かに侵攻を始める。その後ろを、ハンターも銃を構えながら歩いた。

　階段を下りた先は、長い直線の廊下になっていた。

　壁も、床も、天井も、全てが乳白色である。眩まばゆいと感じるくらい、天井にはたくさんの電灯が灯ともっており、病院、あるいは研究施設であるかのような清潔感が漂っていた。

　どこまで続いているのかわからない。そんな長い廊下の両脇には、ガラス壁に仕切られたいくつもの部屋が存在しているようだった。ずっと先、遠くまで。部屋の数は数え切れない。

　手近な部屋の様子を、ガラス壁越しにハンターは見やった。

　どうやら目に付く限り、どの部屋も無人の様子である。

　そこはやはり研究施設のようであり、顕微鏡や試験管などの実験器具が並べられたデスクが放置されていた。目立っているのは、各部屋の中央に置かれた巨大なカプセルである。オレンジ色の液体に満たされた水槽のようなそれは、培ばい養ようカプセルと呼ぶにふさわしい。

　その液中に浮かんでいる、生き物のようなものを見て、ハンターは怪け訝げんそうに言った。

「…………人間？」

　定かではなかった。だがカプセルの液中に浮かぶそれは、まるで母親の胎内で誕生したばかりの赤ん坊のように見えた。まだ完全に人の形とは呼べない状態だが……。

　その場所の異様さを気け取どり、ハンターのみならず、隊員達も不快に思い始める。

　ハンターは偶然、通路の天井にぶら下がっていた施設名称を目にした。

　仰ぎよう天てんし、絶句する。

「…………冗談じゃねえ、〝家畜工場〟だと……?!」

　その言葉の意味するところを察知し、ハンターから血の気が失うせる。

　どの部屋にもカプセルが置かれており、飼育状況や思想調整計画書などという、不穏な単語の書かれた書類がデスクに散らかっている。

　洞うろ谷たに村むらに住んでいるのは、生虚神ウロガミを狂信する、特に熱心な黒こく陽よう宗しゆうの信者達と聞いていた。

　だがその信者達は今までいったい──〝どこから来ていた〟のか。

　その答えこそが、黒陽宗における最大の秘密であった。
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　都内の住宅地の中に、その廃工場はあった。

　赤く錆さびた電動ノコギリや、天井からぶら下がった鎖くさりが残されているのを見るに、昔は木材の加工業などに使われていた場所なのかもしれない。埃ほこりが積もったタイルの床。天井は穴の開いたトタン屋根ときている。本来なら人の出入りなどない場所のはずだが……埃の上には無数の足跡やタイヤ痕こんがある。最近になって、大勢が出入りした痕跡が残されていた。

　フロアの中央には〝大量のドラム缶〟が山積みに置かれている。

　いずれの缶も液体で満たされており、廃はい墟きよ内には燃料の臭いが漂っていた。

　──廃工場のシャッターが開かれる。

　開いたシャッターをくぐり、建物内に入ってきたのは５台の観光バスである。

　それは……葉よう台だい高校の男子生徒達を乗せたバスであった。

　５台のバスは並んで停止する。エンジンが切られると、バスの扉が開いた。

　最初に降車してきたのは、黒こく陽よう宗しゆうの信者である村人達だった。それぞれのバスに同乗していた、運転手とガイド役の村人だ。廃工場でバスが来るのを待っていた仲間の村人も入れれば、村人達の数は総勢、15人はいる。

「バスを降りろ！」

　拳銃を手にした15人の狂信者に脅おどされ、男子生徒達も渋しぶ々しぶと村人に続いて降車した。

　すでに生徒達は、泣くことにも疲れ果てているのだろう。誰の顔にも生気というものが覗うかがえなかった。それも無理がないことである。

　数時間前、生徒達は生虚神ウロガミに命令されたからとは言え、公共施設や政府の施設を襲撃させられたのだ。成功して戻ってきた者は、自みずからが犯した罪の重さに震え、失敗した者は容よう赦しやなく爆殺されて死亡した。言葉にならない惨さん状じように心を痛めていた。

　罪を犯し、友は殺された。そのストレスは尋じん常じようではなく、中には自じ棄きになっている者もいる様子だった。生徒達に混じって、カナタもバスから降りる。

　その姿は……返り血にまみれていた。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルから脱出する際、カナタはクラスメイトである真田マコトの腕時計を爆破するよう、生虚神ウロガミに指示したのだ。結果、その爆破の際に生じた血ち飛沫しぶきを全身に浴び、制服のシャツや頰ほほを血に染めているのである。言うまでもなく、カナタに続いてバスを降りてきた、萩はぎ原わらソウジも同じ姿だった。

　生徒達は村人達の指示で、クラスごとに並ばされる。

　これからいったい何が起こるというのか。村人の１人が発言した。

「生虚神ウロガミ様が仰おつしやっていただろう。最初に５つの目標を攻撃し、最後に全員で集まって、最終目標を攻撃する。その最終攻撃目標が──この住宅地だ」

　生徒達は怪け訝げんな顔をした。

　これまでは、政府機関などの派手な目標を攻撃してきたというのに、最後の目標が都内の閑静な住宅地だと言うのだ。その落差を、奇き妙みように感じないはずがない。

「この倉庫以外にも、すでに近隣の住宅地に大量の燃料が設置されている。これから我々が、同時多発的にそれらを燃やし、この地区一帯に大規模な火災を発生させるんだ」

　生徒達は驚きよう愕がくし、山積みのドラム缶を見上げてしまう。

「目標死者数は１０００人。大火災の原因は、お前達の手による〝集団放火〟ということになる。表向きはな。これから実際に火を放つのは我々だ。このリモコンを使ってな」

　村人は懐ふところから携帯電話を改造した起爆装置を取り出した。

　それは、遠方まで電波が届く、携帯電話回線を利用したリモコンなのだろう。

「……あんた達が火を放つなら、じゃあ、僕達の役割は何なんだよ！」

　生徒の１人が青ざめ、それを尋たずねる。

　だが村人達は何も答えず、ただ──拳銃の銃口に消音器サプレツサーを取り付け始めていた。

　生徒達は、状況から察していた。こうして、人のいない場所に集められ、拳銃を持った異常者達に囲まれているのだ。殺される。それ以外に考えられることなど何もないではないか。

　そもそも、生虚神ウロガミ達は今日のテロに自分達が関与したことを隠すつもりでいるのだ。

　生徒達を約束通りに解放したなら、その口から真実が漏もれるのは目に見えている。

　だから、ここで口封じをされるのである。生虚神ウロガミの約束は噓うそだったのだ。

　生徒達はテロリストに仕立て上げられ、弁明する余地も与えられず、ここで消される。おそらく村人達は、生徒達を殺した後に、死体ごと街を焼き尽つくすつもりなのだ。そうして生徒達の死体は、卑ひ劣れつな放火実行犯達の焼死体として発見される。永遠に真実が明るみに出ることはなく。自分達は罪人として名を残すことになるのだ。

　村人達は何も言わず、生徒達に銃口を向けてくる。

　ああ、やはり殺されるのだ。生徒達の予想は確信に変わり、そして絶望に至る。

「安心して死ぬが良い。生虚神ウロガミ様がお前達の死後、必ずや死し勲くんを与えてくださるからな」

　村人の言う慰なぐさめは、慰めにならない。誰もが目を閉じ、無念の涙を流し始めた。

「……？」

　だがそこで、村人達は怪訝な顔をした。

　銃口を向けている生徒達の中に、クツクツと低く笑っている少年がいた。

　それは生徒達から、寡か黙もくな地味男と言われる、黒くろ木きカナタである。

「……おい、小僧。何がおかしい」

　ただひたすら不敵に微笑ほほえむカナタを、クラスメイト達も怪訝そうに見やる。

　恐怖のあまり、頭がおかしくなってしまったのだろうか。不安そうに見守る生徒達と、睨にらみ付けてくる村人達。それに構わずカナタはただ、隣に立っていた１人の男子に話しかけた。

「コイツ等らに、何も教えてやらなくて良いのか──萩原ソウジ？」

「……！」

　唐とう突とつに話しかけられたせいか、ソウジは驚きよう愕がくして双そう眸ぼうを剝むく。

　その場の全員が、カナタとソウジに注目する。

　カナタはポケットに両手を入れると、ゆっくりと歩き出した。

　村人達に銃口を向けられていることも気にせず、カナタは生徒達と村人達の間に、堂々と歩み出て行くではないか。非常識なカナタの行動に、誰もついていけていない。

　カナタは振り返り、ソウジを見やった。そうして語った。

「生虚神ウロガミは、葉よう台だい高校の生徒達を操あやつってテロ計画を実行しようとしていた。オレを主犯格に仕立ててだ。黒こく陽よう宗しゆうが手を汚さずとも、目的を達するための策だ。そのためにオレ達に人殺しを経験させ、弱みを握り、心理状況を操ろうとした。ようするに洗脳だ」

　カナタは皮肉っぽく、肩を竦すくめた。

「その効果は覿てき面めんだった。生徒達は誰もが、〝生虚神ウロガミに言われた命令には必ず従うしかない〟と錯覚させられた。普通の高校生達に非情な行為をさせるためには、その段取りが必須だったんだろう。だが考えてみろ。洗脳はいつでもうまくいくというものではない。洗脳がうまくいかなかった場合はどうする？　生徒達が恐れをなし、テロ行為に荷担することを最終的に拒こばんだら？　そうなれば計画は成立しなかっただろう」

　ソウジは何も答えない。カナタは、構わずに断じる。

「だから生徒達の中に〝密偵〟を用意しておく。それが生虚神ウロガミの考えた安全策だ」

　カナタは嘲あざ笑わらうように、脂あぶら汗を浮かべている険しい顔のソウジに言った。

「お前に対して最初に違和感を覚えたのは、〝没収されなかった腕時計〟を見た時だ」

　それを指摘する。

「葉台高校の生徒を拉ら致ちした黒陽宗の村人達は、オレ達が昏こん睡すいしている間に、通信機器類を全て没収した。オレ達が外部と連絡をとったり、手持ちの物を武器として反撃してくることを防ぐためだ。全員の所持品が徹底して没収されたというのに、萩原ソウジの腕時計だけは、その難を逃れている。偶然なのか。それとも〝そうする必要がなかった〟からなのか」

「……」

「ルークの処刑の時にも、違和感があった。捕まったルークは、リセやオレ達を人質に取られていたから、投降したのだと言っていた。そもそもそこがおかしい。オレ達を脅きよう迫はくの材料に使うというのは、オレ達とルークに〝関係がある〟という前提を知っていなければ成立しない話だ。黒陽宗は事前にオレ達の素す性じようや人間関係を把は握あくしていて、ルークが偵察に来ることも知っていたことになる。それをどうやって知ったのか。オレ達の〝身近などこか〟に、黒陽宗の監視の目があったとしか考えられないだろう。お前は、オレやリセに妙みようなくらい近付こうとしていたな。そして偵察中のルークのことも嗅かぎ回っていた。ただの偶然か？」

　何も答えないソウジに、カナタはさらに言った。

「それだけじゃない。お前はバスの中で、テロ攻撃に荷担することを拒絶しようとしていた生徒達を、〝自分が生きるためには他人を傷付けても仕方がない〟のだと焚たき付けた。言葉巧たくみに生徒達の考えを誘導し、テロ攻撃への参加を決意させたな。あの手腕はなかなかだった」

「何を言ってるんだい、黒くろ木き君。それってまるで、僕が〝生虚神ウロガミの手下〟だって言ってるみたいに聞こえるんだけど。変なこと言わないで欲しいな。全部、君の想像だろう？」

「決定打は、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルで、生虚神ウロガミが〝お前を殺さなかった〟ことだった」

「……！」

「お前も、生虚神ウロガミも、見ていただろう？　オレが内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルを脱出する時、真さな田だマコトに〝何をしたのか〟を」

　クラスメイト達がざわめく。何人かが、ソウジに尋たずねてきた。

「真田って……確か脱出が間に合わなくて、爆殺されたんだろ？」

「萩はぎ原わらと黒木だけが逃げることできて、真田は死んだんだよな……？」

「真田は死んでいない」

　断言したのはカナタだった。

　その発言に驚いたのは、生徒達だけでなく、銃口を向けてきている村人達もである。

　ソウジは青ざめ、だが無理にでも愛想笑いをして言った。

「……じ、実は、真田君は生きてるよ」

「生きてるって……どうやって！」

「僕達がビルから脱出しようとした時、行く手に鉄てつ格子ごうしと、高速で回ってるファンがあったんだ。それを突破しなければ脱出できなかった。だから黒木君が真田君を気絶させて──〝彼の腕をファンに突っ込んだ〟んだよ」

　生徒達は青ざめる。カナタが、クラスメイトの腕をファンで挽ひき肉にくにしたと言うのだから。

「黒木君は、真田君の腕をもぎ取った。腕時計ごと真田君の腕がちぎれて、いっぱい血が出た。その腕時計を生虚神ウロガミに爆発させて、鉄格子とファンを破壊したんだ。真田君は、ビルに置き去りにしてきたんだよ」

　真田マコトは、まだ生きている。それはあることを意味している。

「じゃあ……ということは、今頃は真田が、内閣情報捜査局ＣＩＲＯに俺達の事情を話してくれてるかもしれないのか！　俺達が脅おどされてるってことを、知らせて貰もらえたのか！」

　生徒達の顔が一気に明るくなる。

　逆に、村人達は蒼そう白はくになり、銃口を一斉にソウジに向けた。

「……どういうことだ、萩原。お前からも、生虚神ウロガミ様からも、そんな報告は受けていない」

　村人に尋たずねられるソウジ。意見を求められているソウジは、苦にが々にがしい顔で何も話さない。

　そのやり取りを見ていた生徒達は、萩はぎ原わらの正体を悟り、後あと退ずさり始める。

　カナタはそれを見て、薄く笑って言った。

「そもそも生虚神ウロガミの筋書きでは、オレはテロリスト集団を率いていることになっている主犯格だ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯビルへの攻撃の際に、オレが荷担した証拠を残さなければならない都合上、実行犯の１人には必ずオレを選ぶしかなかった。攻撃が失敗してオレが死ぬ可能性は多いにあったが、それも許容範囲内だったんだろう。念のために、万が一の捨て駒ごま役１名と、目付役のお前を手伝いとして同行させたといったところか」

「……！」

「ビルの爆破作戦が失敗しても、生虚神ウロガミがオレを殺さずに逃がそうとしたのは、できるだけオレを生かして利用し続けるためだ。あの現場から逃がし、この場で人知れず葬ほうむることで、オレを行方ゆくえ不明の逃亡犯に仕立てられる。捜査機関や世間の目を長く惹ひき付け続けることができるからな。その展開は生虚神ウロガミにとって魅力だった。オレには利用価値があったんだ」

　カナタは、ゆっくりと萩原に歩み寄って行った。

「だが、その目もく論ろ見みは崩壊した。オレが真さな田だを殺さず、証言者として内閣情報捜査局ＣＩＲＯに〝置き土産〟にしたからだ。接続輪オンラインリングで状況を監視していた生虚神ウロガミは、それを知っていたはずだ」

　萩原は平静を装っているが、徐々に表情が険しくなってしまう。

「オレ達の背後に黒こく陽よう宗しゆうがいることを露ろ呈ていしないようにするためには、あの場で真田を殺して、口封じをする必要があったはずだ。だが真田を爆殺しようにも、オレが真田の腕を落としている。腕時計で真田を爆殺することはできなかった。オレを殺すのが得策でない以上、生虚神ウロガミが選択するべきは、萩原、お前の腕時計を使って真田もろとも爆殺することが最善だったろう。だがなぜ生虚神ウロガミはそうしなかった。なぜ真田が内閣情報捜査局ＣＩＲＯに計画の全てを暴露する可能性を、みすみす見逃したままにしたんだ。その〝理由〟は何だと思う？」

　ソウジは焦あせりを懸けん命めいに隠しながら、鋭するどすぎるカナタと向かい合う。

　カナタの口振りでは、すでに全てのカラクリを看かん破ぱしている様子だった。

　そう言うカナタの眼まな差ざしが、禍まが々まがしい黒に冒されていく。視線を向けられただけで、氷塊を背筋に流し込まれるような怖おぞ気けが走る。カナタの様子を見ていた生徒達も、萩原同様に感じていた。その圧倒的な存在感は怪物的で、いつもの寡か黙もくな地味男などとはかけ離れている。

「理由は２つ。１つは、萩原にも生かしておくに値する利用価値があったから。そしてもう１つは、生虚神ウロガミにとって今日のテロの結果などどうでも良かったから。テロが成功しようが、失敗しようが関係ない。本当に必要だったのは、今日〝テロが行われたという事実〟だけだ」

　カナタが言う意味不明な言葉に、生徒達どころか、村人達も眉まゆをひそめる。

　だがソウジの全身の鳥肌は止まらない。カナタという存在の恐ろしさを、痛感している。

　カナタはついに、それを宣告した。

「生虚神ウロガミの目的は、すでに〝４ヶ月前に完遂されている〟んだ」

「！」

「あいつのしでかしたことは、まさに〝完全犯罪〟だろう。今日起きた一連のテロやオレ達の拉ら致ちは、４ヶ月前に行ったそれの効果を、より強固にするためでしかなかった」

「……黒くろ木きカナタ……君という奴やつは、どこまで気付いてるんだ……！」

「気付く？　違うな。オレが状況を制御し、お前達に教えさせたんだ」

「僕達に教えさせただって……!?」

「まだ理解できていないのか。オレが何をしたのか」

　カナタはソウジを哀あわれんだ。

「お前達はオレを内閣情報捜査局ＣＩＲＯに送り込んだ。だから利用してやった。監視カメラを使い、オレ達が操あやつられているという状況を伝えた。生虚神ウロガミの興味をイーグルアイに向けさせ、知りたかった捜査状況を得ることができた。内閣情報捜査局ＣＩＲＯのスタッフに侵入を気付かせ、テロ攻撃を阻止させた。そしてわざと真さな田だを残した時の対応から、この粗末なテロ計画を、生虚神ウロガミがどこまで〝真剣に成功させようとしているのか〟を確認することができた。全て思惑通りだ」

「そんなバカな！　あんな状況で君は、僕達を〝操あやつってた〟って言うのか！」

　信じられなかった。込み上げてくる怖おぞ気けで、ソウジの身体からだの震えが止まらない。

　カナタはソウジの目の前に立ち、静かに尋たずねた。

「もう一度だけ聞くぞ、萩はぎ原わら。この場が──〝内閣情報捜査局ＣＩＲＯに取り囲まれてる〟ことを、仲間に教えてやらなくても良いのか？」

　村人達は驚き、憎にくしみの眼まな差ざしをソウジに向ける。

　その怒いかりが萩原に向くよう、状況を操っているカナタは言った。

「仲間が殺されても、お前だけは素知らぬ顔で、生徒達と救助されるつもりだったか？」

「萩原ぁ！　きさまあ！」

　怒り心頭の村人達が、萩原を射殺しようとする。

　それこそ、カナタに操られているのだという自覚もない。

「待って待って！　落ち着いて！　内閣情報捜査局ＣＩＲＯが来てるなんて、デタラメだよ！」

　カナタの目もく論ろ見み通り、村人達とソウジは仲間割れを始めたのである。

　そうして生まれた隙すきに──外で大量のスポットライトが灯ともった。

　光源は廃工場の外。建物の周囲から、浴びせかけられるような強烈な白光が注がれた。あまりの眩まばゆさに、誰もが目を細めて戸惑ってしまう。廃工場の窓や壁の穴から光りが差し込み、直後、村人が持っていたリモコンが、遠方からの狙撃によって破壊される。

「ぐあっ！」

　リモコンごと指を銃弾で吹き飛ばされ、村人が怯ひるむ。

　間髪入れずに周囲の壁が爆破され、あちこちから完全武装の特殊部隊が飛び込んできた。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯだ！」

「全員武器を捨てて腹ばいになれ！」

　瞬またたく間に村人達は特殊部隊に囲まれる。村人達は不利にも構わず、応戦しようとする。それは生虚神ウロガミに対する信仰心のためだろう。しかし容よう赦しやなく特殊部隊によって射殺されてしまう。

　空には、ライトで地面を照らすヘリが飛び交っていた。天井の穴から、その光が差し込んでくる。照らされたソウジは、力なく膝ひざを折り、絶望の顔でカナタを見上げる。

「そんな……どうして本当に内閣情報捜査局ＣＩＲＯが、この場所で待ち伏せてるんだよ！」

　特殊部隊に誘導され、生徒達が廃工場から退避する中、ソウジは愕がく然ぜんとして問う。

　カナタはポケットから、スマートフォンを取り出した。

　村で没収されたはずの通信機器を、なぜカナタが持っているというのか。

「イーグルアイが言っていただろう。内閣情報捜査局ＣＩＲＯのスタッフは皆、優秀だとな。スマートフォンを盗まれたことに気付かない間抜けはいないということだ。自分の携帯端末がどこにあるのか、イーグルアイなら探知することなんて簡単だろう」

　ソウジは理解する。カナタは内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルで、イーグルアイを抱き締めた。

　あの時──〝盗んだ〟のだ。

　力なく、両手を突いて項垂うなだれるソウジ。背にのしかかる重力が重く感じた。

　それを見下ろしていたカナタは、ソウジの傍そばにしゃがみ込み、耳元に囁ささやいた。

「お前は生虚神ウロガミに密偵として選ばれた。このテロ計画の成功如何いかんが、生虚神ウロガミにとって重要でないことも知っている。おそらくお前は、生虚神ウロガミの信頼を得ている側近。近衛このえだろう？」

「……だとしたら、どうするんだ……！」

「洞うろ谷たに村むらは制圧されている。だが生虚神ウロガミは逃げた。お前は〝行方ゆくえ〟を知っているはずだ」

　ソウジは憎にくしみに満ちた目で、カナタを睨にらみ上げた。

　冷や汗にまみれた顔に、嘲あざ笑わらいを浮かべて強がった。

「教えると思うのかい？　僕は生虚神ウロガミ様のためなら命も惜おしくない。武器さえ持っていたら、今頃とっくに自害していたさ。何をされても、話すつもりはない」

　カナタは特殊部隊の隊員の１人を呼び止める。そうして──ナイフを受け取った。

　冷たく鈍にぶい光こう沢たくを放つ刃やいばの腹を見下ろし、カナタはソウジに言った。

「何をされても、話すつもりはないか。今までに、それを試したことはあるのか？」

　カナタはナイフの切っ先を、ソウジの下瞼まぶたに押し当てる。ソウジは蒼そう白はくになった。

「教えてやるよ。この地獄では、神の救いを待つより、悪魔に魂を売って生きる方が楽だ」

　カナタは躊躇ためらいなく、刃を押し込む。そうしてソウジの眼球を抉えぐり出そうと、ソウジの右目の中をゆっくりと搔かき回し始めた。廃工場に、こびりつくような絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。

　ソウジの右目を突き刺しながら、カナタは最初の質問を始めた。
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　壁も、床も、天井も、全てが乳白色である。

　眩まばゆいと感じるくらい、天井にはたくさんの電灯が灯ともっていた。

　見慣れたその長い廊下の両りよう脇わきには、強化ガラスの壁で仕切られた、数え切れない研究室が並んでいる。かつての大戦時、日本政府によって建造された頃とは打って変わり、この〝家畜工場〟は現代設備を用いて改築されている。そこは洞うろ谷たに村むらにおいて最も神聖な場所である。

　村人達が生まれてくる場所。そして、私や父が生まれた場所なのだから。

　震えた声で、私は傍かたわらに立つ父に尋たずねた。

「……お父様……あれは…………？」

　私は父に連れられ、廊下から、無数にある部屋の一室を見せられていた。

　その部屋は他の部屋とは違い、同一遺伝体クローンを培ばい養ようするためのカプセルは置かれていない。

　代わりに、置かれていたのは手術台である。

　屠と殺さつ場。その部屋は家畜を殺害し、その臓器や骨を摘出する場所である。

　手術台の上では、１人の家畜が解体された後だった。

　鮮血と肉片にまみれた寝台。バラバラに切り分けられた手足や頭。そして取り出された臓器が、作業者達によって冷凍パック詰めされているところである。

　父は優しく微笑ほほえみ、私に告げた。

「あれは──〝フユキ〟だよ」

　酷ひどい耳鳴りがした。平へい衡こう感覚が失われ、私はその場でよろめき、倒れ伏しそうになる。

　目の前のガラス壁に寄りかかり、懸けん命めいにその貧血のような目め眩まいに耐える。

　だが堪たまらず、吐はき出してしまった。

　父の言っていることに、現実味がなかった。いいや、現実とは認めたくなかった。

　だから私は答えを求め、涙を流しながら父を見上げて尋ねた。

「どうして……どうして……？」

「４日前に、神か奈な川がわ県で大規模な生物化学兵器テロが起きたのは知っているね？」

　父はしゃがみ込み、私の肩を両手で摑つかんでくる。

　そうして言い聞かせるように、私を諭さとしてきた。

「とてもたくさんの人が死んだ。死ななかった人も、今なお重い症状に苦しんでいる。だから厚労相や、特別なお客さん達から、大量に移植用の臓器や髄ずい液の注文が入った。うちの家畜の品質は良い。だからだ。大量の出荷が必要になった」

　父の言っていることは、この村において珍しいことではない。

　洞谷村は、人類の平和と繁栄のために尽つくすことを至上の喜びとしている。戦時中の日本政府によって洞谷村は創立され、以後何十年にも渡り、多用途向け同一遺伝体クローンの研究と製造を続けてきているのだ。管理者として製造された、沙さ耶や白しろ家の者の主導においてである。

　ある時代では、不足した兵士の数を補うため。

　ある時代では、戦争で失った国の労働力を補ほ塡てんするため。

　そして現代においては、新薬の人体実験や、性交渉用、移植用臓器の製造のため。

　表向きは黒こく陽よう宗しゆうという宗教団体として存在し、これまでずっと人身売買に携たずさわってきたのだ。全ては人類の平和と繁栄のためであり、人ではない人を製造し続けてきた歴史がある。

　世間では、人間の同一遺伝体クローンの製造は非人道的とされているため、それらは公おおやけにはできない秘密である。だが私達のような村は、日本以外の国にも、無数に存在するのが現実だ。どの国でも公にしていないだけで、人間の同一遺伝体クローンの研究と製造は、昔から行われているものだ。

　この世界は、人知れない、尊い捨て身の献身で成り立っているのである。

　それは誇らしいことなのだと、幼少から教えられてきた。

　だから父の言っていることは理解できる。いや、やはり理解などしたくない。

「どうして……どうしてフユキを〝使った〟の……!?」

　私はフユキが好きだった。

　フユキは、私のことを妹のように好きだと言ってくれた。

　大好きだった。離れたくなかった。ずっと一いつ緒しよにいたかった。

　そのことなら、父も知っていたはずなのに。

　それなのになぜ、フユキを使ったのか。

「大口のお客さんで、とても重じゆう篤とくな方がいるんだ。彼女の体質は特殊でね、適合する心臓はとても限られている。うちの家畜でそうした心臓を持っているのは、フユキだけだったんだよ」

「その人……誰なの……？　フユキは心臓あげるって……納得したの……？」

「フユキは何も知らないよ。眠らせてから屠と殺さつした。その方が幸せだからさ」

「じゃあフユキ……誰なのかも知らない人のために、心臓取られちゃったの！」

「仕方なかったんだよ。許しておくれ、ホムラ」

　父は、屠殺場の隣の培ばい養よう室を指差した。

「あのフユキはもういないから、代わりのフユキを作り始めたんだ。それで我が慢まんなさい」

　父が指差すカプセルの中には、まだ細胞分裂が始まったばかりの卵細胞が浮かんでいた。

　代わりのフユキになるという小さな液中の存在を凝視し、私は激しく打ちのめされていた。

　それは幼いながらに味わう、心底からの絶望である。

　私達は何のために生まれてきたのだろう。

　フユキは、見ず知らずの他人のために殺された。殺されていることすら知らずに殺された。

　私はフユキの幸せを願っていた。自分の幸せを望むのと同じくらい、フユキを愛した。

　そのフユキは幸せだったのだろうか。人類のために尽つくせたのだから、当然なのか。

　──そんなわけがあってたまるか！

　なぜ私達は、人類に尽くすことを幸せに感じなければならないのだろう。

　なぜ人類を、フユキの命を使ってでも生きながらえさせてやらなければならないのだろう。

　わからない。わからないことだらけだ。この世界は、まるで激しく狂っている。

　私の中に、燃えさかる荒々しい感情が芽め生ばえた。

「…………………ウフフフフ」

　何かが壊れた。何かが生まれた。

　人類の平和と繁栄のために尽じん力りよくする。私達の存在は、ただそれだけのために存在する。

　良いだろう。面白い。ならばその理念を徹底的に貫き通してやろうではないか。

　私を取り巻く何もかもが混こん沌とんとし、頭の上でグルグルと渦うずを巻き始める。その渦は私の理性を溶かし、信念を砕くだき、これまで積み上げてきた全ての価値観を否定し始める。

　気が付けば、私は父の懐ふところから拳銃を抜き取り、その銃口を父の眉み間けんに向けていた。

「なっ！　ホムラ、何を！」

　パン。私の全てを変えるのは、そんな容易たやすい音だ。

　私が撃うち殺した父は、後頭部から派手に脳のう漿しようを噴き出して即死した。

　そうして私の足あし下もとにひれ伏す。神のくせに、無様なこと、この上ない。

　父を撃ち殺す私を見ていた作業者達が、驚きよう愕がくして私を向き直る。

　狼ろう狽ばいする家畜共を、血走った眼まなこで見渡し、私は宣言してやった。

「いちいち狼狽うろたえるな、虫けら共！　今この時より、私が〝生虚神ウロガミ〟だ！」

　父が死ねば、その後継者は沙さ耶や白しろの血を継ぐ私だけだ。

　次の村の代表者。黒こく陽よう宗しゆうの教祖。そして生虚神ウロガミ。

　私は手にした拳銃をその場に捨て、笑った。

　狂喜と怒いかりに身を焦こがし、これから自みずからが為なすべきことのみに集中する。

「あははははは！　これから人類に〝死ぬ程の〟平和と繁栄をもたらしてやる！」

　笑いが止まらなかった。涙も止まらなかった。

　まるで天が実行しろと言っているかのように、その計画が私の脳のう裏りで組み立てられていく。

　その計画を完遂することこそが、きっと私に与えられた〝運命〟なのだ。

　おそらく私の運命こそが、黒陽宗、洞うろ谷たに村むらの悲願となるだろう。

　ならば実行する以外に道などない。私はそうした場所に生まれついたのだから。

「待っていろよ。ヒトも、この村も、どいつもこいつもきっちり地獄に叩たたき落としてやる」

　父の頭部から流れ出る血が、いつしか私の足下に血の海を作っていた。

　愛する者達の死を踏ふみしめ、私は奈落への確かな１歩を踏み出した。

　向かう先に待つのは破壊や死ではない。救いようがない、ヒトの未来だ。
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　夜の遅い時間であるというのに、空港の待合スペースには、まだ人の姿がある。

　最終便の飛行機の搭乗を待つ人々が、ソファに座って思い思いにくつろいでいた。

　中には小さな女の子の姿もあり、両親と楽しそうに話している声が聞こえてきた。

　その声を遠くに聞きながら──少女は巨大なガラス壁の向こうを眺ながめていた。

　ガラスの向こうは、計り知れない程に広大な闇やみ空ぞらである。

　その黒の海に飛び立とうと準備している飛行機が、ライトアップされた滑走路の上を、ゆっくりと走っているのが見えた。機体の移動中なのだろう。翼に付いた赤いランプを点滅させている。その姿はまるで、深海の闇をゆっくりと泳いでいく、光る魚のようだ。

　全てをやり遂げた少女にとって、その寂しげな光景が、胸の虚きよ無むを搔かき立てるようだった。

「……フユキ」

　少女は無意識に、ため息いきのように、その名を口にしていた。

　吊つり目がちで妖よう美びな眼まな差ざし。きめ細かい、汚れ１つない白い玉肌。そして唇くちびるを鮮やかに彩いろどる深しん紅くの紅。類たぐい希まれな美び貌ぼうではあっても、その表情は寂しげである。

　その寂しさはどこからくるものなのか、少女は我ながら不思議に感じていた。

　もはや自分は神ではない。では、今の自分とは何なのだろう。

　いつもかぶっていた仮面も外し、振り袖から赤いワンピースに着替えている。

　望み通りに全てを失い、憧あこがれていた生活が、これから海の向こうの知らない国で始まるろうとしている。自分は運命を成し遂げたというのに、達成感というものはない。

　ただ果てしなく……孤独だった。震えがくる程に孤独だった。

　今さらのことであるのに、自分には姉以外に何もなかったのだということを痛感していた。

　神であったというのに、何と虚むなしく、なんと朧おぼろに生きている神であったのか。

　あれだけ多くの家畜達と共に過ごしてきたというのに、今の自分は独ひとりだ。

　待つ者も、待っている者もない。それが酷ひどく悲しかった。

「目的を遂げたのに、その顔は意外だ」

「……！」

　聞き覚えのある声に間近から話しかけられ、少女は驚きよう愕がくした。

　声が聞こえたのは、自分の腰掛ける向かいのソファからである。

　いつの間にそこに現れたのか、座っていたのは少年である。

　唐とう突とつであったため驚きはしたものの……だが、それが当然だったのかもしれないと、少女は不思議と納得がいった。すぐに真顔に戻り、少女は少年に答えた。

「……どうして私の居場所がわかったの、緋上カナタ」

「未来を見通せる神とやらが、わざわざそれを聞くとはな、沙耶白ホムラ」

　言いながら、カナタはポケットを弄いじった。そうして、ハンカチに包んだ小さな何かを、ホムラと自分の間に置かれたテーブルの上に差し出してくる。不思議そうな顔で、ホムラはそのハンカチを開いてみた。布の下から現れたのは──〝人間の眼球〟である。

「……」

　見慣れているものだ。ホムラは、それには特に驚かなかった。

　冷徹極まる思考回路を有したホムラは、ただ速すみやかに理解するのみだ。

「そう。萩はぎ原わらが教えたのね」

「相手に揺ゆるがない覚悟があるのか、そいつの目を見ればすぐにわかる。痛みに屈する程度の覚悟しかない奴やつは、少し脅おどしてやれば顔に出る。アイツは、お前のように頑丈ではなかった」

「あなたが相手じゃ誰だって無理ないわよ」

　ホムラは、これまで真似まねてきたフユキの丁寧な口調を捨てた。

　素す性じようをさらけ出しながら、どことなくカナタとの会話を楽しむように微笑ほほえんだ。

「誰も私の顔は知らないはず。それなのに、よく私に気が付いたわね」

「村でお前の顔を目撃した、唯ゆい一いつの人間がいるだろう」

「ああ。そう言えばそうだったわね。じゃあ、監視カメラで今も、彼女は私を見ているの？」

　ホムラは、ロビー近くの監視カメラに向かって、小さく手を振ってやった。

　リセが見ているかどうかはわからない。

「それで、１人で外国に逃げようとしている私を捕まえに来たの？　ここにあなたが単独で訪れているはずがない。どうせ内閣情報捜査局ＣＩＲＯが空港を閉鎖し、私は包囲されているんでしょ」

　カナタは、肯こう定ていも否定もしなかった。だがホムラは確信している。
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「私を〝何の容疑〟で逮捕できるのかしら？」

「……」

「できないわよね。私が〝犯罪〟に関与したという証拠はない。それどころか、私と生虚神ウロガミが同一人物であるというような立証自体が不可能なの。そういうふうに〝証拠は何もない〟ようにしておいた。仮にここで私を捕まえても、私には強力な弁護士を雇える資金力がある。犯罪の証拠がない以上、司法の場で私に勝つのは不可能よ」

　会話を盗聴されていることなど、ホムラは理解しているだろう。

　わかった上で、ホムラは大胆に内閣情報捜査局ＣＩＲＯの捜査を真っ向から否定する。

　だがカナタも、真っ向からホムラを否定する。

「司法の場で勝てないのなら、司法の場で戦わなければ良いだけだ。お前がどんなに強力な弁護士を雇ったところで、その弁護士が〝萩はぎ原わらのようにならない保証〟はどこにもない」

「……怖いわね。私の弁護士にも拷ごう問もんをするつもりかしら」

「証拠なんてなくても、お前個人を窮きゆう地ちに立たせる方法などいくらでもあるということだ」

「へえ面白い。私とそういう〝場外乱闘〟をして勝てると思うんだ」

「お前自身と戦わなくても、オレはお前の味方を簡単に屈服させられる」

　証拠など関係なしに地獄に落とせる。

　カナタにそう脅おどされてもなお、ホムラは１歩も引かない。

　ホムラはクスリと上品に笑えみ、カナタに言った。

「不毛なケンカ口上はやめましょう。あなたは私を追い詰めに来た。それは間違いないんでしょう。なら、その話を続けなさいよ。聞いてあげるわ」

「お前を追い詰めるか。それはずいぶんと難しいことだ」

　カナタは、腰掛けているソファの背もたれに深く寄りかかった。

　そうして、笑いもせずに続けた。

「お前が遂行していた〝真の計画〟は、今日オレ達にやらさせたような些さ細さいなテロ攻撃なんかじゃない」

「……！」

「お前が成し遂げた完全犯罪は、全人類に対する〝問題提起〟と呼ぶに相応ふさわしい。現代の人類の司法制度では、おそらくお前の行為が罪であるということすら立証できないだろう。今さらお前個人を逮捕したところで、この事態は何の解決もしない」

　てっきりホムラは、今日起きたテロ攻撃についての糾きゆう弾だんをされるものだとばかり思っていた。だからカナタに──〝それ〟を見破られていたことには驚いてしまう。

「……なるほどね」

　ホムラは苦笑した。

「さすがは天才と呼ばれるだけのことはあるようね。推薦されたとはいえ、計画に、あなたという人間を選んでしまったことだけが、私の〝唯ゆい一いつの失敗〟だったのかもしれないわ」

　カナタは冷ややかに告げた。

「お前はずっと昔から、今日この日を迎えるために周到な計画を練ねってきたな。そしてお前の成し遂げたことは、これから何十年にも渡って人類を苦しめていくことになるだろう」

　そして断じた。

「──〝医療技術の進化〟。それこそが、お前の成し遂げたテロだ」

　ホムラは何も答えない。ただカナタの眼まな差ざしは、漆しつ黒こくの色を濃くしていく。

　その論述は、間違いなくホムラの計画の全ぜん貌ぼうを暴あばくだろう。

　予感を秘め、史上最悪の天才と生虚神ウロガミの最終局面は、間もなく始まろうとしていた。
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　飛行機の時刻表が、次々と「欠航」の表示に切り替わっていく。

　空港内に潜む凶悪な犯罪者を逃がさないよう、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが空港を閉鎖したのだ。

　いつの間にか、周囲にいた客達の姿も消えており、異常に静まりかえったロビーには、２人の男女しか存在していない。片隅の待合スペースで、２人の男女が冷ややかな目で見つめ合っていた。やがて少年、カナタは厳おごそかに語り始めた。

「お前の計画を理解するためには、まずこの事件を広い視野で見渡すことが必要だった」

「広い視野ですって？」

「おさらいだ。今年に入ってから、日本国内では凶悪犯罪が相次いだ」

　カナタは過去を振り返る。そうしてそれを、ホムラに話し始める。

「年初に起きた静せい峰ほう学園人質立て籠こもり事件、それにインターネット公開処刑事件だ。いずれの事件においても全ての謎なぞが解決することはなく、内閣情報捜査局ＣＩＲＯはその後も追跡調査を続けてきた。その結果、どの事件も〝薬事法改正〟の反対派にとって都合の良い事件であったことが発覚した。天アマ照テラス製薬の社長や厚労相など、法改正賛成派の主要人物がこぞって失脚し、あるいは殺害されていたからだ。〝法改正に反対の意見を持つ何者か〟が、事件の背後で糸を引き続けている。そう推測したんだ」

　ホムラは、カナタの話に耳を傾け続ける。

「薬事法反対派勢力の主要資本源スポンサーには、〝黒こく陽よう宗しゆう〟という巨大な宗教団体が存在していた。この団体は先に起きた事件とも遠からぬ関係性があり、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは黒陽宗こそが、一連の事件の黒幕であると考えた。そこからの調べで、黒陽宗が薬事法の賛成派勢力を押さえ込むために、長らく劣悪な裏工作や脅きよう迫はく行為などを行っていた事実もわかった。黒陽宗は何としてでも明日の法改正審議を否決に持ち込みたいのだと、誰もがそう勘違いしてしまった」

　カナタの妙みような言い回しを、ホムラは否定しなかった。そのままカナタは断言する。

「黒こく陽よう宗しゆうは薬事法改正に反対などではない。実は〝賛成派〟だった。それが真実だろう？」

　尋たずねられたホムラは、無言だった。

　答えなどなくても、カナタは自身の考えを口にし続けた。

「黒陽宗の理念において、薬事法とは人類の過度な増加を促うながす悪法だ。だからこそ信者達は団体の理念に従い、全国で独自に反対デモを展開している。黒陽宗が反対派勢力にいることは何もおかしいことではないだろう。さらに黒陽宗は賛成派を押さえ込むために、かなりの手汚い裏工作を使っての攻勢を仕掛けていた。だがオレには、それがどうにも生なま温ぬるく感じていた。先の事件で天照アマテラス製薬の社長や厚労相といった大物を派手に失脚させるような大攻勢を仕掛けておいて、その結果、賛成派と反対派の勢力はなぜ──まだ〝拮きつ抗こう状態〟にあるんだ？」

　それを指摘するカナタは、邪じや悪あくな笑えみを浮かべてみせた。

「黒陽宗の力添えと、有無を言わせない暴力があってなお、反対派の勢力が圧倒的にならないという実態には違和感があった。そして今日、問題の黒陽宗を束ねているお前という存在に出会って、その違和感はオレの中で確定的なものに変わった。お前くらいに賢い人間が本気を出したのなら、法改正の結果など、これまでにいくらでもねじ伏せられてきたはずだ。だが今までそうしてこなかった。もしも敢えてそうしているのだとしたら、そもそもの狙ねらいがそれだったのだとしか考えられないだろう」

「どう考えたのかしら。聞かせてみてよ」

「黒陽宗の。いいや、お前個人の狙いは〝薬事法改正審議の長期化〟だった」

「……」

「お前個人の目的は、黒陽宗の信者達が掲げる思想イデオロギーとは正反対。信者達には理念に従って賛成派を攻撃しているように見せかけておきながら、胸中は賛成派だった。大事なのは、賛成派と反対派の〝人数の調整〟。そうして審議を長期化させることで、お前は賛成派から〝ある譲歩〟を引き出したいと考えていたんだろう。それを得るために、賛成派に圧力をかけ、審議を延長させ続ける工作をしてきたんじゃないのか。提示する条件を吞のめば妨害工作をやめ、法改正審議を可決させてやる。そうした交渉態度で、賛成派議員や経団連に攻勢を仕掛け続けた。極めて政治的な戦略と言えるだろう。そうして、ついにその譲歩を得たのが４ヶ月前だ」

　指摘を受け続けるホムラは、じっとカナタの話に耳を傾けているだけである。

　ついにカナタは、その名を口にすることにした。

「──エリクシル」

　対するホムラはただ、どこか寂しそうな眼まな差ざしで、カナタを見つめ返しているだけだ。

　構わずカナタは、知り得た事実だけを口にしていく。

「４ヶ月前。薬事法改正によって認可される医薬品ラインナップの中に、突とつ如じよとしてその薬品は追加された。画期的な〝癌がんの治療薬〟として期待される薬で、臨りん床しよう試験結果によれば、癌細胞の９割以上に治療効果が認められているという。この薬品の研究を行っていたのは、次期ノーベル賞候補筆頭と言われる大学教授、犬いぬ飼かいコウジ。そして、黒こく陽よう宗しゆうが強力に資本協力してやっていた人物でもある」

「……」

「イーグルアイの調べによれば、エリクシルが認可薬品として最初からラインナップに含まれなかったのには理由がある。癌がん細胞の治療効果が高いという画期的な性質を持ってはいるが、副作用として、テロメアが異常増大するという性質があるからだ。テロメアとは人間の細胞分裂回数を決定する染色体の部位であり、人の寿じゆ命みようを決定しているものだとも考えられている。この薬品によってテロメアが増大することで、直接的に人体に悪影響が及ぶ事例は報告されていない。正確な言い方をすれば、この副作用によって、人体にどんな影響があるのかは検証が完了していないんだ。それでもお前は、何とかこの薬を認可薬品に含めたいと考えていたんだろう？　この薬を市場に流通させ、広く利用されるように社会の制度を変えたかった」

　カナタは、言いながら苦笑した。

「簡単に言えばこうだ。お前は、エリクシルを薬事法改正の認可薬品に含めたかった。そのために審議延長工作を行い、経団連や賛成派議員から譲歩を引き出した。その結果、エリクシルは認可薬品として含められた。あとは審議が可決さえすれば、お前の計画は達せられる」

「そんなことをして、私が得られるメリットは何なのかしら」

「お前は個人の利益など重要視していない。お前の目指すところは社会の変革だ。お前が行ったのは、テロというよりも革命と呼ぶ方が相応ふさわしいのかもしれない」

　カナタは敢あえて、結論を口にしない。

　それを聞くホムラの表情に焦あせりはなかった。だが、僅わずかに険しくなっているのは明白だ。

　図星と見て、カナタは言った。

「エリクシルが認可薬品に仲間入りした４ヶ月前。お前は計画の仕上げに入った。お前は予測したはずだろう。人体への影響を検証しきれていないエリクシル。それが認可される薬品に含まれたことで、その危険性を取り上げ、法案を否決に持ち込もうとする反対派議員が現れる可能性を。エリクシルが薬事法を否決させるかもしれない、危険な爆弾になる可能性をだ。だからだ。世間の目を、長らく〝その問題から遠ざけておくための派手な事件〟を用意した。今日、葉よう台だい高校の生徒達を利用して行ったテロ攻撃こそが、まさにそれだったんだろう」

　まるでホムラの思考をトレースしているかのように、カナタは看かん破ぱする。

「お前は内閣情報捜査局ＣＩＲＯが洞うろ谷たに村むらを嗅かぎ回っていることを承知していた。オレやルークの存在もあらかじめ知っていて、それを利用しようとしたことから察し、今日のテロ計画はかなり前から綿密に錬ねられていたと考えれる。それなのに、オレがお前のテロ計画に付き合っていて１番妙みようだと感じたのは、〝目的の不鮮明さ〟と、その〝雑な計画性〟だった」

「……」

「お前くらいに賢い奴やつが綿密に錬ってきた計画としては、今日の攻撃はあまりにお粗末で意味不明な作戦だ。特に、攻撃が成功しても失敗しても構わないという、その理念を感じない姿勢が、オレに不信感を抱いだかせ続けた。だから発想を逆にして考えてみたんだ。そもそもこの計画とは、ずっと以前から計画されてきた〝目的のない攻撃〟だったんじゃないかとな」

　ずっとカナタの言葉に応答を示さなかったホムラが、含み笑った。

　その微笑ほほえみの表情に見えているのは、カナタに対する心からの感心だった。

「おそらくお前は、〝目的のないテロ計画〟を、ずっと以前から用意していた。それに最初に気が付いたのが、米国国家安全保障局ＮＳＡだったんだろう。お前が用意したテロ計画とは、準備だけのもので、いつ実行したとしても構わないものだった。それを実行する切きつ欠かけを与えたのが、薬事法賛成派の有力議員、南なん場ばエイスケの転身だ」

　気が付けば、ホムラの腕には鳥肌が立っている。

　まったく目の前で語るこの男とは、いったいどこまで頭が切れるというのか。

「南場はエリクシルの欠点に気が付き、反対派に転じて薬事法反対論を進めるつもりでいた。それを知ったお前は、秘書の舟とう汰たケンゴを拉ら致ちして見せしめとしたが、南場は脅きよう迫はくに屈しなかったんだろう。反対派としての立場で、エリクシルの欠点を世間に公表しようと準備していた。お前なら南場を殺すことだってできただろう。だがこう思ったんじゃないのか。エリクシルを叩たたく者の登場は、南場で最後じゃない。南場はむしろ〝始まり〟なのだと」

「……！」

「だからこそお前は決断したんだろう。長期間、世間の関心を薬事法やエリクシルから遠ざけるために準備していた、〝話題逸そらしのためのテロ攻撃〟は今だとな。そして今日という日を迎えた。違っているか？」

　そこまで話し終えると、カナタは一端、口を閉ざした。

　カナタが何も語らなくなると、耳に入り込んでくるのは、空港ロビーの機械音だけだ。

　その沈ちん黙もくに耐えかねたのか、クツクツと、笑い始めたのはホムラだった。

「……どうしても私の口から言わせたいようね」

　カナタの沈黙は、明らかにホムラの自白を狙ねらってのものだった。

　この場の会話は、おそらく内閣情報捜査局ＣＩＲＯによって盗聴録音されているだろう。

　ホムラには強力な弁護士がついており、全国の信者達からのお布ふ施せにより築いた、莫ばく大だいな私産もある。多少不利な発言をしても法廷で有利を得る自信はあったが……もはや裁判の有利不利など関係なく、何もかもを話したい気分だった。

　罪に問われず、このまま生きながらえたとして、それで自分の運命は満足するのだろうか。

　おそらくそんなことはない。

　答えを知りたいのだ。今までずっと、自分には出すことのできなかった答えを。

　目の前に座る緋ひ上かみカナタという男なら、自分の求めていた答えを持っているかもしれない。

　そう思わせる程に、この男とは人類の中でも優れている存在ではないか。

「……あなたは、ずっと私が知りたかったことを教えてくれる人かもしれない」

　ホムラは、小さな微笑ほほえみを浮かべて言った。

　僅わずかな期待を込めて、だからこそ観念することを選ぶのだ。

「私が５年もかけて練ねり上げてきた今日を、あなたはたったの１日で見破って見せた。まったく敵かなわないわね。いいわ。降参してあげる。その代わり、あなたには私の話を最後まで聞いてもらうわよ」

　どこから話すべきか。ホムラは迷った。

　だが、どうせ時間ならある。ならば、思うように話してみよう。ホムラは話し始めた。

「──洞うろ谷たに村むらという村を創設したのは、第２次大戦中の日本軍だったわ」

　その事実を口にした。

「あなたの妹にも教えてあげた。だからもう、屋敷の地下は調査済みでしょう？」

「……ああ」

「なら私が言うまでもなく、〝村の秘密〟については、もう知っているのね」

　ホムラは少し俯うつむき、表情を僅かに陰らせて続けた。

「あの村は元々、戦時中の政府が公認していた、人間の遺伝子操作を行う実験場だった。当時の政府は戦争による様々な消耗に喘あえぎ、不足している兵隊の補ほ塡てんを急務に考えていた。そこで遺伝学者、沙さ耶や白しろタイスケに与えられた仕事は〝国民を人工的に製造すること〟だったわ」

　狂ったその話は、続けられた。

「沙耶白の研究は、政府から与えられた仕事に対して、一定の効果を上げることができた。それ以来、洞谷村は沙耶白の家に管理を任された。そして洞谷村での研究は現代にまで続き、栄えた。時代の流れと共に、洞谷村に求められることは変わるけど、一貫していたのは〝人間の製造〟。戦後の人々のモラルの向上により、人のクローン製造が非難されるようになってからは、洞谷村は黒こく陽よう宗しゆうという宗教法人を名乗るようになったわ。宗教法人になれば、外部から干渉を極力避けられるし、どんなに妙みようなことをしていても、宗教上の理由なのだと言えば、大衆を納得させることができる。洞谷村とはつまり、〝宗教団体を装ったクローンの集まり〟よ」

　ホムラが口にしていることは、何も知らない者が聞けば、荒こう唐とう無む稽けいな絵空事のようである。

　だが恐るべきことに、それらを裏付ける証拠が洞谷村で押収されていることを、カナタは知っているのだ。衝撃的なホムラの発言であっても、カナタは黙だまって聞き続けた。

「村人達は、家畜と呼ばれるクローン人間ばかり。製造されてから思想調整を受け、生虚神ウロガミという村の管理者に、支配されることを至上の喜びと感じる。見たでしょう？　命令されれば喜んで死ぬし、喜んで人殺しだってする。家畜達が製造される理由は様々だけど、共通しているのは、黒陽宗の教義にもなっている１つの理念を遵じゆん守しゆするため」

　数え切れない程に口にしてきたその理念を、ホムラは忌いま々いましそうに告げた。

「人類の平和と繁栄のために……！」

　吊つり目を尖とがらせ、ホムラはカナタを睨にらんだ。

「あなた達、人類に尽つくすためにだけに私達は造られた」

「……」

「あなた達を生きながらえさせるためだけに、私達は喜んで死にだってする」

「……」

「どうして？　どうしてそうする必要があるのかしら。私達は、私達のために生きてはいけないの？　あなた達は、知らない誰かのために尽くすことは尊いことだというわ。でも私にはわからない。他人に優しくしたり、他人を幸せにすることは、そんなにも尊いことかしら。他人のために尽くすという苦しみを知らない、あなた達から聞く綺き麗れい事は、私に何も響かないわ」

　ホムラの発言は、カナタにではなく、人類全体に対して投げかけられているものだろう。

　自みずからも紛まがい物である自覚を持って、ホムラは語っているのだ。

「私の大切な姉は、あなた達のために命を使った。どこか知らない場所にいる、見たことも聞いたこともない人のために。私の姉は、自分の全てを投げ出した。その時わかったの。結局、あの村に生まれた者は、その運命から逃れられないことが。だから私は決めた。自分の運命に従うことを。人類を──〝絶対に死なせてやらない〟ということを」

　それは復ふく讐しゆうであったのだろうか。ホムラ自身にもわからない。

　ホムラの言わんとすることを、カナタはすでに理解していた。

　だが、それをホムラの口から言わせたことで、ようやく確信が持てた。

「お前の目的は、〝社会の超高齢化〟だな」

「そうよ。その通り」

　ホムラの頰ほほには涙が流れている。

　涙しているというのに、だがホムラの表情は、狂ったように明るい。

「知っている？　医療技術の発展によって、人類の平均寿命は昔に比べて、とても伸びている。科学の進歩と共に、人はどんどん〝死ねなくなっている〟のよ」

　ホムラは、それを心底嬉うれしそうに語る。

「人類が長ちよう寿じゆ化したことで、わかったことがあるの。人は高齢になると、癌がんに冒されやすくなる。自然死の最たる原因は臓器不全と癌。今は治せないこの大きな病気を、これから人類は治せるようになる。そのために薬事法を最高の形に整えてあげたの。だから喜びなさいよ！」

　ホムラは涙しながら、狂ったような笑え顔がおでカナタに向かって喚わめいた。

「手足や臓器が旧ふるくなれば取り替えられるし、癌にかかれば治せる！　たとえベッドの上から動けない老体になろうと、チューブを繫つながれた植物人間になろうとも！　これからあなた達を絶対に死なせずに〝死ぬ程に生き続けられる〟ようにしてあげられるの！　どいつもこいつも、人は生き続けたいんでしょ!?　私達を傷付けてでも、理由なんてなくても、漠ばく然ぜんとであっても、ただ生きて生きて生きまくっていたいんでしょ！　好きなだけ生きなさいよ！　〝殺してください〟と言ってくるまで、私はいくらだってあんた達を生かしてあげるわよ！」

　喚わめき散らすホムラ。ついに隠し続けてきた怒いかりを、剝むき出しにしているのである。

　だがそれでも涙しながら、まるで懸けん命めいに強がって勝ち誇っているようにも見えた。

　そんなホムラに向かい、カナタは変わらず冷淡に指摘する。

「お前のテロ計画は、エリクシルの問題を長期間にわたって隠すため、かなり入り組んだ構造になっている。まず政府施設を攻撃するという派手さ。そしてそれによって加熱する世間の犯人捜し。いずれは黒こく陽よう宗しゆうの関与が露ろ呈ていし、今度は黒陽宗の解体議論で世間が騒さわぐ。何年もの間、この事件は世間の目を惹ひき付けることができたはずだろう」

　ホムラはカナタに答えた。

「元々は、立て続けに起きたテロ事件の報道のどさくさに紛まぎれ、明日の薬事法改正審議を可決させるつもりだった。すでに世間の目はテロに釘くぎ付づけ。黒陽宗の息がかかった議員達なら、耳が早い奴やつはもう、今日のテロに黒陽宗が関与したことを察知しているでしょうね」

「黒陽宗の巻き添えにならないよう、大勢の反対派が賛成派に寝返るんだろう？」

「ええ。ただ、あなたや内閣情報捜査局ＣＩＲＯが色々と暴あばいてくれたおかげで、黒陽宗の関与が世間に知られるのが予想より早かった。それでも大局は変わってない。スポンサーが突然いなくなった反対派陣営は、すぐに総崩れ。そうなればもう、拮きつ抗こうさせてきた人数の優位や不利の情勢は関係なくなるわ」

「まさか黒陽宗の教祖が、〝自分の団体を解体すること〟を計画に入れているというのには、オレも懐疑的だった。だがお前にとって、あの村は捨て去りたい場所だったようだな」

「捨て去る？　違うわね。あの村の崩壊こそ、私が長らく望んでいたことよ」

　法改正審議は明日だ。

　このままならまず間違いなく、ホムラの思惑通りに薬事法は改正される可能性が高い。

　そうすれば人類は、さらなる高齢化の時代を迎えることになるのだろうか。

　そうした時に、この世界はどうなってしまうのか。予測することは非常に困難である。

　ただ１つ、カナタは事実を口にした。

「法改正審議は、まだ終わっていない。つまり──真の意味でお前の計画は完了してはない」

「……」

「お前の望む通りに可決されるか、予期せず否決されるかは、まだわからないはずだ」

　ホムラは黙だまり込んだ。それを否定するつもりはないからだ。

「薬事法が改正されれば、これからの医療は飛ひ躍やく的に進歩するだろう。それによって、確かに人類は〝死ねない〟という地獄を味わう時代がくるのかもしれない。だがお前が期待するその未来は、あくまで可能性の１つだ。そうならないと否定できないだけのな」

「……」

「オレには、お前が遂げたそれを責めるつもりもなければ、阻止するつもりもない。だからこうして、何をするつもりもなく、ただお前をここで見つけただけだ。だが残念ながらオレと違って、内閣情報捜査局ＣＩＲＯはお前を逮捕するつもりのようだ。空っぽのテロ計画で、意味もなく多くの人を傷付けた。それだけは間違いなくお前の罪だ。報むくいを受けて苦しめ」

　カナタがそれを告げると、ロビーのあちこちから、ブラックスーツの内閣情報捜査局ＣＩＲＯ捜査官達が姿を現し始めた。やはりホムラの予想通り、周囲は捜査官達に固められていたのだろう。手にしたハンドガンの銃口をホムラに向け、歩み寄ってくるではないか。

　だがなぜかホムラは──すでに抵抗する気も失うせていた。

　確かにカナタによって、この場を見つけられたのは予想外だった。

　だが本気で逃げおおせようと思えば、何とか逃げられたかもしれない。

　これまで散々策略を巡らせ、捕まらないように様々な手を打ってきたのだから。

　だが……そうして逃げ延びた先に、自分には何も待っていなかったことを自覚してしまったのだ。それが堪たまらなく悲しいことに思えて、未来に希望を持てなくなってしまっていた。

　姉が恋しかった。堪らなく恋しくて、縋すがりたかった。会いたくて仕方がなかった。

　全てを成し遂げた自分を、今この傍そばに立って褒ほめて欲しかった。

　そして２人で、遠くで知らない人々に囲まれ、仲良く暮らしたかった。

　ああ、わかった。

　なぜ、こうまで必死に村の理念に執しゆう着ちやくしようとしたのか。なぜ全てをかなぐり捨て、自みずからの手を汚してまで、がむしゃらに血の海を駆かけてきたのか。

　まるで気付いていなかった。だから全てを、間違ってしまった。

「……１つだけ、良いかしら」

　ずっと、誰かに聞きたかった。ずっと、その答えを求めていた。

「私は、村の理念が嫌いだった。でもきっと、私達の理念は間違っていなかった。だってずっと昔から、たくさんの私達がそう信じてきたんだもの。私達は、ただ人類あなた達の幸せだけを願い、そのために生きてきた。それが無む駄だなんかじゃないと信じたい。だから教えて欲しい」

　捜査官達が近付いてくるのを遠目に見つめ、ホムラはついに、カナタにそれを尋たずねた。

「人類あなた達は今────幸せ？」

　ホムラは、それをカナタに尋ねてくる。

　カナタはしばらく沈ちん黙もくした。

　周囲を取り囲む捜査官達の背後で、心配そうにカナタを見つめている少女が見えた。

　生虚神ウロガミと２人きりになっている兄を心配しているのだろう。

　不安そうな顔で、固唾かたずを吞のんでいる様子だった。

　カナタはその少女の姿を見やりながら、無表情に、固く断言した。

「ああ」

　それを聞いたホムラは、美しい顔をクシャクシャに歪ゆがめて俯うつむく。

　足あし下もとにボロボロと、大粒の涙がこぼれていった。

　自みずからの胸元を両手でキツく握り締め、そして呻うめくように、心底からの言葉を滲にじませる。

「………………良いなあ……！」

　悔くやしいくらい、羨うらやましかったのだ。

　復ふく讐しゆうも。憎にくしみも。欲しかったものはそんなものではない。

　少女が昔から、本当に欲しくて、欲しくてたまらなかったもの。

　それは目の前の少年が持っているような、ただのちっぽけで些さ細さいなものではなかったか。

　なぜ姉の無念を晴らすことこそが、自らの生き甲斐がいであると信じたのだろう。

　なぜ今さらになって、姉が死んでしまったことがこんなにも悲しいのだろう。

　苦しいのだろう。叫さけびたいのだろう。

　泣き崩れる少女の両手に、歩み寄ってきた捜査官の１人が手て錠じようをかけた。

　立たされ、少女は連行されて行く。

　生虚神ウロガミだった少女の背中は、神とは思えぬ程に小さく、脆ぜい弱じやくに見えた。
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　　Ending







　空港内は騒そう然ぜんとした。

　理由もわからず全便が欠航になったかと思えば、四方八方から、銃を持ったブラックスーツの男達が現れたのだ。空港警察に避難誘導された待合客達が、空港内で何かが起きたことを察知するのに時間はかからなかった。

　深夜であるというのに、いったいどこから情報を嗅かぎ付けたのか、空港前のバスターミナル付近はマスコミの車両だらけである。

　持ち込まれた無数のライトスタンドがあちこちを照らしており、周辺一帯がちょっとしたお祭り騒さわぎだ。まるで海外から著名人が来訪しているのかと言わんばかりに、カメラを構えたマスコミが正面玄関前に押し寄せ、施設内への出入りを制限している警官達に堰せき止められている。空港内で何が起きているのか、警官に摑つかみかかってまで問い糾ただそうとする気性の荒いレポーターの姿もあるようだった。

　時間が経つにつれ、ターミナルは喧けん騒そうを増していくばかりだ。

　狩か月げつが車を空港前に乗り付けた頃、すでに正面玄関前はマスコミでごった返していた。

「これは……裏口から入るしかなさそうですねえ」

　後部座席の窓から外の様子を眺ながめ、狩月は運転手に指示を出す。

　車窓の向こうに流れていくマスコミの姿を眺めながら、狩月の隣に座っていたドクターが、呆あきれて口を開いた。

「まったく。いつもながらマスメディアのバイタリティというものには感心するよ。こんな夜遅くに、各社これだけの人数を送り込んで一斉に騒ぎ立てられるんだからな」

「いつも思うんですけど、取材って、お祭りみたいで楽しそうですよねえ」

「まあ、ジャーナリズムという祭りみたいなものには違いないだろう。よくわからんが」

「適当な感想ですねえ」

「疲れているところに、テンションの高いコイツ等らを見るのはキツいものがあるんだよ」

　確かにドクターが自分で言う通り、その顔には疲ひ弊へいの色が見えていた。

　普段は激務をこなしいても、涼しい顔で疲れを感じさせないというのに、さすがに今日は色々とありすぎたせいだろう。ドクターは欠伸あくびをしていた。

　そんなドクターを微笑ほほえましく思いながら、狩月は尋たずねた。

「感想と言えば、暫ざん定てい局長のお仕事はどうでしたか？」

「面倒だ。もう２度とやりたくもない」

　ドクターはきっぱりと断言した。

「上司承認待ちとして送られてくる報告書が膨ぼう大だいすぎる。部下だけじゃなく、下部組織、上部組織、おまけに外部組織からも送られてくるんだ。あんなものばかりにかまけていたら、本来の仕事なんてできない。よく局長なんて仕事をやってる爺じいさんがいるもんだと感心したよ」

「でもしっかりとこなせていたじゃないですか。大したものです。さすがドクター。これで私も、いつでも安心して引退できるというものですよ」

「冗談。ブレイカーのテロリスト容疑が晴れた今、局長の復帰に問題はない。ちゃんとさっき局長権限は戻したんだ。そのまま墓の中まで持って行ってくれ」

　ドクターの言いっぷりに、狩か月げつは苦笑してしまう。

「……それにしても、まさか私が生きている内に、あの黒こく陽よう宗しゆうが壊滅する場面をこうして見ることができるとは。思いも寄りませんでした」

　狩月は外のマスコミを見つめながら、双そう眸ぼうを細めて感慨深く言った。

「あの団体が抱かかえていた真実は今日まで知りませんでしたが、事の発端が、戦時中の日本政府にあったことは聞いていました。永なが田た町ちよう界かい隈わいでは、結構有名な噂うわさだったんですよ。政府が黒陽宗を創設し、そのために旧ふるくから政府と蜜みつ月げつだったのではないかとね。黒陽宗の政界への影響力は、大戦後、東とう京きようが焼け野原だった頃から強大でしたからね」

「政府主導で、非人道的な人間の遺伝子操作実験を行っていた。そしてそれは密ひそやかに現代まで続き、私達の知らないところでクローン人間を使った人身売買まで行われていた。しかもいまだに政府関係者との取引があったことが、洞うろ谷たに村むらで見つかった資料からわかっている」

「黒陽宗はこの国の知られざる歴史。そして知られざる、深い深い病びよう巣そうの１つなんですよ」

「始めたのは先人達だ。何もかもが手遅れになった時代の私達に、よくもその病巣を取り除けたものだというのは、確かに私も局長の言う通りの感想を抱いだくよ」

「まあ、黒陽宗を壊滅させたのは、まさかの現教祖だったわけですけどね」

「永遠に続くものなんて、人類の歴史の中にはないということだろうさ」

　ドクターは、寂しげに付け足した。

「洞谷村に残されていた膨ぼう大だいな歴史資料が紐ひも解とかれるのはこれからだろう。そして、それが公おおやけにされることは決してない。この国の政府が、民たみに信頼される政府であり続けるためにはな」

「ええ。表向きには、黒陽宗は〝ただの〟カルト教団であった。そういうストーリーで、新たな歴史は続いていくわけです」

　その忌いま々いましい現実に、ドクターは思わず険しい顔をしてしまう。

　だが、仕方がないことならよくわかっている。

　そうして汚お泥でいに手を差し入れようとも、この国を守り支えていくことこそが自みずからの仕事だ。

　ドクターは全てを吞のみ下し、今はただ、疲れた顔で狩月に尋たずねた。

「なあ、局長。沙さ耶や白しろホムラが行った薬事法改正への働きかけは、正しかったと思うか？」

「結果を我々が知ることができるのは、法改正が可決された場合の数十年後の未来でしょう」

「悪事と思わず行った今の正義が、未来の子供達を苦しめる根深い悪になるかもしれないんだな。まるで黒こく陽よう宗しゆうと我々の関係そのものだよ」

「過あやまちは繰り返す。それもまた、人の歴史というものです」

　狩か月げつとドクターを乗せた車は、空港の裏口から地下駐車場に入る。そこは完全にマスコミをシャットアウトしていることもあり、佇たたずんでいるのは、捜査官達だけである。

　正面はマスコミが多すぎるため、沙さ耶や白しろホムラは、この裏口から連行されるのだ。

　そしてそれは間もなくだ。

　狩月とドクターが訪れた理由は、それを見届けるため。

　もう１つの理由は〝ある真実〟を、沙耶白ホムラに確かめるためだ。
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　空港裏口の駐車場は、少し薄暗いと感じる電灯によって照らされている。

　床も壁もコンクリートであり、柱の１つに寄りかかっていると、その冷たい感触に少しずつ体温を奪うばい取られていくのがわかる。少年は佇み、壁に当てた背に、その感触を感じていた。

　沙耶白ホムラを移送する車が駐車場に入ってきた後、裏口に捜査官が集まり始めていた。

　正面玄関はマスコミが密集してきているため、ホムラを連行するならこの裏口しかない。だから少年はそこで、手て錠じようをかけられたホムラが連れて来られるのを待ち続けていたのだ。

「ねえ、カナタ」

　少年、カナタの傍かたわらに現れ、話しかけてくる少女がいた。

　長い黒髪の少女。カナタの妹のリセである。

　リセは少し照れくさそうに、上目遣いにカナタを見つめて微笑ほほえんでいた。

「少し隣、良い？」

「ああ」

　そうしてリセは、カナタの隣に肩を並べ、自身も柱に背を預ける。

「カナタは、大丈夫なの？」

　リセの質問の意図がわからず、カナタは怪け訝げんな顔をした。

「カナタ、転校してきてから、葉よう台だい高校の生活を楽しんでたでしょ」

「……」

「ずっと楽しそうだった。カナタ、いつも何も言わないけどさ。見ればわかるよ。私がそういう特技を持っているからってだけじゃなくてさ、昔からカナタのこと見てたから」

　カナタは腕を組み、誤ご魔ま化かすように俯うつむいた。

　そんなぶっきらぼうなカナタがわかりやすくて、リセは思わず微笑ほほえんでしまう。

「今日、私達は学年のみんなと怖い思いをした。私だけじゃなくて、きっとみんな酷ひどく傷付いてる。何にも弱音言ってくれないけどさ、カナタも本当は苦しいんじゃないかなって思って」

「……」

「真さな田だ君の腕のこと、聞いたよ。結局、腕は治らないし、命が助かったとは言え、今の真田君はカナタのことを許してくれないかもしれない。だからさ……辛つらいね」

「…………ああ」

　カナタは、言葉短くそれを認めた。その胸の内を教えて貰もらえて、リセは嬉うれしかった。

　──カナタだって傷付くことはある。

　周りの人々は、カナタのことを冷れい酷こく無比な史上最悪の天才と囃はやし立てている。まるで何も感じない機械であるかのようにカナタのことを考え、過か酷こくな窮きゆう地ちに平然と立たせようとするだろう。だがカナタは機械でも、悪魔でもない。ただの生身の１人の人間なのだ。

　いつだって、１人で必死に戦い続けているだけだ。

　誰もが諦あきらめる強大な絶望を前にしても、戦い、守ることができる。

　そのことが、そうはできない普通の人々から特異に見えているだけなのである。

　苦にが々にがしく俯うつむいているカナタの肩に、コツンと頭を寄せた。

「大丈夫だよ。私、傍そばにいるから」

　せめてリセは、カナタを傍で支えていたかった。だからそう伝えた。カナタは、少しだけ照れたようでそっぽを向いた。それが少し可か愛わいく思えて、リセは笑ってしまう。

　気を取り直して、リセはカナタに尋たずねた。

「ところで、さっきからずっとこんなところにいて、何をしてるの？」

　その時、１台の黒塗りの高級車が、駐車場に入ってくるのが見てた。

　どうやらそれに乗っているのは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ局長の狩か月げつと、ドクターのようだ。

　車中の狩月と、カナタは目が合う。

　互いにそれだけで、この場に自分達が居合わせたことの意味を、静かに理解した。

　カナタは、リセの質問に答えた。

「今年に入ってから起きた人質事件と公開処刑事件。あの２つの事件には、事件後に残されたいくつかの疑問がある。籠ろう城じよう犯の手にしていたアサルトライフルの出所。公開処刑犯の潤じゆん沢たくすぎる資金源。そんな具合にだ」

　言われてリセも思い出す。

　確かにそうした疑問が残されており、以前にドクターも不審がっていた。

　だがその答えは、今になってみれば、ある程度は説明できる。リセはそれを言った。

「それは全部、黒こく陽よう宗しゆうが薬事法改正のために裏で糸を引いていたからじゃないの。黒陽宗なら武器の調達をして籠城犯に供与したり、公開処刑犯に資金提供することもできたよね」

「いいや、それは〝違う〟な」

「……え？」

「一見して全ての事件は、背後で薬事法改正のために糸を引いていた黒こく陽よう宗しゆうの仕業だったように見えるだろう。だが今回の事件においてもなぜか、〝残された疑問〟がある」

「……！」

「沙さ耶や白しろホムラの内偵だった萩はぎ原わらソウジが、オレとルークが転校してくる〝ずっと前から葉よう台だい高校の生徒だった〟という点だ」

　カナタの言わんとすることを咀そ嚼しやくしきれず、リセは不思議そうに尋たずねた。

「それの何がおかしいの」

「沙耶白ホムラのテロ計画は、経歴に問題を抱かかえているオレを主犯役にしたテロ計画だ。ホムラがそのテロ計画のために、内偵を送り込んで、オレ達の身辺調査をし、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの動向を探さぐってたという順番なら理解ができる。だが萩原は、オレやルークが転校してくる以前から葉台高校に在籍しているだろう？」

「……あ」

　リセもそれに気が付き、寒気を感じた。カナタは結論を口にした。

「萩原が葉台高校に潜んでいたのは、オレやルークが転校してくるずっと前からだ。つまりホムラは、オレやルーク、そしてお前が葉台高校に転校してくるのを知っていて、それよりずっと前から、萩原をあらかじめ送り込んでいたことになる」

　カナタは続ける。

「萩原は入学式の頃から葉台高校にいた。今から１年半以上前から葉台高校にいた。ならホムラは、少なくとも１年半以上前から、オレが葉台高校に来ると知っていたことになる。オレがまだ──〝刑務所にいた頃から計画が存在していた〟ことになるだろう。なぜホムラは、刑務所にいたオレが、葉台高校の生徒として紛まぎれ込むことを想定して、テロ計画を立てることができた？　理由は簡単だ。オレが刑務所から出られるように内閣情報捜査局ＣＩＲＯを仕向け、背後で事件を操あやつっている〝誰か〟がいる。そいつが教えたからだ」

「カナタ……それってもしかして……！」

「ああ。ホムラですら、何かの企たくらみのために操られていた可能性がある。全ての事件の背後で糸を引いているのは、黒陽宗なんかじゃない。もっと深い闇やみの中にいる別の〝誰か〟だ」

　誰か。カナタは、濁にごした言い回しでそう断言している。

　名前を口にせずとも、リセにだって察しはついていた。

　その正体不明の存在を、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは発足当時から追いかけ続けてきた。カナタは５年前に神か奈な川がわ生物兵器テロ事件の濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、そしてリセは大いに利用された。

　誰もが深く傷付けられているというのに、誰もがその姿さえ見たことのない怪物である。

「オレ達は、そいつのことをずっと追いかけてきた。ホムラはそいつに会ったことがあるはずだ。そうでなければ、今日のテロ計画は成立しない。さっきのホムラは敵対的だった上に、感情的になっていたからな。話を聞くなら、落ち着いた今が最適だ」

　だから狩か月げつもドクターも、こうして本部を後にしてまでこの場に現れたのだ。

　因いん縁ねんの宿敵の正体に迫るために。その不明極まりない目もく論ろ見みに近付くために。

　ちょうど、非常用出口の扉が開け放たれる。

　扉の向こうから現れたのは、両りよう脇わきを数人の捜査官に守られているホムラだった。

　先程のように取り乱した様子はなく、力ない眼まな差ざしで地面を見て歩いていた。その手には手て錠じようがかけられており、行き先には移送用の車が、エンジンをかけられたままで停まっている。

　カナタは、移送用の車に連れて行かれるホムラに歩み寄った。

　車に乗り込む前に呼び止め、話をしたいと考えたのだ。

　だが次の瞬しゆん間かん──駐車場の明かりが一斉に消える。

「！」

　急な暗転で、明るさに慣れた目には、何も見えなくなる。

　その暗くら闇やみに視界を奪うばわれ、誰もが前後不覚に陥おちいった。

　いきなり、激しい銃声と銃火が、カナタ達の周囲に迸ほとばしる。まるでフィルム映画のように、断続的な銃火によって闇に浮き立つ捜査官達の姿は、放たれたアサルトライフルの弾たまに踊らされ、血ち飛沫しぶきを上げて次々と倒れ伏していく。

「きゃああああああああああああああ！」

「くっ！　リセ、こっちだ！」

　カナタは閃せん光こうの中に見えたリセの手を取り、近くの柱の陰に身を隠す。

　車のタイヤが激しく地面を擦こすり、急発進して去って行く音が聞こえた。おそらく狩月を乗せた車だろう。要人をこの銃撃戦から警護するべく、脱出したのだ。

　戦火の下に置き去られたのは、ホムラを移送していた捜査官達と、カナタ達だけである。

　激しい銃撃戦がしばらく続いた頃……辺りは急に静かになる。

　カナタは周囲に襲撃犯達の気配を探さぐり、暗闇に慣れ始めた目で見渡した。

　辺りが暗くてはっきりとは見えないが、立っている人影は見えない。

　倒れ伏して動かなくなっている人影は無数に見られるが……死んでいるのが敵なのか味方なのかも区別がつかない状況である。濃厚な硝しよう煙えんが漂い、カナタの鼻び孔こうをくすぐる。

　すると突然、スポットライトのように駐車場の一角だけに電灯の明かりが戻った。

「……！」

　その明かりの下に倒れている人物を見て、カナタは絶句した。

「……沙さ耶や白しろホムラ……！」

　今の銃撃戦の巻き添えで、何発かの弾たまを貰もらったのだろう。

　ホムラは仰あお向むけに倒れ、虚うつろな双そう眸ぼうを開いたまま天井を見上げて動かなくなっている。そのホムラの身体からだの周りには、赤い血の海が広がり始めていた。

　コツ　コツ

　駐車場内に、１人分の足音が反響して聞こえた。

　ホムラの死体が転がる明かりの傍そばを、その人物は歩いている。

　男だろうか。見えたのは、ジーンズをはいている下半身だけである。

　残念ながら、顔は暗がりに隠れてよく見えない。性別も定かではない。

　その人物はその場に立ち止まり、ゆっくりと何度か手を叩たたいてみせた。

　拍手なのだろうか。何に対する拍手なのかは定かではない。

「────直接こうして話すのは初めてだね、緋ひ上かみカナタ」

　名を呼ばれた。

　その声は子供のようだ。

　少年とも少女ともわからぬ中性的な声色であり、妙みように聞き心地の良い音だ。

　その正体を即座に悟り、カナタの表情に──剝むき出しの怒いかりが現れる。

「エリス！」

　まるでカナタらしくない、自制の効いていない態度で声を荒げた。

　そんな兄の姿を初めて見たリセは、戸惑い、怯おびえ始める。

　ギリギリと音が鳴り出しそうに歯を嚙かみ締め、カナタは柱に隠れるのをやめて歩み出る。そうして近寄って来ようとするカナタに向かって、人影は拳銃を向けた。

「！」

　それは、これ以上近付けば殺すという明白な脅おどしだった。

　歩みを止めたカナタに、人影は話し続けた。

「もう気付いたようだから白状するけど、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの狩か月げつ局長に、君に対する興味を持たせる工作をしたのはボクだ。ボクは君をあの刑務所から救い出してあげたくてね。それで、君が自由になれるように、おあつらえ向きの事件を用意してあげたんだ」

　人影は、静せい峰ほう学園の人質立て籠こもり事件のことを言っているのだろう。

　カナタを刑務所から出す切きつ欠かけになったのは、その事件なのだから。

　激しく滾たぎらせた怒りの形相のまま、カナタはエリスに言った。

「マスコミをこの空港にけしかけたのはお前だな！　沙さ耶や白しろホムラの移送ルートを限定させて待ち伏せした！　まんまと口封じに成功したというわけか！」

「感情に任せていても、洞察力は及第点かな。彼女はボクについて知りすぎていたからね。こうして君にも１度会ってあげたかったところだし、わざわざ足を運んだのさ」

　言いながら人影は、平然と銃を１発撃うち込んでくる。

　カナタは肩口を撃ち抜かれ、血ち飛沫しぶきが噴き出した。

「カナタ！」

　素晴らしく正確な射撃の腕前である。肩を撃たれて跪ひざまずく兄に、リセが堪たまらず駆かけ寄った。

　カナタを庇かばうように抱き締めるリセは、人影を睨にらんで言った。

「いったいあなたは誰なの！　何を企たくらんでるのよ！」

「ボクの名前なら、５年前から世界中の人間がよく知っているだろう。何を企んでるのかと聞かれれば〝世界平和〟とでも言っておこうか」

　言葉の真意は不明だった。明らかなのは、何も答えるつもりがないということだ。

　その場で踵きびすを返すと、どこかに去って行こうと歩き出す。

　カナタは血の気を失いながらも、荒い息で叫さけんだ。

「待て！」

　人影は言われた通り、歩みを止める。カナタは、苦しげに尋たずねた。

「どうしてオレ達を殺さない……！」

「愚かな質問だ。なぜボクが君達を殺す？　わざわざ刑務所から出してあげたのは、君に価値があるからだ。自分の大切な者を、自分で壊したりなんてしないだろう？」

　それだけを捨て台詞せりふのように告げると、人影は再び歩き始める。

　途方もない暗黒の奥に帰って行こうとするその背中は、カナタに言った。

「君は信じないかもしれないけどね。ボクは君のことが〝好き〟なんだよ、緋ひ上かみカナタ」

「……！」

　足音が、遠ざかって行く。犬歯を剝むいてまで怒いかりの形相を隠しきれないカナタ。

　人影が振りまいた死と恐怖の暗くら闇やみで、涙し続けるリセ。

　足音が消え、駐車場には再び明かりが灯ともる。

　点灯した電灯によって照らし出された光景は、５年前の〝殺さつ戮りくの三日〟で見せ付けられた、あの忌いままわしき地獄の世界を彷ほう彿ふつとさせた。

　山ほどの死体と、大量の血の海。怖くて、傍かたわらで泣きじゃくっている妹。

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　カナタは咆ほう哮こうを上げた、手近な柱を殴なぐり付ける。

　力の加減もせずにそうした握り拳こぶしには、熱い血の色が迸ほとばしった。

　一足遅れて、遠くからサイレンの音と、自動車のエンジン音が聞こえてきた。襲撃を知った内閣情報捜査局ＣＩＲＯの応援部隊が、駆かけ付けてきたのだろう。

　カナタは壁に手を突き、深く項垂うなだれた。

　家族を奪うばわれ、人生を狂わされた。その宿敵を前に、また自分は何もできなかった。

　かつて抱いだいた怒りの炎はいまだ顕けん在ざいであり、自身の中で燃え続けていたことを、カナタ自身、改めて自覚できたのかもしれない。

　その怒りの矛先は、いまだ遠く深い闇の中に潜んだままだった。










あとがき




　最近、レンズ交換式のカメラにハマっております。

　少し前までの私は、「カメラなんてスマホに付いてるので十分」とか、「撮れれば何でも良い」くらいに考えていました。私はそんな人間だったはずなのに、何気なくミラーレスカメラに手を出してみた途端、写真の魅力に取り憑つかれてしまったわけですよ。いやいや、スマホで撮れる写真なんて、一眼カメラの写りのクオリティに比べたら、鼻くそみたいなもんだったんです。とにかく綺き麗れいに、精細に被写体を写し込む。これが大変素晴らしい。

　今、私の中で写真趣味が熱いのです。

　たとえば、会社まで向かう毎日の通勤路。その道の脇わきに咲く花を被写体にして、いかに綺麗に撮ろうか考えてみます。それを考え始めると、非常に奥深いことに気が付きます。

　遠くから撮るのか、近付いて撮るのかによって、写真の印象はまるで違ってくるでしょう。

　さらには、花の下方から煽あおって撮るのか、見下ろすように撮るのか。早朝の時間に撮るのか、夕焼け空の時間に撮るのかによっても、まるで違う花の写真になります。

　たった１輪の花であっても、見る角度や位置によって別のものに見えてしまう。

　当たり前のことなのですが、それを体感すると、何気ない見飽きた通勤路ですら、新鮮なものに見えてきます。言い過ぎかもしれませんが、まるで物事の真の姿に迫ろうとするような、そんな魅力がカメラにはあるのです。……おかげで交換用レンズを集めまくってしまう、いわゆる〝レンズ沼〟というやつに陥おちいって財政難になりつつありますがね！




　私の近況報告はそんなところにして、ですね。

　お久しぶりです、兎う月づきです。

　諸もろ々もろの事情により、前巻からだいぶ間が空いてしまっての３巻発売となりました。本当は、もっと早くに出すこともできたと思うのですが、そこには大人の事情が色々あったりしました。ともかく、３巻が無事に発表できて良かったですとも！

　さて、その３巻はいかがでしたでしょうか。

　今回の敵はこれまでの敵とは異なり、〝政治的な目的〟を達成しようと組織犯罪を仕掛けてきます。さらには１巻、２巻の事件の背後で暗あん躍やくしていた、カナタ達にとっての〝最大の敵〟までもが、ついに姿を見せたわけです。内閣情報捜査局ＣＩＲＯだけでなく、カナタまでもが手玉に取られていたことが判明した本編は、今までと読後感が違っているかと思います。

　あまりにも深い闇やみの中に潜む〝最大の敵〟。

　果たしてカナタは勝てるのでしょうかね。

　そんな本編を振り返るにあたって、今回もちょっとした小話をしようと思います。

　今回は私にとって身近な人物。私の母のお話です。

　私の母は看護師でした。

　色んな病院を転々として仕事をしてきましたが、その経歴の中には、老人ホームでの職務経験もあります。私がまだ子供だった頃の話です。仕事から帰ってきた母は時折、老人ホームで働いている時に、自分が感じたことを口にしていました。

　──人間は簡単に死ねなくなった。

　よく聞かされた、印象に残っている言葉です。

　母が働いていた老人ホームには、要介護のご老人達がたくさんいました。いずれのご老人も、自力でベッドから起きるのが困難だったりする人ばかりです。ご老人達は、しばしば母に「死にたい」と言っていたそうです。その理由なら、母には察しがついていました。

　ベッドの上で身動きさえとれず、何もできず、ただ膨ぼう大だいな時間が過ぎていく毎日なのです。

　見舞いに来る家族の足も遠のき、孤独が深まっていくのです。

　それでも発達した〝現代の医療技術〟は、無情な程に、年老いた人間を生きながらえさせることができます。植物状態になってまで家族に生かされ続ける老人達。泣くことも笑うこともできない彼かれ等らを毎日のように見守っていた母は辛つらかったらしく、「私が年老いたら、延命措置は絶対にしないで欲しい」と、今でも言い続けています。

　ただ生きてさえいれば、それで人間は幸せなのか。

　母の話は、幼い私にそれを考えさせました。

　人を傷付けないこと。人を生かし続けること。現実においても、どんな物語においても、そうした行いは尊く、正義なのだと考えられています。ですが果たして本当にそうでしょうか。人々の善意によって生み出される、救いようのない苦しみや絶望だってあるはずなのです。

　生きていることと、幸せになれることはまったく別の話なのでしょう。

　本作に登場した沙さ耶や白しろホムラは、それをよく理解していました。

　だからこそ敢あえて、〝生かされ続ける〟という絶望を人類に与えようと考えたのです。




　あとがきの最後に謝辞を。

　本作を刊行するに当たって、絶大なご尽じん力りよくをいただいた皆様に、感謝の気持ちでいっぱいです。電撃文庫の次世代を担になう新作として、本作を紹介いただき、キャンペーンまでしてくださった編集部にも感謝の気持ちです。いつもいつも、本当にありがたく感じております。

　そして本作を手に取っていただいた読者さんや、ファンレターをくださる皆さん。いつも皆さんに勇気づけられてばかりです。拙せつ作さくが、皆さんの人生の中で、再び楽しい一時になれたのなら、それが幸せです。次なる本でもお会いできますよう、またよろしくお願いします。
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兎う月づき山羊やぎ

昼はサラリーマン。夜は物書き。一眼カメラの魅力に目覚め、レンズ沼に浸かっています。ツァイスのレンズは最高です！　日々、カメラへの信仰心を高めてます。
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イラスト／ニリツ

近頃はタレ目と笑顔も練習しています。カッコイイのもいいですがカワイイのも描きたいお年ごろになりました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ザ・ブレイカーⅢ




虚うつろの神かみは人ひと世よを狂くるわす








兎う月づき山羊やぎ
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